




　この本は、『STEP 1　接続と準備』、『STEP 2　入

門』、『STEP 3　活用』を読み終えた方を対象にしてい

ます。

　この本には、あなたのパソコンの設定を変更したり、

内蔵されたアプリケーションの使い方を調べたりすると

きに役に立つ情報が満載されています。

　はじめてパソコンを使う方にとっては、他の本に比べ

ると少し難しい所もあるかもしれませんが、この本があ

なたのパソコンのすべてを知るための道案内をしてくれ

ます。この本を利用して思う存分に、パソコンを使いこ

なしてください。
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このマニュアルの表記について

◆このマニュアルでは、パソコンを安全にお使いいただくための注意事項を次のように
記載しています。

注意�注意事項を守っていただけない場合、人が傷害を負う可能性が想定されるこ
と、または物的損害のみ発生が想定されることを示します。

感電注意�

注意事項を守っていただけない場合、発生が想定される障害または事故の内容
を表しています。左のマークは感電の可能性が想定されることを示していま
す。このほかに、発火注意、けが注意、高温注意についても、それぞれ記載して
います。

◆このマニュアルで使用している記号や表記には、次のような意味があります。

してはいけないことや、注意していただきたいことを説明しています。よく読ん
で注意を守ってください。場合によっては、作ったデータの消失、使用している
アプリケーションの破壊、パソコンの破損の可能性があります。

パソコンを使うときに知っておいていただきたい用語の意味を解説していま
す。

マニュアルの中で関連する情報が書かれている所を示しています。

◆このマニュアルの表記では、次のようなルールを使っています。

【　】 【　】で囲んである文字は、キーボードのキーを指します。

プリンタ、 「プリンター」や「コネクター」などの末尾に付く「ー」を省略して表記していま
コネクタなど す。これは、パソコンの画面に表示される用語や、パソコン関連書籍などでよく

使われている表記に準拠しているためです。

CD-ROMドライブ VS35/37Aでは、DVD-ROMドライブのことを、それ以外のモデルでは、
CD-ROMドライブのことを指します。

◆このマニュアルでは、各モデル（機種）を次のような呼び方で区別しています。

　表をご覧になり、購入された製品の型名とマニュアルで表記されるモデル名を確認してください。

本機 表の各モデル（機種）を指します。

CRTディスプレイ CRTディスプレイがセットになっているモデルのことです。
セットモデル

CD-ROMモデル CD-ROMドライブを搭載しているモデルのことです。

DVD-ROMモデル DVD-ROMドライブを搭載しているモデルのことです。
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◆本文中の画面

本文中の画面は、モデルによって異なることがあります。

また、実際の画面とは多少異なることがあります。

　

一太郎モデル 一太郎8 、三四郎8、FullBandがあらかじめインストールされているモデルの
ことです。

Wordモデル Word、Excel、Outlookがあらかじめインストールされているモデルのことです。

ワープロ/表計算 ワープロ/表計算ソフトがインストールされていないモデルのことです。
なしモデル

     表記の区分�

 型　名 型　番 
本体の形状

 
CD-ROM/CD-R�

 
ディスプレイ

 
添付アプリケーション 

    /DVD-ROM�

 VM30/37C PC-VM3037C ミニタワータイプ CD-ROMモデル CRTディスプレイセットモデル� 一太郎モデル �

 VM30/37D PC-VM3037D   (17インチCRT) Wordモデル �

 VS35/37A PC-VS3537A デスクトップタイプ DVD-ROMモデル� CRTディスプレイセットモデル ワープロ/表計算なしモデル��

     (17インチCRT)��

 VS30/37C PC-VS3037C  CD-ROMモデル CRTディスプレイセットモデル� 一太郎モデル�

 VS30/37D PC-VS3037D   (17インチCRT) Wordモデル�

 VS30/35C PC-VS3035C   CRTディスプレイセットモデル 一太郎モデル�

 VS30/35D PC-VS3035D   (15インチCRT)� Wordモデル�
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◆このマニュアルで使用しているアプリケーション名などの正式名称

（本文中の表記） （正式名称）

Windows、 Microsoft® Windows® 95 Operating System
Windows 95

Windows NT 4.0 Microsoft® Windows NT® Workstation Operating System
Version 4.0

一太郎、一太郎8 一太郎8 Office Edition /R.2

一太郎Office8 一太郎8 Office8 /R.3

Excel、Word、 Microsoft® Excel 97 & Word 98 & OutlookTM 97 for Windows®

Outlook （OutlookTM 98バージョンアップCD-ROM添付）

MS-IME 98 Microsoft® IME 98

Microsoft Internet Microsoft® Internet Explorer 4.01 for Windows® 95 and
Explorer 4.01、 Windows NT® 4.0 日本語版

Internet Explorer
Explorer 4.01

　



■技術基準等適合認定について

このパーソナルコンピュータは、電気通信事業法第50条第1項の規定に基づく技術基準等適合
認定を受けています。申請回線と認定番号は次のとおりです。なお、専用回線等との接続は、一
般のお客様には行えませんので、必ずご購入元にご相談ください。

認定機器名：SF-BEBA-ST
認 定 番 号
　電話回線：S98-2344-0

導入にあたっては、「MDMNAYA.INF」または、「MDMAYANT.INF」のファイルを含む専用
ドライバを必ず使用してください。使用されない場合は、この技術基準を遵守できない場合があ
りますので、十分にご注意ください。

■高調波電流規制について

この装置の本体およびディスプレイは、高調波ガイドライン適合品です。

■電波障害自主規制について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技
術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオや
テレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。　取扱説
明書に従って正しい取り扱いをしてください。

■漏洩電流自主規制について

この装置の本体およびディスプレイは、社団法人日本電子工業振興協会のパソコン基準（PC-
11-1988）に適合しております。

■瞬時電圧低下について

本装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。
電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをおすすめします。
(社団法人日本電子工業振興協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガイドラインに
基づく表示)

■レーザ安全基準について

この装置には、レーザに関する安全基準（JIS・C-6802、IEC825）クラス1適合のCD-ROM
ドライブまたはDVD-ROMドライブが搭載されています。
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(1)本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁じられています。
(2)本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。
(3)本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれ

などお気づきのことがありましたら、ご購入元、最寄りのBit-INN、またはNECパソコン
インフォメーションセンターへご連絡ください。

(4)当社では、本装置の運用を理由とする損失、逸失利益等の請求につきましては、(3)項にかか
わらずいかなる責任も負いかねますので、予めご了承ください。

(5)本装置は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器など、人命に関わ
る設備や機器、および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み込みや制御等の使
用は意図されておりません。これら設備や機器、制御システムなどに本装置を使用され、人
身事故、財産損害などが生じても、当社はいかなる責任も負いかねます。

(6)海外NECでは、本製品の保守・修理対応をしておりませんので、ご承知ください。
(7)本機の内蔵ハードディスクにインストールされているMicrosoft® Windows® 95および

本機に添付のCD-ROM、フロッピーディスクは、本機のみでご使用ください。
(8)ソフトウェアの全部または一部を著作権の許可なく複製したり、複製物を頒布したりすると、

著作権の侵害となります。

Microsoft、MS、MS-DOS、Windows、Windows NT、Active Movie, NetMeeting、Outlook、Encarta、
BookshelfおよびWindowsのロゴは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商
標または登録商標です。
Pentiumは Intel Corporationの登録商標です。
一太郎、ATOKは、株式会社ジャストシステムの登録商標です。
「一太郎Office8」は、株式会社ジャストシステムの著作物であり、「一太郎Office8」にかかる著作権、そ
の他の権利はすべて株式会社ジャストシステムに帰属します。
商標「三四郎」は、株式会社エス・エス・ビーの登録商標であり、株式会社ジャストシステムは商標使用許
諾を受けています。
パソコン大学は、テラ・コーポレーションの登録商標です。
NIFTY MANAGERは、ニフティ（株）の登録商標です。
アメリカ・オンラインおよびAOLは、AOLの登録商標です。
「ANGEL LINE」および「エンジェルライン」は、NTTの登録商標です。
VirusScanは、米国Network Associates社および関連会社の商標または登録商標です。
SEGA、SEGAPC、バーチャファイター2、VIRTUA FIGHTER2は、（株）セガ・エンタープライゼスの
商標です。
インターネット カラオケキングは（株）ミュージックネットワークの商標です。
“GLOCAL HEXCITE”is a trademark of GAJIN and SHIPS Inc.
Solitaire Deluxeは、Interplay Productionsの商標です。
Photo CD portions copyright Eastman Kodak Company 1995
Hayesは、米国Hayes Microcomputer Productsの登録商標です。
MNPは、Microcom, Inc.の登録商標です。
RIVA128は、SGS-THOMSON Microelectronics, Inc. の登録商標です。
YAMAHAは、ヤマハ株式会社の登録商標です。
K56flexは、Lucent TechnologiesとRockwell International の商標です。
PC-VANナビゲータ、BIGLOBEサインアップナビは、日本電気株式会社の商標です。
BIGLOBE Walkerは、日本電気株式会社の登録商標です。

その他、本マニュアルに記載されている会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。

ご注意

vi



vii

© NEC Corporation 1998
日本電気株式会社の許可なく複製・改変などを行うことはできません。

■輸出する際の注意事項
本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり、外国の規格等には
準拠しておりません。 本製品は日本国外で使用された場合、当社は一切責
任を負いかねます。 また、当社は本製品に関し海外での保守サービスおよ
び技術サポート等は行っておりません。
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パソコンを守る
アプリケーション
本機のシステムを、コンピュータウイル

スや、誤操作による設定の変更から守る

ためのアプリケーションについて説明し

ます。

本機のシステムを守る

本機には、Windows 95の利用環境を限定すること
により、システムに影響を与えないようにする機能や、
万一コンピュータウイルスに感染した場合でも、ウイ
ルスを発見し、駆除する機能があります。

ただし、購入時には常に使えるようには設定されてい
ない機能もあります。利用状況に合わせて設定してく
ださい。なお、設定すると、システムに常駐して、ファ
イルを監視し続けたりするため、アプリケーションの
動作が多少遅く感じることがあります。

Windows 95の利用環境を変更する
（CyberTrio-NX）

「CyberTrio-NX」は、Windows 95の利用環境を、利
用者のスキルに合わせて「ベーシックモード」「キッズ
モード」「アドバンストモード」の3つのモードを切り
替えることができます。

購入時は、「ベーシックモード」に設定されています
（タスクバー右隅の アイコンが黄色になっていま
す）。「ベーシックモード」はシステムに影響を与える
機能を制限して、本機のハードウェアやソフトウェア
への予期しないダメージを防ぎます。通常は、この
モードで本機をお使いください。
他のモードに変更することもできます。

・他のモードへの変更方法→PART 1「Windows 95
の利用環境の変更〈CyberTrio-NX〉」

ほかに、次のモードがあります。

◎キッズモード

「マイプログラム」または「キッズモードのデスクトッ
プ」に登録しているアプリケーションのみを使用でき
ます。例えば、子どもが操作してもよいアプリケー
ションを限定できます。また、子どもが「キッズモー
ド」を簡単にほかのモードへ変更できないような設定
にすることもできます。保護者の方が、子ども用に使
用するアプリケーションを「キッズモードのデスク
トップ」に登録してあげてください。

・キッズモードでの設定→PART 1「Windows 95
の利用環境の変更〈CyberTrio-NX〉」

◎アドバンストモード

Windows 95へのフルアクセスが可能です。利用環
境を限定しません。システムの設定が必要な場合は、
「アドバンストモード」に切り替えてから設定を行って
ください。

・CyberTrio-NXの使い方→PART 1「Windows 95
の利用環境の変更〈CyberTrio-NX〉」

Windows 95の動作環境を監視する
（CyberWarner-NX）

CyberWarner-NXは、Windows 95の動作に影響を
与えるファイルを監視して、操作中にそれらのファイ
ルを削除、または変更しようとすると、警告を発しま
す。また、ログファイルを収集して、保守時に利用する
こともできます。

システムの変更を行うときや、アプリケーションの追
加や削除、ファイルの削除、変更をするときに起動し
て使用してください。誤って操作することを防ぐこと
ができます。

購入時には起動されていません。起動してから使用し
てください。

・CyberWarner-NX の起動方法→PART1　　
「Windows 95の動作の監視〈CyberWarner-NX〉」
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ウイルスを検査、駆除する
（VirusScan for Windows 95）

VirusScan for Windows 95は、ディスクのシステ
ム、データ領域、メモリをチェックしてコンピュータ
ウイルス（以降、ウイルス）に感染していないかを調べ
たり、万一、感染していた場合でも、ウイルスを駆除し
て、プログラムやシステム領域が元の状態になるまで
修復することができます。

購入時は起動されていません。起動してから使用して
ください。

・VirusScan for Windows 95の起動方法、設定方法
→PART1「ウイルスの検査と駆除〈VirusScan〉」
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Windows 95の
利用環境の変更
〈CyberTrio-NX〉
このアプリケーションでは、Windows

95を利用するレベルに合わせたモード

の変更ができます。

モードの種類

「CyberTrio-NX」では、次の3種類のレベルのモード
から選ぶことができます。

◎ベーシックモード

システムへ影響を与える機能の動作を制限し、本機や
アプリケーションへの予期しないダメージを未然に防
ぎます。

◎キッズモード

「マイプログラム」または「キッズモードのデスクトッ
プ」に登録しているアプリケーションのみが使用でき
ます。

◎アドバンストモード

�Windows 95へのフルアクセスが可能です。

購入時は「ベーシックモード」に設定されています。
システムの設定が必要になったときは、「アドバンスト
モード」に切り替えてください。

モードの変更

�Windows 95の利用するレベルは、購入時は「ベー
シックモード」に設定されていますが、自由に変更で
きます。モードに合わせて、タスクバーに表示されて
いる「CyberTrio-NX」のインジケータ の色がモー
ドに応じて次のように変わります。�

�「キッズモード」 ：緑色
�「ベーシックモード」 ：黄色
�「アドバンストモード」：赤色

「CyberTrio-NX」のモード変更を行う前に、ほかの起
動中のアプリケーションを必ず終了させてください。
また、編集中の必要なデータなどは保存してください。

ベーシックモードからアドバンストモードへの変更

①「スタート」→「プログラム」→「CyberTrio-NX」→
「Go To アドバンストモード」をクリック。
「アドバンストモード」へ変更されます。

・「ランチ -NX」からは次の手順で変更できます。
「ユーティリティ」→「CyberTrio-NX（利用者モー
ド）」→「CyberTr io -NX（利用者モード変更メ
ニュー）」→「アドバンストモード」をクリック。

ベーシックモード（またはアドバンストモード）から
キッズモードへの変更

①「スタート」→「プログラム」→「CyberTrio-NX」→
「Go To キッズモード」をクリック。
「キッズモード」へ変更されます。�

・「ランチ -NX」からは次の手順で変更できます。
「ユーティリティ」→「CyberTrio-NX（利用者モー
ド）」→「CyberTr io -NX（利用者モード変更メ
ニュー）」→「キッズモード」

キッズモードからほかのモードへの変更

①「スタート」→「プログラム」→「Go To ベーシック
モード」または「Go To アドバンストモード」をク
リック。
「ベーシックモード」または「アドバンストモード」へ
変更されます。
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本機の電源を入れたときに起動するモードを設定でき
ます。購入時は「前回終了した時のモード」が設定されて
います。

①「スタート」→「プログラム」→「CyberTrio-NX」→
「CyberTrio-NX セットアップ」をクリック。
次のメニューが表示されます。�

購入時の状態では、「前回終了した時のモード」を選ぶ
と、前回に本機の電源を切ったときに使われていた
モードで起動します。
「起動時にモードを選択」を選ぶと、本機の電源を入れ
て起動したときに、「CyberTrio-NX」メニューが表示
され、モードを選ぶことができます。

モードの変更時の注意

Windows 95で「ユーザ別の設定」を行っている場
合、「CyberTrio-NX」のモードを変更することはでき
ません。「CyberTrio-NX」のモードを変更する場合は、
次の手順で「ユーザ別の設定」を解除してください。

①「コントロールパネル」を起動する。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）
�「コントロールパネル」が表示されます。

②「パスワード」をダブルクリック。
「パスワードのプロパティ」ウィンドウが表示されます。

③「ユーザ別の設定」タブをクリック。
「ユーザ別の設定」タブウィンドウが表示されます。

④「すべてのユーザが同じデスクトップを使う」をクリック。

⑤「OK」をクリック。
再起動を促すメッセージが表示されます。

⑥「はい」をクリック。
「ユーザ別の設定」が解除できました。

ベーシックモード

「ベーシックモード」では、「アドバンストモード」に比
べて、ユーザーがシステム環境を誤って変更しないよ
うに、システムへ影響を与える動作を制限し、本機や
アプリケーションへの予期しないダメージを未然に防
ぐことを目的としています。通常は、このモードを使
うことをおすすめします。

ベーシックモードでの制約

「ベーシックモード」では次の点で制約があります。こ
れらの機能を使う場合は、「アドバンストモード」に変
更してください。

・モードの変更→この項の「モードの変更」

� コントロールパネル

「コントロールパネル」に関して次のような制約があり
ます。

使用できないアイコン
（アイコンを起動しようとするとメッセージが表示さ
れます）

・「ネットワーク」

・「マルチメディア」

・「システム」

これらのアイコンを起動しようとすると、次の画面が
表示されます。

この画面のボタンをクリックすると、次のようになり
ます。

・「モード変更しない」
「ベーシックモード」に戻ります。

・「アドバンストモードに変更」
自動的に「アドバンストモード」に変更します。

・「CyberTrio-NXについて」
ヘルプが表示されます。

Windows 95の利用環境の変更
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「ベーシックモード」では使用できないアイコンを起動
する場合は、「アドバンストモードに変更」をクリック
してください。「アドバンストモード」に変更された
ら、その後、「コントロールパネル」から、必要なアイ
コンを起動してください。

また、「プリンタ」で「プリンタの削除」はできません。

タスクバーの設定

変更できません。

レジストリエディタとシステムエディタ

使用できません。

� CyberWarner-NXの使用

起動時に「警告あり」のモードになります。起動後に、
「警告なし」のモードへの変更は可能です。

・CyberWarner-NX→PART 1「Windows 95の動
作の監視〈CyberWarner-NX〉」

ベーシックモードでの注意

「ベーシックモード」では、次の点に注意してください。

設定変更時の注意

「ベーシックモード」では、タスクバーは、ご購入時の
状態で使用してください。タスクバーを変更して使用
する場合は、「アドバンストモード」で使用してくださ
い。

Safeモードで起動した場合の注意

本機に問題があり、Windows 95がSafeモードで起
動した場合、「CyberTrio-NX」が「ベーシックモード」
になっていると、ハードウェアの設定を変更できません。
このような場合は、次の手順で設定の変更を行ってく
ださい。

①「スタート」→「ファイル名を指定して実行」をクリック。
「ファイル名を指定して実行」ウィンドウが表示されます。

②「名前」に次のように入力する。
c:¥cybertrio¥kiddos  c:¥cybertrio¥script¥normal.dtc

③「OK」をクリック。
これでハードウェアの設定を変更することができま
す。「デバイスマネージャ」などで、変更が必要なハー
ドウェアの設定を行ってください。

キッズモード

本機を、子どもといっしょに使いたいときは、子ども
が使えるアプリケーションを限定し、子ども専用のパ
ソコンとして設定できます。

使いたいアプリケーションの設定や、「キッズモード」
の動作設定などは、「ベーシックモード」または「アド
バンストモード」からできます。�

「キッズモード」では次の制約があります。

・「スタート」メニューから選べるのは「Windowsの
終了」「ヘルプ」「プログラム」だけです。

・マウスの右クリックは動作しません。

・タスクバーには （CyberTrio-NX）のインジケー

タだけが表示されます。

・「CyberWarner-NX」がインストールされていると
きは、「キッズモード」は「警告あり」のモードで起動
されます。このとき、アイコンは表示されません。

使いたいアプリケーションの設定

「キッズモード」で使用できるアプリケーションは、
「ベーシックモード」または「アドバンストモード」の
ときに次の手順で設定します。保護者の方が、設定し
てあげてください。

購入時には「デスクトップ」に「CyberTrio-NX メ
ニュー」が追加されています。

①「スタート」→「プログラム」→「CyberTrio-NX」→
「キッズモードの設定」→「プログラムの追加と削除」
をクリック。

② アプリケーションの追加先に「マイプログラム」、「ス
タートアップ」または「デスクトップ」を指定する。
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③「追加」をクリック。

メニューが表示されます。

・アプリケーションのショートカットを追加するとき
は、「プログラム」メニューを選んでショートカット
を選んでください。

・アプリケーションのファイル名を追加するときは、
「参照」メニューを選んで、「ファイルを開く」ウィン
ドウの中でファイル名を選んでください。

・使用できるアプリケーションを確認するには、「プロ
パティ」をクリックします。

・アプリケーションを削除するときは、「削除」をク
リックします。

・アプリケーションの追加先を「スタートアップ」に
設定すると、キッズモードでパソコンを起動したと
き、自動的に追加したアプリケーションを起動させ
ることができます。

④「閉じる」をクリック。

キッズモードの動作設定

パスワード、デスクトップの背景、サウンドなどの設
定ができます。

パスワードの設定

子どもが「キッズモード」からほかのモードに変更で
きないように、パスワードを設定できます。パスワー
ドは最大8文字までの英数字で、「ベーシックモード」
または「アドバンストモード」から設定します。

購入時には、パスワードは設定されていません。

①「スタート」→「プログラム」→「CyberTrio-NX」→
「キッズモードの設定」→「動作設定」をクリック。
「CyberTrio-NXのプロパティ」ウィンドウが表示さ
れます。

Windows 95の利用環境の変更

②「パスワードの設定」タブをクリック。�

③「パスワードを設定する」にチェックマークをつける。

④「パスワード」にパスワードを入力する。

⑤「パスワードの確認」にもう一度同じパスワードを入力
する。

⑥「OK」をクリック。

設定したパスワードを忘れたときは、次の「緊急用パ
スワード」を入力して、ほかのモードへ変更してから、
パスワードをもう一度設定し直してください。

「緊急用パスワード」：71709981

背景の設定

「キッズモード」で使用する背景を設定できます。子ど
もの好みに合わせて選ぶことができます。

①「スタート」→「プログラム」→「CyberTrio-NX」→
「キッズモードの設定」→「動作設定」をクリック。
「CyberTrio-NXのプロパティ」ウィンドウが表示さ
れます。
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②「背景」タブをクリック。

③「壁紙」リストボックスから、壁紙を選ぶ。

画面の解像度を640×480にして「キッズモード」
を使用される場合、壁紙は画面からはみ出して表示さ
れます。壁紙が画面からはみださないようにするには、
壁紙を（LowRes）と表記されているものに変更して
ください。
また、1024×768以上の解像度では、壁紙は並べ
て表示されます。

④「OK」をクリック。

サウンドの設定

「キッズモード」で使用するサウンドを設定できます。
子どもの好みに合わせて選ぶことができます。

①「スタート」→「プログラム」→「CyberTrio-NX」→
「キッズモードの設定」→「動作設定」をクリック。
「CyberTrio-NXのプロパティ」ウィンドウが表示さ
れます。

②「サウンド」タブをクリック。

③ 各イベントに対して、サウンドを指定する。

④「OK」をクリック。

キッズモードでの注意

「キッズモード」を使用する場合は「インターネットエ
クスプローラ4.01」を削除しないでください。
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1
Windows 95
の動作の監視　
〈CyberWarner-NX〉
Windows 95の動作状況を監視し、動作

に影響を与えるファイルを操作中に削除

または変更しようとすると警告を表示し

ます。また、ログファイルを収集して、保

守時に利用することもできます。

起動と終了

本機の購入時には、CyberWarner-NXは起動されて
いません。起動する手順は次の通りです。

①「コントロールパネル」を開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）

②「CyberWarner-NX」をダブルクリック。

③「スタートアップ」タブをクリック。

④「開始」をクリック。

◎オプションの説明

・「起動時にCyberWarner-NXを実行する」
次回から、本機を起動するときは、「CyberWarner-
NX」が常駐プログラムとして実行されます。
購入時の状態では、チェックが外されています。

・「タスクバーにCyberWarner-NXアイコンを表示する」
「CyberWarner-NX」の実行中は、タスクバーに
「CyberWarner-NX」アイコンを表示します。
購入時の状態では、チェックが付けられています。

⑤「OK」をクリック。

�終了の方法

① タスクバーの右隅にある （CyberWarner-NX）を
クリック。

②「終了」をクリック。
次の画面が表示されます。

③「はい」をクリック。�

警告メッセージ

Windows 95の動作状況を監視し、動作に影響を与
えるファイルに対して、削除または変更しようとする
と、警告メッセージを表示します。
メッセージには操作の確認用メッセージと警告用メッ
セージがあります。�

確認用メッセージ

�

警告用メッセージ

警告メッセージの表示/非表示

警告メッセージを表示するかどうかを設定できます。
「警告なし」を選ぶと、警告メッセージを表示せずに処
理されます。確認メッセージは警告メッセージの表
示/非表示にかかわらず表示されます。

①「コントロールパネル」を開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）

Windows 95の利用環境の変更/Windows 95の動作の監視
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②「CyberWarner-NX」をダブルクリック。

③「一般」タブをクリック。

④「警告あり」または「警告なし」をクリック。

⑤「OK」をクリック。

購入時には、「CyberTrio-NX」を「ベーシックモード」
に設定すると、自動的に「警告あり」に、「アドバンス
トモード」にすると、自動的に「警告なし」に設定され
るようになっています。

バックアップファイル

ログ対象ファイルを操作（移動、削除、修正、名前の変
更など）した場合、その操作前のファイルが保存され
ます。

バックアップファイルの設定

バックアップファイルに関する設定ができます。

① コントロールパネルを開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）

②「CyberWarner-NX」をダブルクリック。

③「バックアップ」タブをクリック。
スライダを移動するとバックアップファイルの最大サ
イズを変更することができます。

◎バックアップ

ログと一緒に収集するバックアップデータを保存して
おく場所の容量を設定できます。

ログ対象ファイルの説明

� ログファイルの説明

◎Critical File

次のファイルを変更したときは、変更の警告メッセー
ジが表示され、変更しようとしたファイルが自動的に
復旧（元の状態に戻ること）されます。

¥command.com
¥io.sys
¥windows¥himem.sys
¥windows¥win.com
¥windows¥notepad.exe
¥windows¥regedit.exe
¥windows¥explore.exe
¥windows¥system¥vmm32¥*.*
¥windows¥command.com
¥windows¥system¥sysedit.exe
¥windows¥system¥iosubsys¥*.*
¥windows¥rundll.exe
¥windows¥rundll32.exe
¥windows¥progman.exe
¥windows¥control.exe
¥windows¥winfile.exe
¥windows¥taskman.exe
¥windows¥aztpnp.exe
¥windows¥winsock.dll

◎ Non Critical File

次のファイルを変更したときは、変更の確認メッセー
ジが表示されます。�

¥autoexec.bat
¥config.sys
¥msdos.sys
¥windows¥command¥*.*
¥windows¥system¥*.dll
¥windows¥system¥*.vxd

◎Special

次のファイルを変更したときは、変更の確認メッセー
ジが表示されます。また、他のアプリケーションをイ
ンストールしたときに次のファイルが変更されると、
自動的に変更前の状態がログファイルに保存されます。

¥windows¥win.ini
¥windows¥system.ini



11

パ
ソ
コ
ン
を
守
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

1
ファイルの削除についての注意

「CyberWarner-NX」で保護されているファイルを削
除する場合、「ごみ箱」の中身がないにもかかわらず、
中身があるように表示されることがあります。
このような場合には、次の手順で「ごみ箱」の中身の状
態と表示を合わせてください。

① デスクトップの「ごみ箱」を右クリック。
メニューが表示されます。

②「ごみ箱のプロパティ」をクリック。
「ごみ箱のプロパティ」が表示されます。

③「OK」をクリック。

ログファイルの表示

「CyberWarner-NX ログビューワ」を使って収集した
ログ情報を参照できます。

①「コントロールパネル」を開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）

② 「CyberWarner-NX」をダブルクリック。

③「一般」タブをクリック。

④「参照」をクリック。
ログビューワが表示されます。

収集したログファイルは保存モードでのみ収集可能で
す。ログファイルの操作にはパスワードによる保護が
かけられています。この保守モードは、お客様からの
問い合わせの際に、NECの担当員から指示があったと
きのみ使用してください。通常は、使用しないでくだ
さい。

ログビューワの上のリストには次のものが表示されます。

・データ
記録した日時を表示します。

・オブジェクト
ログを取得する対象ファイルを絶対パスで表示しま
す。

・オーナー
操作を行ったときに使用したアプリケーション名を
表示します。

・メモ
操作の状態、および、簡単な説明を表示します。操作
の状態は、次のどちらかになります。

・ユーザ操作

・アプリケーション操作

上のリストで「データ」を選ぶと、下のリストの
「フィールド名」と「コンテンツ」には次の項目が表示
されます。

・管理者
「ファイル」と表示されます。

・復元する
バックアップファイルが使用可能かどうかを表示し
ます。

・復元されました
ファイルが保守モードでの復元ボタンで、復元され
たかどうかを表示します。

1：復元されました
0：復元されていません

・日付
記録した日時を表示します。

・ソース
ログを取得する対象ファイルを絶対パスで表示しま
す。

・バックアップ
バックアップファイルが存在する場合、絶対パスで
表示します。

・オーナー
操作を行ったときに使用したアプリケーション名を
表示します。

・オペレーション
変更や削除、操作の種類を表示します。

・メモ
操作の状態、および、簡単な説明を表示します（上の
リストの、メモと同じです）。

Windows 95の動作の監視
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ウイルスの検査
と駆除　　　　
〈VirusScan for
Windows 95〉
VirusScanは、ウイルスを検査し、万一

ウイルスが発見されたときは、駆除する

ことができます。

概要

ウイルスを検査するには、次の4通りの方法があります。

・VShield
常にファイルのアクセスを監視し、ウイルスが感染
しないように検査します。

・ScreenScan
スクリーンセーバの実行中に、ウイルスが感染して
いないかを検査します。

・VirusScan コンソール
あらかじめ設定した時間に自動的にウイルスが感染
していないかを検査します。

�・VirusScan
その場でウイルスが感染していないかを検査します。

・ワクチンソフトのウイルス検索エンジンは順次更新
されます。将来、検索エンジンを新しくしなければ、
定期パターンアップだけでは発見できないウイルス
が出現することが予測されます。
詳しくは、「スタート」→「プログラム」→「McAfee
VirusScan」→「必ずお読みください」をご覧くだ
さい。

・VirusScanでエマージェンシーディスクを作成す
る場合には、フォーマット済のフロッピーディスク
が2枚必要です。

常に検査する（VShield）

「VShield」 はファイルのアクセス、コピー、実行など
を常に監視し、リアルタイムでウイルスの感染を検査
します。

「VShield」 は次の手順で設定します。

①「スタート」→「プログラム」→「McAfee VirusScan」
→「VirusScan コンソール」をクリック。
「VirusScan Console」ウィンドウが表示されます。

②「McAfee VShield」をダブルクリック。
「タスクプロパティ」ウィンドウが表示されます。

③「詳細設定」をクリック。
「VShield設定」ウィンドウが表示されます。

④「スタートアップ時に起動」にチェックマークをつける。

⑤「OK」をクリック。
「今すぐに読み込みを行いますか？」のメッセージが表
示されます。

⑥「はい」をクリック。
これで、「VShield」の設定が完了です。
次回からの起動時には、自動的に「VShield」が常駐し
ます。

「VShield」は常にファイルのアクセスを監視するため
に、アプリケーションの動作は多少、遅くなります。
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1スクリーンセーバ実行中に検査する
（ScreenScan）

「ScreenScan」はスクリーンセーバを実行している
間に、ウイルスが感染していないかを自動的に検査し
ます。本機を使用していないときに自動的に実行され
るため、操作の妨げにはなりません。
「ScreenScan」は次の手順で設定します。

①「コントロールパネル」を開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）

②「画面」をダブルクリック。
「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。

③「スクリーンセーバー」タブをクリック。
「スクリーンセーバー」タブのウィンドウが表示されま
す。

④ スクリーンセーバーを設定する �

⑤「ScreenScan」タブをクリック。
「ScreenScan」タブのウィンドウが表示されます。

※この画面は機種によって異なる場合があります。

⑥「スクリーンセーバ動作中にスキャンする」にチェック
マークをつける。

⑦「OK」をクリック。
これで「ScreenScan」の設定は完了です。

「ScreenScan」の設定をしないで「スタート」→
「プログラム」→「McAfee VirusScan」→「Screen
Scan」をクリックしても「ScreenScan」は実行さ
れません。

定期的に検査する
（VirusScanコンソール）

「VirusScan コンソール」では、1回、毎時、毎日、毎
週、毎月などと指定することにより、ウイルス感染の
検査を自動的に実行します。
「VirusScan コンソール」は次の手順で設定します。

①「スタート」→「プログラム」→「McAfee VirusScan」
→「VirusScan コンソール」をクリック。
「VirusScan Console」ウィンドウが表示されます。

②「タスク」メニューの「新規のタスク」をクリック。
「タスクプロパティ」ウィンドウが表示されます。

③「プログラム」タブをクリック。
「プログラム」タブのウィンドウが表示されます。

④ タスクの名前を入力する。
（例 「定期検査」を入力）

⑤「詳細設定」をクリック。
「定期検査の詳細設定」ウィンドウが表示されます。

⑥「スキャン」タブをクリック。
「スキャン」タブのウィンドウが表示されます。

⑦「自動検査開始」にチェックマークをつける。

⑧「OK」をクリック。

「VirusScan の設定を変更するには、アドバンスド
モードにする必要があります。」と表示されたときは、
「OK」をクリックしてください。

⑨「スケジュール」タブをクリック。
「スケジュール」タブのウィンドウが表示されます。

ウイルスの検査と駆除
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⑩「スケジュール有効」にチェックマークをつける。

⑪「実行タイミング」と「開始時間」を設定する。

⑫「OK」をクリック。
これで「VirusScan コンソール」の設定は完了です。
設定した時間に「VirusScan」が実行されます。

VirusScan コンソールの常駐

指定した時間に、自動的に「VirusScan」を起動する
ためには、「VirusScan コンソール」が常駐している
ことが必要です。また、常駐している「VirusScan コ
ンソール」を終了させると、「VirusScan」が自動的に
起動されなくなりますので、注意してください。

「VirusScan コンソール」は次の手順で常駐させます。

①「スタート」→「設定」→「タスクバーと［スタート］メ
ニュー」をクリック。
「タスクバーのプロパティ」ウィンドウが表示されます。

②「［スタート］メニューの設定」タブをクリック。
「［スタート］メニューの設定」ウィンドウが表示されま
す。

③「追加」をクリック。
「ショートカットの作成」ウィンドウが表示されます。

④ コマンドラインに次のように入力する。
"C:¥Program Files¥McAfee¥VirusScan¥Avconsol.exe"

⑤「次へ」をクリック。
「フォルダの選択」ウィンドウが表示されます。

⑥ フォルダの一覧から「スタートアップ」を選ぶ。

⑦「次へ」をクリック。
「名前の指定」ウィンドウが表示されます。

⑧「完了」をクリック。
これで「VirusScan コンソール」の常駐が設定されます。
次回からは、起動時に「VirusScan コンソール」が常
駐します。

すぐに検査する（VirusScan）

外部からフロッピーディスクや文書ファイルを受け
取ったときには、「VirusScan」を実行して受け取っ
たファイルがウイルスに感染していないことを確認し
てください。次の手順で実行してください。

①「スタート」→「プログラム」→「McAfee VirusScan」
→「VirusScan」をクリック。
「VirusScan」ウィンドウが表示されます。

② スキャンするドライブ、フォルダ、スキャン対象を設
定する。

③「スキャン開始」をクリック。
これで、ウイルスの検査が実行されます。

ウイルスを駆除する

ウイルスが発見されたときは、「ウイルスの除去」をク
リックしてウイルスを駆除してください。

詳しい説明は、「VirusScan コンソール オンライン
ヘルプ」をご覧ください。
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2
便利なアプリケーション

●本機の基本操作を知る〈CyberCoach-NX〉
●電話やFAXを使う〈TELFAX-NX〉
●タイマー機能〈Timer-NX〉
●はがきの印刷〈筆ぐるめ〉
●音楽CD/ビデオCD/フォトCDの再生〈プレーヤ-NX〉
●DVD VIDEOディスクの再生〈DVDプレーヤ〉
●カーナビCDの再生〈MapPlayer-NX〉
●電子アルバムの作成〈アルバム工房Light〉
●クラシックを楽しむ〈Classic 100選〉
●電話番号の検索〈Angel Line for Windows〉
●デジタルブックの再生〈デジタルブックビューワ〉
●ランチ-NXの設定
●CDの自動起動〈CDランチ〉
●英語モードフォントの使用
●テキストリーダの使用
●一太郎Office8について
●Microsoft Excel&Word&Outlookについて
●ゲームで遊ぶ
●DVDタイトルを使う
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本機の基本操作
を知る　　　　
〈CyberCoach-NX〉
このアプリケーションを実行すると、本

機を使用するために必要な基本操作の

レッスンが始まります。目で見ながら、

耳で聞きながら、そして自分でも実際に

操作しながら楽しく覚えましょう。

CyberCoach-NXとは

「CyberCoach-NX」は、パソコンの操作方法をパソコ
ン自身が画面や音声で教えてくれるアプリケーション
です。パソコンの使い方を知りたいときにお使いくだ
さい。

「CyberCoach-NX」は、「CyberTrio-NX」のモード
が「ベーシックモード」または「アドバンストモード」
のときに使用できます。

・「CyberTrio-NX」→PART1「Windows 95の利用
環境の変更〈CyberTrio-NX〉」

レッスンを始める

「CyberCoach-NX」を起動して、「CyberCoach-NX
（使い方）」メニューから見たいレッスンを選びます。

「CyberCoach-NX」を実行するときは、「ランチ -
NX」以外のアプリケーションはすべて終了させてく
ださい。

①「ランチ - N X 」→「スタディ & ヘルプ」→「
CyberCoach-NX（操作レッスン）」をクリック。
次の画面が表示されます。内容をよくお読みください。

「次回からこのメッセージを表示しない」のチェック
ボックスをクリックしてチェックを入れると、次回起
動時からこの画面は表示されなくなります。

②「OK」をクリック。
「CyberCoach-NX（使い方）」メニューが表示されます。

③ 見たいレッスンをクリック。
レッスンが始まります。
音声が聞こえにくい場合などは、本機前面のボリュー
ム（ミニタワーではサブウーファのボリューム）で調
整してください。

・「CyberCoach-NX」は「スタート」→「プログラム」
→「CyberCoach-NX」→「CyberCoach-NX」をク
リックして起動することもできます。

・「CyberCoach-NX」の実行中は、画面の解像度は
800×600になります。
他の解像度で「CyberCoach-NX」を起動すると、終
了後にデスクトップ上のアイコンの並びなどが、
「CyberCoach-NX」起動前と異なる場合があります。

・レッスンを始める前に、「CyberCoach-NX」はデス
クトップの整理を行うため、レッスンが始まるまで、
少し時間がかかることがあります。

・レッスン中は指定されたところでのみ、マウスを使
うことができます。キーボードについては、【Esc】
以外のキーは使わないでください。【Esc】の使い方
は、この項の「レッスンを中断する」をご覧ください。

・レッスンの開始と終了の合図としてチャイムが鳴り
ます。

・メニュー中の「その他のレッスン」にはナレーショ
ンはありません。
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2

レッスンを中断する

レッスンを途中で止めたい場合は、次の手順を行います。

① レッスン中に【Esc】を押す。
レッスンが中断され、「CyberCoach-NX（使い方」メ
ニューの画面に戻ります。

【Esc】を押したときに、「CyberCoach-NX（使い
方）」メニュー画面に戻らず、次のようなメッセージが
表示される場合があります。

レッスンを中止します。

レッスンで起動したプログラムをそのまま使用しますか？

はいを選択するとレッスンで起動したプログラムを残します。

CyberCoach-NXを終了するとプログラムを続けて使用できます。

はい いいえ

このような場合は、「はい」または「いいえ」をクリッ
クしてください。
「はい」をクリックすると、レッスン中に起動したアプ
リケーションは終了しないで、レッスンのみを中止し
ます。「CyberCoach-NX」の終了後、そのまま、起動
したアプリケーションを使用できます。
「いいえ」をクリックすると、レッスン中に起動したア
プリケーションを終了して、レッスンを中止します。�

レッスンで操作方法を紹介しているアプリケーション
は、その設定が購入時のものとして説明しています。
ご自分でアプリケーションの設定を変更された場合
は、レッスンが正しく動作しない場合があります。こ
の場合、【Esc】を押してレッスンを終了してください。

各レッスンの概要

マウスを使う
マウスの基本操作（ポイント、クリック、ダブルクリッ
ク、右クリック、ドラッグ）についての説明や、最後は
基本操作の練習テストがあります。

本機の基本操作を知る

・マウスの使い方について→『STEP2 入門』
・マウスの設定について→PART5「マウスの設定」

ウィンドウを操作する

標準的なウィンドウのタイトルバー、最大化ボタン、
最小化ボタンの説明やウィンドウ移動、大きさの変更
の操作などについての説明があります。

・ウィンドウの操作について→『STEP2 入門』

デスクトップを使う

Windows 95のデスクトップの「マイコンピュータ」
や「ごみ箱」アイコンの説明や、タスクバー、インジ
ケータ、スタートボタンなどの説明があります。

・デスクトップについて→『STEP3 活用』

絵を描く

本機にインストールされている「ペイント」という描
画ソフト起動して、かんたんなイラストの描きかたを
説明します。

・ペイントの使い方→『STEP2 入門』

電源をOFFにする

本機の正しい終了操作を説明します。

・電源の切り方について→『STEP2 入門』

電卓を使う

電卓の起動方法と、四則演算程度の計算用である「普
通の電卓」と関数など複雑な計算用の「関数電卓」につ
いての説明があり、例としてかんたんな計算を実演し
て見せてくれます。

ゲーム（マインスイーパ）で遊ぶ

マインスイーパを例にゲームの起動方法と、遊びかた、
ヘルプの参照のしかたなどの説明があります。

FAXを送る

TELFAX-NXの起動のしかたや、FAX送信ボタン、
FAX送信ダイアログ、アドレス帳、カバーページメモ
の入力、送信結果の確認のしかたなどの説明があります。

・「TELFAX-NX」について→PART2「電話やFAXを
使う〈TELFAX-NX〉」
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電話をかける

TELFAX-NXの起動のしかたや、電話のかけかた、ダ
イヤルのしかた、電話の切り方などについての説明が
あります。

・「TELFAX-NX」について→PART2「電話やFAXを
使う〈TELFAX-NX〉」

留守番電話を使う

TELFAX-NXの起動のしかたや、留守電の設定、録音
されたメッセージの再生のしかたなどの説明があります。

・「TELFAX-NX」について→PART2「電話やFAXを
使う〈TELFAX-NX〉」

「留守番電話を使う」のレッスンで、録音されている
メッセージが再生できない場合があります。その場合
は、次の手順でオーディオの設定を確認してください。

①「CyberTrio-NX」のモードをアドバンストモー
ドに切り替える。

（「スタート」→「プログラム」→「CyberTrio-NX」
→「Go to アドバンストモード」）

②「コントロールパネル」の「マルチメディア」を起
動する。

（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」
→「マルチメディア」）

③「オーディオ」タブウィンドウで、「優先するデバ
イスのみ使う］にチェックされていないことを確認。
チェックされている場合は、チェックをはずして
ください。

音楽CDを聴く

・このレッスンを始める前に、CD-ROMドライブに
オーディオCDをセットしておいてください。また、
終了後はイジェクトボタンを押して取り出してくだ
さい。

・実行できるCDはオーディオCDのみです。エクス
トラCDは使用できません。

・オーディオCDをセットした後、CD-ROMドライブ
のアクセスランプが点灯中は、CDの認識中のため、
「音楽CDがCD-ROMドライブにセットされていま
せん」と表示される場合があります。このような場合
には、アクセスランプが消えてから「はい」ボタンを
クリックしてください。

プレーヤ -NXの起動のしかたや、再生ボタン、一時
停止ボタン、停止ボタンなど操作に必要なボタンの
説明があります。

・プレーヤ-NXについて→PART2「音楽CD/ビデオ
CD/フォトCDの再生〈プレーヤ -NX〉」

地図CDを見る

・このレッスンを始める前に、CD-ROMドライブに地
図CDをセットしておいてください。また、終了後は
イジェクトボタンを押して取り出してください。

・地図 C D は、ナビゲーションシステム研究会
Ver2.01,2.1に準拠した日本国内用のCD-ROMを
使用してください。ナビ研S規格には対応しており
ません。

・地図CDをセットした後、CD-ROMドライブのアク
セスランプが点灯中は、CDの認識中のため、「地図
CDがCD-ROMドライブにセットされていません」
と表示される場合があります。このような場合には、
アクセスランプが消えてから「はい」ボタンをクリッ
クしてください。
MapPlayer-NXの起動のしかたや、地図の表示レベ
ルの変更方法、スクロールのしかたなどについての
説明があります。

・MapPlayer-NXについて→PART2「カーナビCD
の再生〈MapPlayer-NX〉」

タイマーを使う

Time-NXの起動のしかたや、曜日の設定、実行プログラ
ムの選択、プログラム起動時間の設定などについての説
明があります。

・Timer -NX について→PART2「タイマー機能
〈Timer-NX〉」

CyberCoach-NXについて

CyberCoach-NXについての概要を説明します。

その他のレッスン

画面解像度の変更や補足説明の読み方などについての
説明があります。ただし、音声はありません。

このレッスンを終了するときは、ウィンドウ右上の
をクリックしてください。
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本機の基本操作を知る/電話やFAXを使う

電話やFAXを　
使う　　　　　
〈TELFAX-NX〉
マイクロホンとスピーカーを使えば高性

能な電話機に早変わり。留守のときはか

かってきた電話の録音やFAXの自動受

信をさせたりと、マルチに仕事をこなし

てくれるとても便利なソフトです。

TELFAX-NXについて

「TELFAX-NX」は本機をFAX、電話、留守番電話とし
て使うためのアプリケーションです。本機がFAXや
電話機として機能するといっても、FAXで送る用紙を
差し込む給紙口があるわけではないし、電話といって
も受話器やダイヤルがあるわけではないので、戸惑う
方もいるかもしれません。そこで、そのことについて
少し説明します。

本機のFAX機能とは、通常のFAXのように送受信を
紙面で行うのではありません。本機にインストールさ
れているいろいろなアプリケーションを利用して、送
信する原稿を画面上で作成し、そのデータを送信して
相手先のFAXの用紙に出力します。また、受信も相手
から送られてきた内容を本機に取り込み、それを画面
で表示して確認します。もちろんプリンタが本機に接
続されていれば、受信したFAXを印刷することもで
きます。

通常の電話機の受話器には、相手に向かって話をする
送話口と相手の声が聞こえる受話口があります。本機
で電話機能を利用するときは、本機に接続されたマイ
クが受話器の送話口の役目を果たし、スピーカが受話
口の役目を果たします。また、ダイヤルは画面に表示
される実際の電話機のイラストにある番号を順番にク
リックしていくか、キーボードの数字キーから入力し
ます。

本機が電話として利用できることが理解できれば、留
守番電話機能もすぐに理解できるでしょう。通常の留
守番電話機では、マイクロカセットテープなどに応答
メッセージや相手のメッセージを録音しますが、本機
ではもともと用意されているメモリを使用します。

本機を使用しているときでも、思い立ったときにFAX
を送ったり、電話をかけたりがかんたんにできます。
また、本機を使用していないときは、留守番電話機と
して利用できます。「TELFAX-NX」はこのように非常
に便利で役に立つアプリケーションです。

TELFAX-NXを起動する

「TELFAX-NX」を使用する前に、本機と電話回線が正
しく接続されていることを必ず確認してください。

・電話回線との接続→『STEP1 接続と準備』PART2
「電話回線に接続する」

「TELFAX-NX」は本機の内蔵FAXモデムボード以外
では動作しません。

TELFAX-NXの起動

「TELFAX-NX」は次のいずれかの方法で起動します。

・「ランチ-NX」→「メインメニュー」→「TELFAX-NX
（FAX＆電話）」
・「スタート」→「プログラム」→「アプリケーション」
→「TELFAX-NX（FAX&電話）」
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各部の名称と役割

　　　　 

① 受話器ボタン
スピーカホンから電話をかけるためのボタンです。ま
た、通話中の場合には、音量の調整ができます。このボ
タンは、動作状態によって表示とその意味が違います。

電話回線を使用しない状態です。

スピーカとマイクロホンで電話する状態です。

② 情報表示パネル
電話やFAXの操作状態などが表示されます。

③ 機能呼び出しボタン
セットアップ機能、FAXマネージャ、アドレス帳を呼
び出すためのボタンです。

④ ヘルプボタン
オンラインヘルプを表示します。操作方法は、通常の
Windowsのヘルプと同じです。

⑤ テレホン機能ボタン
電話機に関しての各種の機能を持つボタンです。

⑥ FAX機能ボタン
FAXを送受信するためのボタンです。

⑦ 音声操作ボタン/ログ操作ボタン

⑨ ⑩

ログ表示パネルに表示されているログを操作するため
のボタンです。また、留守番電話の受信ログや応答ロ
グを操作します。

⑧ マルチ表示パネル
FAXの送受信ログや留守番電話の受信履歴の表示、お
よび留守番電話や応答メッセージの音声データの操
作、ワンタッチダイヤルの操作などができます。

⑨ スピーカホン切替ボタン
本機に接続した電話機で通話中に,スピーカホンでの
通話に切り替えます。

⑩ 切断ボタン　　　　　　　　　
通話を終了します。

電話をかける

操作の前に、マイクロホンが接続されていることを確
認してください。また、ミニタワータイプではスピーカ
の電源が入っていることを確認してください。

①「TELFAX-NX」を起動する。
（「ランチ-NX」→「メインメニュー」→「TELFAX-NX
（FAX&電話）」または「スタート」→「プログラム」→
「アプリケーション」→「TELFAX-NX（FAX& 電
話）」）

②「受話器ボタン」をクリック。
「受話器ボタン」がスピーカホンモードの形に変わります。

①

③

②

⑥⑦

⑧
④

⑤
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電話やFAXを使う

③ 電話番号をクリック。
（例 1234-5678をダイヤル）

電話番号は、キーボードからも入力できます。

④「ダイヤル」をクリック。
相手先へダイヤルします。相手が電話に出たら、マイ
クロホンから話します。相手の声は、スピーカから聞
こえます。必要に応じて受話器ボタンにあるボリュー
ム調整ツマミをドラッグして、送話、受話の音量を変
えることができます。また、外付け電話機の受話器を
取ると、その電話機で通話ができます。

電話がかからない場合は、次の2項目を確認してくだ
さい。

・本機と電話回線が正しく接続されているか。

・回線の種別（トーン/パルス）が正しく選択されてい
るか。

・回線の種別の設定→後述の「各種の設定」の「基本設
定」

⑤ 電話が終了したら、 をクリック。
通話を終了します。

・相手が先に回線を切っても、自分側は通話中のまま

なので、必ず ボタンをクリックして電話を切って

ください。

・本機に接続した電話機で通話中は、FAX送受信およ
び保留、撃退はできません。「受話器ボタン」をク
リックして、スピーカホンでの通話に切り替えてか
らFAX送受信および保留、撃退をしてください。

電話を受ける

電話を受ける前に、マイクロホンが接続されているこ
とを確認してください。また、ミニタワータイプのモ
デルではスピーカの電源が入っていることを確認して
ください。「TELFAX-NX」も起動されていることが必
要です。

① 電話がかかってきたら、「受話器ボタン」をクリック。
「受話器ボタン」の形が次のように変わります。

② 通話する。
マイクロホンから話し、相手の声はスピーカから聞こ
えます。必要に応じて受話器ボタンにあるボリューム
調整ツマミをドラッグして、送話、受話の音量を変え
ることができます。また、外付け電話機の受話器を取
ると、その電話機で通話ができます。

③ 通話が終了したら、 をクリック。
電話が切れます。

NTTのサービス『ナンバー・ディスプレイ』
を利用する

NTTの『ナンバー・ディスプレイ』に契約しておくと、
電話を受ける前に相手の電話番号が表示されます。
相手の電話番号がアドレス帳に登録されている場合
は、登録された名前が表示されます。

表示例

・相手の電話番号を表示するかどうかの設定→「各種
の設定」の「基本設定」
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②「設定」をクリック。
「電話のプロパティ」ウィンドウが表示されます。

③「ユーザ情報設定」タブをクリック。
次のようなウィンドウが表示されます。�

④ 必要な事項を入力する。
少なくとも、次の項目に入力します。�

・「ユーザ名」
あなたの名前

・「住所［1行目］」/「住所［2行目］」
あなたの住所（省略できます）

・「電話番号」
あなたの電話番号（FAXモデムの電話番号と同じ場
合は省略できます）

・「FAXモデムの電話番号」
本機を接続した電話回線の番号

入力例

「FAXモデムの電話番号」は「NECパソコンFAXテ
スト交信サービス」より折り返しFAXするための情
報なので、市外局番から数字と「ー」（ハイフン）で正
確に入力してください。

・外付け電話機を本機に接続して使用する場合、相手
の電話番号が「TELFAX-NX」には表示されないこ
とがあります。

・本機がサスペンド状態から、電話の呼び出し音でレ
ジュームしたときは、相手の電話番号は表示されま
せん。

FAXの送受信をテストする

「NECパソコンFAXテスト交信サービス」でFAXの
送受信のテストができます。
「NECパソコンFAXテスト交信サービス」宛にFAX
を送信し、うまく届けば、折り返し「NEC パソコン
FAXテスト交信サービス」からFAXが届きます。な
お、本テストを行う前に、「TELFAX-NX」から電話が
正しくかけられることを必ず確認してください。

「N E C パソコン F A X テスト交信サービス」は、
「TELFAX-NX」に対応しています。
ほかのアプリケーションからは利用できません。

テストの準備をする

「NECパソコンFAXテスト交信サービス」へ送信する
FAX内容の作成と、折り返されるFAXを受信するた
めの準備をします。

①「TELFAX-NX」を起動する。
（「ランチ-NX」→「メインメニュー」→「TELFAX-NX
（FAX&電話）」または「スタート」→「プログラム」→
「アプリケーション」→「TELFAX-NX（FAX& 電
話）」）�
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電話やFAXを使う

⑤「OK」をクリック。
「電話のプロパティ」ウィンドウが閉じ、「TELFAX」
ウィンドウが表示されます。

⑥ をクリック。
「留守」ボタンが赤色に点灯して、留守録モードになり
ます。

本機に外付け電話機を接続している場合は、外付け電
話機の留守設定を解除しておいてください。

テストを開始する

「NECパソコンFAXテスト交信サービス」宛にFAX
を送信します。

①「TELFAX」の「アドレス」をクリック。
「アドレス帳」ウィンドウが表示されます。

②「NECパソコンFAXテスト交信サービス」をクリッ
ク。
「NECパソコンFAXテスト交信サービス」が反転表示
されます。

③ （ダイアル）をクリック。
「FAX送信」ウィンドウが表示されます。

④ （カバー）をクリック
「カバーページオプション」ウィンドウが表示されます。

⑤「選択」をクリック。
「カバーページを開く」ウィンドウが表示されます。

⑥「ファイル名」から「faxtest.cov」をクリック。
「faxtest.cov」が反転表示されます。

⑦「OK」をクリック。
「カバーページオプション」ウィンドウに戻ります。

�
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⑧「カバーページオプション」の「OK」をクリック。
「FAX送信」ウィンドウに戻ります。

⑨「発信」をクリック。
送信が始まります。

⑩「アドレス帳」を終了する。
右上の をクリックすると「アドレス帳」ウィンドウ
が閉じます。

送信を確認する

正常に送信できたかどうかを確認します。

①「TELFAX」の「送信」をクリック。
「マルチ表示パネル」の一番上の欄に送信結果が表示さ
れます。

「済み」と表示されている場合は正常に送信されている
ので、手順②に進みます。

「待ち」と表示されている場合は、しばらくすると（2
～3分後）再度送信します。そのままお待ちください。

�

②「マルチ表示パネル」の「済み」の欄をダブルクリック。
「ビューア」ウィンドウが表示され、送信したFAXが
表示されます。

③「ビューア」を終了する。
右上の をクリックすると「ビューア」ウィンドウが
閉じます。

受信を確認する

「NECパソコンFAXテスト交信サービス」宛にFAX
を正常に送信できると、通常10 分以内に折り返し
「NECパソコンFAXテスト交信サービス」からFAX
が届きます。折り返し時間は、そのときの「NECパソ
コンFAXテスト交信サービス」の混み具合によって
多少異なります。
また、「NECパソコンFAXテスト交信サービス」では、
本機を接続した電話回線が使用中などでつながらない
場合は、数分後にFAXを再送します（2回まで）。

ここでは、「TELFAX-NX」は留守録モードに設定され
ているのでFAXを自動的に受信します。

FAXの自動受信が完了すると、次のようなメッセージ
が表示されます。

①「OK」をクリック。

②「TELFAX」ウィンドウの「受信」をクリック。
「マルチ表示パネル」の一番上の欄に受信結果が表示さ
れます。「未読」と表示されている場合は、正常に受信
されています。

③「マルチ表示パネル」の「未読」の欄をダブルクリック。
「ビューア」ウィンドウが表示され、自動受信した
FAXが表示されます。

送信が「異常」になった場合

次の操作手順に従ってください。

①「マルチ表示パネル」の「異常」をダブルクリック。
「詳細情報」ウィンドウが表示されます。
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電話やFAXを使う

送信はうまくいったがFAXが届かない場合

送信が「済み」になってから10分程度たってもFAX
が届かない場合は、「テストの準備をする」の項をご覧
になり次の項目を確認し、もう一度、テストをやり直
してください。

・「FAX モデムの電話番号」の番号が間違っていない
か。

・「TELFAX-NX」が留守録モードになっているか。

・外付け電話機の留守設定を解除しているか。

受信が「異常」になった場合

次の操作手順に従ってください。

①「マルチ表示パネル」の「異常」をダブルクリック。
「詳細情報」ウィンドウが表示されます。

�

「通信状態」が「エラー」の場合、「最終エラー」にエ
ラーメッセージが表示されています。
「エラーヘルプ」をクリックして、原因と対処方法を調
べてください。

FAXを送る

「TELFAX-NX」専用のFAX用紙に相当する「FAX送
信」ダイアログで作成したメモや、本機のアプリケー
ションを利用して作成した文書などを、FAXとして送
信できます。

FAXを送る準備

FAXを送る前に、ユーザ情報を登録する必要がありま
す。ユーザ情報の内容は、カバーページなどの発信元
に自動的に表示されます。ユーザ情報の登録方法は次
の通りです。

①「TELFAX-NX」を起動する。
（「ランチ-NX」→「メインメニュー」→「TELFAX-NX
（FAX&電話）」または「スタート」→「プログラム」→
「アプリケーション」→「TELFAX-NX（FAX& 電
話）」）

②「設定」をクリック。
「電話のプロパティ」ウィンドウが表示されます。

③ 画面上部のタブから「ユーザ情報設定」タブをクリック。

「通信状態」が「エラー」の場合、「最終エラー」にエ
ラーメッセージが表示されています。
「エラーヘルプ」をクリックして、原因と対処方法を調
べてください。
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④ 必要な事項を入力する。
少なくとも、次の項目に入力します。

・「ユーザ名」
あなたの名前

・「住所［1行目］」/「住所［2行目］」
あなたの住所（省略できます）

・「電話番号」
あなたの電話番号（FAXモデムの電話番号と同じ場
合は省略できます）

・「FAXモデムの電話番号」
パソコンを接続した電話回線の番号

入力例

⑤「OK」をクリック。
「電話のプロパティ」ウィンドウが閉じます。

メモを送る

ここでは、メモ書き程度の簡単な文を送ってみます。

①「TELFAX-NX」を起動する。
（「ランチ-NX」→「メインメニュー」→「TELFAX-NX
（FAX&電話）」または「スタート」→「プログラム」→
「アプリケーション」→「TELFAX-NX（FAX& 電
話）」）

②「FAX送信」をクリック。
「FAX送信」ウィンドウが表示されます。

③ 次の項目に必要な事項を入力する。
少なくとも、次の3項目に入力します。

・「送信先」：送信相手の名前

・「番　号」：送信相手のFAX番号

・「カバーページメモ」：伝えたいメモなど

入力例

カバーページによっては、「送信先」の名前の後に、
「様」や「殿」などが自動的にはつかない場合もありま
す。必要に応じて入力してください。

カバーページのプレビューをクリックすると、送信す
る内容を確認することができます。

④「発信」をクリック。
送信が始まります。
相手先には、次のようなFAXが届きます。
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作成した文書を送る

ここでは、「メモ帳」で作成した文書を送信してみます。

① 文書を作成する。
（例 「自己紹介」ファイルを作成）

②「TELFAX」の「FAX送信」をクリック。
「FAX送信」ウィンドウが表示されます。

③「送信先」「番号」「カバーページメモ」を入力する。

④ ウィンドウ上部の「アタッチ」をクリック。
「ファイル選択」ウィンドウが表示されます。

⑤ 送信するファイルを選んで、「追加」をクリック。
「自己紹介」ファイルが「選択されているファイル」欄
に表示されます。

⑥「OK」をクリック。
「FAX送信」ウィンドウに戻ります。

⑦「発信」をクリック。
カバーページと「自己紹介」ファイルが送信されます。

アプリケーションから文書を送る

アプリケーションから文書を送信するには、アプリ
ケーションで印刷する場合と同じ手順で行います。
ここでは、「ワードパッド」から文書を送信してみます。

① アプリケーションを起動して、FAXを送信する文書を
開く。
(例「ワードパッド」で「自己紹介」ファイルを開く)
ファイルの種類が「.TXT」の場合は、「すべてのファイ
ル（＊ .＊）」を選ぶ必要があります。

② メニューバーの「ファイル」をクリック。
メニューが表示されます。
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FAXを受ける

FAXを受信するときは、次の3通りの場合が考えられ
ます。

・自動受信する
いつ送られてきても自動的に受信します。

・通話中に受信する
電話で通話中にFAXを受信できます。

・FAX情報サービスから受信する
FAX情報ボックスなどから、欲しい情報を選んで受
信できます。

自動受信する

本機の電源が入っている状態でFAXを自動受信する
ためには、「TELFAX-NX」を起動しておき、留守録
モードにします。

サスペンド状態でFAXを自動受信するには、サスペ
ンドする前に「TELFAX-NX」を起動して、留守録
モードにしておいてください。
サスペンド状態でFAX を受信すると、自動的にレ
ジュームし、受信が終了するとサスペンド状態になり
ます。

①「TELFAX」の をクリック。
「留守」ボタンが赤く点灯して、留守録モードになります。
この後、FAXが送られてくると、自動受信します。

③「印刷」をクリック。
プリンタ名に「NEC FAXプリンタドライバ」が設定
されていることを確認してください。

④「OK」をクリック。
「FAX送信」ウィンドウが表示されます。

⑤「送信先」「番号」「カバーメモ」を入力する。

⑥「発信」をクリック。
�カバーページと「自己紹介」ファイルの印刷イメージ
が送信されます。
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自動受信した FAX があるときは、次のようなメッ
セージが表示されます。

②「OK」をクリック。

③「TELFAX」のマルチ表示パネルの「未読」の欄をダブ
ルクリック。
自動受信したFAXが表示されます。

このFAXを印刷あるいは別ファイルとして保存した
いときは、メニューバーの「ファイル」をクリックし
て、プルダウンメニューで指定できます。

留守録モードを解除するときは、もう一度 をク
リックします。

通話中に受信する

通話中にFAXを受信することができます。FAXが送
られてくると、FAXの信号音がスピーカまたは受話器
から聞こえてきます。外付け電話機の受話器を上げた
ままのときは、受信が終わると続けて通話できます。

① 通話中、FAXが送られてきたら「TELFAX」の右下の
「送受切替」をクリック。
「送受切替」ボタンの右の「FAX送信」ボタンが「FAX
受信」ボタンに変わります。

②「FAX受信」をクリック。
FAXの受信を開始します。

受信を開始するために「FAX受信」ボタンをクリック
しても、電話回線の制御がモデムに切り替わるまでに、
少し時間がかかります。「カチッ」という音が聞こえる
まで、電話を切らないようにしてください。

FAX情報サービスから受信する

「TELFAX-NX」を使って、FAX情報サービスを利用
するときは、外付け電話機からのダイヤルはできませ
ん。

①「TELFAX」の「受話器ボタン」をクリック。
「受話器ボタン」の形がスピーカホンモードの形に変わ
ります。
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留守番電話機能を使う

ここでは留守番電話機能の基本的な操作について説明
します。詳しい操作方法については、オンラインヘル
プをご覧ください。

留守番電話機能

①「TELFAX-NX」を起動する。
（「ランチ-NX」→「メインメニュー」→「TELFAX-NX
（FAX&電話）」または「スタート」→「プログラム」→
「アプリケーション」→「TELFAX-NX（FAX& 電
話）」）

② をクリック。
「留守」ボタンが赤色に点灯して、留守番電話機能が
セットされます。このとき、応答メッセージがスピー
カから聞こえます。

外付け電話機を本機に接続して使用する場合、外付け
電話機の呼び出し回数が「TELFAX-NX」で設定して
いる回数以下で留守設定を行っていると、「TELFAX-
NX」の留守番電話機能は使用できません。留守番電話
機能を使用するときは、本機に接続している外付け電
話機の留守設定を解除しておいてください。

留守番電話に録音されたメッセージを再生する

留守番電話にメッセージが記録されているときは、
「留守」ボタンが点滅しています。

② FAX情報サービスのFAX番号を入力して「ダイヤル」
をクリック。
FAX情報サービスの音声での案内が聞こえてきます。

③ 音声案内にしたがって、操作する。
このとき、必ず最後は「ダイヤル」をクリックします。
ただし、パルス（ダイヤル）回線のときは、番号を入力
する前に、まず をクリックしてください。 をク
リックした後は、通話が終わるまで をクリックす
る必要はありません。例えば、「2シャープを押してく
ださい」という音声案内に対しては次のように操作し
ます。

トーン（プッシュ）回線の場合
「2」→「#」→「ダイヤル」

パルス（ダイヤル）回線の場合
「＊」→「2」→「#」→「ダイヤル」

④「スタートボタンを押してください」という内容のメッ
セージが聞こえたら、「送受切替」を2回クリック。
「TELFAX」の右下にある「送受切替」ボタンの右の
「FAX送信」ボタンが「FAX受信」ボタンに変わります。

「スタートボタン」はFAX 情報サービスによっては
「受信ボタン」とか「通信ボタン」などと表現すること
もあります。

⑤「FAX受信」をクリック。
受信を開始します。

FAXの受信が終了すると、自動的に回線が切れます。
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① が点滅していることを確認する。

「情報表示パネル」に録音されたメッセージの件数が
「用件  ×件」と表示され、「マルチ表示パネル」には、
「未聞」という文字の後に、受信時間などが表示されて
います。また、FAX受信したときは「FAX   ×件」と
表示され、「未読」という文字が表示されます。

② をクリック。
録音されたメッセージが再生されます。
再生後は「用件  0件」となり、「未聞」は「聞了」とい
う表示に変わります。

応答メッセージの録音

留守番電話機能の応答メッセージを自分で録音できます。

①「TELFAX」で「応答」をクリック。
「マルチ表示パネル」の表示が次のようになります。

②「新規登録」をクリック。
「新規登録」が反転表示になります。

③ 画面の下端の をクリック。
次のメッセージが表示されます。

「はい」をクリックすると録音を開始します。あらかじ
め録音するメッセージを準備しておきます。

④「OK」をクリックして、マイクロホンから応答メッ
セージを入れる。

⑤ 終了したら、 をクリック。
「サウンドファイルの見出し設定」ウィンドウが表示さ
れます。

⑥「メッセージの登録」で「応答」を選んで「OK」をク
リック。
応答メッセージが録音されます。

「TELFAX-NX」の応答メッセージが長すぎると、
FAXがうまく受信できない場合があります。このよう
なときは、応答メッセージを10秒程度にしてくださ
い。�

電話やFAXを使う
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留守録モードから通話する

留守録モードの状態でも通話できます。

・留守録モードで電話を受けたときは、指定した呼び
出し回数より前に外付け電話機の受話器を取れば、
そのまま通話できます。

・留守録が始まった後でも、「受話器ボタン」をクリッ
クすることで、留守録を中止して通話できます。

メールボックス

同じパソコンを家族などで共同で使用する場合に、各
人がそれぞれの留守録ボックスを作成することで、個
人専用の留守番電話機として使うことができます。

留守番電話にかけてきた相手は、ボックス番号を指定
してメッセージを残すことができます。つまり、応答
メッセージで、「ボックスを利用するときは、ボックス
番号とシャープを押してください」という内容がアナ
ウンスされますので、相手に自分のボックス番号をあ
らかじめ教えておけば、自分専用の個人ボックスに
メッセージを残してもらうことができます。指定され
たボックス番号に録音されたメッセージを再生するに
は、パスワードが必要なので、プライバシーを守るこ
とができます。

個人ボックスの作成�

①「TELFAX-NX」を起動する。
（「ランチ-NX」→「メインメニュー」→「TELFAX-NX
（FAX&電話）」または「スタート」→「プログラム」→
「アプリケーション」→「TELFAX-NX（FAX& 電
話）」）�

�

② マルチ表示パネルの上にある「用件」をクリック。

③「BOX」をクリック。
「BOX一覧」ウィンドウが表示されます。

「共通ボックス」が自動的に作成されています。

共通ボックスのパスワードは「1 2 3 4�」に設定され
ています。このパスワードはこの後で説明するリモー
ト操作に必要です。

④ 未使用のボックスを選んでクリック。
「個人ボックスの作成」ウィンドウが表示されます。

⑤ 必要な項目に入力する。

・「ボックス番号」
1-9から選びます。

・「ボックス名」
全角7文字（半角14文字）以内で入力します。

・「パスワード」
4桁の数字を入力します。
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入力例

⑥「OK」をクリック。
個人ボックスが作成され、「マルチ表示パネル」には、
ボックス番号とボックス名が表示されます。

個人ボックスの削除

不要になった個人ボックスは削除できます。

①「B O X 一覧」ウインドが表示されているときに
「TELFAX」ウィンドウで「消去」をクリック。
「個人ボックスの選択［消去］」ウィンドウが表示され
ます。

② 削除したいボックスをクリック。
「パスワードの確認」ウィンドウが表示されます。

③ パスワードを入力して「OK」をクリック。
「個人ボックスの消去」ウィンドウが現れ、消去の確認
メッセージが表示されます。

④「OK」をクリック
指示した個人ボックスが削除されます。

個人ボックスを使うときの「留守」ボタンの表示

個人ボックスを使っていないときは、留守電が録音さ
れていれば、「留守」ボタンは点滅します。個人ボック
スを使っているときは、次のようになります。

・留守電一覧の表示中は、選んだボックス内に「未聞」
ログがあれば、「留守」ボタンは点滅します。

・ボックス一覧または他の表示パネルが選ばれている
場合は、共通ボックスに「未聞」ログがあれば「留守」
ボタンは点滅します。

・「未聞」ログがないボックスを開いているときは、「留
守」ボタンの点滅は停止します。

留守電一覧とボックス一覧は、次の操作で切り替える
ことができます。

◎留守電一覧→ボックス一覧

① をクリック。
ボックス一覧の表示になります。

「未聞」ログがあるボックスには「☆」マークがつきま
す。
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◎ボックス一覧→留守電一覧 (共通ボックス)

①「0：共通ボックス」をクリック。
留守電一覧の表示になります。

◎ボックス一覧→留守電一覧 (個人ボックス)

①「1：日電　太郎」をクリック。
「パスワードの確認」ウィンドウが表示されます。

② パスワードを入力し、「OK」をクリック。
留守電一覧の表示になります。

一括再生についての注意

・留守電一覧の表示中に一括再生を行うと、選んだ
ボックス内の「未聞」ログを再生し、それ以外の場合
は、共通ボックス内の「未聞」ログを再生します。

・リモート操作で用件を再生する場合は、共通ボック
スの留守録に関しては、再生後も「未聞」のままで
す。これは、複数の人が聞くことができるようにする
ためです。また、個人ボックスの留守録に関しては、
最後まで再生しても、スキップしても「聞了」になり
ます。�

・本機から直接用件を再生する場合は、共通ボックス
も個人ボックスも、最後まで再生しても、スキップし
ても「聞了」になります。また、留守ログを選んで、右
クリックすると、「未聞」と「聞了」の状態を変更でき
ます。

リモート操作

外出先からリモート操作を行って、留守録を聞いたり、
FAX文書を転送することができます。電話を切ると、
リモート操作は終了します。

この操作を行うには、留守録モードであることが必要
です。「TELFAX」ウィンドウの「留守」ボタンをク
リックして、留守録モードにしておいてください。
また、リモート操作を利用するには、トーン信号を発
信できる電話機から電話する必要があります。

リモート操作ができる状態にする

外出先から電話をかけて、リモート操作ができる状態
にすれば、あとは各機能に対応するコードを入力する
ことで、いろいろな機能を利用できます。�

① 外出先から電話をかける。
「TELFAX-NX」の応答メッセージが聞こえます。�

② 電話機の「#」を押す。
メッセージが聞こえます。

留守録が始まって7秒以内に「#」を押してください。

③ メッセージに従って、ボックス番号を入力する。

④ メッセージに従って、パスワードを入力する。
新しい用件とすべての用件、「未読」または「未聞」の
数がアナウンスされます。

しばらくして、操作コード入力待ちの状態になります。
この先は、各機能に対応するコードを入力して、機能
を利用することができます。
なお、用件再生中には、次の機能が利用できます。

・「3」「#」を押す：再生中の用件を最初から再生し
ます。

・「4」「#」を押す： 再生中の用件の1件前の用件を
再生します。

・「5」「#」を押す： 再生中の用件の1件次の用件を
再生します。

・「6」「#」を押す： 再生を終了します。
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新しい用件を再生する

新しい用件と録音された日時を順番に再生できます。

① 操作コード入力待ちの状態で、「1」「#」を入力する。
新しい用件と録音された日時を順番に再生します。す
べての用件の再生が終了すると、再び、操作コード入
力待ちの状態に戻ります。電話を切ると、リモート操
作を終了します。

すべての用件を再生する

すべての用件と録音された日時を順番に再生します。

① 操作コード入力待ちの状態で、「2」「#」を入力する。
すべての用件と録音された日時を順番に再生します。
すべての用件の再生が終了すると、再び、操作コード
入力待ちの状態に戻ります。電話を切ると、リモート
操作を終了します。

メールボックスを選ぶ操作まで戻る

メールボックスを選ぶ操作の前まで戻ることにより、
別のボックスを選べます。

① 操作コード入力待ちの状態で、「7」「#」を入力する。
メールボックスを選ぶ操作の前まで戻ります。別の
ボックス番号を入力して、そのボックスを選べます。

「未読」の受信文書を取り出す

外出先にFAXがある場合、「TELFAX-NX」が受信し
た文書を外出先へ転送できます。

① 操作コード入力待ちの状態で、「8」「#」を入力する。
転送するFAXデータの作成が始まります。�

② 作成が終了したら、メッセージに従ってFAXの「ス
タート」（または「受信」）を押す。
FAXが転送されます。�

   「未読」の受信文書を指定先へ転送する

「TELFAX-NX」が受信した文書を指定先のFAXへ転
送できます。

① 操作コード入力待ちの状態で、「9」「#」を入力する。
転送するFAXデータの作成が始まります。�

② 作成が終了したら、メッセージに従って転送先のFAX
番号を入力する。
処理が終了すると、自動的に回線が切れます。
指定先のFAXへ、「未読」の受信文書がすべて転送さ
れます。�

スキャナで読み込んだ文書をFAXする

スキャナで読み込んだ文書を「TELFAX-NX」を使っ
てFAXすることができます。

①「TELFAX-NX」を起動する。
（「ランチ-NX」→「メインメニュー」→「TELFAX-NX
（FAX&電話）」または「スタート」→「プログラム」→
「アプリケーション」→「TELFAX-NX（FAX& 電
話）」）

②「送受切替」をクリック。
が に切り替わります。

③ をクリック。
「手書きFAX」ウィンドウが表示されます。

④ メニューの「スキャナ入力」をクリック。
「スキャナ読込み」ウィンドウが表示されます。�
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ツールバーの「スキャナ入力」ボタンをクリックして
も、このウィンドウを表示できます。�

⑤ 文書をスキャナにセットして読込みを開始する。
読み込んだ文書が「手書きFAX」ウィンドウに表示さ
れます。�

⑥「ファイル」→「FAX送信」をクリック。
「FAX送信」ウィンドウが表示されます。

⑦ 送信先の名前、FAX番号を入力する。

⑧「発信」をクリック。
文書がFAX送信されます。

各種の設定

「TELFAX-NX」では電話機能、FAX機能、留守番電話
機能などに関していろいろな設定ができます。
設定は、「電話のプロパティ」ウィンドウ上の各設定
ウィンドウで行います。
各設定ウィンドウ上の表示のしかたは次の通りです。

①「TELFAX-NX」を起動する。
（「ランチ-NX」→「メインメニュー」→「TELFAX-NX
（FAX&電話）」または「スタート」→「プログラム」→
「アプリケーション」→「TELFAX-NX（FAX& 電
話）」）

②「設定」をクリック。
「電話のプロパティ」ウィンドウが表示されます。

③ 画面上部のタブから目的の設定ウィンドウを選ぶ。
次の設定ウィンドウを選ぶことができます。

・基本設定
ダイヤルの詳細、留守録時間、応答メッセージ使用の
可否など、「TELFAX-NX」の基本的な動作に関する
設定を行います。

・サウンド設定
応答メッセージ、保留メッセージなど、「TELFAX-
NX」で使用するサウンドファイルに関する設定を行
います。

・環境設定
受信時の通知方法、受信文書の印刷先プリンタなど、
FAX受信文書の処理に関する設定を行います。
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・ユーザ情報設定
ユーザ名、住所など、「TELFAX-NX」を使用する
ユーザ情報の設定を行います。

・FAXモデムの設定
通信速度、リダイアル回数など、FAX送受信に関す
る設定を行います。

④ 各設定ウィンドウにおいて必要な設定を行った後、
「OK」ボタンあるいは「更新」ボタンをクリックして
設定内容を登録する。
各設定ウィンドウでは次の項目を設定することができ
ます。

◎基本設定

・回線デバイス
使用しているモデム名が表示されます。

・留守録時間
留守番電話機能での、録音メッセージの最大時間を
秒単位で設定します。

・留守録/自動着信までの呼び出し回数
電話がかかってきてから、留守録音あるいはFAX受
信が始まるまでの呼び出し回数を設定します。ただ
し、実際の呼び出し回数とは、多少異なる場合もあり
ます。

・リモート操作（パスワード（共通ボックス用））
リモート操作を行うために必要なパスワード（共通
ボックス用）を設定します。

・ダイヤルの詳細
「ダイヤルのプロパティ」ウィンドウを表示し、電話
回線の種別を設定します。回線の種別がわからない
ときは「パルス」を選んで時報の「117」にダイヤル
してみます。電話がつながったときは「パルス」のま
まで、つながらなかったときは「トーン」に切り替え
て使用してください。この設定を間違えると、ダイヤ
ルはできないので必ず設定を行ってください。

・一定時間後FAXにする
FAXには手動送信時にFAX信号を出さないタイプ
のものがあります。相手が無音のときに、FAX受信
を行うかどうかを設定します。この設定をしたとき
は、設定した秒数だけメッセージを録音した後、

FAX受信を行います。メッセージ録音時間の設定が
ここで設定した時間以下のときは、この設定は無効
になります。

・応答メッセージを出す
留守番電話状態のとき、応答メッセージを出すか、応
答メッセージなしですぐに録音状態にするかを設定
します。

・留守録ファイル再生後自動消去
録音メッセージの再生後、自動的に消去するかどう
かを設定します。

・RING検出時に画面を元に戻して表示
アイコン状態になっているときに、電話がかかって
くると、画面（ウィンドウ）を元に戻して表示するよ
う設定することができます。

・相手の電話番号を表示する
電話がかかってきたときに、相手の電話番号を表示
するかどうかを設定します。
相手の電話番号を表示するには、NTTの『ナンバー・
ディスプレイ』に契約する必要があります。

◎サウンド設定

・ファイル選択
応答メッセージ、保留メッセージなどに割り当てら
れたサウンドファイルの見出しから使用するサウン
ドファイルを選びます。

・サウンドファイル名と見出し
「TELFAX-NX」で使用するサウンドファイルの追
加、削除、見出し名の変更などを行います。またサウ
ンドファイルを選び「テスト」ボタンをクリックする
と、サウンドファイルの内容を確認することができ
ます。

◎環境設定
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・プリンタ
FAX受信時に自動印刷を行う場合の出力先プリンタ
を選びます。

・通知方法
FAX文書を受信したときに、受信したことを通知さ
せる方法を設定します。アイコン状態のときにアイ
コンを点滅させたり、受信時に受信メッセージを表
示させたり、音声で受信したことを通知させたりと
いった方法で通知させることができます。

・文書の処置
FAX文書を受信したときに、通常のFAXのようにそ
の文書を自動的に印刷する設定ができます。

◎ユーザ情報設定

ユーザ情報の設定を行うことができます。ここで入力
した情報はFAX送信文書のカバーページ上の「発信
者」フィールドに表示されます�。

◎ FAXモデムの設定

・リダイアル回数
相手先FAXが通話中などの場合にリダイアルを行
う回数を設定します。この設定を「0」にするとリダ
イアルは行いません。

・最大送信速度/最大受信速度
相手先と通信を行うときの通信速度（ビット/秒）を
設定します。回線品質が悪いため通信がうまくいか
ない場合はこの設定を変更してください。通常は
「FAXモデムの最大速度」に設定しておいてください。

・モニタスピーカ
FAX通信中に通信音をスピーカから流すかどうかに
ついて設定します。通常はこの値は「キャリア検出ま
で」に設定してください。

・コールプログレス
「TELFAX-NX」はダイアルを行う際に回線発信音
（受話器を取り上げたときの「ツー」という音や話し
中の「ツーッ、ツーッ」という音）を聞き分けて現在
の通話状態をある程度チェックしています。ここで
はそのときどのようにチェックを行うかを設定しま
す。一部の特殊な回線では、通信を行うときにこの設
定を変更する必要があります。通常はこの設定は「両
方を検出」にしておいてください。

アドレス帳の使い方

「TELFAX-NX」を使って電話をかけたり、FAX を
送ったりするときに、アドレス帳を利用すると番号を
入力する手間が省けます。

「アドレス帳」への登録

①「TELFAX-NX」を起動する。
（「ランチ-NX」→「メインメニュー」→「TELFAX-NX
（FAX&電話）」または「スタート」→「プログラム」→
「アプリケーション」→「TELFAX-NX（FAX& 電
話）」）

②「アドレス」をクリック。
「アドレス帳」ウィンドウが表示されます。



39

便
利
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

2

電話やFAXを使う

③「追加」をクリック。
「個人情報の追加」ウィンドウが表示されます。

④ 登録すべき事項を入力する。
（例 標準時刻の「117」を登録）

⑤「OK」をクリック。
「日本標準時刻」が登録されます。

「アドレス帳」を利用して電話をかける

①「TELFAX」ウィンドウで、「アドレス」をクリック。
「アドレス帳」ウィンドウが表示されます。

② 電話をかけたい相手を選んで、「ダイヤル」をクリッ
ク。
「TELFAX-NX」が表示され、登録された番号がダイヤ
ルされます。

③ 通話が終了したら、 をクリック。
電話が切れます。

「アドレス帳」を利用してFAXを送信する

①「FAXを送る」の「FAXを送る準備」の手順①～⑤を
行う。

②「TELFAX」ウィンドウで「アドレス」をクリック。
「アドレス帳」ウィンドウが表示されます。�

③ FAXを送りたい相手を選んで「ダイヤル」をクリッ
ク。
「FAX送信」ウィンドウが表示されます。�

④「カバーページメモ」に伝えたいメモを入力する。

⑤「発信」をクリック。
送信が始まります。
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TELFAX-NXを使用するときの注意

TELFAX-NXを使用するには

「TELFAX-NX」を使用するには「TELFAX-NX」を起
動しておく必要があります。留守番電話、FAX自動受
信機能を使用するときは留守録モードにする必要があ
ります。留守録モードにした状態でシステムを終了す
ると、次回システム起動時に「TELFAX-NX」が自動
的に起動します。なお、「TELFAX-NX」を使用すると
きはMS-FAXなどのFAX自動受信を行うアプリケー
ションや、留守番電話機能を行うアプリケーションお
よびNetMeetingのような受信待ちをするアプリケー
ションを終了してください。

他のアプリケーションとの同時利用

次のような場合に「TELFAX-NX」を動作させると、
メモリ容量不足のため、送信や受信が正常に行えない
ことがあります。このような状態を避けて使用してく
ださい。

・ほかのアプリケーションを起動し、大容量または多
数のファイルを一度に開いている場合（特にビット
マップファイルの操作時）

Windowsの通信ソフトの利用

PC-VANナビゲータなどの通信ソフトを使用する場
合は、「TELFAX-NX」を終了してから、通信ソフトを
使用してください。

Windowsの終了について

留守録中やFAX送受信中、また通話中など、電話回線
を使用している最中には、Windowsを終了しないよ
うにしてください。また、FAX送信ログにFAX送信
待ち状態のログが残っているときにWindowsを終了
すると、もう一度Windowsを起動するまでFAX送
信は行われません。

FAX送受信ログについて

・「TELFAX-NX」のログ表示パネルに表示されている
ログエントリはFAXマネージャ上の｢送信｣｢受信｣
ログの内容を表示しています。FAX マネージャで
｢送信｣｢受信｣ログの削除または名称変更を行うと、
「TELFAX-NX」のログ表示パネルにログエントリを
表示できなくなりますので、削除または名称変更は
行わないようにしてください。誤って削除してし
まったときは、削除する前と同じ名前でログを作成
してください。

・「TELFAX-NX」の送受信ログに表示可能なログエン
トリ数は｢送信｣｢受信｣合わせて500件が最大とな
ります。500件を超えたときは、不要なログエント
リを削除するかフォルダに移動してください。

エラーメッセージが表示されたとき

エラーメッセージが表示されたときは、オンラインヘ
ルプに一覧と対処方法が記載されていますので、オン
ラインヘルプをご覧ください。

FAX送受信時のエラー

FAX送受信中に回線異常などのエラーが発生したり、
受信原稿の一部が欠けたりするときは、「FAXモデム
の設定」で「最大送信速度」または「最大受信速度」の
設定を低くして、もう一度送信または受信してください。

サウンドドライバの同時使用について

他のアプリケーションがWAVEファイルを再生のた
めにサウンドドライバを使用中のときは、留守録 /
FAXの自動受信、メッセージの再生/録音を行うこと
はできません。

回線異常の発生

回線異常により送信を中断したとき、中断後、電話回
線が使えるようになるまでに時間がかかることがあり
ますが、故障ではありませんので、しばらくお待ちく
ださい。

キャッチホンサービス使用時の注意

キャッチホンサービスを使用している場合、FAX送受
信中に、通信相手以外から電話がかかってくる場合が
ありますが、このときのデータの保証はできません。
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FAXを送信するときの注意

・FAX の送信中に、他の新たな送信を行おうとした
り、他のアプリケーションを動作させると、送信が切
れることがあります。FAXの送信中は、新たな送信
や複数のアプリケーションを起動した状態でのFAX
の送信は行わないでください。

・大量の原稿を送信する場合は、できるだけ分割して
送信してください。

・同報通信は、400件までです。400件を超えると正
常に送信されない場合があります。

アタッチメントファイル送信時の注意

・選んだ文書を利用するアプリケーションがない場合
は、ファイルはアタッチされません。

・アタッチメントファイルをFAX送信する場合、その
ファイルと関連付けられたアプリケーションが起動
していると、FAXが送信できなかったり、起動中の
アプリケーションが確認なしに終了することがあり
ます。またアタッチするファイルが編集中の場合も
FAX送信できない場合があります。このような場合
は、各アプリケーションの印刷機能を使用してFAX
送信を行ってください。

・データ量の多い文書（ビットマップでA4 5ページ
以上）をアタッチでFAX送信する場合､文書の途中
までしか送信できないことがあります。データ量の
多い文書は、それぞれのアプリケーションの印刷機
能を使用してFAX送信してください。

・アプリケーションの印刷機能を使用したFAX送信
→この項の「FAXを送る」の「アプリケーションから
文書を送る」

アプリケーションの印刷機能を使用したFAX送信で
の注意

・リーガルサイズでテキストファイルの印刷を行う場
合は、「メモ帳」を使用せず「ワードパッド」かほかの
ワードプロセッサを使用してください。

・「ペイント」で印刷したとき、一部のビットマップで
は印刷結果が白紙になる場合があります。このよう
なビットマップについては［ワードパッド］に貼り付
けて印刷するようにしてください。

FAX送受信可能な用紙サイズ

・「TELFAX-NX」で送受信可能な用紙サイズは、A4
とB5です。B4サイズの文書は受信のみ可能です
が、受信時にA4サイズに縮小されます。

・テキストファイルをA4 より小さな用紙サイズで
FAX送信する場合は、「ワードパッド」などのワープ
ロの印刷機能を使ってFAX送信してください。

・アプリケーションの印刷機能を使用したFAX送信
→この項の｢FAXを送る」の「アプリケーションから
文書を送る」

カバーページの使用

・「TELFAX-NX」には、あらかじめ多くのカバーペー
ジテンプレートが添付されています。これらは修正
できます。また、新しいカバーページを新規に作成す
ることもできます。カバーページの詳しい使い方に
ついては、オンラインヘルプをご覧ください。

・カバーページを使用するとき、文書の全ページ数や
同報通信時の複数の宛先をカバーページに書き込む
には、次のように操作してください。

① FAX送信画面の「オプション」メニューで「送信
前にプレビューを行う」にチェックマークをつけ
て、「OK」ボタンをクリック。

② 送信先や番号などを入力して、「発信」ボタンをク
リック。

③「FAX文書のプレビュー」画面で「プレビュー」を
選び、「ツール」メニューの「マークアップツール
を表示」でページ数、宛先などを追記する。

・カバーページによっては、タイトルが入力されない
デザインのものがあります。送信前にプレビューで
確認してください。
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留守番電話機能について

・留守録モードでの動作は、次の状態により異なりま
す。それぞれ、電話がつながった後、留守録/FAXの
受信/リモート操作を開始します。使用する用途に
合わせてお使いください。

電源が入っている状態
電話の呼び出し音で、すぐに電話がつながります。

サスペンド状態
電話の呼び出し音により、レジューム機能が働き、
Windows 95を復帰した後、電話がつながりま
す。

・本機の電源が入っている状態やサスペンド状態で留
守番電話機能、FAXの自動受信機能、リモート操作
機能を利用する場合は、「TELFAX-NX」を起動し、
留守録モードに設定しておく必要があります。

・留守録モードに設定し、本機の電源を切った状態で
電源ケーブルを抜いたり、停電になったりした場合、
留守録モードは無効になります。

・留守録モード中は、「留守」ボタンが赤く点灯してい
ます。もう一度「留守」ボタンをクリックすると、留
守録モードは解除されます。

・留守録音中にFAXが送られてくると、留守録音を中
断してFAXを受信します。受信が終わると留守録
モードに戻ります。このとき、FAXの信号音が3秒
程度、録音されます。

・「TELFAX-NX」がアイコン化（最小化）されている
状態でFAXを受信すると、タスクバーの「TELFAX-
NX」アイコンが点滅して、FAXの受信を通知します。

・留守録モードのまま「TELFAX-NX」を終了したと
きに、次に「TELFAX-NX」を起動すると、留守録
モードのまま起動します。

電話機能について

・通話中にFM音源やMIDIを使用すると、その音が相
手側の電話に聞こえてしまう場合があります。その
ときは、FM音源やMIDIを使用しているアプリケー
ションの再生を停止してください。

・外付けの電話を上げた状態でスピーカホン通話に切
り替える場合は、通話が始まってから行ってくださ
い。

「アドレス帳」ではがき印刷をするときの注意

「アドレス帳」を使って、はがきの宛名印刷をすること
ができます。（はがき印刷については、「アドレス帳」の
オンラインヘルプをご覧ください。）なお、はがき印刷
での「差出人」タブウィンドウでは、次のことに注意し
てください。

・住所は1行に全角、半角を含めて64文字以内で記
述してください。はがきに印刷するとき、半角文字を
全角文字に変換するため、64文字を超えると正しく
印刷できません。また、5行まで改行して文字を入力
できますが、改行すると、そこで改行文字を入力した
ことになりますので、その分の入力できる文字は少
なくなります。

・部門は全角、半角を含めて32文字以内で記述して
ください。

その他の注意

・Microsoft Wordで作成した文書をFAX送信する
とき、網掛けを使用し、背景色を黒にした場合、モノ
クロ表示のため文字が表示されなくなります。背景
色には黒以外を指定してください。

・海外とのFAX送受信については、回線ディレイなど
の違いにより、使用できない場合があります。
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タイマー機能　
〈Timer-NX〉
好きな時刻に本機を起動／終了できま

す。また、起動時に指定したソフトを立

ち上げることもできるので、お気に入り

CDのモーニングコールでお目覚め、の

ようなおシャレな使い方もできます。

概要

タイマー機能は「Timer-NX」で設定します。「Timer-
NX」を使うと、指定した時刻に本機の電源を入れた
り、切ったりできます。また、電話やFAXを受信した
ときに、本機がサスペンド状態の場合、自動的にレ
ジュームして、留守録したり、FAXを受信したりでき
ます。

「Timer-NX」でできること

「Timer-NX」には次の機能があります。

・タイマー機能
本機の電源を指定した時刻に入れ、指定したアプリ
ケーションを起動することができます。

・リング機能
リングとは、電話やFAXが送信されてきたときの呼
び出し音のことです。リング機能を設定すると、サス
ペンド状態で電話やFAXを受信したときに、自動的
にレジュームして、指定したアプリケーションを起
動することができます。

・オフタイマ機能
タイマー機能およびリング機能は、終了時刻を指定
すると、自動的に電源を切る（またはサスペンドす
る）ことができます。

「Timer-NX」ウィンドウの表示方法

「Timer-NX」ウィンドウの表示方法は次の通りです。

①「Timer-NX」を起動する。
（「ランチ-NX」→「ユーティリティ」→「Timer-NX（ス
ケジューラ）」または「スタート」→「プログラム」→
「アプリケーション」→「Timer-NX」）

タイマプログラムを設定する

タイマプログラムは「Timer-NX」ウィンドウで設定
します。各項目を指定した後は、「OK」をクリックし
ます。

曜日を指定する

「Timer-NX」の「曜日指定」欄で曜日をクリックしま
す。毎日のときは「毎日」をクリックします。指定した
曜日は黄色で表示されます。
（例 「毎日」を指定）

電話やFAXを使う/タイマー機能
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タイマプログラムの番号を指定する

タイマプログラムとは、予定表のようなものです。
ユーザーが作成したこの予定表（タイマプログラム）
に従って「Timer-NX」は動作します。タイマプログラ
ムは、ひとつの曜日に3つまで指定することができま
す。
（例 「タイマ1」を指定）

起動するアプリケーションを指定する

起動するアプリケーションを「Timer-NX」ウィンド
ウの「実行ファイル」メニューで指定します。「実行
ファイル」メニューに起動を指定したいアプリケー
ションがない場合は、「実行ファイル」メニューへの登
録操作を行います。
（例 「プレーヤ -NX」を指定）

①「Timer-NX」ウィンドウの「実行ファイル」の欄の
をクリック。

起動を指定できるアプリケーションの一覧メニューが
表示されます。

② 起動するアプリケーション（プレーヤ-NX）をクリッ
ク。
「実行ファイル」の欄に選ばれたアプリケーションの名
前が表示されます。

起動するアプリケーションの「実行ファイル」メ
ニューへの登録

メニューに起動するアプリケーションがない場合は、
「実行ファイル」のメニューに、起動するアプリケー
ションを登録します。
（例 「TELFAX-NX」を登録）

①「Timer-NX」ウィンドウの「実行ファイル」の欄の
をクリック。

起動を指定できるアプリケーションの一覧メニューが
表示されます。

② メニューの一番下の「任意指定」をクリック。
次の画面が表示されます（最初にこの画面がでないと
きは、 、 で登録したいアプリケーションがある
フォルダを開きます）。

③ 登録したいアプリケーション（TELFAX-NX）を指定
して「開く」をクリック。
「実行ファイル」メニューに、新たに指定したアプリ
ケーションの名前が表示されます。

「電源オン」と「電源オフ」の時刻を指定する

（例 「7:00」に本機を「電源オン」にして、「8:00」に
本機を「電源オフ」にする）

①「Timer-NX」ウィンドウで「電源オン」をクリック。
「電源オン」ボタンが赤色の枠線で囲まれ、「現在時刻」
の右に が表示され、タイマーが設定されたことを表
します。
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②「電源オン」にする時刻を設定する。
数字の上を左クリックすると、時刻が進みます。右ク
リックすると、時刻が戻ります。

例 7:00

③「電源オフ」をクリック。
「電源オフ」ボタンが赤色の枠線で囲まれます。

④「電源オフ」にする時刻を設定する。
時刻の設定のしかたは、手順②と同じです。

例 8:00

⑤「OK」ボタンをクリック。

タイマプログラムの設定例

タイマプログラムを設定する操作を説明します。個々
の設定方法については、上記を参照してください。

①「Timer-NX」ウィンドウを表示する。

② 曜日を設定する。

③ タイマプログラムの番号を指定する。

④ 起動するアプリケーションを指定する。

⑤「電源オン」/「電源オフ」の時刻を指定する。

⑥ 各項目の指定が終了したら、「OK」ボタンをクリック。
次の画面が表示されます。

◎オプションの説明

・コンピュータの電源を切る
「Timer-NX」を終了して、Windowsを終了した後、
本機の電源を切ります。

・コンピュータをサスペンドする
「Timer-NX」を終了して、本機をサスペンド状態に
します。

・コンピュータをそのまま使用する
「Timer-NX」のみを終了して、本機はそのまま使う
ことができます。

⑦ オプションを選んで「はい」をクリック。
タイマプログラムの設定が有効になります。
「いいえ」をクリックすると、設定を破棄して「Timer-
NX」を終了します。

「キャンセル」をクリックすると、設定画面に戻ります。

タイマー機能



46

タイマプログラムを設定するときの注意

タイマプログラムで「電源オン」/「電源オフ」を設定
するときの注意

タイマプログラムで電源を入れると、指定した時刻の
本機の状態によって次のようになります。

・本機の電源が切れている場合
タイマプログラムで指定した時刻に本機の電源が入
り、指定されたアプリケーションを起動します。

・本機の電源が入っている場合
タイマプログラムで指定した時刻に、指定されたア
プリケーションを起動します。

・本機がサスペンド状態の場合
タイマプログラムで指定した時刻に本機をレジュー
ムし、指定されたアプリケーションを起動します。

タイマプログラムでの「電源オフ」は、タイマプログラ
ムの「電源オン」機能が働いたときの本機の状態に戻
す機能です。必ずしも本機の電源を切るわけではなく、
次のようになります。

・本機の電源が切れていた場合
アプリケーションを終了し、本機の電源を切ります。

・本機の電源が入っていた場合
本機の電源は入ったままになります。アプリケー
ションも終了しません。

・本機がサスペンド状態になっていた場合
本機をサスペンドします。アプリケーションは終了
しません。

例えば、電源が切れているときに次のようなプログラ
ムが実行された場合、本機の状態は次の図のようにな
ります。

曜日/
タイマプログラムの番号 電源入/切の時刻 起動するアプリケーション

毎日/
プログラム1 19:00-20:00 アプリケーションA

毎日/
プログラム2 19:30-21:00 アプリケーションB

 プログラム1 プログラム2

電源が入り�
アプリケーションA�

が起動�

何も起こらない�

アプリケーションB�
が起動�

※電源はすでに入った状態�

アプリケーション�
AとBがともに終了し、�
本機の電源を切ります�

※プログラム2の実行中な
ので、電源は切れない�

※アプリケーションAは終了
しない�

19：00

19：30

20：00

21：00

「電源オフ」で指定した時刻にアプリケーションを終了
するには、指定した時刻に本機の電源が切れるように、
タイマプログラムを設定してください。

複数のタイマプログラムで「電源オフ」を指定する場
合は、指定する時刻や起動するアプリケーションに注
意してください。

タイマプログラムを設定するときの注意

タイマプログラムの設定例

曜日/
タイマプログラム 時刻 アプリケーション

毎日/
プログラム1 7：00ー8：00 プレーヤ -NX

毎日/
プログラム2 22：30ー25：00 VirusScan注1

毎日 /
プログラム3 22：00ー23：00 プレーヤ -NX注2

月曜日/
プログラム1 22：00ー25：00 インターネットエクス

プローラ

火曜日/
プログラム1 12：00ー TELFAX-NX注3
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注１：毎日/プログラム2は、月曜日/プログラム1と時刻が重なって
います。この場合は、２２：００に｢インターネットエクスプロー
ラ」が起動し、その後２２：３０に｢VirusScan」が起動します。
２５：００に電源が切れます。

注２：毎日/プログラム3は、月曜日/プログラム1と時刻が重なって
います。この場合は、２２：００にタイマーオンになり、「プレー
ヤ -NX」と｢インターネットエクスプローラ」が同時に起動しま
す。電源の切れ方は終了時刻の遅い方が優先されます。この場合
は、２５：００が電源の切れる時刻となります。

注３：火曜日/プログラム1は、終了時刻が指定されていません。この
場合は、１２：００に電源が入った後、電源は切れません。

タイマプログラムで指定できる時刻

タイマプログラムでは、2日間にまたがる設定が可能
です。
例えば、当日の23:00に電源を入れ、翌日の3:00に
電源を切る場合は、次のように設定します。

「電源オン」  23:00
「電源オフ」  27:00  ← 翌日の午前3時を表します。

この設定方法では、最大で次の設定が可能です。

「電源オン」  00:00
「電源オフ」  47:59  ← 翌日の午後11時59分を示

します。

タイマプログラムを設定する曜日を「毎日」にする場
合は、電源を入れてから切るまでの時間が、24時間を
超えないようにしてください。
例えば、次のように設定してください。

「電源オン」00:00 「電源オン」01:00
「電源オフ」23:59 または 「電源オフ」24:59

24時間を超える設定をすると、電源を切る前に電源
を入れることになってしまいますので、電源を切るこ
とができません。

「電源オン」/「電源オフ」する時刻を設定するときの
注意

・タイマプログラムでの「電源オフ」は、電源を入れた
ときの本機の状態に戻す機能で、必ずしも本機の電
源を切るわけではありません。

・電源を切る時刻を指定しない場合は、自動的に電源
が入っても、自動的に電源を切ることはできません。

・自動的に電源を切らない場合は、「電源オフ」ボタン
をクリックせずに、ボタンが上がった状態にしてく
ださい。

リングを設定する

「Timer-NX」には電話やFAXを受信したときにサス
ペンド状態から自動的にレジュームする機能がありま
す。この機能をリング機能といいます。リング機能を
設定するときに、指定したアプリケーションを起動し
たり、再度自動的にサスペンドするように設定するこ
ともできます。

ここでは、電話がかかってきたときに、「プレーヤ -
NX」を起動し、10分後に本機の電源を自動的にサス
ペンドする、という設定を例に説明します。本機がサ
スペンドするまでの時間は自由に設定できますが、電
話がかかっている間、つまり通信中に本機がサスペン
ドしないようにするために、余裕を持って十分に長く
設定してください。また、「プレーヤ -NX」のパス（所
在地またはインストール先）は　「C:¥WINDOWS¥
スタートメニュー¥プログラム¥アプリケーション」
とします。

「プレーヤ-NX」の場合は、あらかじめ音楽CDなどを
セットしておき、「プレーヤ-NX」の「Option」→「状
態設定」で「自動再生」を選んでおく必要があります。
これは、ほかのアプリケーションについても同じで、
タイマで電源が入ったときに、アプリケーションが起
動できる状態になっていることが必要です。

①「Timer-NX」を起動する。
（「ランチ-NX」→「ユーティリティ」→「Timer-NX（ス
ケジューラ）」または「スタート」→「プログラム」→
「アプリケーション」→「Timer-NX」）

タイマー機能
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②「実行ファイル」をクリック。
「プログラム」フォルダのウィンドウが表示されます。

「実行ファイル」ボタンは「Timer-NX」ウィンドウの
左下にあります。

③「アプリケーション」をクリック。
「アプリケーション」が反転表示になります。

④「開く」をクリック。
「アプリケーション」フォルダのウィンドウが表示され
ます。

⑤「プレーヤ -NX」をダブルクリック。
「Timer-NX」ウィンドウの「実行ファイル」の欄に、
「プレーヤ -NX」が表示されます。

⑥ をクリック。
電話が黄色く表示されます。

⑦「OFF」をクリック。
「自動電源断の設定」ウィンドウが表示されます。

⑧「自動電源断を設定しますか？」の下の をクリック。
プルダウンメニューが表示されます。

⑨「10分後」をクリック。
「10分」が設定されます。

監視する通信ポートは内蔵FAXモデムボードが使用
するCOMポートです。

⑩「OK」をクリック。
「Timer-NX」ウィンドウに戻ります。

⑪「OK」をクリック。
次のような画面が表示されます。

◎オプションの説明

・コンピュータの電源を切る
「Timer-NX」を終了後にWindowsを終了して、本
機の電源を切ります。
ただし、電話やFAX受信時に自動的に電源を入れる
ことはできません。



49

便
利
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

2

・コンピュータをサスペンドする
「Timer-NX」を終了し、本機をサスペンド状態にします。

・コンピュータをそのまま使用する
「Timer-NX」を終了します。本機をそのまま使うこ
とができます。

⑫ オプションを選んで「はい」をクリック。
設定が完了します。

「いいえ」をクリックすると、設定を破棄し、「Timer-
NX」を終了します。

「キャンセル」をクリックすると、設定画面に戻ります。

リング機能を使用するときの注意

・Timer-NX では、リング機能でサスペンドからレ
ジュームした後、一定時刻が経過すると自動的にサ
スペンドする設定を行うことができますが、通信中
にサスペンドしないようにサスペンドするまでの時
間は、十分に長く設定してください。通信中にサスペ
ンドした場合、回線が接続されたままになります（電
話機の受話器を上げた状態と同じです）。このため、
長時間パソコンを離れる場合には、自動でサスペン
ドする設定にはしないでください。

・リング機能は、サスペンド状態のときに動作します。
本機の電源が入っているときや切れているときには、
動作しません。

・「TELFAX-NX」で留守録を設定すると、次回起動時
に自動起動するので、実行ファイルとして指定する
必要はありません。

・通信が終了しても、自動着信指定されたFAXソフト
など、通信ポートを使用し続けるアプリケーション
を使用する場合、「通信ポートを監視する」を設定す
ると、いつまでも自動でサスペンドされません。この
ようなアプリケーションを使用してサスペンド機能
を利用する場合は、「通信ポートを監視する」を設定
しないようにしてください。

・リングのセット後、サスペンドした場合は、すぐに
本機が動作状態に移行できるように一部の電源が
入った状態で待機しています。

Microsoft FAXを使用するときの注意

リング設定の実行ファイルに「Microsoft FAX」を指
定し、モデムの着信応答の設定を変更すると、本機が
サスペンド状態でもFAXの自動着信ができます。

実行ファイルにMicrosoft FAXを指定し、モデムの
着信応答の設定を変更する場合、あらかじめ次の作業
が必要です。

① デスクトップの受信トレイアイコン をダブルク
リック。
Microsoft Exchangeが起動し、「受信トレイセット
アップウィザード」が表示されます。

※この画面は機種によって異なる場合があります。

すでに受信トレイのセットアップをしてあるときは、
手順⑩のウィンドウへ進んでください。

②「Microsoft Fax」以外のチェックをはずす。

③「次へ」をクリック。
FAXモデムを選ぶウィンドウが表示されます。

「NEC Fax Modem 56K Data+Fax+Voice(AYA)」
が選ばれていることを確認します。

タイマー機能
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④「次へ」をクリック。
次のウィンドウが表示されます。

特に設定を変更する必要がなければ、このままにして
おきます。

⑤「次へ」をクリック。
名前とFAX番号の入力ウィンドウが表示されます。

必要な事項を入力します。

⑥「次へ」をクリック。
「個人用アドレス帳」を作成または指定するウィンドウ
が表示されます。

特に設定を変更する必要がなければ、このままにして
おきます。

⑦「次へ」をクリック。
「個人用フォルダ」を作成または指定するウィンドウが
表示されます。

特に設定を変更する必要がなければ、このままにして
おきます。

⑧「次へ」をクリック。
「スタートアップ」グループに受信トレイを追加するか
どうかの設定ウィンドウが表示されます。

特に設定を変更する必要がなければ、このままにして
おきます。

⑨「次へ」をクリック。
セットアップ完了のウィンドウが表示されます。

⑩「終了」をクリック。
「受信トレイ－Microsoft Exchange」ウィンドウが
表示されます。

⑪「ツール」をクリック。
プルダウンメニューが表示されます。
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⑫「サービス」をクリック。
「サービス」ウィンドウが表示されます。

「Microsoft FAX」が選ばれていることを確認します。

⑬「プロパティ」をクリック。
「Microsoft FAXのプロパティ」ウィンドウが表示さ
れます。

⑭「モデム」タブをクリック。
「モデム」タブのウィンドウが表示されます。

「NEC Fax Modem 56K Data+Fax+Voice(AYA)」
が選択されていることを確認します。

⑮「プロパティ」をクリック。
「FAXモデムのプロパティ」ウィンドウが表示されます。

⑯「応答までのコール数」にチェックマークをつけ、呼び
出し音の回数を指定する。

⑰「OK」をクリック。
手順⑭のウィンドウに戻ります。

⑱「OK」をクリック。
次のメッセージが表示されます。

⑲「OK」をクリック。
メールプログラムの再起動で完了です。

自動的に電源を切る

オフタイマ機能を使うと自動的に電源を切る、または
サスペンド状態にすることができます。

①「Timer-NX」を起動する。
（「ランチ-NX」→「ユーティリティ」→「Timer-NX（ス
ケジューラ）」または「スタート」→「プログラム」→
「アプリケーション」→「Timer-NX」）

②「オフタイマ」をクリック。
「Off Timer」ウィンドウが表示されます。

③ 電源を切る時刻を設定する。
（例 午前10:10に設定）

タイマー機能
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④「OK」をクリック。
「Off Timer終了確認メッセージ」ウィンドウが表示さ
れます。

電源を切るか、サスペンド状態にするかを選びます。

⑤「はい」をクリック。
タイマがセットされ、「オフタイマ」がタスクバーに表
示されます。

「いいえ」をクリックすると、設定を解除します。

タイマ設定の確認/キャンセル

タイマを設定した後に、設定内容を確認したいときや、
設定を解除したときは、次のように行います。

① タスクバーの「オフタイマ」をクリック。
「Off Timer」ウィンドウが表示されます。
設定されているときは、「OK」ボタンが黄色になって
います。

「キャンセル」をクリックすると、設定は解除されます。

オフタイマ機能を利用するときの注意

「Timer-NX」で電源を切るときに、編集中のファイル
を保存するかどうかを確認するメッセージが表示され
るなど、終了時になにか操作の必要なアプリケーショ
ンが起動している場合は、電源は切れません。オフタ
イマ設定が機能して、電源が切れるときに、メッセー
ジが表示された場合は、メッセージに従って操作し、
Windowsを終了させてください。

「Timer-NX」を利用して自動的にサスペンド状態にし
た場合は、次の方法で自動的にレジュームすることが
できます。

・「Timer-NX」でリングを設定し、電話やFAXを受信
するとレジュームします。

・「Timer-NX」でオンタイマを設定し、指定した時刻
になるとレジュームします。

タイマー設定を行っても、次の場合はオフタイマ機能
は実行されません。

・「Off Timer」を終了した場合

・「スタート」メニューや電源スイッチでWindowsを
終了させたりサスペンドしたりした場合
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タイマー機能

「Timer-NX」を利用するときの注意

・「Timer-NX」は、本機内蔵の時計を使って動きます。
「Timer-NX」を使用する前に本機の日付と時刻が正
しいかどうかを確認してください。日付と時刻はタ
スクバー右下の「時刻」をポイントすると確認できま
す。日付と時刻の設定を変更したい場合は、「時刻」
をダブルクリックして表示される画面で設定してくだ
さい。

・Windows 95を起動するときに、パスワードを入力
する画面（ネットワークの設定などを行うと表示さ
れます）が表示されるように設定していると、
「Timer-NX」を使用して本機の電源を入れることは
できません。

･BIOSセットアップユーティリティで、「ユーザーパ
スワード」「スーパーバイザーパスワード」を設定し
ている場合、「Timer-NX」を使用して本機の電源を
入れることはできません（パスワード待ちの状態で止
まってしまいます）。

・「Timer-NX」で自動的に本機の電源を入れる場合
は、フロッピーディスクドライブにフロッピーディ
スクをセットしないようにしてください。

・タイマプログラムで指定した時刻とほぼ同じ時刻に
手動で電源を入れた場合は、タイマーで起動したも
のと判断される場合があります（2～3分の誤差が
あります）。

・タイマプログラムを複数の曜日に設定している場合
は、Windowsの終了時に次回起動予定の曜日が保
存されます。このため、手動で電源を入れ、「Timer-
NX」を起動すると、次回起動予定の曜日が初期値と
して表示されます。

・設定後に電源を切った状態で、本機の電源ケーブル
を抜いたり、停電になったりした場合は、設定が無効
になります。この場合、もう一度電源を入れ、Win-
dowsが起動すると再設定されます。
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はがきの印刷　
〈筆ぐるめ〉
（一太郎モデル、Wordモデルのみ）
年賀状や暑中見舞い、さらに、四季折々

のはがきなど、プライベートからビジネ

スまでの幅広い分野でのコミュニケー

ションに役立つはがきを作ることができ

ます。

概要

「筆ぐるめ」を使うと、パソコンで年賀状や暑中見舞い
などのハガキを作成できます。

「筆ぐるめ」は通常のはがきを作成する手順と同じ感覚
で操作できます。「筆ぐるめ」での操作の流れは大まか
に説明すると、次のようになります。

① 住所録を作成する。
住所録を作成しておくと、宛名書きのときに便利です。

② 宛名を書く。
住所録を利用しても、その場で実際に宛名を入力する
こともできます。

③ はがきの種類を選ぶ。
官製はがき、年賀状、かもめーる、絵はがきなどの種類
を選べます。

④ 文字の種類を選ぶ。
楷書体、行書体、隷書体、ペン字体、毛筆体などの文字
を選べます。

⑤ 差出人を設定する。
差出人を個人の名前や、家族の連名、職場一同などに
設定します。

⑥ はがきの裏面を作成する。
添付されているレイアウトやイラストを利用すること
も、自分で自由に作成することもできます。

⑦ 印刷する。
はがきに印刷して完了です。

はがきを印刷するために、プリンタを利用できるよう
に準備しておいてください。

・プリンタの設定→『拡張の手引き』PART1「プリン
タを使う」

住所録の新規作成

新しい住所録ファイルを作成します。

①「筆ぐるめ」を起動する。
（「ランチ-NX」→「メインメニュー」→「筆ぐるめ」ま
たは「スタート」→「プログラム」→「筆ぐるめ for
Windows 95」→「筆ぐるめ Version4.0」）
「筆ぐるめ for Windows」ウィンドウが表示されます。

② （新規）をクリック。
新しい住所録入力用のカードが表示されます。

③「氏名」「住所」などを入力する。
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・「氏名」の後につづく敬称（「様」「殿」「御中」など）を
リストボックスから選べます。

・「県名表示」では、住所を都道府県から始めるかどう
かを指定できます。

・「〒（郵便番号）」を入力すると、該当する住所（ただ
し、市町村名まで）をリストボックスから選べ、入力
の手間が省けます。

・「会社名」を入力すると、住所の次に表示されます。

・「所属1」「所属2」は会社名の次に表示されます。

・「役職名」は名前の上、または文字数が多いときは
「所属」の次に表示されます。

「役職名」の文字数が多いとき

・「氏名」を入力すると「読み」が自動的に設定されま
すが、必要に応じて「読み」を変更してください。

・「メモ」欄は自由に使えます。

・「マーク」欄は、送るはがきや荷物の種類により「年
賀状」「お歳暮」「暑中見舞」のように分類したり、付
き合い関係により「会社関係」「友人関係」「親戚関
係」などのように分類するときに利用できます。

④ 次のカードを入力するには、カード下部の「追加」をク
リック。
新しい住所録入力用のカードが表示されます。

⑤ 手順③と④を繰り返す。�

⑥ 入力が終了したら、ウィンドウ上部の「住所録」をク
リック。
最初の画面に戻ります。

⑦ 画面下部の「保存」をクリック。
「住所録名入力」ウィンドウが表示されます。

住所録は、「プライベート」「サークル」「ビジネス」な
どのように、分類して作成しておくと便利です。

⑧ 住所録の名前を入力する。
（例 「プライベート」）

⑨「はい」をクリック。
「プライベート」という住所録が登録されます。

はがきの印刷
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住所録への追加

すでに作成してある住所録へ、あらたに追加すること
ができます。

①「筆ぐるめ」を起動する。
（「ランチ-NX」→「メインメニュー」→「筆ぐるめ」ま
たは「スタート」→「プログラム」→「筆ぐるめ for
Windows 95」→「筆ぐるめ Version4.0」）
「筆ぐるめ for Windows」ウィンドウが表示されます。

新規に作成した「プライベート」の住所録が表示され
ています。

② （開く）をクリック。
「プライベート」に登録されている最初のカードの宛名
が表示されます。

�

③ カード左下隅の「新」をクリック。
新しい住所録入力用のカードが表示されます。

④「氏名」「住所」などを入力する。�

⑤ 入力が終了したら、「住所録」をクリック。
最初の画面に戻ります。�

⑥「保存」をクリック。
これで住所録への追加作業の終了です。

差出人の登録

はがきの差出人として5通りの設定ができます。宛先
により、個人名にしたり、家族全員の連名にしたり、会
社の一員としての肩書きを含めたりできます。

①「筆ぐるめ」を起動する。
（「ランチ-NX」→「メインメニュー」→「筆ぐるめ」ま
たは「スタート」→「プログラム」→「筆ぐるめ for
Windows 95」→「筆ぐるめ Version4.0」）
「筆ぐるめ for Windows」ウィンドウが表示されます。

新規に作成した「プライベート」の住所録が表示され
ています。

② （開く）をクリック。
「プライベート」に登録されている最初のカードの宛名
が表示されます。
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③ （ハガキ）をクリック。
はがきの種類などを選ぶウィンドウが表示されます。

④「差出人」をクリック。
差出人を入力するカードが表示されます。

⑤ 必要な箇所に入力します。

⑥ 同様に「差出人2」「差出人3」・・・と必要に応じて入
力する。�

⑦ 入力が終了したら「住所録」をクリック。
最初の画面に戻ります。

⑧「保存」をクリック。
これで、差出人の入力が終了です。

はがきのオモテ面を作成する

「筆ぐるめ」では、まず、宛名を住所録から選んでから、
はがきや文字の種類を選びます。

①「筆ぐるめ」を起動する。
（「ランチ-NX」→「メインメニュー」→「筆ぐるめ」ま
たは「スタート」→「プログラム」→「筆ぐるめ for
Windows 95」→「筆ぐるめ Version4.0」）
「筆ぐるめ for Windows」ウィンドウが表示されます。

新規に作成した「プライベート」の住所録が表示され
ています。

② （開く）をクリック。
「プライベート」に登録されている最初のカードの宛名
が表示されます。

③ （ハガキ）をクリック。
はがきの種類などを選ぶウィンドウが表示されます。

宛名のレイアウトや、はがきの「たて置き」「よこ置き」
も選べます。

はがきの印刷
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④ はがきの種類とレイアウトを選ぶ。
（例 「年賀ハガキ」）

「郵便番号」を「5桁」表示に変更する場合は、後述の
「郵便番号の桁数を変更する」をご覧ください。

⑤ （フォント）をクリック。
文字の種類を選ぶウィンドウが表示されます。

文字の種類は、ハガキの文字をクリックして選ぶこと
により、「住所」、「氏名」、「郵便番号」を別々に指定で
きます。

⑥ 文字の種類を選ぶ。
（例 「住所」を「有澤楷書」に、「氏名」を「江戸勘亭流」
に指定）

⑦ （印刷/メール）をクリック。
印刷を指定するウィンドウが表示されます。

⑧ はがきをプリンタにセットする。
セットの方法はプリンタにより異なります。プリンタ
に添付のマニュアルをご覧ください。

⑨ （印刷）をクリック。
年賀状のオモテ面が印刷されます。

はがきのウラ面を作成する

オモテ面を印刷した後は、次のようなウィンドウが表
示されています。

続いて、添付されているレイアウトを利用して年賀状
のウラ面を作成してみましょう。

① ウィンドウの左上の「うら」をクリック。
レイアウトの一覧が表示されます。
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② レイアウトを選んでクリック。
（例 「fg010020」の「新年おめでとうございます」を
選ぶ）

差出人を自分に直す必要があります。

③ （文章）をクリック。
はがきのウラ面が編集できる状態になります。

④ 年度を変更する。

⑤ 氏名の部分をクリック。
「氏名」の変更ができる状態になります。

⑥ 氏名を変更する。

⑦「住所」の部分をクリック。
「住所」の変更ができる状態になります。

⑧ 住所を変更する。

⑨ 住所や名前の枠の位置/大きさを調整する。
住所や名前は長いと、すべて表示されません。
このような場合は、住所や名前の枠の大きさを広げて
ください。住所や名前の枠は、ドラッグ＆ドロップで
移動することができます。

（変更例）

はがきの印刷
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⑩ （背景）をクリック。
背景を指定するウィンドウが表示されます。

⑪ 背景を選んでクリック。

⑫ （印刷）をクリック。
印刷を指定するウィンドウが表示されます。

⑬ はがきをプリンタにセットする。
セットの方法はプリンタにより異なります。プリンタ
に添付のマニュアルをご覧ください。

⑭ （印刷）をクリック。
年賀状のウラ面が印刷されます。

郵便番号の桁数を変更する

① をクリック。

次のメニューが表示されます。

・ 差出人の郵便番号を5桁にしたい場合
メニューの中の「差出人郵便番号を５桁にする」をク
リックしてください。

・ 宛て先の郵便番号を5桁にしたい場合
メニューの中の「宛て先郵便番号を５桁にする」にマ
ウスポインタを移動してクリックしてください。

 次のメッセージが表示されます。

②「変換する」をクリック。
しばらくすると5桁に変換されます。

・ 郵便番号データが、はがきに表示されていない場合
は、この画面は表示されません。

・ 宛先や差出人の郵便番号を7桁に戻す場合は、同様
に「宛先の郵便番号を7桁にする」、「差出人の郵便番
号を7桁にする」を選んでください。
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音楽CD/ビデオCD/
フォトCDの再生　
〈プレーヤ-NX〉
「プレーヤ-NX」は、音楽CD、ビデオCD

（カラオケCD）、フォトCDを再生するこ

とができます。

「プレーヤ-NX」が対応しているCDの規格は次の通り
です。規格外のCDは再生できない場合があります。
CDのケースやパッケージに記載されている規格をご
覧の上、使用してください。

・音楽CD（オーディオCD）
・ビデオCD（Ver. 1.1）/カラオケCD（Ver. 1.1）
・ビデオCD（Ver. 2.0）
・フォトCD
・フォトCDポートフォリオ

音楽CDを聴く

音楽CDとはオーディオCDとも呼ばれ、音楽を楽し
めるCDのことです。

音楽CDをCD-ROMドライブにセットすると、自動
的に「プレーヤ-NX」が起動し、次のウィンドウが表示
されます。

基本的な使い方

（再生）ボタン
クリックすると再生が始まります（ボタンの形が

（一時停止）に変わります）。

（一時停止）ボタン

再生中にクリックすると再生が一時停止します（ボタ
ンの形が （再生）に変わります）。

この状態で、 （再生）をクリックすると、一時停
止した場所から再生が再開します（ボタンの形が

（一時停止）に変わります）。

（停止）ボタン

再生中または一時停止中にクリックすると、再生を停
止または一時停止状態を解除して、最初のウィンドウ
に戻ります。

（巻き戻し）ボタン

再生中または一時停止中にクリックし続けると、その
曲の範囲内で巻き戻しを始めます。ボタンを離すと、
その場所から再生を再開します。曲の先頭に戻るとそ
こで巻き戻しは停止します。

（早送り）ボタン

再生中または一時停止中にクリックし続けると、その
曲の範囲内で早送りを始めます。ボタンを離すと、そ
の場所から再生を再開します。曲の最後まで送られる
とそこで早送りは停止します。

ボタン

再生中または一時停止中にクリックすると、再生中の
曲または一時停止したときの曲の先頭に戻って再生を
再開します。また、連続してクリックすると、一曲ずつ
曲が戻り、クリックを止めた場所から再生を再開します。

停止中にクリックすると、最後の曲（次の画面では「ト
ラック10」の曲）の先頭に戻り、再生を始めます。ま
た、連続してクリックすると、一曲ずつ曲が戻り、ク
リックを止めた場所から再生を始めます。

はがきの印刷/音楽CD/ビデオCD/フォトCDの再生
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ボタン

再生中または一時停止中にクリックすると、再生中の
曲または一時停止したときの次の曲から再生を再開し
ます。また、連続してクリックすると、一曲ずつ曲が進
み、クリックを止めた場所から再生を再開します。
停止中にクリックすると、最初から2番目の曲（次の
画面では「トラック2」の曲）から、再生を始めます。
また、連続してクリックすると、一曲ずつ曲が進み、ク
リックを止めた場所から再生を始めます。

（取り出し）ボタン

停止中にクリックすると、トレイが出てきて、CD-
ROMを取り出すことができます。そのとき、次のよ
うなウィンドウになります。

もう一度クリックすると、トレイが収納されます。

「Option」ボタンの使いかた

「Option」ボタンをクリックすると、次のウィンドウ
が表示されます。

（リピート）ボタン

クリックするたびに、次のように変わります。

「リピートなし」

▼
「一曲リピート」

▼
「全曲リピート」

▼
「リピートなし」

・
・
・

（演奏時間表示）ボタン
クリックするたびに、時間表示が現在の曲の演奏経過
時間と残り演奏時間に交互に切り替わります。

「演奏経過時間表示」

▼
「残り演奏時間表示」

▼
「演奏経過時間表示」
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「Program」ボタン

クリックすると「プログラム予約」ウィンドウが表示
されます。このウィンドウでは、演奏させたい曲を演
奏させたい順に選んでプログラムすることができま
す。ただし、プログラムの再生中と、一時停止中は
「Program」ボタンは使用できません。

ここで、「トラック」から曲を選んで「追加」をクリッ
クしてプログラムを作成します。
（例 「Track 1」→「Track 3」→「Track 5」の順に
再生するプログラムの作成）

① 曲を選んで「追加」をクリック。
（「Track 1」を選んでクリック）
「予約された曲」の欄に「Track 1」が表示されます。

② 同様に曲を順に選ぶ。

選んだ曲を削除したいときは、「予約された曲」の欄か
ら削除したい曲を選んで、「削除」をクリックします。

③「OK」をクリック。
「P l a y e r - N X 」ウィンドウのディスプレイに
「Program」が表示されます。

この後、 （再生）ボタンをクリックすると、プロ

グラムで指定した通りに演奏を開始します。
プログラムを解除するには、「プログラム予約」ウィン
ドウを開いて、「全削除」→「OK」をクリックします。

（ミュート）ボタン

左右の音声出力を同時にOFF にします。「Player-
NX」ウィンドウのディスプレイから が消えます。

ミュート中にこのボタンをクリックすると、ミュート
が解除されます。
ただし、CDの再生中はこのボタンは使用できません。

（左チャンネルミュート）ボタン

左チャンネルの音声出力をOFFにします。「Player-
NX」ウィンドウのディスプレイから が消えます。
ミュート中にこのボタンをクリックすると、ミュート
が解除されます。
ただし、CDの再生中はこのボタンは使用できません。

（右チャンネルミュート）ボタン

右チャンネルの音声出力をOFFにします。「Player-
NX」ウィンドウのディスプレイから が消えます。
ミュート中にこのボタンをクリックすると、ミュート
が解除されます。
ただし、CDの再生中はこのボタンは使用できません。

「元の画像サイズで表示」ボタン

オーディオCDでは使用できません。（→この項の「ビ
デオCD（カラオケCD）を見る」）

「カラオケ一覧表示」ボタン

オーディオCDでは使用できません。（→この項の「ビ
デオCD（カラオケCD）を見る」）

音楽CD/ビデオCD/フォトCDの再生



64

「状態設定」ボタン

クリックすると、「状態設定」ウィンドウが表示されます。

「自動再生」を選ぶと、「プレーヤ -NX」起動時に自動
的に再生が始まります。
「画像再生時にスクリーンセーバーを起動しない」の設
定/解除はできません。

「Help」ボタン

クリックすると、「プレーヤ-NXのヘルプ」ウィンドウ
が表示されます。

ビデオCD（カラオケCD）を見る

ビデオCD（カラオケCD）とは、動画と音声が楽しめ
るCDのことです。

ビデオCD（カラオケCD）をCD-ROMドライブに
セットすると、自動的に「プレーヤ-NX」が起動し、次
のウィンドウが表示されます。

自動的に起動しないときは、「スタート」→「プログラ
ム」→「アプリケーション」→「プレーヤ -NX（CDプ
レーヤ）」または「ランチ-NX」→「マルチメディア」→
「プレーヤ -NX（CDプレーヤ）」をクリックします。

基本的な使い方

基本的な操作は、音楽CDとほとんど同じです。（→こ
の項の「音楽CDを聴く」）

・ビデオCDの再生中にビデオが表示されているウィ
ンドウをマウスなどでドラッグすると、ウィンドウ
の表示サイズを変更できます。ただし、ウィンドウサ
イズをひんぱんに変更すると、ビデオの表示が乱れ
ることがあります。このようなときは、「プレーヤ
NX」をいったん終了させて再起動すると、表示が正
常に戻ります。

・プレイバックコントロール機能に対応したビデオ
CDの再生時には、頭出し機能は利用できません。

「Option」ボタンの使いかた

「Option」ボタンを押すと、次のウィンドウが表示さ
れます。

各ボタンの機能は、「音楽CDを聴く」の場合とほとん
ど同じです。
ここでは、「音楽CDを聴く」と異なる点と、注意点を
説明します。

（リピート）ボタン

プレイバックコントロール機能を用いて独自のメ
ニュー表示を行っているカラオケCDでは、このボタ
ンは使用できません。

（演奏時間表示）ボタン

ビデオCDでは使用できません。

「Program」ボタン

プレイバックコントロール機能を用いて独自のメ
ニュー表示を行っているカラオケCDでは、このボタ
ンは使用できません。
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（ミュート）ボタン/ （左チャンネル
ミュート）ボタン/ （右チャンネルミュート）
ボタン

カラオケCDでは、カラオケ演奏とボーカル音声は、
左右どちらかのチャンネルに分かれて録音されていま
す。ボーカル音声を消すときは、左右どちらか、ボーカ
ル音声が録音されているチャンネルの音声を消す必要
があります。左右どちらかの音声を消すときは、

（左チャンネルミュート）ボタンまたは、
（右チャンネルミュート）ボタンをクリック

します。また、 （ミュート）ボタンをクリック
すると、両方の音声を消すことができます。

「元の画像サイズで表示」ボタン

ビデオCDの再生時に、ウィンドウのサイズを起動時
のサイズに戻します。

「カラオケ一覧表示」ボタン

カラオケCDの曲目が一覧表示されます。再生した曲
目をクリックし、さらに「演奏」ボタンをクリックする
と、すぐに再生が始まります。
プレイバックコントロール機能を用いて独自のメ
ニュー表示を行っているカラオケCDでは、このボタ
ンは使用できません。

「状態設定」ボタン

「自動再生」を選ぶと、「プレーヤ -NX」の起動時に自
動的に再生が始まります。
「画像再生時にスクリーンセーバーを起動しない」を選
ぶと、ビデオCDの再生時にスクリーンセーバーを起
動させないようにします。

プレイバックコントロールの使い方

プレイバックコントロール機能付きのビデオCDの再
生時には、「プレーヤ-NX」とともにプレイバックコン
トロールウィンドウが表示されます。

・
画面を表示します

・ �
前画面に戻ります。�

・
次画面に進みます。

・
メニュー画面に戻ります。

・ ～
数値を選ぶときに使います。
～ の数字ボタンで番号を決定して ボタン

をクリックすると、画面を表示します。

・
プレイバックコントロールウィンドウをアイコン化
します。�

・
番号表示部分をクリックすると、数字ボタンで選ん
だ番号をキャンセルします。

各ボタンの機能は、ビデオCDにより多少異なってい
ますので、ビデオCD添付の説明書をご覧ください。

フォトCDを見る

フォトCD とは、写真をデジタルデータに変換して
CDに記録したものです。

フォトCDをCD-ROMドライブにセットすると、自
動的に「プレーヤ-NX」が起動し、次のウィンドウが表
示されます。同時に、最初の写真も表示されます。

「Player-NX」ウィンドウ

最初の写真

自動的に起動しないときは、「スタート」→「プログラ
ム」→「アプリケーション」→「プレーヤ-NX（CDプレー
ヤ）」または「ランチ-NX」→「マルチメディア」→「プレー
ヤ -NX（CDプレーヤ）」をクリックします。

音楽CD/ビデオCD/フォトCDの再生
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基本的な使い方

（自動表示）ボタン

クリックすると、順にフォトを表示していきます。

「Player-NX」のウィンドウ

2番目の写真

（停止）ボタン

自動表示中にクリックすると、自動表示を停止します。

（巻き戻し）ボタン

クリックすると、巻き戻します（ポートフォリオの再
生時のみ）。

（早送り）ボタン

クリックすると、早送りします（ポートフォリオの再
生時のみ）。

ボタン

クリックすると、1つ前の写真に戻ります。

ボタン

クリックすると、次の写真を表示します。

（取り出し）ボタン

停止中にクリックすると、トレイが出てきて、CD-
ROMを取り出すことができます。そのとき、次のよ
うなウィンドウになります。

もう一度クリックすると、トレイが収納されます。

「Option」ボタンの使いかた

「Option」ボタンを押すと、次のウィンドウが表示さ
れます。

「Open」ボタン

クリックすると、フォトCDに記録されている写真の
ファイル名一覧を表示します。表示したいフォトCD
のファイル名を選び、「OK」をクリックします。

「List」ボタン

クリックすると、フォトCDに記録されている写真を
縮小一覧表示します。写真をクリックすると、拡大表
示できます。

「Size」ボタン

クリックすると、「PhotoCD画像サイズの設定」ウィ
ンドウが表示されます。
画像のサイズを選べます。
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「Color」ボタン

クリックすると、「表示色数の設定」ウィンドウが表示
されます。
色数を選べます。

「Copy」ボタン

クリックすると、表示されている写真をクリップボー
ドビューアにコピーします。クリックボードビューア
にコピーされたデータは、通常の「貼り付け」操作で、
他の場所へ「貼り付け」できます。

「ペイント」へ「貼り付け」した例

「Copy」ボタンをクリックするたびに、新しい写真
データがクリップボードに上書きされ、前にコピーし
たデータは消えてしまいます。コピーしたデータは次
のコピーを行う前に必ず保存してください。

「Save」ボタン

クリックすると、「ファイル名を付けて保存」ウィンド
ウが表示されます。ファイル名を指定して、写真を
ビットマップ形式のファイル（拡張子は「.bmp」）とし
て保存できます。

「Extension」ボタン

JPEGに関する各種の設定ができます。詳しくは、「プ
レーヤ -NXのヘルプ」をご覧ください。

「状態設定」ボタン

「自動設定」を選ぶと、「プレーヤ -NX」起動時に自動
的に再生が始まります。
「再生時にスクリーンセーバーを起動しない」は使用で
きません。

「Help」ボタン

クリックすると、「プレーヤ-NXのヘルプ」ウィンドウ
が表示されます。

音楽CD/ビデオCD/フォトCDの再生
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DVD VIDEO
ディスクの再生
〈DVDプレーヤ〉
（DVD-ROMモデルのみ）
「DVDプレーヤ」の起動方法や各部の名

称と役割（操作方法）、設定方法について

簡単に説明します。

概要

DVD-ROMモデルにはDVD-ROMドライブが搭載さ
れています。「DVDプレーヤ」を使うと市販のDVD-
VIDEOディスク、およびDVD VIDEOメディア（以
下、DVD VIDEOディスク）を再生することが可能で
す。「DVDプレーヤ」ではDVD VIDEOディスク以外
は再生できません。

DVDプレーヤの起動

① DVD VIDEOディスクをDVD-ROMドライブにセッ
トする。

②「DVDプレーヤ」を起動する。
（「ランチ-NX」→「マルチメディア」→「DVDプレー
ヤ」または「スタート」→「プログラム」→「アプリケー
ション」→「DVDプレーヤ」）
「DVDプレーヤ」ウィンドウが表示されます。

DVD VIDEO ディスクの種類によっては、DVD-
ROMドライブにセットすると自動的にDVDプレー
ヤが起動します。

各部の名称と役割

メイン操作パネル

メイン操作パネルの各部の名称と役割は次の通りで
す。

DVDプレーヤを制御するボタン

次のボタンがあります。

① EXIT
DVDプレーヤを終了します。

② SETUP
いろいろな設定をするための「DVDの設定」画面
を表示します。詳しくは、「DVDプレーヤヘルプ」
の「DVDの設定」をご覧ください。

③ SIZE
再生画面のウインドウサイズを初期サイズに変更
します。

④ SUBPANEL
タイトルやメニューを選ぶ「サブパネル」を表示し
ます。

⑤ TITLE
DVD VIDEOディスクに収録されているタイトル
メニューを表示します。

⑥ MENU
DVD VIDEOディスクに収録されているDVDメ
ニューを表示します。

⑦ VIEW
メイン操作パネルと簡易操作パネルの表示を切り
替えます。

②

③

④

⑤

⑥

⑦

①
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② MUTE
再生音の消去や消去の解除を行います。

③ REPEAT
1 回クリックする（状態表示色が緑色）とチャプ
ターを、2回クリックする（状態表示色が黄色）と
タイトルを繰り返して再生します。

④ ヘルプ
ヘルプを表示します。

⑤ EJECT
DVD-ROMドライブのトレイの出し入れを行いま
す。ディスクが入っていない場合は、「EJECT」ボ
タンをクリックしても、トレイを出すことはできま
せん。

コントロールパネル

コントロールパネルでは、DVDプレーヤや再生して
いるタイトルの状態を表示します。

① TITLE
再生中のタイトル番号を表示します。

② CHAPTER
再生中のチャプター番号を表示します。

③ TIME
タイトルごとの時間を表示します。

④ 状態表示
再生中、スロー再生中、早送り/早戻し再生、停止
中などの状態を表示します。

⑤ subtitle
選ばれている字幕の状態を表示します。

⑥ audio
選ばれている音声の状態を表示します。

⑦ angle
選ばれているアングルの状態を表示します。

⑧ 時間（スライダー）
再生中のタイトルの再生位置（時間）を表示しま
す。また、スライダーのバーのつまみをマウスで移
動することにより、お好みの位置から再生できます
（タイトルやチャプターにより、マウスで移動でき
ない場合があります）。

再生時に使用するボタン

次のボタンがあります。

① 停止
再生を停止します。

② 再生
現在のタイトル（作品）を再生します。また、早送
り/早戻し再生・スロー再生・一時停止状態から標
準再生に切り替えます。

③ スキップ前
現在再生中のチャプターの先頭に戻ります。続けて
クリックするとひとつ前のチャプターの先頭にス
キップします。

④ 早戻し
早戻しでタイトル（作品）を再生します。

⑤ 早送り
早送りでタイトル（作品）を再生します。

⑥ スキップ次
次のチャプターの先頭にスキップします。続けてク
リックするごとに次のチャプターの先頭にスキッ
プします。

⑦ 一時停止
再生を一時停止したり、一時停止を解除します。

⑧ スロー再生
スローでタイトル（作品）を再生します。

⑨ コマ送り
コマ送りでタイトルを再生します。一時停止状態で
使用してください。

音量調整、その他のボタン

次のボタンがあります。

① 音量調整
音量の調整を行います。

DVD VIDEOディスクの再生

①

③

④

⑦

②

⑤

⑥

⑨

⑧

① ② ④ ⑤③

①

③

⑧

④
⑤
⑥
⑦

②

⑩⑨ ⑪
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⑨ VOLUME
現在の音量の状態を表示します。

⑩ MUTE
ミュートの状態を表示します。

⑪ REPEAT
リピートの状態を表示します。

簡易操作パネル

メイン操作パネルが表示されている場合に「VIEW」ボ
タンをクリックすると次のような簡易表示パネルが表
示されます。各ボタンの名称と役割はメイン表示パネ
ルと同じです。

サブパネル

メイン操作パネルの「SUBPANEL」ボタンをクリッ
クすると、次のような「SubPanel」画面が表示されます。

① 選ぶ項目を移動します。

② 選ばれている項目を決定し、再生します。

③ 番号ボタン、または、キーボードから入力された数
値を表示します。

④ 番号で項目を選びます。

⑤ 表示領域に表示されている数値をクリアします。

⑥ DVD VIDEOディスクに記録されている字幕の種
類を変更します。

⑦ DVD VIDEOディスクに記録されている音声の種
類を変更します。

⑧ DVD VIDEOディスクに記録されているアングル
を変更します。

⑨ メニューの前ページへ移動します。

⑩ メニューの次ページへ移動します。

⑪ 一つ前のメニューへ戻ります。

DVD -V IDEO ディスクによっては、「PREV」、
「NEXT」、「RETURN」ボタンをクリックしても、メ
ニューが変化しない場合があります。

DVDの設定

メイン操作パネルの「SETUP」ボタンをクリックする
と次のような「DVDの設定」画面が表示されます。こ
の画面でDVDの設定を行います。

詳しくは、「DVDプレーヤヘルプ」の「DVDの設定」
をご覧ください。DVDプレーヤヘルプは、操作パネル
の をクリックすると表示されます。

①

②

⑥
⑨

⑤
⑦
⑧
⑪
⑩

③

④
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DVDプレーヤを使用するときの注意

・他のアプリケーションが起動されている場合や、
DVD VIDEOディスクによっては、スムーズに再生
できない場合があります。

・DVDプレーヤは、ディスプレイの表示色や解像度
が、次の場合にのみ再生することができます。その他
の表示色や解像度では再生できません。

256色の場合:
800X600、1024X768、1152X864

High Colorの場合:
800X600、1024X768、1152X864

True Colorの場合:
800X600、1024X768

・DVD VIDEOディスクによっては、各ボタンを選ん
でも動作しない場合があります。

・16:9画面サイズで字幕のあるタイトルを再生する
と、字幕の下部が切れる場合があります。このような
場合は、「DVDの設定」のオーバーレイのディスプ
レイモードで「レターボックス」を選んでください。

・DVDプレーヤ使用中は、サスペンド機能を使用でき
ません。自動的にサスペンド状態になるように設定
されていると、DVD VIDEOディスクの再生中に画
像が途切れる場合があります。この場合は、「BIOS
セットアップユーティリティ」で自動的にサスペン
ド状態にならないように設定してください。

・DVDプレーヤでは、音楽CD、ビデオCD、フォトCD
を使用できません。これらのCDを使用する場合は、
「プレーヤ -NX」を使用してください。

・「プレーヤ -NX」→PART2「音楽CD/ビデオCD/
フォトCDの再生〈プレーヤ -NX〉」

DVD VIDEOディスクの再生
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カーナビCD の
再生　　　　
〈MapPlayer-NX〉
「MapPlayer-NX」では、ナビゲーション

システム研究会統一フォーマットに準拠

したカーナビゲーション用地図 CD -

ROMを利用できます。

カーナビゲーション用地図CD-ROMを見る

ここでは、「ゼンリンソフト 首都圏ROAD & TOWN
NAVI Ⅲ」の地図CD-ROMを使用して説明しています。
このCD-ROMは本機には添付されていません。別途
購入してお使いになるときは、そのCD-ROMの使用
許諾条件に従って使用してください。　© ZENRIN

対応CD-ROMについて

地図CD-ROM は、ナビゲーションシステム研究会
Ver2.01、2.1に準拠した日本国内用のCD-ROMを
使用してください。ナビ研S規格には対応しておりま
せん。また、ナビゲーションシステム研究会Ver2.1
に含まれている「経路検索情報」を利用した経路検索
はできません。

・Windows 95 のCD-ROMファイルシステムが
32bitモード以外の場合、「MapPlayer-NX」は使用
できません（購入時の状態では32bitファイルシス
テムモードです）。

・市販のCD-ROMキャッシュソフトをインストール
すると、「MapPlayer-NX」が使用できない場合があ
ります。「MapPlayer-NX」を使用される場合は、
CD-ROMキャッシュソフトを削除してください。

「MapPlayer-NX」の起動

地図CD-ROMをCD-ROMドライブにセットすれば、
自動的に「MapPlayer-NX」が起動します。もし、自
動的に起動しない場合は次の操作を行ってください。

① 地図CD-ROMをCD-ROMドライブにセットする。

②「ランチ -NX」→「マルチメディア」→「MapPlayer-
NX（カーナビCD）」または「スタート」→「プログラ
ム」→「アプリケーション」→「MapPlayer-NX（カー
ナビCD）」をクリック。
オープニング画面が表示されます。

「MapPlayer-NX」が地図CD-ROMから必要なデー
タを読み込むと、地図画面が表示されます。

地図を見るために必要なボタン

地図画面の上部には、いくつかのアイコンが横に並ん
でいるツールバーがあります。この中で、地図を見る
ための基本操作に不可欠なボタンについて説明しま
す。

（レベルメーターの表示/非表示切り替え）ボタン

クリックすると、次のようなレベルメーターを表示し
ます。もう一度クリックすると、レベルメーターは画
面から消えます。
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現在のレベルメーターの表示は「7」です。対応する地
図は次の通りです。

レベルメーターの「8」をクリックします。「8」が選ば
れます。

すると、地図はさらに詳しくなります。

レベルメーターの表示を1だけ大きくする（表示範囲
が狭くなり、表示内容が詳しくなる）ことは、 を1
回クリックする操作とまったく同じです。

逆にレベルメーターの「6」をクリックします。「6」が
選ばれます。

地図の表示範囲は東京都のいくつかの区を含む程度に
広がります。

レベルメーターの表示を1だけ小さくする（表示範囲
が広くなり、表示内容が大まかになる）ことは、 を
1回クリックする操作とまったく同じです。

また、レベルメーターはメニューバーの「表示レベル」
のプルダウンメニューで選ぶこともできます。

（スクロールパネル表示/非表示）ボタン

クリックすると、次のようなスクロールパネルを表示
します。もう一度クリックすると、スクロールパネル
は画面から消えます。

矢印をクリックすると、その矢印の方向の表示範囲が
広がるように地図がずれます。

地図上のある地点を中心に表示する

例えば次の地図で、右下にある「船の科学館」を中心に
表示したいときは、「船の科学館」にマウスのポインタ
を当てて、ダブルクリックします。「船の科学館」が地
図の中心になるように表示が変わります。

カーナビCDの再生
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▼

ランドマークを利用する

地図上には、いろいろな情報を示す印があります。こ
れをランドマークと呼びます。

ランドマークの表示/非表示を設定する

ランドマークの表示/非表示の設定ができます。ラン
ドマークが表示できる表示レベルは、自宅は全レベル、
ユーザー登録点は、登録時に表示可能と示されたレベ
ル、その他は使用する地図により異なります。また、ス
ケールに表示されている距離は参考用です。多少の誤
差が生じる場合があります。

① ツールバーの をクリック。
「地図表示に関する設定」ウィンドウが表示されます。

○：表示　×：非表示

② 表示したい項目をダブルクリック。
（例 首都高速 出入口）
「×」印が「○」印に変ります。地図には、「首都高速 出
入口」が表示されるようになります。

首都高速の出入口が表示されていない地図

▼
首都高速の出入口が表示されている地図

拡大図
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ユーザー用ランドマークを設定する

自宅や任意の地点を地図上に登録できます。ここでは、
「ユーザー登録地点」として「屋台のラーメン屋」を登
録してみます。ユーザー登録地点は、最大64カ所です。

① 地図上で、登録したい場所をクリック。
地図上に「×」印が表示されます。

② ツールバーの をクリック。
「地名の登録と選択」ウィンドウが表示されます。

③「ユーザー登録地点」をクリック。
「ユーザー登録地点」タブのウィンドウが表示されます。

④「新規登録」をクリック。
「地点登録」ウィンドウが表示されます。

⑤ 地名を入力する。
（例 「屋台のラーメン屋」）

⑥「OK」をクリック。
「地名の登録と選択」ウィンドウに地名などが登録され
ます。

⑦「OK」をクリック。
地図に登録されました。

拡大図

カーナビCDの再生
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ユーザー登録地点の修正/削除

① をクリックして、「地名の登録と選択」ウィンドウ
を表示する。

②「修正」または「削除」をクリック。
「修正」をクリックした場合

ここで、「タイトル」や「レベル」を修正して「OK」を
クリックします。

「削除」をクリックした場合

「OK」をクリックすると削除できます。

登録した地名から地図を表示する

登録した地名から、その地点がある地図を表示できま
す。また、緯度経度を指定して任意の地点を表示する
こともできます。

登録した地名から表示する

「ユーザー登録地点」の「屋台のラーメン屋」を表示し
てみます。

① をクリックして、「地名の登録と選択」ウィンドウ
を表示する。

②「地名」をダブルクリック。
（例 「屋台のラーメン屋」）
ユーザー登録地点（屋台ラーメン屋）のある地図が表
示されます。

拡大図

登録した地名から表示する

「ユーザー登録地点」の「屋台のラーメン屋」を表示す
る、別の方法を説明します。

① をクリックして、「地名の登録と選択」ウィンドウ
を表示する。
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②「位置を指定してジャンプ」をクリック。
「ジャンプ先」ウィンドウが表示されます。

③ レベル、経度、緯度を入力して「OK」をクリック。
（「ジャンプ先」ウィンドウには、「地名の登録と選択」
ウィンドウで、選ばれている地名のレベル、経度、緯度
が表示されています。）
ユーザー登録地点（屋台ラーメン屋）のある地図が表
示されます。

「ジャンプ先」ウィンドウで、あらたにレベル、経度、
緯度を指定してジャンプすることもできます。

IIS（Integrated Information
Services）を利用する

IIS を利用すると、サービステキストやマークを使っ
て、各種の情報を簡単に入手できます。

IISを最初から見る

ここでは、例として首都高速の「高速都心環状線」のひ
とつの出入口である「江戸橋出入口」を表示してみま
す。

① ツールバーの をクリック。
次の画面が表示されます。

② 画面をクリック。
（カーナビゲーション装置の「決定キー」や「エンター
キー」押すことは、ここでは、マウスのクリックを意味
します。）
IISの初期画面が表示されます。

③「首都高速」をクリック。
次のメニューが表示されます。

④「出入口案内」をクリック。
次のメニューが表示されます。

⑤「高速都心環状線」をクリック。
次のメニューが表示されます。

カーナビCDの再生
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⑥「江戸橋出入口」をクリック。
「江戸橋出入口」に印が付けられた地図が表示されま
す。

拡大図

IISマークを利用して地図から表示させる

ここでは、例として京橋の近くのきれいなトイレを探
してみます。

① 目的の地点を中心にした地図を表示する。

② ツールバーの をクリック。
「地図表示に関する設定」ウィンドウが表示されます。

③「きれいなトイレ」をダブルクリック。
「×」印が「○」印に変わります。地図には、「きれいな
トイレ」を示す「Ｔ」マークが表示されます。

拡大図

④ 京橋の右上の方向にある「Ｔ」マークをクリック。
「きれいなトイレ」の名前が表示されます。

IISを使用するときの注意

IISは本来、カーナビゲーションシステムで再生するこ
とを前提に設計されているため、次の点に注意してく
ださい。�

・IIS における画面上のボタンの操作方法や動作は、
Windows 95と異なる場合があります。

・カーナビゲーションシステムでのみ使用を許されて
いるデータなど、「MapPlayer-NX」では一部扱えな
いデータがあります（ここで使用している「首都圏
ROAD ＆ TOWN NAVI Ⅲ」では電話番号データ
が該当します）。

・IISはCD音声を使用してタイミングをとるため、ほ
かにCD音声を使用するアプリケーションと同時に
起動できません。
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電子アルバムの作成
〈アルバム工房Light〉
（一太郎モデル、Wordモデルのみ）
「アルバム工房Light」を使って、フォト

CDやデジタルカメラで撮影した写真な

どをとじて、電子アルバムを簡単に作る

ことができます。

アルバム工房Lightの説明を見る

「アルバム工房Light」の使い方を電子マニュアルで見
ることができます。

①「アプリケーションCD-ROM」をCD-ROMドライブ
にセットする。

②「アルバム工房Light」の「入門ガイド」を起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「アルバム工房Light」
→「入門ガイド」）

電子アルバムを作成する

写真をとじる前に、まず電子アルバムを作成しましょう。

①「アルバム工房Light」を起動する。
（「ランチ-NX」→「マルチメディア」→「アルバム工房
Light」または「スタート」→「プログラム」→「アルバ
ム工房Light」→「アルバム工房Light」）
「アルバム工房Light」の初期画面が表示されます。

②「アルバムを作ろう」をクリック。
次の画面が表示されます。

③「新しいアルバムを作る」をクリック。
「アルバム名の入力」ウィンドウが表示されます。

④ アルバム名を入力して「決定」をクリック。
（例 「グライダーのアルバム」を入力）
台紙を選ぶ画面が表示されます。

⑤ 台紙のグループ名を選ぶ。
（例 「汎用タイプ」を選ぶ）
選んだグループ名が反転表示になり、台紙のサンプル
が表示されます。

カーナビCDの再生/電子アルバムの作成
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⑥ 台紙を選んで をクリック。
（例 左のサンプルを選ぶ）
「グライダーのアルバム」という電子アルバムが作られ
ます。

次は、この電子アルバムに写真を貼り込みます。例と
して、写真はフォトCD（デジタルデータに変換した
写真を記録したCD）から取り込むこととします。

写真をアルバムにとじる

「電子アルバムを作成する」で作成した「グライダーの
アルバム」に写真を貼り込んでみます。
前項の手順⑥の画面から操作を続けます。

①「写真を一枚ずつ貼る」をクリック。
写真の場所を確認する画面が表示されます。

② フォトCDをCD-ROMドライブにセットする。

③「フォトCD」をクリック。
フォトCDに収められている写真の一覧が表示されます。

④ 写真を選んで をクリック。
選んだ写真を確認する画面が表示されます。

ここでは、次のような写真の加工ができます。

・写真の明るさなどの調整
・フィルタ処理
・サイズや向きの変更
・ペンやブラシでの描画
・クリップアートの貼り付け
・文字の入力
・他の写真との合成

⑤ をクリック。
写真を貼るページを選ぶ画面が表示されます。
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⑥ ページを選んでそのページをクリック。
（例 1ページを選ぶ）
写真が1ページ目に貼り付けられます。

⑦ 終了するときは、 をクリック。
次の写真を選ぶときは、 をクリックします。

次の画面に戻ります。

アルバムを見る

作成したアルバムを見てみましょう。

①「アルバム工房Light」を起動する。
（「ランチ-NX」→「マルチメディア」→「アルバム工房
Light」または「スタート」→「プログラム」→「アルバ
ム工房Light」→「アルバム工房Light」）
�「アルバム工房Light」の初期画面が表示されます。�

②「アルバムを見よう」をクリック。
次の画面が表示されます。�

③「グライダーのアルバム」をクリックして、「アルバム
を見る」をクリック。
「グライダーのアルバム」の最初のページが表示されます�

④ 見終えたら、 をクリック。
次の画面に戻ります。�

⑤ をクリック。
「アルバム工房Light」が終了します。�

電子アルバムの作成
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アルバムをプレゼントする

別売の CD-R ドライブを利用して、アルバム工房
Lightで作ったアルバムを CD-R 媒体に保存するこ
とができます。CD-R に保存したアルバムは、アルバ
ム工房Lightがインストールされていないパソコンで
も見ることができるので、パソコンを持っている他の
人にプレゼントすることができます。

CD-R媒体でプレゼントされたアルバムを見るための
パソコンの条件は次の通りです。

・Microsoft Windows 95 日本語版が動作するパー
ソナルコンピュータ（Pentium以上推奨）

・メモリは16MB以上実装。

・640×480ドット、800×600ドット、1024
×768 ドットのいずれかの画面解像度で、High
Color（16ビット）または True Color（32ビット）
のカラー表示可能。

・CD-R が読み込み可能なCD-ROMドライブまたは
CD-R ドライブが必須。音声再生機能を利用すると
きは、PCM音源が必要。�

プレゼント用のアルバムを作成する

①「アルバム工房Light」を起動する。
（「ランチ-NX」→「マルチメディア」→「アルバム工房
Light」または「スタート」→「プログラム」→「アルバ
ム工房Light」→「アルバム工房Light」）
「アルバム工房Light」の初期画面が表示されます。

②「アルバムを作ろう」をクリック。
次の画面が表示されます。

③ プレゼントしたいアルバムをクリックして、「アルバム
をプレゼントする」をクリック。
「アルバムをプレゼントする」ウィンドウが表示されます。

�

④ ドライブを選んで、「CD-Rイメージ」のチェックボッ
クスをチェックして、「決定」をクリック。
選んだドライブに「¥CDRIMAGE」というフォルダが
作成され、そのフォルダの中にプレゼントのデータの
作成が始まります。

作成が終了すると、次のメッセージが表示されます�

⑤ CD-R書き込みソフトを使って「C:¥CDRIMAGE」
のフォルダをCD-Rに書き込む。

複数のアルバムを1枚のCD-Rでプレゼントする場合
は、CD-Rに書き込む前に、別のアルバムを選んで、手
順③、④を繰り返してください。

⑥ CD - R への書き込みが終了したら、　　　　　　
「C:¥CDRIMAGE」のデータをすべて削除する。
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プレゼントされたアルバムを見る

CD-R 媒体でプレゼントされたアルバムを見る方法は
次の通りです�。

① CD-RをCD-RドライブまたはCD-ROMドライブに
セットする。

②「スタート」をクリックし、「ファイル名を指定して実
行」をクリック。
「ファイル名を指定して実行」ウィンドウが表示されます

ここの説明では、CD-RドライブまたはCD-ROMド
ライブを「Q」ドライブとしています。使用している装
置のドライブ名に読み替えてください。�

③「参照」をクリック。
「ファイルの参照」ウィンドウが表示されます。�

�

④「ファイルの場所」からCD-R ドライブまたはCD-
ROMドライブをクリック。
CD-R内のファイル一覧が表示されます。

�

「ファイル名を指定して実行」ウィンドウに直接「Q:
¥CDRIMAGE¥ALBMFACT¥ALBMINST.EXE」と
入力して「OK」をクリックすると、「アルバム工房
Light」が自動的に起動され、アルバムを見ることがで
きます。したがってこの場合は、これ以降の操作は不
要です。

⑤「CDRIMAGE」フォルダ→「ALBMFACT」フォルダ
とたどり、「ALBMINST」アイコンをダブルクリック。
「ファイル名を指定して実行」ウィンドウに戻ります。

⑥「OK」をクリック。
「アルバム工房」が自動的に起動され、アルバムを見る
ことができます。�

プレゼント用のCD-R媒体には、「プレゼントされた
アルバムの見方」が「Readme.txt」ファイルに記載さ
れています。「Readme.txt」ファイルは「CDRIMAGE」
フォルダの下の「ALBMFACT」フォルダの中にあり
ます。

アルバム工房Lightを使用するときの注意

「アルバム工房Light」を使用する場合は、表示色を
「High Color」または「True Color」に設定をしてお
くことが必要です。購入時には「800×600 High
Color（16ビット）」に設定されていますのでそのま
ま使用できます。

・表示色の変更→PART5「ディスプレイ」

電子アルバムの作成
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クラシックを楽しむ
〈Classic 100選〉
MIDIデータで作られたクラシック100

曲を、静止画像や解説を見ながら楽しむ

ことができます。バーチャルアコース

ティック音源を使った曲も入っていま

す。

ここでは、｢Classic 100選｣の基本的な使い方を説明
します。詳しい操作方法については、｢Classic 100
選｣のオンラインヘルプをご覧ください。オンライン
ヘルプは、メインパネルの をクリックすると表示
されます。

起動と終了

Classic 100選の起動

① ｢Classic 100選｣を起動する。
(｢ランチ -NX｣→｢マルチメディア｣→｢Classic 100
選｣または｢スタート｣→｢プログラム｣→｢YAMAHA
Classic 100選 V1.0｣→｢Classic 100選｣)
次のようなウィンドウが表示されます。

しばらくすると次のようウィンドウが表示されます。

② ウィンドウ内をクリック。
メインパネルが表示されます。
このウィンドウは起動するたびに異なります。

◎メインパネル

全収録曲(100曲)がランダムに再生されます。
画面下には、再生している曲の解説も表示されます。
｢解説｣ボタンをクリック (黄緑色表示を解除)すると、
解説が表示されなくなります。
再生、停止、スキップ、リピート、ランダム再生、ボ
リュームコントロールなどの操作は、コントロールパ
ネルで行います。
操作方法については、オンラインヘルプの｢コント
ロールパネル｣をご覧ください。

◎コントロールパネルウィンドウ

コントロールパネルウィンドウが表示されていない場
合は、メインパネルの上部にポインタをもっていくと
表示されます。

Classic 100選の終了

① メインパネルの｢終了｣をクリック。
｢Classic 100選｣が終了します。
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選曲した曲を再生する

｢Classic 100選｣起動時は、収録されている100曲
がランダムに再生されますが、選曲した曲のみを指定
した順序で再生することもできます。
ここでは、J.S.バッハの曲のみを選曲して再生してみ
ましょう。

使い方→オンラインヘルプの｢選曲ウィンドウ｣

① メインパネルの｢選曲｣をクリック(黄緑色表示)。
｢選曲｣ウィンドウが表示されます。

② 選曲するメニュー(｢曲名｣｢地域｣･･･｢曲調｣)の右の▼
をクリックする。
(例 ｢作曲者名｣の▼をクリック)
｢作曲者名｣の一覧が表示されます。

③ 選曲する作曲者(例 ｢J.S. バッハ｣)をクリック。
｢選曲リスト｣にJ.S.バッハの曲が一覧表示されます。

④ ｢クリア｣をクリック。
｢エントリーリスト｣の曲がすべて消去されます。

・｢ エントリーリスト｣ の曲をすべて消去しても、
｢Classic 100選｣を再起動すると、再度100曲す
べてがランダムに登録されます。

・ ｢Classic 100選｣を再起動すると、選曲した内容
は消去されます。

⑤ 再生する順にJ.S.バッハの曲をクリック。
｢エントリーリスト｣に、クリックした順にJ.S.バッハ
の曲が登録されます。

・｢エントリーリスト｣へ登録した後に、選曲した曲の
順序を変更することはできません。

・ その他のメニュー(｢曲名｣｢地域｣･･･｢曲調｣)からも同
様に選曲できます。

⑥ ｢OK｣をクリック。
メインパネルに戻ります。

⑦ をクリック。
選曲した曲が、指定した順序で再生されます。

クラシックを楽しむ
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｢オプション｣ウィンドウでの設定

① メインパネルの｢オプション｣をクリック。
｢オプション｣ウィンドウが表示されます。

このウィンドウでは、次の設定ができます。
・再生MIDIチャンネル

・音声切替

・テンポ

・移調

・リバーブ

・コーラス

・ MIDIドライバー設定

設定方法については、オンラインヘルプの｢オプショ
ンウィンドウ｣をご覧ください。

｢オプション｣ウィンドウは、しばらくすると自動的に
閉じます。
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電話番号の検索
〈Angel Line
for Windows〉
パソコンで電話番号検索サービスを受け

ることができます。

「Angel Line for Windows」を使用する前に、本機
と電話回線が正しく接続されていることを必ず確認し
てください。

・電話回線との接続→『STEP 1 接続と準備』　　　
�PART 2「電話回線に接続する」

通信設定

初めて「Angel Line for Windows」を使う場合は、
通信の設定を行います。

①「ランチ -NX」→「ユーティリティ」→「Angel Line
（電話案内）」または「スタート」→「プログラム」→
「Angel Line for Windows V2」→「Angel Line
Ver2.04」をクリック。
「Angel Line for Windows」ウィンドウが表示され
ます。

②「設定」をクリック。
｢設定｣のメニューが表示されます。

③「通信の設定」をクリック。
「通信システム設定」ウィンドウが表示されます。

④ 必要な設定を行う。
特に、「回線種別」「内線発信」などの設定に注意してく
ださい。他の設定も必要に応じて行います。

⑤ 設定が終了したら、「OK」をクリック。
「Angel Line for Windows」ウィンドウに戻ります。

電話番号検索サービスを利用する

例として、東京都港区芝にある郵便局の電話番号を調
べてみます。さらに、検索結果の中から、必要な電話番
号はコメントを付けて保存しておきましょう。

①「ランチ -NX」→「ユーティリティ」→「Angel Line
（電話案内）」または「スタート」→「プログラム」→
「Angel Line for Windows V2」→「Angel Line
Ver2.04」をクリック。
「Angel Line for Windows」ウィンドウが表示され
ます。

クラシックを楽しむ/電話番号の検索
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②「地域検索」をクリック。
「入力（地域検索）」ウィンドウが表示されます。

③「機関名」欄の「大分類」の をクリック。
「機関名」の一覧メニューが表示されます。

④「郵便局」を選んでクリック。

⑤「都道府県」欄に「トウキョウト」、「市郡」欄に「ニイサ
ンク」、「区町村」欄に「ミナトク」、「町・大字」欄に「シ
バ」と入力。

漢字は使えません。文字はひらがな、カタカナ、英数字
のいずれかを使用してください。

⑥「検索」をクリック。
NTTのセンターに電話をかけて検索を行い、検索結果
を表示します。

⑦ 保存しておきたい郵便局を選ぶ。
選んだ郵便局が反転表示になります。
（例 「芝公園郵便局」を選ぶ）

⑧「保存」をクリック。
次のメッセージが表示されます。

⑨「はい」をクリック。

⑩ メニューバーの「ファイル」をクリック。

⑪「終了」をクリック。
次のメッセージが表示されます。

⑫「はい」をクリック。
「Angel Line for Windows」が終了します。

「Windowsの終了」ウィンドウが表示された場合は、
「キャンセル」をクリックしてください。
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「Angel Line アドレス帳」の利用

①「ランチ -NX」→「ユーティリティ」→「Angel Line
（アドレス帳）」または「スタート」→「プログラム」→
「Angel Line for Windows V2」→「アドレス帳」を
クリック。
「Angel Line アドレス帳」ウィンドウが表示されます。

② 詳細を見たい行をクリックしてから「詳細情報」をク
リック。
「詳細情報」ウィンドウが表示されます。
ここでは、コメントなどを入力できます。

③ 詳細情報を確認したら、「取消」をクリック。
「Angel Line アドレス帳」ウィンドウに戻ります。

「詳細情報」の内容を変更したときは、「更新」をクリッ
クし、その後の画面の指示に従ってください。

電話番号の検索

④「終了」をクリック
次のメッセージが表示されます。

⑤「はい」をクリック。
「Angel Line アドレス帳」が終了します。
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デジタルブック
の再生　　　　
〈デジタルブック
ビューワ〉
（一太郎モデル、Wordモデルのみ）
デジタルブックはフロッピーディスクで

市販されています。これを、本機のハー

ドディスクに登録することで、デジタル

ブックを読むことができます。

概要

デジタルブックとは、3.5インチのフロッピーディス
クに、本1冊分の情報が書き込まれたデジタルブック
プレーヤー用の電子書籍です。購入したデジタルブッ
クは、フロッピーディスクから本機のハードディスク
にジャンル別に登録してから「デジタルブックビュー
ワ」で、デジタルブックを読むことができます。フロッ
ピーディスクから直接作品を見ることはできません。
作品は必ず、登録してから見てください。

「デジタルブック作品選択」ウィンドウ

デジタルブックの登録、読書、削除などは、「デジタル
ブック作品選択」ウィンドウで行います。「デジタル
ブック作品選択」ウィンドウの表示方法は次の通りです。

①「ランチ -NX」→「マルチメディア」→「デジタルブッ
クビューワ」または「スタート」→「プログラム」→「ア
プリケーション」→「デジタルブックビューワ」をク
リック。
「デジタルブック作品選択」ウィンドウが表示されます。

ジャンルの登録

デジタルブックにはいろいろな種類があります。後で
探しやすくするためにも、分類して整理しておくとよ
いでしょう。本機には、あらかじめ「文学・小説」「学
習・辞書」「家庭・一般」「趣味・娯楽」「囲碁・将棋」の
ジャンルを作成してあります。これ以外の必要なジャ
ンルは次のようにして作成します。例として「科学・技
術」というジャンルを作成してみます。

①「デジタルブック作品選択」ウィンドウのメニューバー
で「ジャンル」をクリック。
「ジャンル」のプルダウンメニューが表示されます。

②「登録」をクリック。
「ジャンル名登録」ウィンドウが表示されます。



91

便
利
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

2

③ 空いている欄に「科学・技術」と入力する。

④「OK」をクリック。
次のような確認のウィンドウが表示されます。

⑤「はい」をクリック。
「デジタルブック作品選択」ウィンドウに「科学・技術」
のジャンルが追加されます。

デジタルブック作品の登録

ここでは、フロッピーディスクのデジタルブック作品
を、「科学・技術」のジャンルに登録する例で説明します。

① デジタルブックのフロッピーディスクをフロッピー
ディスクドライブにセットする。

② FDドライブを指定。
「デジタルブックする作品選択」ウィンドウの下部にあ
る をクリックして、ドライブ一覧メニューを表示し
て選びます。

③「読み出し」をクリック。
デジタルブックの作品名が表示されます。

④「デジタルブック作品選択」ウィンドウで「科学・技術」
をクリック。

⑤ デジタルブック作品を「科学・技術」の欄へドラッグ＆
ドロップ。
これでデジタルブック作品が「科学・技術」のジャンル
に登録されます。

デジタルブックの再生
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デジタル作品の読み方

本機には、あらかじめ「坊っちゃん」と「日本棋院の囲
碁入門」の2つの作品が登録されています。「坊っちゃ
ん」は「文学・小説」のジャンルに、「日本棋院の囲碁入
門」は「囲碁・将棋」に登録されています。

「坊っちゃん」を読む

①「デジタルブック作品選択」ウィンドウで「文学・小説」
をクリック。
「文学・小説」のジャンルに登録された作品名が表示さ
れます。

②「坊っちゃん」をダブルクリック。
作品の表紙が表示されます。
2回目からは、前回に読書を終了したときのページが
表示されます。

③「前頁」「次頁」「目次」などをクリックして読む。

④ 終了するときは、 をクリック。

「日本棋院の囲碁入門」を読む

①「デジタルブック作品選択」ウィンドウで「囲碁・将棋」
をクリック。
「囲碁・将棋」のジャンルに登録された作品名が表示さ
れます。

②「日本棋院の囲碁入門」をダブルクリック。
作品の表紙が表示されます。
2回目からは、前回に読書を終了したときのページが
表示されます。

③「前頁」「次頁」「目次」などをクリックして読む。

④ 終了するときは、 をクリック。

音声での読み上げ

テキストリーダを使用して、デジタルブックの内容を
音声で読み上げることができます。

・テキストリーダ→PART2「テキストリーダの使用」

作品の削除

もう読まない作品や必要のない作品などは、その作品
のボタンを、ゴミ箱にドラッグ＆ドロップすることで
削除できます。

｢坊っちゃん｣と「日本棋院の囲碁入門」は、ハード
ディスクに登録されているため、削除すると読めなく
なります。削除した場合、もう一度読むためには、デジ
タルブックビューワを削除して、再追加します。

・デジタルブックビューワの削除と追加→「PART4
アプリケーションの削除と追加」
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「編集」タブでの設定

グループボタン、アプリケーション起動ボタンの編集
ができるようにする

「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集を許可
する」のチェックボックスにチェックをつけると、グ
ループやアプリケーション起動ボタンの追加/削除、
名前や順序の変更などができるようになります。

・購入時の状態ではチェックボックスにチェックがつ
いていないため、グループやアプリケーション起動
ボタンの編集はできません。

・「編集」タブの「グループ、アプリケーション起動ボ
タンの編集を許可する」のチェックボックスを
チェックすると、連動して「その他」タブの「グルー
プ、アプリケーション起動ボタンの編集を許可する」
のチェックボックスもチェックされます。

マウスでの編集方法を選ぶ

①「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集を許可
する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「編集方法」で、次の2つのどちらかを選ぶ。
2つとも選ぶこともできます。

・マウスの右ボタンクリックによる編集メニュー
マウスの右ボタンをクリックして表示されるメ
ニューからグループボタンやアプリケーション起動
ボタンを編集できるようになります。

・マウスのドラッグ&ドロップ操作による編集
マウスのドラッグ&ドロップ操作でグループボタン
やアプリケーション起動ボタンを編集できるように
なります。

③「OK」をクリック。

ランチ-NXの　
設定
「ランチ-NX」では登録されているグルー

プやアプリケーション起動ボタン、その他

の編集ができます。自分で使いやすいよう

に「ランチ -NX」を設定してください。

・「ランチ -NX」の使い方→『STEP2 入門』PART3
「ランチ -NXは、ソフトの発射台」

「ランチ -NXの設定」ウィンドウ

「ランチ-NX」に関する設定や編集は、「ランチ-NXの
設定」ウィンドウで行います。「ランチ -NX の設定」
ウィンドウの表示方法は次の通りです。

①「ランチ -NX」が起動している場合は、 （設定ボ
タン）をクリック。
（起動していない場合は、「スタート」→「プログラム」
→「アプリケーション」→「ランチ-NX」をクリックし、
「ランチ -NX」起動後に をクリック）

「ランチ -NXの設定」ウィンドウが表示されます。

デジタルブックの再生/ランチ -NXの設定
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追加したアプリケーションのランチ -NXへの登録

アプリケーションをインストールしたときに、「スター
ト」メニューの「プログラム」に登録されたアプリケー
ションのグループを自動的に登録するかどうかを設定
します。設定方法は次の通りです。

①「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集を許可
する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「追加アプリケーションのランチ -NXへの登録」で次
の3つから1つを選ぶ。

・アプリケーションのインストール後に自動登録する
「アプリケーションのインストール後に自動登録す
る」を選ぶと、アプリケーションをインストールした
とき、「スタート」メニューの「プログラム」に新しい
フォルダが追加されると、そのフォルダが「ランチ-
NX」に自動的に登録されます。

・アプリケーションのインストール後に登録するか確
認する
「アプリケーションのインストール後に登録するか確
認する」を選ぶと、アプリケーションをインストール
したとき、「スタート」メニューの「プログラム」に新
しいフォルダが追加されると、ランチ-NXに登録す
るかどうかを確認するウィンドウが表示されます。

追加されたグループとアプリケーションをランチ -
NXに登録する場合は「はい」を、登録しない場合は
「いいえ」をクリックします。

・登録しない
「登録しない」を選ぶと、アプリケーションがインス
トールされてもランチ -NXには登録されません。

③「登録先のグループ」を選ぶ。
購入時の状態では「ユーザ」グループに設定されてい
ます。

④「OK」をクリック。

・インストールするアプリケーションが「スタート」
メニューの「プログラム」にフォルダを作成しない場
合は、「ランチ -NX」への自動登録は行いません。�

・「ランチ -NX」が起動していないときにアプリケー
ションのインストールをした場合は、「ランチ -NX」
への自動登録は行いません。

「追加アプリケーションのランチ-NXへの自動登録」
を行うときは、「ランチ-NX」の起動中にアプリケー
ションのインストールを行ってください。

・インストールしたアプリケーションが作成したグ
ループ名が、すでに存在する場合は、「ランチ -NX」
への自動登録は行いません。

・「登録先のグループ」に登録したアプリケーションの
アンインストールにより、「スタート」メニューの
「プログラム」のフォルダが削除されると、そのアプ
リケーションのグループを「ランチ -NX」からも削
除するかどうかのウィンドウが表示されます。

アプリケーションのグループを「ランチ -NX」から
削除する場合は「はい」を、削除しない場合は、「いい
え」をクリックします。
なお、購入時に登録されているアプリケーションを
アンインストールしても、そのグループおよびアプ
リケーション起動ボタンは削除されません。

・登録先のグループを削除すると、自動登録を行わな
い設定になります。
例えば、購入時の状態で、「ユーザ」グループを削除
すると、「ランチ -NX」への自動登録は行われませ
ん。

「追加アプリケーションのランチ-NXへの自動登録」
を行う場合は「登録先のグループ」をもう一度選んで
ください。

登録されているグループ、アプリケーション起動ボタ
ンを購入時の状態に戻す

①「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集を許可
する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「リセット」をクリック。
次の画面が表示されます。

③「はい」をクリック。
購入時の状態に戻ります。
購入時の状態に戻さない場合は「いいえ」をクリックし
ます。
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購入時の状態に戻すと、グループやアプリケーション
起動ボタンの配置や変更など、設定した情報はすべて
失われます。

「その他」タブでの設定

グループ、アプリケーション起動ボタンの編集ができ
るようにする

「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集を許可
する」のチェックボックスにチェックをつけると、グ
ループやアプリケーション起動ボタンの編集ができる
ようになります。

・購入時の状態ではチェックボックスにチェックがつ
いていないため、グループやアプリケーション起動
ボタンの編集はできません。

・「その他」タブの「グループ、アプリケーション起動
ボタンの編集を許可する」のチェックボックスに
チェックをつけると、連動して「編集」タブの「グ
ループ、アプリケーション起動ボタンの編集を許可
する」のチェックボックスもチェックされます。

Windowsの起動時に毎回ランチ -NXを起動する

①「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集を許可
する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「オプション」の「Windowsの起動時に毎回ランチ -
NXを起動する」のチェックボックスにチェックをつ
ける。
購入時の状態ではチェックされています。

③「OK」をクリック。
これでWindowsの起動時に毎回「ランチ -NX」が起
動します。

「オプション」の「Windows 起動時に毎回ランチ-NX
を起動する」に付けられているチェックマークをはず
すと、次回のWindows 起動時には「ランチ -NX」は
起動されません。もう一度、Windowsの起動時に毎
回、「ランチ-NX」を起動する場合は、「スタート」→「プ
ログラム」→「アプリケーション」から「ランチ -NX」
を起動し、 をクリックして、設定を変更してく
ださい。

「ランチ -NX」ウィンドウのサイズを変更する

「オプション」の「ウィンドウサイズ固定」のチェック
ボックスにチェックをつけると、ランチ-NXのウィン
ドウサイズが固定されます。チェックをはずすとウィ
ンドウサイズを変更できます。購入時の状態では
チェックされており、アプリケーション起動ボタンエ
リアは縦3個×横4個の起動ボタンが表示される大
きさになっています。

ウィンドウサイズを変更する手順は次の通りです。

①「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集を許可
する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「ウィンドウサイズ固定」のチェックボックスのチェッ
クをはずす。

③「OK」をクリック。

④「ランチ -NX」ウィンドウの大きさを他のウィンドウ
と同じようにドラッグして変更する。

・ウィンドウサイズを変更した場合、横幅に関して大
きさを変えることができるのはアプリケーション起
動ボタンエリアだけです。

・ウィンドウの最小サイズは、アプリケーション起動
ボタンエリア内の起動ボタンが縦3個×横3個表示
される大きさです。

・最大サイズは、解像度によって異なります。

グループボタンおよびアプリケーション起動ボタンエ
リアの背景色を変更する

グループエリアのグループボタンおよびアプリケー
ション起動ボタンエリアの背景色を設定できます。す
べてのグループまたはグループ単位で設定ができます。

設定方法は次の通りです。

①「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集を許可
する」のチェックボックスにチェックをつける。

ランチ -NXの設定
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②「グループの配色」の「変更するグループ名」の をク
リックして、背景色を変更するグループを選ぶ。

③「グループの配色」の「背景色変更」をクリック。

④ 背景色を指定する。

⑤「OK」をクリック。
「色の設定」ウィンドウが閉じます。�

⑥「ランチ-NXの設定」ウィンドウの「OK」をクリック。
グループボタンおよびアプリケーション起動ボタンエ
リアの背景色が指定した色に変更されます。

・グループ単位で設定した場合、設定したグループお
よびそのサブグループの背景色が変更されます。�

・すべてのグループを設定した場合、全グループの背
景色が変更されます。�

・新規登録したグループの背景色は、「すべてのグルー
プ」で指定した色になります。�

・グループボタンの文字色は、「文字色変更」ボタンに
より同じように変更できます。

・グループの配色は、「マウスの右ボタンのクリックに
よる編集メニュー」でもできます。（→この項の「グ
ループを編集する」）

グループを編集する

グループを新規登録する

①「ランチ-NXの設定」ウィンドウを表示して、「編集」タ
ブの「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集
を許可する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「編集」タブの「編集方法」で、「マウスの右ボタンク
リックによる編集メニュー」のチェックボックスに
チェックをつける。

③「OK」をクリック。

④「ランチ -NX」ウィンドウで任意のグループを右ク
リック。
次のメニューが表示されます。

⑤「新規登録」をクリック。
「グループの追加」ウインドウが表示されます。

⑥ 新規登録するグループ名を入力する。
（例 趣味）

⑦「OK」をクリック。
これで「趣味」グループが新規登録されます。
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サブグループを作成する

ここでは、例として「趣味」グループの下に「音楽」サ
ブグループを作成します。

①「ランチ-NXの設定」ウィンドウを表示して、「編集」タ
ブの「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集
を許可する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「編集」タブの「編集方法」で、「マウスの右ボタンク
リックによる編集メニュー」のチェックボックスに
チェックをつける。

③「OK」をクリック。

④「ランチ -NX」ウィンドウでサブグループを作成した
いグループボタン、またはサブグループボタンを右ク
リック。
次のメニューが表示されます。
（例 「趣味」グループ）

⑤「サブグループの作成」をクリック。
「サブグループの作成」ウィンドウが表示されます。

⑥ 作成するサブグループ名を入力する。
（例 音楽）

⑦「OK」をクリック。
これで「趣味」グループの下に「音楽」サブグループが
作成されます。

サブグループボタンを作成したグループボタンの横の
「▽」をクリックするとサブグループが表示されなくな
ります。もう一度クリックすると、表示されるように
なります。

グループ、サブグループの名前を変更する

ここでは、例として「インターネット&パソコン通信」
グループを「インターネット」グループに名前を変更
します。

①「ランチ-NXの設定」ウィンドウを表示して、「編集」タ
ブの「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集
を許可する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「編集」タブの「編集方法」で、「マウスの右ボタンク
リックによる編集メニュー」のチェックボックスに
チェックをつける。

③「OK」をクリック。

④「ランチ-NX」ウィンドウで名前を変更したいグループ
ボタン、またはサブグループボタンを右クリック。
次のメニューが表示されます。
（例 「インターネット&パソコン通信」グループ）

⑤「名前の変更」をクリック。
「グループ名の変更」ウィンドウが表示されます。

⑥ 変更したいグループ名を入力する。
（例 インターネット）

⑦「OK」をクリック。
これで「インターネット&パソコン通信」は、「イン
ターネット」に名前が変更されます。

ランチ -NXの設定
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グループの順序を変更する

ここでは、例として「マルチメディア」グループを「メ
インメニュー」グループの前に移動します。

①「ランチ-NXの設定」ウィンドウを表示して、「編集」タ
ブの「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集
を許可する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「編集」タブの「編集方法」で、「マウスのドラッグ&ド
ロップ操作による編集」のチェックボックスにチェッ
クをつける。

③「OK」をクリック。

④「ランチ -NX」ウィンドウで順序変更したいグループ
ボタン（例 「マルチメディア」グループボタン）をド
ラッグ&ドロップで、移動させたい位置にあるグルー
プボタン（例 「メインメニュー」グループ）まで移動
する。
これで「マルチメディア」グループは、「メインメ
ニュー」グループの前に移動します。

【Ctrl】を押しながらドラッグ＆ドロップした場合、ド
ロップしたグループのサブグループとして移動します。

グループ、サブグループを削除する

グループを削除すると、同時にそのグループとそのサ
ブグループ内にあるすべてのアプリケーション起動ボ
タンが削除されます（起動ボタンが削除されるだけで、
アプリケーション自体は削除されません）。

マウスのドラッグ&ドロップ操作で削除する

①「ランチ-NXの設定」ウィンドウを表示して、「編集」タ
ブの「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集
を許可する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「編集」タブの「編集方法」で、「マウスのドラッグ&ド
ロップ操作による編集」のチェックボックスにチェッ
クをつける。

③「OK」をクリック。

④「ランチ -NX」ウィンドウで削除したいグループボタ
ンをドラッグ&ドロップでデスクトップ画面の「ごみ
箱」アイコンまで移動する。
「グループの削除」ウィンドウが表示されます。

⑤「OK」をクリック。
これでグループ、およびグループ内にあるすべてのア
プリケーション起動ボタンが削除されます。

マウスの右ボタン操作で削除する

①「ランチ-NXの設定」ウィンドウを表示して、「編集」タ
ブの「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集
を許可する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「編集」タブの「編集方法」で、「マウスの右ボタンク
リックによる編集メニュー」のチェックボックスに
チェックをつける。

③「OK」をクリック。

④「ランチ -NX」ウィンドウで削除したいグループボタ
ンを右クリック。
次のメニューが表示されます。

⑤「削除」をクリック。
「グループの削除ウィンドウ」が表示されます。

⑥「OK」をクリック。
これでグループ、およびグループ内にあるすべてのア
プリケーション起動ボタンが削除されます。
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グループボタンおよびアプリケーション起動ボタンエ
リアの背景色を変更する�

①「ランチ -NXの設定」ウィンドウを表示する。

②「編集」タブの「グループ、アプリケーション起動ボタ
ンの編集を許可する」にチェックマークをつける。

③「編集」タブの「編集方法」で「マウスの右クリックに
よる編集メニュー」にチェックマークをつける

④「OK」をクリック。

⑤「ランチ -NX」ウィンドウで背景色を変更するグルー
プボタンを右クリック。
次のメニューが表示されます。

⑥「背景色の変更」を右クリック。

⑦「背景色」を指定する。

⑧「OK」をクリック。
これで、グループボタンおよびアプリケーション起動
ボタンエリアの背景色が指定された色になります。

グループボタンの文字色は、「文字色の変更」により同
じようにできます。

グループボタンを編集するときの注意

・マウスカーソルが に変わる場所へは、ドラッグ＆

ドロップはできません。

・グループ表示エリアのグループボタン以外で、マウ
スの右ボタンをクリックした場合は、「新規登録」の
みが編集できます。

・グループの名前には、次の文字は使用しないでくだ
さい。

「¥」「/」「;」「,」「:」「*」「?」「"」「<」「>」「|」

アプリケーション起動ボタンを編集する

アプリケーション起動ボタンを新規登録する

ここでは、例として「エクスプローラ」起動ボタンを
「メインメニュー」グループに新規登録します。

マウスのドラッグ&ドロップ操作で新規登録する

①「ランチ-NXの設定」ウィンドウを表示して、「編集」タ
ブの「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集
を許可する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「編集」タブの「編集方法」で、「マウスのドラッグ&ド
ロップ操作による編集」のチェックボックスにチェッ
クをつける。

③「OK」をクリック。

④ エクスプローラを起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「エクスプローラ」）

⑤ エクスプローラ上で、「ランチ-NX」に登録したいアプ
リケーションの起動アイコン（例 C:¥Windows¥ス
タート メニュー¥プログラム¥エクスプローラのアイ
コン）をドラッグ&ドロップで、新規登録する「ラン
チ-NX」ウィンドウのグループボタン（例 「メインメ
ニュー」グループ）に移動する。
これで「エクスプローラ」起動ボタンが「メインメ
ニュー」グループの最後尾に新規登録されます。

CD-ROMまたはCD-ROMのアプリケーションを登
録した場合、CD-ROMを取り出すと、アイコンが
または に変わることがあります。

ランチ -NXの設定
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マウスの右ボタン操作で新規登録する

①「ランチ-NXの設定」ウィンドウを表示して、「編集」タ
ブの「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集
を許可する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「編集」タブの「編集方法」で、「マウスの右ボタンク
リックによる編集メニュー」のチェックボックスに
チェックをつける。

③「OK」をクリック。

④「ランチ-NX」ウィンドウで、アプリケーション起動ボ
タンを新規登録したいグループボタン（例 「メインメ
ニュー」グループボタン）をクリック。

⑤ 新規登録したいグループ（例 「メインメニュー」グ
ループ）の任意のアプリケーション起動ボタン以外の
アプリケーション起動ボタンエリアを右クリック。
次のメニューが表示されます。

⑥「新規登録」をクリック。

⑦ 新規登録するアプリケーション起動ボタンの名前を
「参照」をクリックして表示されるウィンドウから選
ぶ。
（例 エクスプローラ）
連動して「ファイル名」も選ばれます。

⑧ 必要であれば、その他の項目を指定する。

⑨「OK」をクリック。
これで「エクスプローラ」起動ボタンが「メインメ
ニュー」グループの最後尾に新規登録されます。

アプリケーション起動ボタンの名前を変更する

ここでは、例として「マルチメディア」グループの「デ
ジタルブック ビューワ」を「電子ブック」に名前を変
更します。

①「ランチ-NXの設定」ウィンドウを表示して、「編集」タ
ブの「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集
を許可する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「編集」タブの「編集方法」で、「マウスの右ボタンク
リックによる編集メニュー」のチェックボックスに
チェックをつける。

③「OK」をクリック。

④「ランチ -NX」ウィンドウで名前を変更したいアプリ
ケーション起動ボタンのあるグループボタン（例 「マ
ルチメディア」グループ）をクリック。

⑤ 名前を変更するアプリケーション起動ボタン（例 「デ
ジタルブック ビューワ」）を右クリック。
次のメニューが表示されます。

⑥「名前の変更」をクリック。
「アプリケーション起動ボタンの名称変更」ウィンドウ
が表示されます。
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⑦ 変更したいアプリケーション起動ボタン名を入力する。
（例 電子ブック）

⑧「OK」をクリック。
これで「デジタルブック ビューワ」は、「電子ブック」
に名前が変更されます。

アプリケーション起動ボタンを移動する

ここでは、例として「ユーティリティ」グループの「ペ
イント」を「メインメニュー」グループに移動します。

マウスのドラッグ&ドロップ操作で移動する

①「ランチ-NXの設定」ウィンドウを表示して、「編集」タ
ブの「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集
を許可する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「編集」タブの「編集方法」で、「マウスのドラッグ&ド
ロップ操作による編集」のチェックボックスにチェッ
クをつける。

③「OK」をクリック。

④「ランチ -NX」ウィンドウで移動したいアプリケー
ション起動ボタンのあるグループボタン（「ユーティリ
ティ」グループ）をクリック。

⑤ アプリケーション起動ボタン（例 「ペイント」）をド
ラッグ&ドロップで移動したいグループボタン（例
「メインメニュー」グループ）まで移動する。
これで「ユーティリティ」グループの「ペイント」が
「メインメニュー」グループの最後尾に移動します。

マウスの右ボタン操作で移動する

①「ランチ-NXの設定」ウィンドウを表示して、「編集」タ
ブの「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集
を許可する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「編集」タブの「編集方法」で、「マウスの右ボタンク
リックによる編集メニュー」のチェックボックスに
チェックをつける。

③「OK」をクリック。

④「ランチ -NX」ウィンドウで移動したいアプリケー
ション起動ボタンのあるグループボタン（例 「ユー
ティリティ」グループ）をクリック。

⑤ アプリケーション起動ボタン（例 「ペイント」）を右ク
リック。
次のメニューが表示されます。

⑥「切り取り」をクリック。
「ペイント」起動ボタンが「ユーティリティ」グループ
から切り取られ、クリップボードにコピーされます。

⑦ 移動させたいグループ（例 「メインメニュー」）をク
リック。

⑧ 移動させたいグループ（例 「メインメニュー」）のアプ
リケーション起動ボタンエリアを右クリック。

⑨「貼り付け」をクリック。
これで「ユーティリティ」グループの「ペイント」が
「メインメニュー」グループに移動します。

アプリケーション起動ボタンをコピーする

マウスの右ボタン操作でコピーする

①「ランチ-NXの設定」ウィンドウを表示して、「編集」タ
ブの「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集
を許可する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「編集」タブの「編集方法」で、「マウスの右ボタンク
リックによる編集メニュー」のチェックボックスに
チェックをつける。

③「OK」をクリック。

④「ランチ -NX」ウィンドウでコピーしたいアプリケー
ション起動ボタンのあるグループボタン（例 「ユー
ティリティ」グループ）をクリック。

⑤ アプリケーション起動ボタン（例 「ペイント」）を右ク
リック。
次のメニューが表示されます。

ランチ -NXの設定



102

⑥「コピー」をクリック。
「ペイント」起動ボタンがクリップボードにコピーされ
ます。

⑦ コピーしたいグループ（例 「メインメニュー」）をク
リック。

⑧ コピーしたいグループ（例 「メインメニュー」グルー
プ）のアプリケーション起動ボタンエリアを右クリック。

⑨「貼り付け」をクリック。
これで「ユーティリティ」グループの「ペイント」が
「メインメニュー」グループにコピーされます。

アプリケーション起動ボタン、サブグループボタンの
順序を変更する

2つ以上、前/後ろへ移動する場合
ここでは、例として「ユーティリティ」グループの「ペ
イント」を「Timer-NX（スケジューラ）」の位置に移
動します。

①「ランチ-NXの設定」ウィンドウを表示して、「編集」タ
ブの「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集
を許可する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「編集」タブの「編集方法」で、「マウスのドラッグ&ド
ロップ操作による編集」のチェックボックスにチェッ
クをつける。

③「OK」をクリック。

④「ランチ -NX」ウィンドウで順序を変更したいアプリ
ケーション起動ボタンがあるグループボタン（例
「ユーティリティ」グループ）をクリック。

⑤ 順序を変更したいアプリケーション起動ボタン（例
「ペイント」）を、ドラッグ&ドロップで移動したいア
プリケーション起動ボタン（例 「Timer-NX（スケ
ジューラ）」）まで移動する。
これで「ペイント」が「Timer-NX（スケジューラ）」の
位置に移動されます。

1つ前/後ろへ移動する場合

ここでは、例として「ユーティリティ」グループの「ペ
イント」を「電卓」の後ろに移動します。

①「ランチ-NXの設定」ウィンドウを表示して、「編集」タ
ブの「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集
を許可する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「編集」タブの「編集方法」で、「マウスの右ボタンク
リックによる編集メニュー」のチェックボックスに
チェックをつける。

③「OK」をクリック。

④「ランチ -NX」ウィンドウで順序を変更したいアプリ
ケーション起動ボタンがあるグループボタン（例
「ユーティリティ」グループ）をクリック。

⑤ 順序を変更したいアプリケーション起動ボタン（例
「ペイント」）を右クリック。

⑥「一つ後へ」をクリック。
これで「ペイント」が「電卓」の後ろに移動されます。

アプリケーション起動ボタンを削除する

ここでは、例として「ユーティリティ」グループの「ペ
イント」を削除します。

マウスのドラッグ&ドロップ操作で削除する

①「ランチ-NXの設定」ウィンドウを表示して、「編集」タ
ブの「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集
を許可する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「編集」タブの「編集方法」で、「マウスのドラッグ&ド
ロップ操作による編集」のチェックボックスにチェッ
クをつける。

③「OK」をクリック。

④「ランチ -NX」ウィンドウで順序を変更したいアプリ
ケーション起動ボタンがあるグループボタン（例
「ユーティリティ」グループ）をクリック。

⑤「ランチ -NX」ウィンドウで削除したいアプリケー
ション起動ボタン（例 「ペイント」）をドラッグ&ド
ロップでデスクトップ画面の「ごみ箱」アイコンまで
移動する。
これで「ペイント」起動ボタンが削除されます。
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マウスの右ボタン操作で削除する

①「ランチ-NXの設定」ウィンドウを表示して、「編集」タ
ブの「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集
を許可する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「編集」タブの「編集方法」で、「マウスの右ボタンク
リックによる編集メニュー」のチェックボックスに
チェックをつける。

③「OK」をクリック。

④「ランチ -NX」ウィンドウで順序を変更したいアプリ
ケーション起動ボタンがあるグループボタン（例
「ユーティリティ」グループ）をクリック。

⑤「ランチ -NX」ウィンドウで削除したいアプリケー
ション起動ボタン（例 「ペイント」）を右クリック。
次のメニューが表示されます。

⑥「削除」をクリック。

⑦「はい」をクリック。
これで「ペイント」起動ボタンが削除されます。

アプリケーション起動ボタンの登録内容を変更する

①「ランチ-NXの設定」ウィンドウを表示して、「編集」タ
ブの「グループ、アプリケーション起動ボタンの編集
を許可する」のチェックボックスにチェックをつける。

②「編集」タブの「編集方法」で、「マウスの右ボタンク
リックによる編集メニュー」のチェックボックスに
チェックをつける。

③「OK」をクリック。

④「ランチ -NX」ウィンドウで登録内容を変更したいア
プリケーション起動ボタンがあるグループボタン（例
「ユーティリティ」グループ）をクリック。

⑤ 登録内容を変更したいアプリケーション起動ボタン
（例 「ペイント」）を右クリック。
次のメニューが表示されます。

⑥「プロパティ」をクリック。

⑦ 次の登録内容を必要に応じて変更する。

・名前

・ファイル名

・起動パラメータ

・作業フォルダ

・実行時の大きさ

・アイコンの指定

⑧「OK」をクリック。
これで登録内容が変更されます。

アプリケーション起動ボタンを編集するときの注意

・マウスカーソルが に変わる場所へは、ドラッグ＆

ドロップはできません。

・右ボタンのメニューの項目が使用不可になっている
場合は、その項目は使用できません。

・アプリケーション起動ボタンの名前には、次の文字
は使用しないでください。

「¥」「/」「;」「,」「:」「*」「?」「"」「<」「>」「|」

ランチ -NXの設定
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CD の自動起動
〈CD ランチ〉
「CDランチ」は音楽CDやビデオCD、

フォトCD、カーナビゲーション用地図

CD-ROM、DVD ディスクなどをCD-

ROMドライブやDVD-ROMドライブに

セットしたときに、対応するアプリケー

ション（「プレーヤ -NX」、「MapPlayer-

NX」、「DVDプレーヤ」など）を自動的に起

動します。

CDの自動起動について

Windows 95には、オートラン機能（CDに対応した
アプリケーションを自動的に起動する機能）がありま
す。この機能を使うと、CD-ROMドライブにCDを
セットするだけで、例えばアプリケーションのCD-
ROMの場合では、アプリケーションのセットアップ
画面が表示されたり、音楽CDの場合では、CDを再生
するアプリケーションが起動するのです。しかし、
Windows 95でオートラン機能が使えるのは、基本
的に、音楽CDとオートラン機能に対応したCD-ROM
です。フォトCDやビデオCDなどでは、CD-ROMド
ライブにCDをセットするだけでは対応したアプリ
ケーションが起動しない場合があります。

このような場合でも、「CDランチ」を使って、CDを
CD-ROMドライブにCDをセットするだけで、その
CDに対応したアプリケーションを起動することがで
きます。

起動と終了

「CDランチ」が起動されているときは、タスクバーに
インジケータ が表示されます。インジケータが表
示されていないときは、次の手順で「CDランチ」を起
動してください。

購入時の状態では、本機起動時に自動的に「CDラン
チ」が起動します。

①「スタート」→「プログラム」→「アプリケーション」
「CDランチ」をクリック。
タスクバーの右隅にインジケータ が表示されます。

�CDランチの終了

① タスクバーの右隅のインジケータ を右クリック。
ポップアップメニューが表示されます。

②「CDランチの終了」をクリック。
「CDランチ」が終了します。

「C D ランチ」を終了すると、「プレーヤ - N X 」、
「MapPlayer-NX」、「DVDプレーヤ」などのアプリ
ケーションの自動起動はされません。

アプリケーションの起動

「CDランチ」からアプリケーションを起動するには、
次の3通りの方法があります。（例 CD-ROMを起動
する）

・タスクバーのインジケータ を右クリックして、表

示されるメニューの「自動起動する」にチェックマー
クがついている状態で、CD-ROMをセットする。

・CD-ROMがセットされているときに、タスクバーの

インジケータ をダブルクリックする。
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・CD-ROMがセットされているときに、タスクバーの

インジケータ を右クリックして表示されるメ

ニューから「CD-ROMドライブ」を選ぶ。

自動起動できるアプリケーション

「CDランチ」から自動起動できるアプリケーションは
次の通りです。

・ビデオCD（カラオケCD)
「プレーヤ -NX」が起動

・フォトCD（フォトCDポートフォリオ）
「プレーヤ -NX」が起動

・カーナビゲーション用地図CD-ROM
「MapPlayer-NX」が起動

・DVD-VIDEOディスク
「DVDプレーヤ」が起動（DVD-ROMモデルのみ）

・オートランに対応したCD-ROM
CD-ROMアプリケーションが起動

・その他のCD-ROM
CD-ROMのファイルの内容を表示

・音楽CDとオートランに対応したCD-ROMは、「CD
ランチ」を終了した状態でもアプリケーションが起
動します（ただし、「CD-ROM ドライブのプロパ
ティ」で「自動挿入」にチェックマークがついている
場合）。

・ファイルの内容を自動的に表示しないCD-ROMも
あります（本機添付の「アプリケーション C D -
ROM」などは自動的に表示しません）。

�CD  ランチの設定

「CDランチ」は右クリックメニューにより次の設定が
できます。

自動起動

CD-ROMドライブにCD-ROMをセットしたときに、
アプリケーションを自動的に起動するかどうかを設定
できます。

チェックマークをつけた場合は自動起動し、はずした
場合は自動起動しません。

また、「自動挿入」が設定されていない場合は、グレー
表示され、選ぶことができません。この場合は、アプリ
ケーションを自動起動できません。

・「自動挿入」が設定されていない場合
→後述の「CD-ROMが自動起動しないように設定す
る」

Windows起動時に起動する

Windows起動時に「CDランチ」を起動するかどうか
を設定できます。
次のウィンドウでチェックマークがついている場合
は、Windows起動時に「CDランチ」が自動起動します。

CDの自動起動



106

CD-ROMが自動起動しないように設定する

CD-ROMの中のファイルを参照する場合は、次の手
順で、CD-ROMを自動起動しないように設定してく
ださい。

①「CyberTrio-NX」のモードを「アドバンストモード」
に変更する。
（「スタート」→「プログラム」→「CyberTrio-NX」の
モードを「Go toアドバンストモード」）

②「デバイスマネージャ」タブのウィンドウを開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」→「シ
ステム」→「デバイスマネージャ」）

③「CD-ROM」をダブルクリック。
「CD-ROM」フォルダの内容が表示されます。

④ 表示されたCD-ROM名をダブルクリック。
プロパティウィンドウが表示されます。

⑤「設定」タブをクリック。
「設定」タブウィンドウが表示されます。

⑥「自動挿入」をクリックして、チェックをはずす。

⑦「OK」をクリック。
「デバイスマネージャ」タブのウィンドウに戻ります。

⑧「OK」をクリック。
再起動を促すメッセージが表示されたら、「はい」をク
リックしてください。本機が自動的に再起動します。

これでCD-ROM が自動起動しなくなります。CD-
ROMの中のファイルを参照する場合は、「エクスプ
ローラ」を使用してください。

自動起動しないように設定しても、「マイコンピュー
タ」では、CD-ROMアイコンをクリックするとCDに
対応したアプリケーションが起動しますので、「エクス
プローラ」を使用してください。

「エクスプローラ」の使い方→『STEP3  活用』
PART1「エクスプローラの使い方」
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英語モード　　
フォントの使用
日本語版Windows 95で、英語版Win-

dows 95のアプリケーションを使用す

るときは、文字を正しく表示するために、

英語モードフォントを使用します。

概要

日本語モードフォントのままで、英語版Windows
95アプリケーションを本機で利用する場合、著作権
「©」、登録商標「®」、「\」が正しく表示されません。その
ため、使用するフォントの一部を英語モードフォント
に切り替えて、正しく表示する必要があります。また、
その逆に英語モードフォントを使用したままで、日本
語版Windows 95のアプリケーションを本機で利用
する場合、「ｩ」「ョ」「¥」が正しく表示されないことが
あります。そのときは、英語モードフォントを削除しま
す。

それぞれのモードでの表示状態については、次の通り
です。

英語版WINDOWS 95 日本語版WINDOWS 95
アプリケーションを使用 アプリケーションを使用

日本語モード 「©」→「ｩ」「®」→「ョ」 正しく表示される

フォント 「\」→「¥」

英語モード 正しく表示される 「ｩ」→「©」「ョ」→「®」

フォント 「¥」→「\」

英語モードフォントを使用する

使用するフォントを日本語モードから英語モードへ切
り替える操作は次の通りです。

① CD-ROMドライブに「アプリケーションCD-ROM」
をセットする。

②「コントロールパネル」の「フォント」をダブルクリッ
ク。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」→
「フォント」）
「FONTS」フォルダが表示されます。

③「ファイル」メニューの「新しいフォントのインストー
ル」をクリック。
「フォントの追加」ウィンドウが表示されます。

④「ドライブ」欄の をクリック。
ドライブ一覧のメニューが表示されます。

CDの自動起動/英語モードフォントの使用
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⑤ CD-ROMドライブ（通常は「Q:」）を指定する。

⑥「フォルダ」で「usfont」をダブルクリック。
フォント一覧が表示されます。

⑦ 次のフォントが表示されることを確認する。

・EnglishModeFixedSys（Set #6）
・EnglishModeSystem（Set #6）
・EnglishModeTerminal（Set #6）

⑧「すべて選択」をクリック。
3種類のフォントが選ばれ、反転表示になります。

⑨「OK」をクリック。
「FONTS」フォルダに英語モードフォントが追加さ
れ、英語モードフォントが使用できます。

日本語モードフォントへの切り替え

使用するフォントを英語モードフォントから日本語
モードフォントに切り替えます。

①「コントロールパネル」の「フォント」をダブルクリッ
ク。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」→
「フォント」）
「FONTS」フォルダが表示されます。

② 次の3つのフォントを選ぶ。

・EnglishModeFixedSys（Set #6）
・EnglishModeSystem（Set #6）
・EnglishModeTerminal（Set #6）

選ばれたフォントは反転表示になります。

③「ファイル」メニューの「削除」をクリック。
次のメッセージが表示されます。

④「はい」をクリック。
英語モードフォントが削除され、日本語モードフォン
トに切り替わります。
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テキストリーダ
の使用
「テキストリーダ」は、クリップボードに

コピーされた文章（テキストデータ）を、

音声で読み上げます。入力した文章を、

音声で読み上げて確認したい場合などに

利用できます。

テキストリーダのセットアップ

「テキストリーダ」は本機にはあらかじめセットアップ
はされていません。

「テキストリーダ」を利用する場合には、次の手順で
セットアップしてください。

① 本機添付の「アプリケーションCD-ROM」を用意す
る。

②「アプリケーションの追加と削除」を起動する。
（「ランチ -NX」→「ユーティリティ」→「アプリケー
ションの追加と削除」または「スタート」→「設定」→
「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加と
削除」）

「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィン
ドウが表示されます。

③「セットアップ」をクリック。
「フロッピーディスクまたはCD-ROMからのセット
アップ」ウィンドウが表示されます。

④「アプリケーションCD-ROM」をCD-ROMドライブ
にセットして、「次へ」をクリック。
「セットアッププログラムの実行」ウィンドウが表示さ
れます。

「セットアッププログラムのコマンドライン」欄が、
「＜CD-ROMドライブ名＞：¥NSETUP.EXE」に
なっていることを確認します。＜CD-ROMドライブ
名＞は通常は＜Q＞です。

⑤ 確認したら、「完了」をクリック。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

⑥「テキストリーダ」をクリック。
「テキストリーダ」が反転表示になります。

英語モードフォントの使用/テキストリーダの使用
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⑦「OK」をクリック。
「ようこそ！ テキストリーダの世界へ」ウィンドウが
表示されます。

⑧「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

通常は、あらかじめ設定されたインストール先を変更
する必要はありません。インストール先を変更したい
ときは、「参照」をクリックします。

⑨「次へ」をクリック。
次の画面が表示されます。

通常は、あらかじめ設定されたプログラムアイコンの
登録先フォルダを変更する必要はありません。プログ
ラムアイコンの登録先フォルダを変更したいときは、
「既存のフォルダ」より選ぶか、直接「プログラムフォ
ルダ」に登録するフォルダ名を入力します。

⑩「次へ」をクリック。
インストールが始まります。

インストールが終了すると次の画面が表示されます。

⑪「OK」をクリック。
これでイントールは完了です。

テキストリーダの使い方

テキストリーダの起動

①「スタート」→「プログラム」→「テキストリーダ」→
「テキストリーダ」をクリック。
タスクバーに「テキストリーダ」アイコンが表示され
ます。

②「テキストリーダ」をクリック。
「テキストリーダ」ウィンドウが表示されます。

テキストリーダを使う

ここでは、「メモ帳」で文章を作成し、「テキストリー
ダ」で読み上げさせましょう。スピーカの接続や電源
などを調べ、スピーカが使える状態になっていること
を確認してください。また、他のアプリケーションが
オーディオデバイスを使用しているときには、読み上
げはできません。そのアプリケーションを終了させて
ください。

①「メモ帳」で文章を作成する。

例
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② 文章をマウスのドラッグで選ぶ。
文章が反転表示になります。

③「編集」メニューから「コピー」をクリック。
選んだ文章がクリップボードに送られます。

④「テキストリーダ」の をクリック。
文章が読み始められ、「テキストリーダ」ウィンドウに
「読み上げ中」と表示されます。

「テキストリーダ」の設定変更

「テキストリーダ」の設定を変更することにより、男性
または女性の音声にしたり、読み上げのテンポ、声の
高さ、抑揚の強弱などを調整できます。

①「テキストリーダ」を起動する。

②「オプション」をクリック。
次の設定画面が表示されます。

テキストリーダの使用

◎「設定」タブのウィンドウの各項目の説明

「話者」
男性の音声か女性の音声を選べます。
「男性」または「女性」の前の をクリックして選びます。

「テンポ」
読み上げ速度を調整します。

をマウスでドラッグして左右に動かして調整します。

「ピッチ」
音声の高さを調整します。

をマウスでドラッグして左右に動かして調整します。

「アクセント」
抑揚の強弱を調整します。

をマウスでドラッグして左右に動かして調整します。

「数字」
数字の読み方を選べます。「123」を「ひゃくにじゅう
さん」と読むのが「桁読み」、「いちにさん」と読むのが
「棒読み」です。「棒読み」を設定すると、例の文章で
は、「125円」を「イチニーゴエン」と読みます。
「桁読み」または「棒読み」の前の をクリックして選
びます。

「記号」
記号を読むか読まないかを選びます。「読む」を設定す
ると、例の文章の「株価」の部分は、「ハジメカギカッ
コ、カブカ、オワリカギカッコ」と読みます。

「読む」または「読まない」の前の をクリックして選
びます。

「アルファベット」
大文字/小文字を区別するかしないかを選びます。例
えば大文字/小文字の区別がされていると、辞書に登
録されている「hello」は「ハロー」と読み上げますが、
登録されていない「HELLO」は「hello」とは区別して
扱われ「エイチイーエルエルオー」と読み上げます。
「大 /小文字を区別する」にチェックをつけると大文
字/小文字を区別します。

「区切りモード」
読み上げるときの区切りを設定します。
各項目の前の をクリックして選びます。
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◎「辞書」タブのウィンドウ

「辞書」タブをクリックすると表示されます。

システム辞書にない単語は、ユーザー辞書を作成して
追加できます。ユーザー辞書は15種類まで登録可能
です。複数の辞書を登録する場合は、参照する優先順
位を指定できます。ユーザー辞書は、常にシステム辞
書に優先して参照されます。

◎「システム」タブのウィンドウ

「システム」タブをクリックすると表示されます。

音声信号の合成を、短い単位で行うか、一文単位で行
うかを設定します。また、「テキストリーダ」ウィンド
ウを常にデスクトップの一番手前に置く設定もできます。

◎「ボリューム」タブのウィンドウ

「ボリューム」タブをクリックすると「ボリュームコン
トロール」ウィンドウ表示されます。

・ボリュームコントロール→PART5「サウンド機能」

テキストリーダの削除

「テキストリーダ」が不要になったときは、次の手順で
削除できます。

①「アプリケーションの追加と削除」を起動する。
（「ランチ -NX」→「ユーティリティ」→「アプリケー
ションの追加と削除」または「スタート」→「設定」→
「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加と
削除」）

「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィン
ドウが表示されます。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から、
「テキストリーダ」を選んでクリック。
「テキストリーダ」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
次の画面が表示されます。

④「はい」をクリック。
削除が始まります。
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テキストリーダの使用

削除が終了すると、次の画面になります。

⑤「OK」をクリック。

「ランチ -NXからの問い合わせ」ウィンドウが表示さ
れた場合は、「はい」をクリックしてください。

これで削除完了です。
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一太郎Office8
について
（一太郎モデルのみ）
本機にセットアップされている「一太郎

Office8」を使う場合の注意について説

明します。

概要

本機には、「一太郎Office8」がセットアップされてい
ます。「一太郎Office8」には次のアプリケーションが
あります。

一太郎8

文字はもちろん、表や図形などを文書の中に描いたり、
画像を貼り付けたりすることのできるワープロです。

・「一太郎8」の基本操作→『STEP2 入門』PART5
「ワープロをもっと楽しもう（一太郎編）」

・「一太郎8」の機能→「Office8＋ValuePack Plus」
パッケージに含まれているマニュアル

三四郎8

縦横に並んだ数字を計算したり、集計したりする「表
計算」と呼ばれるアプリケーションです。
グラフも簡単に作ることができます。作った表やグラ
フを「一太郎8」に入れることもできます。

・「三四郎8」の機能→「Office8＋ValuePack Plus」
パッケージに含まれているマニュアル

FULLBAND

システム手帳のような画面で、スケジュールや住所録、
電子メールアドレスやちょっとしたメモなどの情報を
管理できます。

・「FULLBAND」の機能→「Office8＋ValuePack
Plus」パッケージに含まれているマニュアル

一太郎Office8の機能をフルに使う

本機にセットアップされている「一太郎Office8」は、
「標準」でセットアップされており、購入時の状態です
べての機能を利用できるわけではありません。
購入時の状態で使用できる機能については、『一太郎
Office8セットアップ&オーバービュー』の「各セッ
トアップ方法でコピーされる機能について」をご覧く
ださい。

「標準」以外の機能を使用する

「標準」以外の機能を使用したい場合は、添付の「一太
郎Office8CD-ROM」から追加してください。
追加の方法については、『一太郎Office8セットアッ
プ&オーバービュー』の「アプリケーション追加・削
除を利用します」をご覧ください。

一太郎8バリューパックプラスを使う

「一太郎8バリューパックプラス」には、「一太郎8」を
より便利に使う機能があります。「一太郎8バリュー
パックプラス」は購入時にはセットアップされていま
せん。使用したい場合は、別途セットアップが必要で
す。「一太郎8バリューパックプラス」のセットアップ
方法については、『一太郎8 バリューパックプラス
セットアップ』をご覧ください。

「JSクイックサーチファイル 自動更新」の登録

本機の購入時は、一太郎8の「JSクイックサーチファ
イル 自動更新」機能は「スタートアップ」に登録され
ていません。
登録したい場合は、次の手順で設定してください。

①「スタート」→「JUSTSYSTEM 一太郎Office」→
「JUSTSYSTEM ツール＆ユーティリティ」→「アプ
リケーション追加・削除」をクリック。
「一太郎Office8のセットアップ開始」ウィンドウが
表示されます。

②「次へ」をクリック。
「一太郎Office8の追加と削除」ウィンドウが表示さ
れます。
「ファイルの追加・削除」がチェックされていることを
確認します。�

③「次へ」をクリック。
「ファイルの追加・削除」ウィンドウが表示されます。
「ファイルの追加」がチェックされていることを確認し
ます。
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④「次へ」をクリック。
「コピーするファイルの詳細選択」ウィンドウが表示さ
れます。�

⑤「一太郎」をチェックして、「詳細機能を選択」をクリック。
一太郎の詳細機能を選ぶウィンドウが表示されます。

⑥「一太郎」をチェックして「OK」をクリック。
「コピーするファイルの詳細選択」ウィンドウに戻ります。

⑦「次へ」をクリック。
「一太郎Office8を登録するグループの選択」ウィン
ドウが表示されます。

⑧「次へ」をクリック。
「セットアップするフォルダの確認」ウィンドウが表示
されます。

⑨「次へ」をクリック。
「ファイルのコピー開始」ウィンドウが表示されます。

⑩「一太郎Office8 CD-ROM」をCD-ROMドライブに
セットする。

⑪ しばらく待ってから、「コピー開始」をクリック。
ファイルのコピーが始まります。
しばらくすると、「一太郎Office8のセットアップ終
了」ウィンドウが表示されます。�

⑫「セットアップ終了」をクリック。
登録が完了します。�

一太郎Office8について
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Microsoft
Excel&Word&
Outlookについて
（Wordモデルのみ）
本機にセットアップされている「

Microsoft Excel&Word&Outlook」を

使う場合の注意について説明します。

概要

本機には、「Microsoft Excel&Word&Outlook」が
セットアップされています。

「Microsoft Excel&Word&Outlook」には次のアプ
リケーションがあります。

Microsoft Word 98

高度な日本語処理技術と文章表現力を持ったワープロ
ソフトです。

・「Microsoft Word 98」の基本操作→『STEP2 入
門』PART7「ワープロをもっと楽しもう（Word
編）」

・「Microsoft Word 98」の機能
→「Excel&Word&Outlook」パッケージに含まれ
ているマニュアル

Microsoft Excel 97

数式の入力やグラフの作成などが簡単にできる「表計
算」と呼ばれるアプリケーションです。
作った表やグラフを「Microsoft Word 98」の文書
に入れることもできます。

・「Microsoft Excel 97」の機能
→「Excel&Word&Outlook」パッケージに含まれ
ているマニュアル

Microsoft Outlook 97

電子メールをはじめ、スケジュールや住所録を管理す
ることもできる、ビジネスには欠かせないアプリケー
ションです。

・「Microsoft Outlook 97」の機能
→「Excel&Word&Outlook」パッケージに含まれ
ているマニュアル

Excel&Word&Outlookの機能をフルに
使う

本機にセットアップされている「Microsoft Word
98」、「Microsoft Excel 97」、「Microsoft Outlook
97」は、「標準セットアップ」でセットアップされて
おり、購入時の状態ですべての機能を利用できるわけ
ではありません。

「標準セットアップ」以外の機能を使用する

「標準セットアップ」以外の機能を使用したい場合は、
添付の「Microsoft Excel 97&Word 98&Outlook
97 for Windows」CD-ROMから追加してください。
追加の方法については、「Excel 97&Word 98&Out-
look 97」添付の『お使いになる前に』をご覧くださ
い。

バリューパックを使う

「バリューパック」には、「Excel&Word&Outlook」
をより便利に使う機能があります。「バリューパック」
は購入時にはセットアップされていません。使用した
い場合は、別途セットアップが必要です。
「バリューパック」のセットアップ方法については、
「Excel 97&Word 98&Outlook 97」添付の『お使
いになる前に』をご覧ください。

Microsoft/Shogakukan Bookshelf Basicを
使う

「Microsoft/Shogakukan Bookshelf Basic」は
CD-ROMに入った辞書です。国語辞典、英和辞典、和
英辞典の3種類の辞書を1枚のCD-ROMに収めてお
り、言葉に関するさまざまな情報を得ることができま
す。添付の「Microsoft/Shogakukan Bookshelf
Basic」CD-ROMをCD-ROMドライブにセットし
て、セットアップを行ってから使用してください。
セットアップ方法については、CD-ROMに付属のマ
ニュアルをご覧ください。
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Microsoft Excel&Word&Outlookについて

Microsoft Outlook 98を使う

「Microsoft Outlook 98」は本機にセットアップさ
れている「Microsoft Outlook 97」のアップグレー
ド版です。「Microsoft Outlook 98」は購入時には
セットアップされていません。使用したい場合は、別
途セットアップが必要です。
「Microsoft Outlook 98」のセットアップ方法につ
いては、『お使いになる前に』をご覧ください。
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ゲームで遊ぶ
本機では、購入時にすでにインストール

されているゲームのほかに、いくつかの

本格的なゲームが用意されています。こ

れらのゲームを楽しむには、まずセット

アップする必要があります。

バーチャファイター2（Virtua Fighter 2）

「バーチャファイター2」は対戦格闘ゲームです。キャ
ラクターを操って、多彩な技で攻めてくる対戦相手を
次々と倒してください。実際の試合さながらの攻めと
守りの駆け引きが味わえます。

画面の表示色をHigh Color（16ビット）で使用して
ください。

セットアップ

①「バーチャファイター2」のCD-ROMをCD-ROMド
ライブにセットする。
次の画面になります。

②「次へ」をクリック。
インストール先を指定する画面が表示されます。

・最小
中、高レベルの背景グラフィックスは使用できませ
ん。

・標準
高レベルの背景グラフィックスは使用できません。

・最大
すべての機能を使うことができます。

③「次へ」をクリック。
ディレクトリ作成の確認画面が表示されます。

④「OK」をクリック。
インストールが始まります。

インストールが完了すると、次の画面が表示されます。

⑤ とりあえず、ここで終了するために「終了」をクリック。
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遊び方

起動方法

①「スタート」をクリックして、「プログラム」→「Virtua
Fighter 2 Group」とポイントし、「Virtua Fighter
2」をクリック。
次のメッセージが表示されたときは、「バーチャファイ
ター2」のCD-ROMをCD-ROMドライブセットし
て、「再試行」をクリックしてください。

「バーチャファイター2」が始まります。
タイトル画面が表示された後、デモ画面になります。

②【Z】を押す。
「バーチャファイター2」のタイトル画面になります。

③【Z】を押す。
モードを選ぶ画面になります。

◎オプションの説明

・ARCADE MODE
1人用プレーのモードです。

・VS MODE
2人用プレーのモードです。

・RANKING MODE
1人用プレーで、プレー内容によって段位認定画面
が表示されます。

ほかに団体戦ができるモードやネットワークを使った
対戦モード、登場キャラクタ--のポートレートを見る
ことができるモードもあります。

④【W】と【S】を使ってモードを選んで、【Z】を押す。
（例 「ARCADE MODE」を選ぶ）
キャラクターセレクトの画面になります。

⑤ キャラクターを【A】または【D】で選んで、【Z】を押す。
これでゲームが始まります。

基本操作

「バーチャファイター2」の基本操作は次のボタンで行
います。ただしモードを選ぶ画面にある「OPTION」
画面の「KEY ASSAIGN」で好みのキーに変えること
もできます。

1人用
・スタートボタン 【Z】キー
・前移動　 【D】キー
・後移動　 【A】キー
・ジャンプ　 【W】キー
・しゃがみ　 【S】キー
・ガード　 【V】キー
・パンチ　 【G】キー
・キック　 【H】キー
・ポーズボタン　 【F3】キー

詳しい遊び方（操作方法や設定）については、「ヘルプ」
をご覧ください。

ゲームで遊ぶ
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ゲームの終了

ゲームの終了方法は次の通りです。

①【Alt】を押しながら【F4】を押す。

ゲームの削除

本ゲームを使用しないときは、次の手順で削除できます。

①「アプリケーションの追加と削除」を起動する。
（「ランチ -NX」→「ユーティリティ」→「アプリケー
ションの追加と削除」または「スタート」→「設定」→
「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加と
削除」）
「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィン
ドウが表示されます。

②「Virtua Fighter 2 V1.0J 」をクリック。
「Virtua Fighter 2 V1.0J 」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
次のメッセージが表示されます。

④「了解」をクリック。
削除が始まり、終了すると次のメッセージが表示され
ます。

⑤「OK」をクリック。

「ランチ -NXからの問い合わせ」ウィンドウが表示さ
れた場合は、「はい」をクリックしてください。

これで削除が完了します。

COPYRIGHT
SEGA ENTERPRISES,LTD.1994,1997

GLOCAL HEXCITE
（グローカル ヘキサイト）

「GLOCAL HEXCITE（グローカル ヘキサイト）」は
パズルゲームです。
ルールは、三角形、ひし形や台形など７種類の手駒を
置いて、ポイントを取っていくだけのきわめて簡単な
ものです。シンプルで分かり易いルールでありながら、
やってみるとはまりこんでしまうゲームです。
コンピュータとの対戦はもちろん、人間同士の対戦が
できます。

セットアップ

①「アプリケーションの追加と削除」を起動する。
（「ランチ -NX」→「ユーティリティ」→「アプリケー
ションの追加と削除」または「スタート」→「設定」→
「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加と
削除」）
「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィン
ドウが表示されます。
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②「セットアップ」をクリック。
「フロッピーディスクまたはCD-ROMからのセット
アップ」ウィンドウが表示されます。

③「アプリケーションCD-ROM」をセットして、「次へ」
をクリック。
「セットアップ プログラムの実行」ウィンドウが表示
されます。

「セットアッププログラムのコマンドライン」が「＜
CD-ROMドライブ名＞：¥NSETUP.EXE」になって
いることを確認します。＜CD-ROMドライブ名＞は
通常は、＜Q＞です。

④「完了」をクリック。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

⑤「グローカル ヘキサイト」をクリック（反転表示）し
て、「OK」をクリック。
しばらくして次の画面が表示されます。

インストール先を変更する場合は､インストール先
ディレクトリを選んでください。

⑥ インストールディレクトリが決まったら、「OK」をク
リック。
インストールが始まります。

遊び方

起動方法

①「スタート」→「プログラム」→「G L O C A L
HEXCITE」→「GLOCAL HEXCITE」をクリック。
ゲームが起動します。

詳しい遊び方についてはヘルプをご覧ください。

ゲームの終了

ゲームの終了方法は次の通りです。

① メニューバーの「ゲーム」をクリック。

②「終了」をクリック。

ゲームで遊ぶ
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ゲームの削除

本ゲームを使用しないときは、次の手順で削除できま
す。

①「スタート」→「プログラム」→「G L O C A L
HEXCITE」→「アンインストーラ」をクリック。
次の画面が表示されます。

②「はい 」をクリック。
削除が始まり、終了すると「GLOCAL HEXCITEを削
除しました」のメッセージが表示されます。

③「OK」をクリック。

「ランチ -NXからの問い合わせ」ウィンドウが表示さ
れた場合は、「はい」をクリックしてください。

これで削除が完了します。

COPYRIGHT
1997 Gu Inc. All Rights Reserved.

ソリティア デラックス

「ソリティア デラックス」は、Windowsのゲームでお
馴染みの「ソリティア」のデラックス版で、一人遊び
カードゲームを24種類集めたソリティア集です。気
分転換、仕事の合間など、その時の気分に合わせて、背
景やカード、ゲームの種類を変えることができます。、
数種類のソリティアに慣れたら、ツアーモードで腕を
試してみましょう。幾つかのソリティアをクリアして
いくツアーモードは、ソリティアの違った楽しみ方を
ご提供します。

セットアップ

①「アプリケーションの追加と削除」を起動する。
（「ランチ -NX」→「ユーティリティ」→「アプリケー
ションの追加と削除」または「スタート」→「設定」→
「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加と
削除」）
「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィン
ドウが表示されます。

②「セットアップ」をクリック。
「フロッピーディスクまたはCD-ROMからのセット
アップ」ウィンドウが表示されます。

③「アプリケーションCD-ROM」をセットして、「次へ」
をクリック。
「セットアッププログラムの実行」ウィンドウが表示さ
れます。

「セットアッププログラムのコマンドライン」が「＜
CD-ROMドライブ名＞：¥NSETUP.EXE」になって
いることを確認します。＜CD-ROMドライブ名＞は
通常は、＜Q＞です。

④「完了」をクリック。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。
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⑤「ソリティア デラックス」をクリック（反転表示）し
て、「OK」をクリック。
しばらくして次の画面が表示されます。

⑥「次へ」をクリック。
次の画面が表示されます。

⑦「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

インストール先を変更する場合は「参照」をクリック
し､インストール先ディレクトリを選んで、「OK」をク
リックしてください。

⑧ インストール先ディレクトリが決まったら、「次へ」を
クリック。
インストールが始まります。

インストールが終了すると「セットアップが完了しま
した」のメッセージが表示されます。

⑨「OK」をクリック。

遊び方

起動方法

①「スタート」→「プログラム」→「インタープレイ」→
「ソリティア デラックス」→「ソリティア デラックス」
をクリック。
次の画面が表示されます。

②「OK」をクリック。
ゲームが始まります。

詳しい遊び方についてはヘルプをご覧ください。

ゲームの終了

ゲームの終了方法は次の通りです。

① メニューバーの「ファイル」をクリック。

②「終了」をクリック。

ゲームの削除

本ゲームを使用しないときは、次の手順で削除できます。

①「アプリケーションの追加と削除」を起動する。
（「ランチ -NX」→「ユーティリティ」→「アプリケー
ションの追加と削除」または「スタート」→「設定」→
「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加と
削除」）
「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィン
ドウが表示されます。

②「ソリティア デラックス」をクリック。
「ソリティア デラックス」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。

ゲームで遊ぶ
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次のメッセージが表示されます。

④「はい」をクリック。
削除が始まり、終了すると次のメッセージが表示され
ます。

⑤「OK」をクリック。

「ランチ -NXからの問い合わせ」ウィンドウが表示さ
れた場合は、「はい」をクリックしてください。

これで削除が完了します。

COPYRIGHT
1997 Publishing International. All rights re-
served.

AI将棋 Ver.1.5R

AI将棋は「思考時間を長く取れば取るほど強くなる」
といわれていた将棋ソフトの常識を塗り替え、快適な
レスポンスでなおかつ強い、将棋ソフトの定番です。
実力に応じて3段階のレベルが選べるほかに、「駒落
ち」による対局も可能です。また、「待った」をしたり、
好きなところまで局面を戻すこともできます。駒を自
由に配置して対局を楽しむことのできる「盤面編集」
も可能で、棋力のアップも図れます。

セットアップ

①「アプリケーションの追加と削除」を起動する。
（「ランチ -NX」→「ユーティリティ」→「アプリケー
ションの追加と削除」または「スタート」→「設定」→
「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加と
削除」）
「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィン
ドウが表示されます。

②「セットアップ」をクリック。
「フロッピーディスクまたはCD-ROMからのセット
アップ」ウィンドウが表示されます。

③「アプリケーションCD-ROM」をセットして、「次へ」
をクリック。
「セットアップ プログラムの実行」ウィンドウが表示
されます。

「セットアッププログラムのコマンドライン」「＜CD-
ROMドライブ名＞：¥NSETUP.EXE」になっている
ことを確認します。＜CD-ROMドライブ名＞は通常
は、＜Q＞です。

④「完了」をクリック。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。
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⑤「AI 将棋 Ver.1.5R」をクリック（反転表示）して、
「OK」をクリック。
しばらくして次の画面が表示されます。

⑥「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

インストール先を変更する場合は「参照」ボタンをク
リックし､インストール先ディレクトリを選んで、
「OK」ボタンをクリックしてください。

⑦ インストール先ディレクトリが決まったら、「次へ」を
クリック。
インストールが始まります。
しばらくして次の画面が表示されます。

ショートカットをデスクトップに作成しておくと、そ
のアイコンをダブルクリックするだけで、すぐにゲー
ムを始めることができます。

⑧ 作成するかしないかを決めて、「次へ」をクリック。
インストールが終了すると次の画面が表示されます。

⑨「［お読みください］を開く」をクリック。
次のメッセージが表示されます。

⑩「OK」をクリック。
インストールが終了しました。デスクトップには、こ
のゲームについての説明ファイルが開かれています。

ゲームの前にお読みください。

遊び方

起動方法

①「スタート」→「プログラム」→「AI将棋」→「AI将棋
Ver.1.5R」をクリック。
ゲームが起動します。

デスクトップにショートカットアイコンがある場合
は、そのアイコンをダブルクリックしてもゲームを起
動できます。

詳しい遊び方については「スタート」をクリックして、
「プログラム」→「AI 将棋」とポイントし、「AI 将棋
Ver.1.5R お読みください」を開いてご覧ください。

ゲームで遊ぶ
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ゲームの終了

ゲームの終了方法は次の通りです。

① メニューバーの「ファイル」をクリック。

②「AI将棋の終了」をクリック。

ゲームの削除

本ゲームを使用しないときは、次の手順で削除できます。

①「アプリケーションの追加と削除」を起動する。
（「ランチ -NX」→「ユーティリティ」→「アプリケー
ションの追加と削除」または「スタート」→「設定」→
「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加と
削除」）
「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィン
ドウが表示されます。

②「AI将棋 Ver.1.5R」をクリック。
「AI将棋 Ver.1.5R」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
次のメッセージが表示されます

④「はい」をクリック。
削除が始まり、終了すると次のメッセージが表示され
ます。

⑤「OK」をクリック。

「ランチ -NXからの問い合わせ」ウィンドウが表示さ
れた場合は、「はい」をクリックしてください。

これで削除が完了します。

COPYRIGHT
1993-97 Hiroshi Yamashita
1997 ASCII SOMETHING GOOD CORPORA-
TION

HOVER

未来のロボットが作った乗り物に乗って、敵に自分の
旗をとられる前に、敵のすべての旗を集めていくゲー
ムです。

セットアップ

① 本機添付の「アプリケーションCD-ROM」を用意す
る。

②「アプリケーションの追加と削除」を起動する。
（「ランチ -NX」→「ユーティリティ」→「アプリケー
ションの追加と削除」または「スタート」→「設定」→
「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加と
削除」）

「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィン
ドウが表示されます。
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③「セットアップ」をクリック。
「フロッピーディスクまたはCD-ROMからのセット
アップ」ウィンドウが表示されます。

④「アプリケーションCD-ROM」をCD-ROMドライブ
にセットして、「次へ」をクリック。
「セットアッププログラムの実行」ウィンドウが表示さ
れます。

「セットアッププログラムのコマンドライン」欄が、
「＜CD-ROMドライブ名＞：¥NSETUP.EXE」になっ
ていることを確認します。＜CD-ROMドライブ名＞
は通常は＜Q＞です。

⑤ 確認したら、「完了」をクリック。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

�

⑥「その他アプリケーション セットアップ」をクリック。
反転表示になります。

⑦「OK」をクリック。
「その他のアプリケーション セットアップ」ウィンド
ウが表示されます。�

⑧「次へ」をクリック。
「セットアップ方法の選択」ウィンドウが表示されま
す。�

⑨「カスタム」をクリック。
「カスタム」を選んだ状態になります。

�

⑩「次へ」をクリック。
次のウィンドウが表示されます。�

�

ゲームで遊ぶ
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⑪「HOVER」のチェックボックスをクリック（チェック
ボックスにチェックをつける）して、「次へ」をクリッ
ク。
インストールが始まります。

しばらくすると次のウィンドウが表示されます。

�

⑫「完了」をクリック。
これでインストールは完了です。

遊び方

起動方法

①「HOVER」を起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「ゲー
ム」→「HOVER」）
次のウィンドウが表示されます。

②「OK」をクリック。
次のウィンドウが表示されます。

③【F2】を押す。
ゲームが始まります。

ゲームの終了

ゲームの終了方法は次の通りです。

① メニューバーの「ゲーム」をクリック。

②「HOVERの終了」をクリック。
「プレイ中のゲームを終了してもよろしいですか？」の
メッセージが表示されたら「はい」をクリックしてく
ださい。

ゲームの削除

本ゲームを使用しないときは、次の手順で削除できま
す。

①「アプリケーションの追加と削除」を起動する。
（「ランチ -NX」→「ユーティリティ」→「アプリケー
ションの追加と削除」または、「スタート」→「設定」→
「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加と
削除」）
「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィン
ドウが表示されます。
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②「セットアップと削除」一覧から「その他アプリケー
ション セットアップ」をクリック。
反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「その他アプリケーション セットアップ」ウィンドウ
が表示されます。

④「次へ」をクリック。
「セットアップ方法の選択」のウィンドウが表示されます。

⑤「カスタム」をクリックして、「次へ」をクリック。
次のウィンドウが表示されます。

⑥「HOVER」のチェックボックスをクリックして、
チェックをはずす。

⑦「次へ」をクリック。
削除が始まります。
しばらくすると次のウィンドウが表示されます。

⑧「完了」をクリック。
これで削除完了です。

ゲームで遊ぶ
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DVDタイトルを
使う　　　　　
（DVD-ROMモデルのみ）
本機には、DVDタイトルがいくつか用意

されています。ここでは、基本的な使い

方を説明します。

宇宙戦艦ヤマト
Master Edition DVD-ROM

宇宙戦艦ヤマトの第1シリーズのストーリーや資料を
デジタルメディア上で復刻したDVDタイトルです。

起動

DVD-ROM ドライブに「宇宙戦艦ヤマト Ｍ aster
Edition DVD-ROM」をセットします。しばらくする
と、自動的にオートプレイのメニュー画面が表示され
ますので、「マスターエディション」か「データアクセ
ス」のお好みのボタンをクリックしてください。

・ 「QTVRインストール」というボタンも用意されて
いますが、本機には既にセットアップされています
のでこのボタンを押す必要はありません。

・ オープニングやエンディングなどの動画再生を飛ば
したいときは、画面をダブルクリックしてください。

マスターエディション

設定資料に基づき3D-CGでヤマト艦内の主要場所を
再現しており、艦内を自由に歩き回ることができます。

使い方

画面中では、マウスのポインタが次のように変わりま
す。

：クリックしたままの状態でいると、このポインタ
に変わります。この状態（クリックしたまま）でマウス
を動かすと、画面内が360度自由に動きます。

：このポインタが表示されているときは、その方向
に進むことができます。１回クリックしてください。

：このポインタが表示されているところには、イベ
ントが隠されています。１回クリックすると、イベン
トが発生します。イベントによっては、画面下に表示
されたコントローラーのレバーなどを動かさないとい
けないものもあります。レバーなどにポインタを合わ
せて、１回クリックしてください。

画面の説明

◎画面上部

①ボリュームの変更や艦内巡回モードの変更を行います。

②「データアクセス」モードにいきます。

③ソフトウェアを終了します。

◎画面下部

①ポインタを●のところに合わせて、マウスの左ボタ
ンをクリックすることにより、直接その席（場所）
に移動することができます。

②艦内の移動したい場所に直接飛ぶことができます。

データアクセス

ヤマト第1シリーズに関するキャラクターやメカニッ
ク等の設定資料や名場面映像、シナリオ台本等を収録
したデータベースを搭載しています。

① ② ③

① ②
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DVDタイトルを使う

画面の説明

◎画面上部

①
クリックするとウィンドウが閉じます。

②
青い字をクリックすると、関連した項目にジャンプし
ます。

③
このボタンをクリックして、ページを切り替えます
（ページがない場合もあります）。

④
クリックすると、動画が再生されます。

⑤
このボタンをクリックすると、QuickTimeVRが再生
されます。

◎画面下部

① （ヤマト航海図）
ヤマトの最初の航海を航路図としてまとめ、3D-CG
アニメで演出します。

② （キャラクター設定）
第1シリーズに登場したキャラクターの設定資料と解
説、キャラクター毎の名場面映像を収録しています。

③ （メカニック設定）
メカニックや小物などの資料と解説、名場面映像を収
録しています。
さらにQuickTimeVRで360度自由に鑑賞できるメ
カオブジェクトも用意しています。

④ （シナリオ台本）
第1シリーズの映画版のシナリオ台本を収録していま
す。シナリオから映像へのアクセスもできます。

⑤ （BGMプレーヤー）
主題歌、エンディング曲を加えたBGM11曲を収録
しています。

⑥ （主要場所設定）
「地球」「ガミラス星」「イスカンダル星」を3D-CGで
再現しています。

⑦ （Option）
ボリュームの変更や艦内巡回モードの変更を行いま
す。

⑧ （Return）
艦内巡回モード（マスターエディション）にいきます。

⑨ （Quit）
ソフトウェアを終了します。

大自然の驚異 氷河大崩落～南米・パタゴニア～
PC98-NX特別編集版

「大自然の驚異　氷河大崩落～南米・パタゴニア～　
PC98-NX特別編集版」はＮＨＫのハイビジョン番組
「大自然スペシャル」からのセレクションしたもので
す。
南米大陸の南端、パタゴニア地方で、大音響とともに
青く美しく輝く氷のアーチが崩落する瞬間をとらえま
した。その他、南米にだけ住むパタゴニアの珍しい生
き物たちの姿をメインストーリーとマルチメディア図
鑑によって立体的な構成で紹介しています。

起動

DVD-ROMドライブに「大自然の驚異　氷河大崩落～
南米・パタゴニア～　PC98-NX特別編集版」をセッ
トします。しばらくすると、DVDプレーヤが起動し、
自動的に始まります。

① ②

③

④

⑤

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨
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使い方

再生中に をクリックすると、いつでもメインメ
ニューを呼び出せます。

をクリックすれば、次のアイテムを、 を２度ク
リックすれば、直前のアイテムを再生します。

をクリックすると、直前のメニュー画面を呼び
出せます。

DVDプレーヤの使い方→PART2「DVD VIDEO
ディスクの再生<DVDプレーヤ>」

メインメニュー

次のようなモードがあります。タイトルをクリックす
ると始まります。

メインストーリー

「メインストーリー」を選ぶと、次の2つのモードが選
べます。

・ メインストーリー
通常の日本語ナレーションのモードです。

・ インフォ・ナビ
「インフォ・ナビ」モードを選ぶと、画面の右上に

ボタンが表示されます。このとき ボタンをク
リックと、そのシーンに関連したマルチメディア図
鑑にアクセスできます(インフォリンク機能)。マルチ
メディア図鑑から本編に戻るには、 ボタンをク
リックしてください。

自然の音と音楽

自然の音と音楽が楽しめます（アンビエントモード）

パタゴニア図鑑

マルチメディア図鑑です。

大自然の驚異「そそり立つ太古の世界」ご紹介

「大自然の驚異」シリーズの「そそり立つ太古の世界」
を紹介しています。

本作品は、ハイビジョン素材による16：9ワイド映像
で収録されています。4：3テレビでご覧になる場合、
パンスキャンとレターボックスが選択できます。お手
持ちのプレーヤーの設定でお好みの映像をお選びくだ
さい。マルチメディア図鑑では一部4：3の画面のみ
の場合があります。

マルチメディア図鑑

このディスクには、ストーリーに関係した情報を収め
たマルチメディア図鑑が収録されています。メニュー
画面にしたがって、各項目を選んでお楽しみください。

▼
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▼

▼

▼

マルチメディア図鑑で収録された情報は1997年9
月現在のものです。

Encarta 98 Encyclopedia

動画や音声が入ったマルチメディア百科事典です。時
代やジャンルなど、さまざまな角度から検索できるよ
うになっています。

起動する

DVD-ROMドライブに「Microsoft Encarta 98
Encyclopedia DVD 日本語版」をセットします。自
動的に起動します。使い方についてはヘルプをご覧く
ださい。

Encarta 98 Encyclopediaの削除

次の手順で削除します。

①「アプリケーションの追加と削除」を起動する。
（「ランチ -NX」→「ユーティリティ」→「アプリケー
ションの追加と削除」または「スタート」→「設定」→
「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加と
削除」）
「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウイン
ドウが表示されます。

②「Microsoft Encarta 98エンサイクロペディア」を
クリック。
「Microsoft Encarta 98エンサイクロペディア」が
反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「削除方法の選択」が表示されます。

④「次へ」をクリック。
「アンインストーラの実行」が表示されます。

⑤「開始」をクリック。
「共有コンポーネントの削除」ウインドウが表示されま
す。

⑥「すべて保存」をクリック。
アンインストールが始まります。これで削除が完了し
ます。

DVDタイトルを使う
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Encarta 98 Encyclopediaの追加

一度削除したEncarta 98 Encyclopediaを追加す
るには、次の手順を行います。

① DVD-ROMドライブに「Microsoft Encarta 98
Encyclopedia DVD 日本語版」をセットする。
「セットアップ」ウインドウが表示されます。

②「次へ」をクリック。
「フォルダの選択」ウインドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「インストールの開始」ウインドウが表示されます。

④「開始」をクリック。
インストールが始まります。
「バージョンの競合」ウインドウが表示されたら、すべ
て「はい」をクリックしてください。

⑤「再起動」をクリック。
「インストールウインドウ」が表示されます。

⑥「OK」をクリック。
Windowsが再起動されます。



●ホームページを探す〈ジェットサーファー〉

●オートパイロットと料金管理〈インターネットアクセスマネージャ〉

●音声入力でのメールの送信〈しゃべっていいメール〉

●ホームページを作成する〈FrontPage Express〉

●パソコン通信

●ダイヤルアップネットワーク

3
インターネット＆パソコン通信
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ホームページを
探す　　　　　
〈ジェットサーファー〉
「ジェットサーファー」は、インターネッ

トにアクセスするときにホームページが

リンクしている先のページの情報をまと

めて取ってきて、ほしい情報のあるペー

ジを素早く探し出すことができます。

概要

「ジェットサーファー」の機能を理解するために、例を
あげて説明します。たとえば「東京都白書」という膨大
な一冊の本から、一般に開放している図書館やスポー
ツ施設などの公共施設について調べるとします。通常
ならば、目次や索引で「図書館」「スポーツ施設」「公共
施設」などに関する情報が載っていそうな場所の見当
をつけてから、実際にそのページを開いて調べるのが
ふつうでしょう。しかし、もしその「東京都白書」に目
次や索引がなかったとしたらどうしますか。最初の
ページから順番にめくって調べていくしか方法はあり
ません。もちろん、実際にはこのような本に目次や索
引がないということは考えられません。
ところが、インターネットのホームページにはこの目
次や索引に相当するものがないことがよくあります。
そこでクリックを繰り返して順にページを開いて見て
いくしかないという場合がよくあります。「ジェット
サーファー」はこんなときにとても役に立つソフトで
す。「ジェットサーファー」は、どんなに複雑に構成さ
れているホームページでも、その目次や索引（正確に
いえばそれらに相当するもの）を素早く作成してくれ
るソフトといえます。ジェットサーファーを上手に使
えば、膨大な情報が詰まっているインターネットの
ホームページから、必要な情報だけを素早く得ること
ができるのです。

ジェットサーファーの機能

ジェットサーファーの具体的な機能は次の通りです。

ホームページの分析・表示

ホームページからリンクされている情報を素早く表示
することができます。
任意のホームページからリンクされている先にある複
数のページのタイトル、文章の内容、使われているメ
ディアファイル（画像・動画・音声ファイルなど）の情
報をまとめて取ってきて、それぞれを個別のウィンド
ウに分割して一覧表示することができます。

文字列検索

文字列検索機能を使って、欲しい情報を簡単に探し出
せます。
文字列を指定してホームページの分析を行うと、文字
列にマッチした語句を含むページを素早く探し出すこ
とができます。また、一度分析した結果に対しても、文
字列を指定して検索することができます。

分析結果のページをブラウザへ表示

「ジェットサーファー」で分析・表示した結果のタイト
ルをクリックして簡単にブラウザに表示させることが
できます。
これによりブラウザを使ってリンクをたどっていかな
くても深い階層にあるページを素早く見ることができ
ます。

分析結果からファイルのダウンロード

「ジェットサーファー」で分析・表示した結果のファイ
ルをクリックして、簡単に該当のファイルのみをダウ
ンロードすることができます。

お気に入り登録

一度分析した情報をお気に入り情報として名前をつけ
て登録しておくことができます。これによっていつで
も好きなときにお気に入りの分析結果を見ることがで
きます。

更新情報表示

以前に分析した情報の中で、更新されているタイトル
がわかるように表示します。「ジェットサーファー」の
｢お気に入り」に登録した情報を表示します。「ジェッ
トサーファー」の｢お気に入り｣に登録した情報を表示
した後、もう一度分析を行うと情報が更新されたペー
ジのタイトルアイコンの色を変更して表示します。こ
れにより変更されたページのみを効率良く見ることがで
きます。
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使用する前に

ここでは、「ジェットサーファー」の基本的な使い方に
ついて説明します。

ここに記載されていないメニュー、ダイアログボック
スの設定方法などについては、オンラインヘルプをご
覧ください。特に、オンラインヘルプの「はじめに」－
「注意事項」（メニューの「ヘルプ」→「トピックの検
索」→「目次」タブ→「はじめに」→「注意事項」）は各
機能を使用する上で必要な注意事項が記載されていま
す。使用する前に必ずお読みください。

ダイヤルアップIP接続（必要なときだけ、電話回線あ
るいはISDN回線を利用してインターネットに接続す
ること）をご使用の方で回線未接続の方は、接続を
行ってから分析を実行してください。

分析範囲と階層

ジェットサーファーは、ホームページの「目次」や「索
引」を作るためにホームページを分析します。そのと
きに必要となる「分析範囲」や「階層」について「東京
都白書」の例で説明します。「東京都白書」の中に、他
の本（たとえば「神奈川県白書」とか「関東近県白書」
など）を参照としてあげているとします。この参照先
の本の目次や索引までを作成するかどうかを指定する
のが「分析範囲」です。

「分析範囲」が「ドメイン内」とは「東京都白書」だけを
調べて、目次や索引を作成します。「ドメイン外」とは
参照先の他の本、つまり「神奈川県白書」や「関東近県
白書」までも調べて、それらの目次や索引を作成しま
す。当然、「ドメイン外」では範囲が広くなり、それだ
け時間がかかります。

次に「階層」ですが、これは目次を考えればわかりやす
いでしょう。本の目次は章、節、項のようなレベルに分
類されています。このときにどのレベルまで掘り下げ
て調べるのかを指定するのが「階層」です。たとえば
「0階層」とは章タイトルのレベルまでを調べ、「1階
層」とは節タイトルのレベルまでを範囲として調べま
す。「階層」も深くすればそれだけ範囲が広がり、時間
がかかるようになります。

第1章 足立区
1.人口

1.1 年齢別人口
1.2 地域別人口

2.公共施設
2.1 図書館
2.2 スポーツ施設

第2章 荒川区

分析範囲の絞り方

「ジェットサーファー」の特徴は欲しい情報がどこにあ
るか”早く”探すことができるところにあります。しか
し最初から分析範囲や階層数を広くしてしまうと、本
当に欲しい情報以外の情報も分析してしまい、余計な
時間がかかってしまいます。そこで、次のような分析
範囲を絞った使い方をおすすめします。

① まず起点となるURLをドメイン外/0～1階層で分
析する。

② 分析結果の中でめぼしいタイトル（URL）をドメイン
内/1～2階層で分析する。

③ 手順②を何度か繰り返し、ある程度タイトルを絞り込む。

④ 必要であればドメイン内で階層数を2～3に増やす。

ホームページを探す

階層0 階層1 階層2



138

操作の概要

それでは、この分析範囲を絞った使い方を「東京都白
書」というホームページがあると仮定して、説明しま
しょう。

まず、起点となる「東京都白書」というホームページの
URL（ホームページの住所のこと）を「URL」欄に入
力します。たとえばURL が「www.tokyo.or. jp/
hakusyo/」（架空のものです）であれば、次のように
入力します。「http://」はホームページにアクセスす
るときの決まりのようなものです。「階層」欄は「0」ま
たは「1」とします。

次に （範囲）をクリックして次の「設定－分析範
囲」ダイアログボックスで「ドメイン外」にチェック
マークを付け、「OK」をクリックします。

「ジェットサーファー」ウィンドウの下の表示が「ドメ
イン外」になります。

分析を開始するために をクリックします。

分析が終了すると、「東京都白書」「神奈川県白書」「関
東近県白書」のそれぞれの目次が表示されます。

東京都白書
足立区
荒川区
…

神奈川県白書
横浜市
川崎市
…

関東近県白書
埼玉県
千葉県

…

階層を「1」にして分析したときは、分析したすべての
階層を表示することもできます（「ホームページを分析
して結果を表示する」参照）。

今度は分析範囲を「東京都白書」に絞って、さらに深い
階層まで調べてみます。「分析範囲」を「ドメイン内」
にして、「階層」を「2」にして をクリックします。

分析が終了すると、「東京都白書」の目次が表示されま
す。階層2までを表示すると次のようになります。

東京都白書
足立区
人口
年齢別人口
地域別人口

…

公共施設
図書館
スポーツ施設

…

荒川区

…

分析の途中でも興味があれば、たとえば「足立区」の
「公共施設」を起点のURLとして分析を開始すること
もできます。

このようにして分析範囲を絞っていくことができま
す。たとえば「足立区」の「図書館」を起点のURLとし
て分析した結果から、その図書館の蔵書を調べること
ができます。パソコン関連の本について調べたいとき
は「パソコン」というキーワードで検索することがで
きます（「文字列を検索したページをブラウザに表示す
る」）。さらに、目的の本の表紙が画像データとして
ホームページにあれば、その画像データを自分のパソ
コンにダウンロードすることできます（「分析したペー
ジからファイルをダウンロードする」参照）。

分析とは

「ジェットサーファー」の中で使われる"分析"という
言葉は、指定されたURLを起点として設定された条
件の範囲内をアクセスして、次の情報を取り出して、
それぞれをわかりやすくまとめて画面に表示するとい
う意味です。

・張られているリンク（ハイパーリンク）の文字列。

・含まれているファイル（GIFファイルやAVIファイ
ルなど）の名称、タイムスタンプなど。

・ページに書かれている文章の内容（テキスト情報）。

・検索文字列（キーワード）を設定している場合、マッ
チした語句を含むページのタイトル。

「階層」欄
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ホームページを分析して結果を表示する

「ジェットサーファー」は、最初の分析ではホームペー
ジのリンク構造とテキスト内容を表示するだけなの
で、画面などを表示する、通常使用しているブラウザ
とは異なり、素早くページの内容が表示できます。こ
のため、階層の深いページも素早く簡単にたどり着く
ことができ、目的のページ内容の概要が素早く理解で
きます。

①「ジェットサーファー」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「ジェットサーファー」または「スタート」→「プログ
ラム」→「ジェットサーファー」→「ジェットサー
ファー」）
「ジェットサーファー」の初期画面が表示されます。

②「URL」欄にURLを入力する。
（例 "http://www.nec.co.jp/"（NECのホームページ
のアドレス）を入力）

③ をクリック。
インターネットに接続し、ツリービューにホームペー
ジの構造（ハイパーリンクの語句）、テキストブラウザ
に文章の内容が表示されます。

すでにブラウザに目的のページが表示されていれば、
「ファイル」メニューの「ブラウザからの取り込み」で
表示することもできます。

④ （開く）をクリック。
分析したすべての階層が表示されます。

（開く）が表示されていないときは、 （リンク）
の左端にある縦の線にカーソルを当て、カーソルが双
方向の矢印の形に変ったときに、マウスを左にドラッ
グすれば表示されます。

▼

（タイトル）をクリックするとツリービューには
ページのタイトルが表示されます。

これらを表示することによってホームページにどんな
情報があるのか、またはどんな構成でできているのか
という概要をつかむことができます。

ツリービュー、テキストブラウザおよびタイトル表示
や階層表示の方法の詳細については、オンラインヘル
プをご覧ください。

ツリービューに表示されるアイコンには、次の種類が
あります。

ホームページを探す

ツリービュー

テキストブラウザ
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◎アイコンの種類

ツリービューの一番上に表示される起点URL

正常に分析した結果のリンク

通信時に何らかのエラーが発生して正常に分析
できなかったリンク

指定された階層分の最下位層にあたるリンク先

前回分析時から更新されたリンク先

アクセスするためにユーザ名/パスワードが
必要なリンク先
ユーザ名/パスワードを入力しなければ、これ以
下の階層は分析できません。

◎アイコンの色

・黄色のアイコン
通常のリンク先

・水色のアイコン
設定した検索文字列とマッチする語句を含むリンク先

詳しいことは、オンラインヘルプをご覧ください。

インターネットに接続するときの注意

ジェットサーファーからの回線接続は、ご利用になっ
ているブラウザと同じ動作をします。つまり回線未接
続の状態で、ブラウザからインターネット上のURL
にアクセスしたときに接続ダイアログボックスが表示
される場合は、ジェットサーファーでも同じように分
析を実行したときに接続ダイアログボックスが表示さ
れます。分析を実行したときに接続ダイアログボック
スが表示されない場合は先に回線接続を行ってください。

分析にかかる時間とディスク容量について

ホームページに張られているリンクは予想以上に数が
あります。階層指定を増やす場合は時間とディスク容
量に余裕を持って分析を行ってください。分析範囲を
ドメイン外に設定すると予想しないURLまでリンク
が張られている場合があり、分析にかかる時間および
ディスク容量がさらに増加する可能性があります。ド
メイン外に設定する場合には、時間とディスク容量に
は十分余裕をもって分析を行ってください。

「ジェットサーファー」は分析を行うために、通信に
よって入手したファイル（HTMLファイル）をディス
クに一時保管します。「ジェットサーファー」を終了す
ればこれらのファイルは削除されます。

文字列を検索したページをブラウザに表示
する

「ジェットサーファー」では、ホームページ内の目的の
キーワードまたは情報が分かっている場合、文字列検
索をすることで、簡単に目的の内容があると思われる
ページへたどり着くことができます。

①「ジェットサーファー」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「ジェットサーファー」または「スタート」→「プログ
ラム」→「ジェットサーファー」→「ジェットサー
ファー」）
「ジェットサーファー」の初期画面が表示されます。

②「URL」欄にURLを入力する。
（例 "http://www.nec.co.jp/"（NECのホームページ
のアドレス）を入力）

③ をクリック。
インターネットに接続し、ツリービューにホームペー
ジの構造（ハイパーリンクの語句）、テキストブラウザ
に文章の内容が表示されます。

④「編集」をクリックして、「文字列検索」→「分析結果か
ら検索」をポイント。
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⑤ 反転表示している「分析結果から検索」をクリック。
「文字列検索 － 分析結果から検索」ウィンドウが表示
されます。

⑥ 検索したい文字列を「検索する文字列」欄に入力して、
「実行」をクリック。
（例 「2000年問題」を入力）
「文字列検索結果」ウィンドウに検索結果が表示されます。

⑦ 分析結果のひとつをクリック。
選択された分析結果が反転表示になります。

⑧「ファイル」をクリックして、「ブラウザに表示」をク
リック。
通常使用しているブラウザが起動して、選んだページ
が表示されます。

最下位層に当たる マークについてはリンクの語句
のみをダウンロードしているため、ページの内容まで
は表示できません（テキストブラウザには "このペー
ジは指定された階層より下にあるため表示できません
"と表示されます）。

分析したページからファイルをダウンロー
ドする

「ジェットサーファー」では、ホームページの中から特
定の種類のファイル（例としてAVI,MIDIなど）だけを
取り出したい場合、ページに含まれている目的のファ
イルを一覧表示し、自分のパソコンの中に取り込んで
保存する（ダウンロード）ことができます。

①「ジェットサーファー」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「ジェットサーファー」または「スタート」→「プログ
ラム」→「ジェットサーファー」→「ジェットサー
ファー」）
「ジェットサーファー」の初期画面が表示されます。

②「URL」欄にURLを入力する。
（例 "http://www.nec.co.jp/"（NECのホームページ
のアドレス）を入力）

ホームページを探す
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③ をクリック。
インターネットに接続し、ツリービューにホームペー
ジの構造（ハイパーリンクの語句）、テキストブラウザ
に文章の内容が表示されます。

④ ツリービューから目的のページをクリック。
目的のページが反転表示になります。

⑤ 目的のファイルの種類のボタンをクリック。
（例 「画像ファイル」ボタンをクリック）
選んだページの中にある画像ファイルがリストビュー
内に表示されます。

⑥ リストビューから、ダウンロードしたいファイルをク
リック。
選んだファイルが反転表示になります。

複数のファイルを指定する場合は、【Shift】を押しな
がらファイルをクリックします。

⑦「ファイル」→「ファイルの保存」をクリック。
「ファイルの保存」ウィンドウが表示されます。

⑧ ファイルを保存するフォルダを指定して「保存」をク
リック。
（例 フォルダに「JetSurfer」を指定）
ファイルをダウンロードして、指定したディレクトリ
に保存します。

リストビュー
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オートパイロット
と料金管理
〈インターネット
アクセスマネージャ〉
気になる電話料金やプロバイダ料金を

しっかり管理します。また、電話料金が

安い夜間などに、気に入ったホームペー

ジをまるごと自分のパソコンに取り込ん

であとでゆっくり楽しめるオートパイ

ロットもできます。

概要

インターネットを利用するときは、電話料金とプロバ
イダの接続料金の両方がかかるので、気に入ったホー
ムページを見つけても、時間が気になってじっくりと
見ることができないものです。また、英語のホーム
ページだとよほどの英語の達人でない限り、スムース
に読み進めません。どうしても辞書を片手に、という
ことになり、時間がどんどん経過していきます。そん
なときに役に立つのがこの「インターネットアクセス
マネージャ」の「オートパイロット」機能です。電話料
金の安い深夜にパソコンの電源が自動的に入り、イン
ターネットに接続して気に入ったホームページをまる
ごと自分のパソコンに取り込み、接続を終了してパソ
コンの電源を切ってくれるということもできます。あ
なたが寝ていようが、外出していようが完全に自動で
実行してくれるのです。しかも取り込む時間も短くて
すむので、まさに一石二鳥です。ホームページを自分
のパソコンに取り込んでしまえば、あとは料金もかか
らず、じっくりと見ることができます。�

また、「インターネットアクセスマネージャ」には「料
金管理」という機能もあります。インターネットにつ
い夢中になって時間の経つのも忘れ、月末の請求金額
を見て真っ青、なんていう経験は多少なりとも誰にで
もあるのではないでしょうか。「インターネットアクセ
スマネージャ」では料金の上限を決めておけば、それ
を超えたときはメッセージで知らせてくれる機能があ
ります。これなら安心して予算内でインターネットを
楽しめます。�

「インターネットアクセスマネージャ」は、このように
インターネットを利用する人にとっては非常に役に立
つソフトなのです。このほかにも次にまとめてあるよ
うに、いくつかの優れた機能があります。

インターネットアクセスマネージャの機能

オートパイロット
指定したホームページを夜間などの電話料金が安い時
間に自動巡回して、データを自分のパソコンにダウン
ロードすることができます。その後、未接続の状態で
料金を気にせずに、しかもスピーディにホームページ
を見ることができます。

Timer-NXとの連携

「Timer-NX」と連携してオートパイロットの開始時間
に電源を入れ、オートパイロット終了後に電源を切り
ます。

接続時間管理･料金管理

インターネット接続時の、プロバイダと電話のおおよ
その使用時間･使用料金を自動的に計算し日単位･月単
位で表示することができます。
あらかじめ設定しておいた接続時間・料金を超えたと
きにアラーム通知を表示することもできます。

表示される料金は目安です。実際の使用料と一致する
ものではありません。

オートダイヤル

あらかじめ指定しておいた接続先にワンタッチで自動
接続･切断ができます。他に接続先を登録しておけば
ダイヤル先がビジー（混雑している）のときに自動的
に次の接続先へダイヤルします。

URL情報の登録･整理

URLに簡単なコメントを付けて登録することができ
ます。チェックする頻度の高いURLを登録しておく
と便利です。フォルダを使って階層的にURL 情報
（URLとコメントを合わせた情報）を整理することが
できます。

ホームページを探す/オートパイロットと料金管理
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「インターネットエクスプローラ」の「お気に入り」自動反映

「インターネットエクスプローラ」の「お気に入り」と
「インターネットアクセスマネージャ」の「URLリス
ト」－「インターネットお気に入り」の内容が自動的に
同じになります。

「インターネットアクセスマネージャ」の起動時に行わ
れます。

使いやすい操作性

Windows 95の「エクスプローラ」と同様の画面、操
作感覚で使用できます。また、ウィンドウサイズを最
小化した場合には機能ボタンのみを集めた「ボタン
バー」として使用することができます。

利用環境を設定する

「インターネットアクセスマネージャ」の動作環境を設
定します。起動後に次の事項の確認や設定をしてくだ
さい。

・接続先の確認

・接続先のユーザー名とパスワードの設定

・接続先の電話料金、プロバイダ料金の設定

・WWWブラウザの確認

接続先を確認する

①「インターネットアクセスマネージャ」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「インターネットアクセスマネージャ」または「スター
ト」→「プログラム」→「インターネットアクセスマ
ネージャ」→「インターネットアクセスマネージャ」）

② メニューバーの「表示」→「オプション」をクリック。
「オプション」ウィンドウが表示されます。

「接続先・料金管理」タブのウィンドウで、「ダイヤル
アップで接続」にチェックマークが付いていることを
確認してください。また、リストの中に、接続先がある
ことを確認します。
「インターネットアクセスマネージャ」では、チェック
が付いている接続先が複数あるときは、いちばん上に
ある接続先から回線接続を行います。回線接続をした
ときに、話中だった場合は、次の接続先に回線接続を
行います。このように上から順番に接続先を自動的に
変更します。

・接続する順番を変えたい場合
接続先を選択して反転表示にした状態で、「接続先を
一つ上の位置へ」ボタンをクリックすると、その接続
先がひとつ上の位置になります。同様に「接続先を一
つ下の位置へ」ボタンをクリックすると、その接続先
がひとつ下の位置になり、この両方のボタンで接続
先の順番を変更できます。

・接続先として使わない場合
接続先として使わない場合は、各接続先の前にある
チェックボックスをクリックしてチェックマークを
外します。

購入時の設定により、「JustNet東京AP」（一太郎モ
デルの場合）など、ご自分で設定していない接続先が、
あらかじめ「接続先」としてチェックマークが付いて
いる場合があります。接続先として設定していない
（そのプロバイダと契約していない）場合は、チェック
ボックスをクリックしてチェックマークを外してくだ
さい。
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各接続先のユーザー名とパスワードを設定する

① リストの中の "接続先 "をクリックして選ぶ。
（例 「BIGLOBE」を選ぶ）

選ばれた”接続先”が反転表示になります。

②「ログイン情報/料金設定」をクリック。
「ログイン情報/料金設定 － BIGLOBE」ウィンドウ
が表示されます。

「ユーザー名」と「パスワード」欄に、接続先プロバイ
ダの"ユーザー名"と"パスワード"が設定されている
ことを確認します。設定されていない場合は入力して
ください（使用する接続先プロバイダのみ）。

パスワードを保存する場合は、「パスワード保存」
チェックボックスにチェックマークを付けてくださ
い。なお、「TimerｰNX」と連携して、オートパイロッ
トを実行する場合は、必ず「パスワード保存」チェック
ボックスにチェックマークを付けてください。チェッ
クマークが付いていないと、オートパイロット実行時
に、パスワードを入力するウィンドウが表示されるた
め、オートパイロットの処理が止まってしまいます。

このあと、「接続先・順番」リストにある、他の”接続
先”の中で、使用する”接続先”に関しては、同様の手
順でユーザー名とパスワードの設定を行ってくださ
い。

各接続先の料金を設定する

電話料金やプロバイダ料金の設定は、前項の「ログイ
ン情報/料金設定」ウィンドウで行います。料金管理
を行わないときは、この設定は必要ありません。

①「電話料金」タブをクリック。
「電話料金」タブのウィンドウが表示されます。

ここでは、電話料金の管理を行うために必要な"電話
料金 "の設定を行います。
（使用しない接続先プロバイダについては設定する必
要はありません。）

電話会社一覧および料金に関する項目の中から契約し
ている電話会社の接続先までの距離・割引料金を選び
ます。接続先までの距離は電話帳などで調べてくださ
い。また、電話料金体系、割引料金は最新の情報をもう
一度、確認してください。

②「電話料金計算の締め日」欄の右端の をクリック。
締め日の一覧が表示されます。

締め日の設定を行います。締め日は "料金を計算する
期間 "を意味し、電話会社によって異なります。例え
ば、 4月分の料金が「4月6日～5月5日までの使用
料金」の場合は、締め日は「5日」に設定します。

オートパイロットと料金管理
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③「プロバイダ料金」タブをクリック。
「プロバイダ料金」タブのウィンドウが表示されます。

ここでは、プロバイダ料金の管理を行うために必要な
"プロバイダ料金"の設定を行います。

④「プロバイダ」欄の右端の をクリック。
プロバイダ一覧が表示されます。

この中から契約しているプロバイダを選びます。選ば
れたプロバイダの料金体系を自動的にインターネット
アクセスマネージャに設定します。プロバイダの料金
体系は変更されている可能性があります。最新の情報
をもう一度確認してください。

⑤「料金計算の締め日」欄の右端の をクリック。
締日の一覧が表示されます。

締め日の設定を行います。締め日は "料金を計算する
期間"を意味し、プロバイダ各社によって異なります。
設定方法は手順②と同じです。

⑥ 締め日の設定が完了したら、「OK」をクリック。
次のメッセージが表示されます。

⑦「OK」をクリック。
最初の画面に戻ります。

この後、「接続先･順番」リストにあるほかの"接続先"
に関しても、同様の手順で、電話料金、プロバイダ料金
の設定を行います。これにより接続先ごとに料金管理
ができます。

プロバイダ･電話会社の料金設定が正しく設定されて
いなければ、料金計算は正しく計算されませんので注
意してください。また、プロバイダ･電話会社が料金改
訂の場合は、お客様による再設定が必要になります。

⑧ すべての接続先について設定が完了したら、「OK」を
クリック。
料金管理のための設定完了です。

WWWブラウザを確認する

「インターネットアクセスマネージャ」は、WWWブラ
ウザと密接に連携をとって動作します。したがって、
連携をとるWWWブラウザが「インターネットアクセ
スマネージャ」に設定されている必要があります。次
の手順で確認してみましょう。
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①「インターネットアクセスマネージャ」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「インターネットアクセスマネージャ」または「スター
ト」→「プログラム」→「インターネットアクセスマ
ネージャ」→「インターネットアクセスマネージャ」）

② メニューバーの「表示」→「オプション」をクリック。
「オプション」ウィンドウが表示されます。

③「アプリケーション」タブをクリック。
「アプリケーション」タブのウィンドウが表示されます。

「WWWブラウザ」欄に使用しているWWWブラウザ
が登録されていることを確認してください。もし、登
録されていない場合や別のWWWブラウザを指定す
る場合は、「参照」ボタンをクリックしてWWWブラ
ウザの指定を行ってください。

④ WWWブラウザの確認/指定が終わったら、「OK」を
クリック。
「設定」ウィンドウが閉じます。

    WWWブラウザの変更

本機には、標準で「インターネットエクスプローラ」
がインストールされていますが、すでに「Netscape
Navigator」を利用されている方で、「インターネット
アクセスマネージャ」に登録されているWWWブラウ
ザを変更した場合、次のことを行ってください。

WWWブラウザを起動すると、"Navigator はイン
ターネットショートカットを扱うように登録されてお
りません。Navigatorを通常使うブラウザとして登録
しますか？"というメッセージが表示される場合があ
ります。そのとき、「以降このメッセージを表示しな
い」チェックボックスにチェックマークを付けて、「は
い」をクリックしてください。

「インターネットアクセスマネージャ」で使用する
WWWブラウザがNetscapeNavigator4.0の場合、
WWWブラウザが最小化の状態で「URLの取り込み」
を行うと、WWWブラウザがアクティブ（最小化の状
態から元のサイズに戻る）になります。

インターネットアクセスマネージャでの
基本的な接続

「インターネットアクセスマネージャ」の使い方を説明
する前に、プロバイダに電話をかけてインターネット
に接続するための基本的な操作方法を説明します。
以降の説明を読む前に次の操作ができるか確認を行っ
てください。以降"プロバイダに電話をかけます"とい
う説明がある場合は、次の操作を行ってください。

①「インターネットアクセスマネージャ」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「インターネットアクセスマネージャ」または「スター
ト」→「プログラム」→「インターネットアクセスマ
ネージャ」→「インターネットアクセスマネージャ」）

オートパイロットと料金管理
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② ツールバー左端の （接続/切断）をクリック。
「インターネットアクセスマネージャ － 接続（接続先
確認）」ウィンドウが表示されます。

「インターネットアクセスマネージャ」は、まず一番上
の接続先へ回線接続を行います。もし、話中などの理
由で接続できないときは、上から2番目の接続先へ回
線接続を行います。このように、チェックマークが付
いている接続先へ、上から順番に回線接続を行います。

③「接続開始」をクリック。
接続を開始します。

途中でユーザー名とパスワードについての画面が表示
される場合は、必要事項を入力してください。

自動的にプロバイダに電話をかけてインターネットへ
の接続を行います。画面上で"NIFTY-Serve（00:00:
05）"というように接続先名と接続時間を表示された
ら、接続が完了です。

また、タスクバーの右側にある をダブルクリックす
ると、次の画面が表示され、接続状況を確認できます。

オートパイロット

「オートパイロット」では、ボタンをクリックするだけ
で、同じページへのアクセス作業を自動化すると同時
に、あらかじめ指定されたURLを自動的に巡回して
URLの内容を自分のパソコンにダウンロードします。
これによって、次の効果があります。

・ブラウザで表示するよりも短時間で、チェックした
いURLの内容を入手できる（電話料金、プロバイダ
料金の節約）。

・自分のパソコンのディスクにURLの内容があるた
め、回線を切断した後に電話料金やプロバイダ料金
を気にせずゆっくり見ることができる。

オートパイロットの基本的な操作方法

「インターネットアクセスマネージャ」の「URLリス
ト」に初めから登録してあるURLを例にして実際に
オートパイロットの基本的な操作を説明します。

①「インターネットアクセスマネージャ」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「インターネットアクセスマネージャ」または「スター
ト」→「プログラム」→「インターネットアクセスマ
ネージャ」→「インターネットアクセスマネージャ」）

② ツリービューにある「URL リスト」をダブルクリッ
ク。
次の画面が表示されます。
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③「インターネットお気に入り」フォルダをダブルクリッ
ク。
登録されているURL情報が表示されます。

④ リストビューの先頭にある （ファイルのマーク）を
クリック。
オートパイロットの巡回先を示す赤色の （ロケット
のマーク）に変わります。

これでオートパイロットの巡回先としての登録は完了
です。
同じように「URL リスト」に登録してあるすべての
URL情報に対して1回のクリックで巡回先に指定す
ることができます。
もう一度クリックすると （ファイルのマーク）に
戻って巡回先からはずれます。

⑤ 他の2つのURLも同様にクリック。
赤色の （ロケットのマーク）に変ります。

⑥ （オートパイロット実行）をクリック。
「オートパイロット（巡回先確認）」ウィンドウが表示
されます。

ここで、チェックマークをはずすと、巡回先からはず
れます。ただし、「インターネットアクセスマネー
ジャ」ウィンドウのリストビューでは、巡回先である
ことを示す「ロケットマーク」が付いたままなので、次
回にオートパイロットを実行するときには、巡回先の
対象となります。

「オートパイロット実行後回線切断する」にチェック
マークが付いているときは、実行終了後に回線を自動
的に切断します。

「以降このメッセージを表示せずにオートパイロット
を開始する」にチェックマークが付いているときは、

（オートパイロット実行）をクリックするとこの
画面を表示せずにオートパイロットを開始します。

⑦「OK」をクリック。
回線を接続してオートパイロットを実行します。
「オートパイロット（巡回中）」ウィンドウが表示され
ます。

このウィンドウで表示される読み込みバイト数は、す
でに最新のファイルがローカルディスク上にある場合
は、"0"と表示されます。これは例えば次のような場合
に該当します。

・同じファイルをもう一度巡回した場合。

・同じドメイン内で同一ファイルを複数の箇所からリ
ンクしている構造のサーバ（URL）を複数階層指定
した場合。

オートパイロットと料金管理
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巡回が終了すると、次のメッセージが表示されます。

⑧「OK」をクリック。

オートパイロット結果を見る

オートパイロットが終了したとき、「インターネットア
クセスマネージャ」ウィンドウは次のようになってい
ます。

ここで、オートパイロットでダウンロードしたURL
の内容を見てみます。

① ツリービューの「オートパイロット結果」をクリック。
自分のハードディスクにダウンロードされたURLの
一覧がリストビューに表示されます。

② リストビューに表示されているURLをダブルクリック。
実際のWebサーバにあるURLの内容と同じ内容が表
示されます。

このときWWWブラウザの「アドレス」ボックスには、
"C:¥" と表示されており、ハードディスクにダウン
ロードしたデータを表示していることがわかります。

「オートパイロット結果」であるURL の先頭にある
マークは、ダウンロードの結果（正常にダウンロード
できたか否か）および、一度でもWWWブラウザ で表
示を行ったか（未読/既読）によって異なります。

 アイコン 内　容�

 青の 正常にダウンロードが完了したURL＜未読のURL＞�

  前回と比べて内容が変更されたURL�

 グレーの 上記の青のアイコンをWWWブラウザで1度でも�
  表示を行ったURL＜既読のURL＞�

 ?付き 内容の一部が欠落したURL�

  サーバが混乱しているなどの理由で、一部のデータが�

  ダウンロードできなかったURL
�

 ×付きの サーバー側と通信が行えず、指定したURLのデータ 

  が全くダウンロードできなかったURL

一度見たオートパイロットの結果でも再度オートパイ
ロットを実行してURL内容が更新されると、グレー
のロケットマークから青のロケットマークに変更され
ます。

オートパイロット結果を削除する

オートパイロットでダウンロードした結果を削除する
には、2つの方法があります。

・「オートパイロット結果」フォルダをクリックしてリ
ストビューにURL 情報を表示させ、削除したい
URL情報を右クリックして、表示されたメニューか
ら｢オートパイロット結果を削除する」を選びます。
この場合、指定されたURL情報の0階層目のデータ
のみをすべて削除します（2階層、3階層、･･･は他の
URL情報が使用している場合や他のURL情報がリ
ンクされている場合があるため削除しません）。

・ツリービューで「オートパイロット結果」フォルダ
を右クリックして、表示されたメニューから「オート
パイロット結果を空にする」を選びます。この場合、
今までダウンロードしたデータをすべてフォルダご
と削除します。

ここに「C:¥」と表示される
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時間を指定して、オートパイロットする

オートパイロットを実行する時間を指定します。
なお、ここでは、すでにオートパイロットの巡回先が
設定されているものとして、時間の指定の手順を説明
します。
オートパイロットの巡回先の設定の方法、オートパイ
ロット結果の見方については、前述の「オートパイ
ロットの基本的な接続方法」をご覧ください。

時間を指定して、オートパイロットするためには、指
定した時間に、「インターネットアクセスマネージャ」
が起動されている必要があります。本機の電源を切っ
ている状態から、オートパイロットする場合は、後述
の「Timer-NXと連携して、オートパイロットする」を
ご覧ください。

①「インターネットアクセスマネージャ」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「インターネットアクセスマネージャ」または「スター
ト」→「プログラム」→「インターネットアクセスマ
ネージャ」→「インターネットアクセスマネージャ」）

② ｢表示｣→「オプション」をクリック。
「オプション」ウィンドウが表示されます。

③「オートパイロット」タブをクリック。
「オートパイロット」タブのウィンドウが表示されます。

④ ｢オートパイロットを自動実行する｣チェックボックス
をチェックする。
時間指定ができるようになります。

⑤ 自動実行を開始する時刻を設定する。
24時間形式（0:00～23:59）で設定します。
（例 12:00）

オートパイロットと料金管理
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・「パスワードの保存」→前述の「利用環境を設定する」
の「各接続先のユーザー名とパスワードを設定する」

①「インターネットアクセスマネージャ」のメニューバー
で「表示」→「オプション」をクリック。
「オプション」ウィンドウが表示されます。

②「回線切断時に料金情報を表示しない」にチェックマー
クを付ける。

この設定をしないと、オートパイロットの実行後に
「OK」をクリックする必要が生じて、パソコンの電源
が自動的に切れなくなります。

③「オートパイロット」タブをクリック。
「オートパイロット」タブのウィンドウが表示されます。

「オートパイロットを自動実行する」チェックボックス
にチェックがしてあることを確認します。チェックさ
れてない場合は、前述の「自動的にホームページを取
得する」をご覧になり、チェックボックスにチェック
を付けてください。

⑥「オートパイロット実行パターン」を設定する。
（例 毎週・金曜日）

⑦「オートパイロット終了と同時に」を設定する。
「何もしない」以外にチェックマークを付けてくださ
い。

「何もしない」にチェックマークを付けると、オートパ
イロット実行後も回線を接続したままの状態となり、
電話料金やプロバイダ料金が課金されます。

⑧ 設定が終了したら、「OK」をクリック。
以上で設定は完了です。指定された時間がきたら自動
的にオートパイロットが実行されて、指定されたURL
を自動的に巡回してデータを自分のパソコンにダウン
ロードします。ダウンロードが終わったらオートパイ
ロット結果を見てください。

Timer-NXと連携して、オートパイロットする

「Timer-NX」と連携して「オートパイロット」で指定
された時間に本機の電源を入れて、オートパイロット
終了後に電源を切ることができます。

なお、ここでは、すでにオートパイロットの巡回先が
設定されているものとして、「TimerｰNX」との連携の
手順を説明します。
オートパイロットの巡回先の設定の方法、オートパイ
ロット結果の見方については、前述の「オートパイ
ロットの基本的な接続方法」をご覧ください。

「TimerｰNX」と連携してオートパイロットを実行す
るときは、必ずパスワードの保存をしておいてくださ
い。パスワードの保存をしておかないと、オートパイ
ロット実行時に、パスワードを入力するウィンドウが
表示されるため、オートパイロットの処理が止まって
しまいます。また、本機の電源も切ることができなく
なってしまいます。
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④「Timer-NXと連携する」にチェックマークを付ける。

⑤ 自動実行を開始する時刻を設定する。
24時間形式（0:00～23:59）で設定します。
（例 12:00）

⑥「オートパイロット実行パターン」を設定する。
（例 毎週・金曜日）

⑦「OK」をクリック。
次のメッセージが表示されます。

⑧「OK」をクリック。
次のメッセージが表示され、「Timer-NX」の設定が完
了したことを示します。

⑨ オプションを選んで「OK」をクリック。

◎オプション

・インターネットアクセスマネージャに戻る
・コンピュータをサスペンドする
・コンピュータの電源を切る

これで設定は完了です。指定された時間になると、自
動的に本機の電源が入り、インターネットアクセスマ
ネージャが起動され、オートパイロットが実行されます。

・「Timer-NX」と連携してオートパイロットを行う場
合は「オートパイロット終了と同時に」で設定されて
いる内容とは関係なくオートパイロット終了後に回
線を切断し、電源を切ります。

・「設定」→「起動/動作」タブで「インターネットアク
セスマネージャの起動と同時に」で設定されている
内容とは関係なく、起動と同時に回線を接続し、オー
トパイロットを開始します。

・「Timer-NX」と連携しない場合は、「オートパイロッ
ト終了と同時に」、「インターネットアクセスマネー
ジャの起動と同時に」の動作は表示されている設定
通りになります。

・「Timer-NX」と連携してオートパイロットを行う場
合、オートパイロット終了後の電源オフは、オートパ
イロット開始より、少なくとも6分30秒ほど経過
しないと実行されません。

オートパイロットと料金管理
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・オートパイロットで何時何分に回線接続して何時何
分に回線切断したのか、ダウンロードは正常にでき
たのかどうかを確認するには｢通信結果｣フォルダお
よび｢オートパイロット結果」フォルダをご覧ください。

・夜間に自動実行を行う場合は夜間に自動的に本機の
電源が入りますので、安全に使用するために、本機に
添付のマニュアルの使用上の注意事項を必ずひと通
りお読みください。

自動的にファイルを取得する

｢オートパイロット」では、インターネット上にあるβ
（ベータ）版やシェアウェアなどのいろいろなソフト
ウェアを自動的（指定された時間）に指定されたファ
イルを自分のパソコンにダウンロードしてくれます。
ただし、指定された時間であってもサーバ側の状態
（アクセスが集中している等）によっては、ダウンロー
ドできない場合もありますので、ご了承願います。ま
た、前述の「時間指定するとき、およびTimer-NXと
連携するときの注意」をご覧ください。

次に具体的な例を提示しますので、同じような操作で
ファイルをダウンロードしてください。

① WWWブラウザ を起動して、ダウンロードしたいソフ
トの格納されているページを表示する。

②「取り込み」ボタンをクリック。

③「インターネットアクセスマネージャ」を最大画面にする。

時間指定するとき、およびTimer-NXと連携するとき
の注意

ここでは、時間指定をして、オートパイロットをする
とき、および、「Timer-NX」と連携して、オートパイ
ロットをするときの注意事項を説明します。オートパ
イロットについての全般的な注意事項については、後
述の「オートパイロットを使用するときの注意」をご
覧ください。

・本機能が動作する時刻はWindows 95のシステム
時計の時刻に依存しています。「スタート」→「設定」
→「コントロールパネル」→「日付と時刻」で現在の
時刻が正しく設定されているか、もう一度確認して
ください。

・時間指定で動作するほかのプログラムを使用してい
るときは、指定の時間が重ならないように注意して
ください。

・「インターネットアクセスマネージャの起動と同時
に」で｢回線を接続して、オートパイロットを開始す
る｣を設定し、かつ、｢オートパイロット終了と同時
に」で｢回線を切断してインターネットアクセスマ
ネージャを終了する」の設定をした場合に、オートパ
イロット結果を確認するときは次の通りに操作して
ください。

「インターネットアクセスマネージャ」が起動し、
オートパイロットの自動実行が開始されるまでの間
にダイアログボックスが表示され、オートパイロッ
トが実行されるまで30秒間カウントダウンを行い
ます。ここで「中止」ボタンをクリックします。その
後、「オートパイロットの基本的な操作方法」以降を
参考にしてダウンロードしたURLの内容を見ます。

・必ずパスワードを保存してください。保存しないと
処理が途中で止まってしまい、オートパイロット実
行と電源を切ることができません。

・パスワードの保存方法→本項の「利用環境を設定
する」の「各接続先のユーザー名、パスワードを設
定する」

・自動実行の設定がすんだら、事前に一度、一連の｢自
動実行動作（電源を入れる、インターネットアクセス
マネージャの起動、回線の接続、オートパイロットの
実行）｣ができるかどうかを必ず確認してください。
｢オートパイロット実行中」の画面が表示されれば
OKです。確認を終了するときは｢中止｣ボタンをク
リックします。
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④ 取り込んだURLを右クリック。
ポップアップメニューが表示されます。

⑤ ｢プロパティ」をクリック。
｢プロパティ」ウィンドウが表示されます。

⑥ 登録されているURLの最後にある"vs_13"を削除し
て、ダウンロードするファイル名を入力する。
（例 「/bmp/kav_a2.bmp」を入力）

⑦ ｢オートパイロットの巡回先として登録する」チェッ
クボックスをチェックする。

⑧ ｢OK」をクリック。

⑨「自動的にホームページを取得する」の手順を参考に
オートパイロットを実行する時間の設定を行う。
以上で設定は完了です。指定された時間がきたら自動
的にオートパイロットを実行して、指定されたファイ
ルを自動的に自分のパソコンのハードディスクにダウン
ロードします。

指定されたファイルは「インターネットアクセスマ
ネージャ」がインストールされているフォルダに、
URLのアドレスと同じようなフォルダ構造で格納さ
れています。

オートパイロットを使用するときの注意

・「インターネットアクセスマネージャ」のオートパイ
ロットは通常のWWW ブラウザ と同様に指定の
URL（サーバ）からダウンロードできない場合があ
ります。これは、サーバがダウンしているときやサー
バに多数のアクセスが集中している場合やURLが
もうなくなっている場合などに起こります。

・「オートパイロット結果」が不正の場合は、WWWブ
ラウザでアクセスをしてみてください。WWWブラ
ウザで正しくアクセスできないURLはオートパイ
ロットでも正しくアクセス（ダウンロード）できませ
ん。

・「インターネットアクセスマネージャ」のオートパイ
ロットの巡回可能範囲は、次の通りです。

一般的なHTML ファイル、ftp ファイル、背景、
ShockWave、BGM、Java、ActiveX、クリッカブ
ルマップ、フレーム対応ページ

上記以外のRealAudio、CGIなどは対応していませ
ん。

オートパイロットと料金管理
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詳しく説明すると、インターネットアクセスマネー
ジャのオートパイロットで認識する<タグ>は、次
の通りです。

  No.  タグ 意　味�

 1 <BODY..> BACKGROUND="URL"  背景図�

 2 <FRAME> SRC="URL"  書類の指定�

 3 <A HREF="URL">  ハイパーリンク�

 4 <IMG SRC="URL">  インライン・イメージ�

 5 LOWSRCE="URL"  解像度の異なる画像の読み込み�

 6 GYNSRC="URL"  インラインビデオまたはVRML�

 7 <BGSOUND SRC="URL"..>  バックグラウンド・サウンド�

 8 <FIG SRC="URL"..> 回り込みインライン・イメージ�

 9 <EMBED SRC="URL"..>  Shockwaveなど�

・サーバ側のデータ構造によっては、ダウンロードが
完全にできなかった場合でも、正常にダウンロード
できたことを示す青のロケットが表示される場合が
あります。あらかじめご了承ください。より詳しく説
明すると次の通りです。

サーバによっては、格納されているデータ（GIFファ
イルなど）のサイズを通知してくるものと通知して
こないものがあります。サイズを通知してこない
データに関しては、一定時間データが送られてこな
かった場合を、そのデータの終わりとして検出して
いますが、本当にデータの終わりなのか、サーバが混
雑していて"一定時間"データが送られてこなかった
のかの判断ができない場合があるためです。

・オートパイロット結果を見るときにダウンロードさ
れていないリンク先をクリックすると、実際のWeb
にアクセスします（回線が接続されていない場合は
回線接続のダイアログボックスが表示されます）。

・URLの内容（サーバのデータ）によってはサーバ側
と連携をとりながら、データを表示させるものもあ
ります。オートパイロット結果として、こういった
データをWWWブラウザ で見る場合には、Win-
dows 95ダイヤルアップネットワークの回線接続
ダイアログボックスが表示されたり、"サーバが見つ
かりません"といった類のメッセージが表示される
場合があります。この場合には、必要であれば回線接
続を行ってみてください。

接続時間管理・料金管理

設定した時間・料金を超えたとき、アラームを表示さ
せる

インターネットにかかる電話料金やプロバイダ料金を
管理するには｢接続管理」機能が便利です。あらかじめ
設定した時間や料金を超えると、アラームを表示する
ため、アラームが出るまでの間は時間や料金を気にし
ないでインターネットを利用できます。

①「インターネットアクセスマネージャ」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「インターネットアクセスマネージャ」または「スター
ト」→「プログラム」→「インターネットアクセスマ
ネージャ」→「インターネットアクセスマネージャ」）

②「表示」→「オプション」をクリック。
「オプション」ウィンドウが表示されます。

③「時間・料金監視設定」をクリック。
「接続時間・料金監視」ウィンドウが表示されます。
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④ 画面上部のリストボックスの右端の をクリック。
監視条件の一覧が表示されます。

⑤ どういう単位で監視するかリストボックスの中から選
んでクリック。
（例 「今月分の合計を監視する」を選ぶ）

⑥ 監視する項目のチェックボックスにチェックマークを
付けて「OK」をクリック。
（例 今月のプロバイダ（BIGLOBE）の接続時間の合計
が15時間を超えた場合と、全電話料金の合計金額が
5,000円を超えた場合と、全プロバイダの利用料金
が5,000円を超えた場合にそれぞれメッセージを表
示させる）

ここで、"今月分の合計を監視する"にした場合、電話
会社とプロバイダの料金の計算の締め日によって、監
視する期間が異なりますの注意してください。

（例  今日が15日の場合）

対象 締め日 監視する期間

プロバイダ 25日 前月の26日～今月の25日

電話会社 5日 今月の6日～来月の5日

このように設定した場合、設定した値を超えると、次
のようなアラームメッセージが表示されます。

「全プロバイダの合計が5000円を超えた場合」　　
のアラーム例

ここで、「切断する」にチェックマークが付いている状
態で「OK」をクリックすると、回線が切断されます。
一時的に、監視する料金を変更したい場合は「今回の
接続に限り監視料金を上乗せする」にチェックマーク
を付け、上乗せする金額を右端の空欄に指定して、
「OK」をクリックします。
また、「今回の接続に限り監視を解除する」にチェック
マークを付け、「OK」をクリックすると今回の接続に
限り警告メッセージが表示されなくなります。

アラームを使用するときの注意

・表示されるアラームは、「インターネットアクセスマ
ネージャ」で管理している時間･料金に基づいて表示
していますが、これらの時間･料金はおおよその目安
です。実際の電話会社･プロバイダからの請求料金と
は誤差が生じる可能性があります。計算方式につい
ては「使用した電話料金･プロバイダ料金の概算を確
認する」をご覧ください。

・「インターネットアクセスマネージャ」が起動してい
ないときは、時間･料金の監視はできません。その場
合にダイヤルアップネットワークなどから回線接続
を行うと、時間･料金の計算、管理はできません。常
に時間・料金の計算、管理をしたい場合は「インター
ネットアクセスマネージャ」はWindows 95のス
タートアップに登録することをおすすめします。な
お、「インターネットアクセスマネージャ」が起動さ
れていればWindows 95のダイヤルアップネット
ワークから直接回線接続を行っても、時間の監視は
できますが、回線接続は「インターネットアクセスマ
ネージャ」から行うことをおすすめします。

・「インターネットアクセスマネージャ」で管理してい
る時間は、Windows 95のシステム時計に依存して
います。時間･料金を正しく管理するためにはシステ
ム時計が正しく設定されていることが必要です。ご
利用になる前に「スタート」→「設定」→「コントロー
ルパネル」→「日付と時刻」で現在の時刻が正しく設
定されているか、もう一度確認してください。なお
「インターネットアクセスマネージャ」を起動してい
るときはもちろん、起動していないときでも、システ
ム時計は変更しないでください。
「インターネットアクセスマネージャ」を使用した後
にシステム時計を変更する場合は、「インターネット
アクセスマネージャ」をいったん削除（残ったファイ
ルもすべて削除）し、システム時計を変更した後で、
「インターネットアクセスマネージャ」を再追加して
ください。

オートパイロットと料金管理
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・インターネットアクセスマネージャの削除、再追加
→「PART4 アプリケーションの削除と追加」

・電話料金はインターネット接続以外にも、通常の電
話で使用されている場合がありますので、「インター
ネットアクセスマネージャ」で管理している電話料
金と実際に請求される料金が異なる場合があります
ので、注意してください。また、「インターネットア
クセスマネージャ」で管理している電話料金は、基本
料金･プッシュホン回線使用料は含みません。

・オートパイロット実行中はあらかじめ設定した時間
もしくは料金を越えてもアラーム表示は行いません。
オートパイロット終了後、次回の回線接続時にア
ラーム表示を行います。

使用した電話料金･プロバイダ料金の概算を確認する

インターネットの利用頻度が高い方のためには、その
月にかかる電話料金やプロバイダ料金を概算する「接
続管理」機能が便利です。あらかじめ設定された料金
体系に基づいて、電話料金･プロバイダ料金を自動的
に計算してくれるので、マウスをクリックするだけで、
おおよその料金が確認できます。

使用した電話料金･プロバイダ料金の概算を確認する
手順は、次の通りです。

①「インターネットアクセスマネージャ」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「インターネットアクセスマネージャ」または「スター
ト」→「プログラム」→「インターネットアクセスマ
ネージャ」→「インターネットアクセスマネージャ」）

② ツリービューの「接続時間/料金記録」をクリック。
プロバイダの料金合計と電話の料金合計がわかります。

インターネットアクセスマネージャに登録してあるプ
ロバイダごとの料金情報と電話料金の情報がリスト
ビューに表示されます。

さらに「電話料金」をクリックすると、次のように各月
別の料金と各日別の料金が表示されます。

料金を確認するときの注意

・電話料金および、従量制プロバイダの料金計算方式
についてインターネットアクセスマネージャでは次
のように計算しています。1回の接続（回線接続から
回線切断まで）の時間を計測し、課金単位で計算を行
います（端数は切り上げ）。1ヶ月の料金は1ヶ月間
（料金計算期間）の接続ごとの料金を合計した値となり
ます。

例
60秒 10円の料金とすると1回の接続で90秒接
続した場合、20円となる。
90秒 = 60秒 + 30秒
20円 = 10円 + 10円
したがって、実際のプロバイダ側での計算式が異な
る場合は、料金も多少違ってくる場合があります。
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オートダイヤル

｢オートダイヤル」では、あらかじめ指定されたアクセ
スポイントにつながるまで何度でも電話をかけ直しま
す。ただし、電話回線の仕様で、1つの接続先（アクセ
スポイント）に対して、3分間に3回しかかけられま
せん（最初の電話、1回目のかけ直し、2回目のかけ直
し）。3回かけてもなお話し中であれば、次に電話をか
けるのは3分後になります。

アクセスポイントを設定する

①「インターネットアクセスマネージャ」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「インターネットアクセスマネージャ」または「スター
ト」→「プログラム」→「インターネットアクセスマ
ネージャ」→「インターネットアクセスマネージャ」）

② ｢表示｣→「オプション」をクリック。
「オプション」ウィンドウが表示されます。

「接続先・料金管理」タブのウィンドウで、使用する接
続先プロバイダにチェックマークを付けます。
ここで、「リダイヤルを行う」チェックボックスに
チェックマークがついていることを確認します。購入
時の状態ではチェックされています。

③ 確認したら「OK」をクリック。
以上で設定は完了です。回線接続を行って、話し中の
場合は自動的に電話をかけ直します。

電話をかけるタイミング

最初に電話をかけてから3分間の間は2回しかかけ
直しすることができません。
4回目は最初に電話をかけたときから3分後にかけ直
します。

回線接続実行
↓
1回目  2回目  3回目 4回目  5回目
←                 3分間 →←   3分間

話し中  話し中  話し中
←待ち時間→

3回目にかけてから「話し中」を検出して、次に電話を
かけるまでの間（待ち時間）、「接続」ダイアログボック
スが表示されます。

自動的にアクセスポイントを変更する

アクセスポイントが話し中なので、次に近いアクセス
ポイントにかけ直す、または、固定制プロバイダが話
し中なので、従量制プロバイダにかけ直す、というよ
うにアクセスポイントのかけ直しは、大変手間のかか
る作業です。これを自動的に行うには「オートダイヤ
ル」が便利です。ただし、電話回線の仕様で、1つ下の
接続先（アクセスポイント）に対して、最初に電話をか
けてから3分間に3回しかかけられません。2回かけ
てもなお話し中であれば、次に電話をかけるのは3分
後になります。

    アクセスポイントを設定する

①「インターネットアクセスマネージャ」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「インターネットアクセスマネージャ」または「スター
ト」→「プログラム」→「インターネットアクセスマ
ネージャ」→「インターネットアクセスマネージャ」）

オートパイロットと料金管理



160

② ｢表示」→「オプション」をクリック。
「オプション」ウィンドウが表示されます。

「接続先・料金管理」タブのウィンドウで、アクセスポ
イントをチェックします。
電話をかけるアクセスポイントを上から順番に並び替
えてチェックをつけてください。画面上に設定されて
いるアクセスポイントで、チェックボックスがついて
いるものを上から順番にかけていきます。

・電話をかけたくないアクセスポイントは、チェック
をはずしてください。

・順番を並び替えたい場合は、該当のアクセスポイン
トをクリックして反転表示にした後、「接続先を1つ
上の位置へ」ボタン、もしくは、「接続先を1つ下の
位置へ」ボタンを使用します。

上記の例では、「JustNet東京AP」「NIFTY-Serve」
「The Microsoft Network」「IIJ」「BIGLOBE」の順
番に電話をかけます。

「リダイヤルを行う」チェックボックスにチェックマー
クがついていることを確認します。既定値ではチェッ
クされています。

③「OK」をクリック。
以上で設定は完了です。回線接続を行って、話し中の
場合は自動的に次のアクセスポイントに電話をかけま
す。設定されているアクセスポイントがすべて話し中
の場合は、もう一度最初から順番に電話をかけ直しま
す。

電話のかけ直しについての注意

最初に電話をかけてから3分間は1つのアクセスポ
イントに2回しかかけ直すことができません。4回目
は最初に電話をかけたときから3分後にかけ直しま
す。

（例 アクセスポイントが「BIGLOBE」と「JustNet」の2つの場合）

回線接続実行
↓
BIGLOBE JustNet BIGLOBE
1回目2回目3回目 1回目2回目3回目 4回目

←　　　　　　　3分間 →←
←　→
待ち時間

1回目にかけてから「話し中」を検出して次に同じア
クセスポイントに電話をかけるまでの間（待ち時間）、
「接続」ダイアログボックスが表示されます。

URL情報の登録・整理

登録されているURLにアクセスする

本機の「インターネットエクスプローラ」には、あらか
じめ約80にジャンル分けされたURLが登録されて
おり、「インターネットアクセスマネージャ」は、起動
時にこれらの「インターネットエクスプローラ」の「お
気に入り」の内容を「URLリスト」－「インターネッ
トお気に入り」に自動的に登録します。このため、わざ
わざURLを入力しなくても、マウスをクリックする
だけでホームページにアクセスできます。

インターネット上の情報は、日々変化しているため、
目的のホームページのURLが変更されていたり、な
くなったりしている場合もあります。

ホームページを整理する

よくアクセスするホームページのアドレス（URL）を
覚えておきたい場合や、ブラウザに登録したホーム
ページを整理したい場合は、「URL情報の登録･整理」
の機能が便利です。

「インターネットアクセスマネージャ」では、タイト
ル、URL、コメントをまとめてURL情報と呼びます。
「URL情報の登録･整理」には、次のような特長があり
ます。



161

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＆
パ
ソ
コ
ン
通
信

3

オートパイロットと料金管理

・お気に入りのURLをフォルダを使って階層的に登
録･整理することができる。フォルダ名の長さは40
文字までです。

・登録するときに簡単なコメントをつけることができ
るので整理するときに便利。

・URLリストのレビューからダブルクリックで該当の
URLをWWWブラウザに表示させることができる。

・Windows 95の「エクスプローラ」と同様なウィン
ドウ画面と操作性がある。

「インターネットエクスプローラ」の「お気に入り」自
動反映

ブラウザの中にお気に入りのURLを登録、一元管理
するには、「URLリストの反映」が便利です。「URLリ
ストの反映」では、WWWブラウザの管理しているお
気に入りのURLを「インターネットアクセスマネー
ジャ」のURLリストにワンタッチで反映することが
できます。また、その逆にURLリストをフォルダごと
WWWブラウザに反映することができます。
これによって、気に入ったURLを一元管理すること
ができます。

ログファイルを見る

通信記録（ログファイル）を見る

「通信記録」では、過去にアクセスした接続開始時間、
終了時間の記録（ログ）をとってあり、一目で確認でき
ます。ただし、記録の保存期間は最長12ヶ月です。保
存期間を過ぎた記録は削除されます。

①「インターネットアクセスマネージャ」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「インターネットアクセスマネージャ」または「スター
ト」→「プログラム」→「インターネットアクセスマ
ネージャ」→「インターネットアクセスマネージャ」）

② ツリービューの「通信記録」をダブルクリック。

③「月名」をダブルクリック
選ばれた月の接続ごとの接続開始時間、終了時間が表
示されます。

記録は一番新しいものがリストビューの一番上に表示
されます。

＜ツリービュー＞

 項 表示内容�

 《日付》 接続を行った日の通信記録を、月単位（1日～末日）で表示します。 

  接続の記録を、1回の接続ごとに表示します。�

＜リストビュー＞

 項 表示内容�

 《日付》 接続を行った日付を表示します。�

 《接続》 接続した接続先名を表示します。オートパイロットを実行した 

  場合は、“オートパイロット”と表示します。�

 《開始時間》 プロバイダに接続し、ログインが完了した時間を表示します。 

  オートパイロット実行後は、“→”が表示されます。�

 《終了時間》 回線を切断した時間を表示します。接続中にオートパイロット 

  が行われた場合は、“→”が表示されます。�

 《通信時間》 《開始時間》から《終了時間》までの時間を表示します。�

  オートパイロットの場合は、オートパイロットにかかった時間を�

  
表示します。

�

 《動作》 接続の動作結果を表示します。�
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回線接続関連
＊＜＜接続＞＞がオートパイロット以外の場合

 No.  動作結果 意　味�

 1  接続開始 回線を接続したことを意味します。回線接続後にオート�

   パイロットを実行した場合にこの状態が表示されます。�

   このとき終了時間は“→”の表示になります。�

   さらに、回線接続中もこの表示になります。�

 2  正常 正常に回線接続ができていた状態から回線を切断した�

   ことを意味します。�

 3 回線使用中 回線が使用中であることを意味します。相手先が混雑�

   （ビジー）していたことを示します。�

 4  回線でエラー発生 モデムの電源が入っていないときなどに表示されます。�

   回線上で何らかの障害が発生したことを意味します。�

 5  ログイン失敗 ID/パスワードなどが誤っていてサーバにログイン�

   できなかったことを意味します。�

 6  リモートから切断 サーバ側から切断されたことを意味します。�

 7  応答なし サーバからの応答がないとき�

   （サーバが混雑しているときなど）に表示されます。�

 8  メモリ不足 メモリ不足で処理が継続できなかったことを意味します。�

 9  不明 上記以外の何らかの異常が発生したことを意味します。�

オートパイロット関連
＊＜＜接続＞＞がオートパイロットの場合

 No.  動作結果 意　味�

 1  成功 オートパイロットの実行がすべて正常に完了した�

   ことを意味します。�

 2  一部不正 巡回したURLの中で一部のデータがダウンロード�

   できなかったことを意味します。�

   複数のURLを指定した場合で、その中の1つでも�

   URLに不具合があった場合も、この表示が出ます。�

 3  中断 ユーザ操作により中断されたことを意味します。�

 4  タイムアウト 目的のサーバからの応答が一定時間なく、タイム�

   アウトしたことを意味します。�

 5  アドレス不正 存在しないアドレスを指定されたことを意味します。�

 6  コネクション失敗 Webサーバ側の理由により通信ができなかったことを�

   意味します。�

 7  更新なし 巡回したURLが現在、ハードディスク上にある�

   データから更新されていないことを意味します。�

 8  HD容量不足 インターネットアクセスマネージャのインストール先�

   ドライブの空容量が少ないため、オートパイロットを�

   
中断したことを意味します。

�

 9  読み込み不可 Webサーバの応答ステータスがエラーもしくは、�

   通信エラーのため、読み込めなかったことを意味します。�

 10  実行中 オートパイロット実行中にサーバ側から切断されるなどの�

   異常が発生して、オートパイロットを実行中にインター�

   
ネットアクセスマネージャを終了したことを意味します。�

回線接続直後にメールやニュースを読み込む

「インターネットアクセスマネージャ」が回線接続と同
時に、あらかじめ指定されたアプリケーション（イン
ターネットメールソフトやニュースリーダーなど）を
起動させることができます。いつも使用するメールや
ニュースリーダーを登録しておくと便利です。

①「インターネットアクセスマネージャ」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「インターネットアクセスマネージャ」または「スター
ト」→「プログラム」→「インターネットアクセスマ
ネージャ」→「インターネットアクセスマネージャ」）

② ｢表示｣→「オプション」をクリック。
「オプション」ウィンドウが表示されます。

③「アプリケーション」タブをクリック。
「アプリケーション」タブのウィンドウが表示されます。
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④「回線が接続されたときに起動するアプリケーション」
の欄に、起動したアプリケーションの格納場所を「参
照」を使って設定する。

⑤「OK」をクリック。
以上で設定は完了です。回線接続をしてみてください。
指定されたアプリケーションが自動的に起動します。

オートパイロットと料金管理
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音声入力での
メールの送信
〈しゃべっていい
メール〉
電子メールのやり取りが簡単にできて、

しかもしゃべったことを文字にしてくれ

ます。そのうえ、画像を送ったり、ポケベ

ルにもメッセージが送れます。

概要

「しゃべっていいメール」の2つの便利な機能につい
て説明します。

電子メール機能

「しゃべっていいメール」を使って、電子メールを送っ
たり、受けたりすることができます。
電話回線を使って、インターネットに接続することで、
簡単に誰とでもメッセージのやりとりができます。

・電子メールについて→『インターネット入門』
「PART5 電子メールしてみませんか」

接続の確認

本機と電話回線が正しく接続されていることを確認し
てください。

・電話回線との接続→『STEP1 接続と準備』PART2
「電話回線に接続する」

プロバイダとの契約

電子メールをやりとりするためには、事前にプロバイ
ダとの契約が必要です。

・プロバイダとの契約→『インターネット入門』
「PART3 BIGLOBEに入会する」

ボイスノート機能

「しゃべっていいメール」では、キーボードを使わず
に、音声で文字を入力することができます。マイクロ
ホンに向かって、声で話すだけで、それを文章に変換
してくれます。
�この音声入力機能のことを「ボイスノート機能」とい
います。ボイスノート機能を上手に使うためには、あ
なたの音声や話し方を「しゃべっていいメール」に教
えてあげる必要があります。ボイスノート機能を使う
前には、まず「入力レベル調整」と「話者学習」を行っ
てください。「入力レベル調整」と「話者学習」のやり
方は、後述の「準備」をご覧ください。

準備

ボイスノート機能を使うために

ボイスノート機能を上手にお使いいただくには、次の
手順を行ってください。

①「入力レベル調整」を行う。
入力レベル調整が正しく行われないと、うまく文章を
入力できなくなります。

②「話者学習」を行う。
話者学習をすると、認識率、変換速度が向上します。少
なくとも50単語分登録することをおすすめします。

③「音声入力の例」を実行する。
ボイスノート機能を使って文章を入力するには、単語
単位で区切って発声していただく必要があります。

例 今日/は /いい/天気/です/ね /。（まる）

音声入力の例を見るには、「スタート」→「プログラム」
→「しゃべっていいメール」→「音声入力の例」を選ん
でください。その他の例については、「しゃべっていい
メールのヘルプ」の「メールを書く」の「音声による文
章入力」を参照してください。

④「しゃべっていいメール」または「ボイスペン」を起動
して、ボイスノート機能を使って文章を入力する。
間違って変換された単語が入力されていても、あとか
ら候補のなかから選んで修正できますので、とにかく
一文を最後まで入力してください。
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⑤ 間違って変換された単語を修正する。
正しい文章に変換されたときは引き続き文章を入力し
てください。
より高速な変換を望まれる方は、「スタート」→「プロ
グラム」→「しゃべっていいメール」→「はじめにお読
みください」内容をご覧ください。
正しい文章に変換されないときは、次の手順に進んで
ください。

⑥ 間違えた単語の上にマウスカーソルを持ってきて「こ
こを変更」と発声する。
修正候補の一覧が表示されます。

ここで「再生」をクリックして、今入力した音声を聞い
てみてください。
声が小さすぎたり、大きすぎたり、または、息のかかる
声や雑音が混じっていないかどうかを確認してください。
該当する場合手順①へ戻ってください。
該当しない場合手順②へ戻ってください。

・レベルメーターが振れない場合は声が小さすぎま
す。一番上まで振り切っている場合は、声が大きすぎ
ます。再度「入力レベル調整」を行ってください。

・息のかかる音や雑音がはいる場合はマイクロホンの
扱い方に注意していただく必要があります。詳しく
は後述の「マイクロホンを取り扱うときの注意」をご覧
ください。

・周囲が少し騒がしいところでお使いになる場合は、
弊社製品「ヘッドセットマイク」（PC-9801-128）
をお買い求めください。（発売中）

・話者学習は、追加して行うことができます。100単
語、150単語、…と追加していくことによって認識
率、変換速度が向上していきます。

マイクロホンを取り扱うときの注意

ボイスノート機能を使うときのマイクロホンの扱い方
として次のことに注意してください。

・周囲の騒音のため、発声した音声が正しくひろえな
いことがありますので、できるだけ静かな環境で使
用してください。

・マイクロホンに息が吹きかかり、発声した音声がマ
イクロホンで正しくひろえないことがありますので、
マイクロホンから少し口を離す（ヘッドセットマイ
クでは2cm、その他では10㎝程度）、スポンジまた
はガーゼ等でマイクロホンを包むなど、マイクロホ
ンに直接息がかからないようにしてください。

・口とマイクロホンの距離は常に一定になるようにし
て、発声してください。また声の大きさもなるべく一
定になるように注意して発声してください。

・うまく文章入力ができていないときは、候補選択
ウィンドウを表示させて、再生を行い、発声した音声
を聞いてみてください。小さすぎて聞き取りにく
かったり、大きすぎて音声が歪んでいたりしません
か？この場合には、｢入力レベル調整｣をやり直した
後、上記のマイクロホンの扱い方に十分に注意して
発声するようにしてください。

ボイスノート機能の設定

「しゃべっていいメール」を使う前に、まずボイスノー
ト機能を使うための、次の2つの設定があります。

・｢入力レベル調整」
マイクロホンからの音声入力のレベルを適切な値に
調整します。ボイスノートを使う場合は、必ず行って
ください。

・｢話者学習」
発声する人の発声の特徴を本機に記憶させます。必
ずしも行う必要はありませんが、これを行うと、音声
の認識精度が高くなり、音声から文字への変換の正
確さが向上します。

「入力レベル調整｣

①「入力レベル調整」を起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「しゃべっていいメー
ル」→「入力レベル調整」）

②「次へ」をクリック。
マイクロホンを選ぶ画面になります。
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③ 使っているマイクロホンのタイプを選ぶ。
使っているマイクロホン名称の前のボタンをクリック
してください。チェックがつきます。

④「次へ」をクリック。

⑤ マイクロホンに向かって発声してレベルゲージが動く
ことを確認する。
レベルゲージが動くことが確認されると、「次へ」が濃
く表示されるようになります。

⑥「次へ」をクリック

⑦ BGMが聞こえることを確認する。
BGMの音が小さすぎたり大きすぎたりする場合は、
ゲージをドラッグして音量を調整してください。

⑧「次へ」をクリック。

⑨ ふかれ音を聞いてみる。
「ふかれ音あり」をクリックするとふかれ音の入った音
声が流れます。マイクロホンよりこのような音声が入
力されると正しく音声認識ができません。「ふかれ音な
し」をクリックして正しい音声と比較してみてください。

「ふかれ音」とは、マイクロホンの入り口に風があたる
ことによって発生する雑音のことです。

⑩「次へ」をクリック。

⑪ マイクロホンの扱いについての注意事項を確認する。
画面に表示されるマイクロホンの取り扱いについての
注意事項を確認してください。

⑫「次へ」をクリック。
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⑬ ふかれ音を確認する。
「開始」をクリックしてマイクロホンに向かって発声し
てください。「再生」をクリックして発声した音を聞い
てください。ふかれ音が入っていればマイクロホンの
角度を変えたりして「もう一度」をクリックして再発
声してください。ふかれ音が入らなくなったら次へ進
みます。

⑭「次へ」をクリック。

⑮ 入力レベル（マイクロホンの音量）を自動調整する。
「開始」をクリックして、文章を単語ごとに画面の反転
表示に従って発声してください。マイクロホンの音量
が自動的に調整されます。音量調整が完了すると画面
の中央に「入力レベルの調整が完了しました」のメッ
セージが表示されます。

入力レベルの調整がうまくできないときは、次のメッ
セージが表示されます。メッセージに従って、やり直
してください。

入力レベルの調整がうまくできると、次の画面になり
ます。

⑯「次へ」をクリック。

⑰「終了」をクリック。
これで、入力レベルの調整は完了です。

「話者学習」

①「スタート」→「プログラム」→「しゃべっていいメー
ル」→｢話者学習｣をクリック。
「話者学習」ウィンドウが表示されます。

②「開始」をクリック。
「話者学習1/2」ウィンドウが表示されます。

「新しい話者で学習を行います」が選ばれていることを
確認します。

③「次へ」をクリック。
「話者学習2/2」ウィンドウが表示されます。
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④「話者名」に名前を入力し、「ベースにする話者」を選ぶ。

「共通」というのは特に｢男性」「女性」という特徴を持
たないモデルタイプです。

⑤「完了」をクリック。
「学習」ウィンドウが表示されます。

⑥ ｢開始｣をクリックして、表示されている単語（1回目
は｢あおぞら｣）をマイクロホンに向かって発声する。
その単語の発声がOKであれば、次のような画面が表
示されます。

「もう一度発声することをおすすめします」のメッセー
ジが表示されたときは、「はい」ボタンをマウスでク
リック後、｢もう一度｣ボタンをマウスでクリックして、
もう一度発声を行ってください。「OK」になるまで繰
り返してください。

⑦「次の単語」をクリック。
次の単語が表示されますので、次の単語の発声を行っ
てください。以降、同様に全50単語の発声を行って
ください。

最後の単語の発声が終わると次のメッセージが表示さ
れます。�

50単語をすべて発音せずに途中で「終了」ボタンをマ
ウスでクリックして終了することもできます。その場
合は、途中までの単語の学習結果が記憶されます。

⑧「OK」をクリック。
「学習」ウィンドウが閉じます。

使い始めの頃はマイクロホンに向かって発声すること
にも不慣れであるため、使い始めの頃に｢話者学習」を
行ったときの発声が、ボイスノート機能を使い慣れて
きたときの発声と違ってきたりすることもあります。
ボイスノート機能をある程度使いこなし、マイクロホ
ンに向かって発声することにも慣れてきた時点でもう
一度｢話者学習」を行うことをおすすめします。

設定

「しゃべっていいメール」を使うために設定しておく必
要のある各項目について説明します。手順に沿って、
各設定を行ってください。

「設定」ウィンドウの表示

①「しゃべっていいメール」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット&パソコン通信」→
「しゃべっていいメール」または「スタート」→「プロ
グラム」→「しゃべっていいメール」→「しゃべってい
いメール」）
次のメッセージが表示されます。

次に起動したときに、このウィンドウが表示されない
ようにするためには、「次回の起動時からはこのメッ
セージを表示しない。」をクリックして、チェックボッ
クスにチェックを付けてください。
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②「OK」をクリック。
初めて「しゃべっていいメールを起動した場合は、次
のウィンドウが表示されます。

③「OK」をクリック。
「設定」ウィンドウが表示されます。

このウィンドウで、「しゃべっていいメール」を使うた
めの設定を行います。

2回目以降の起動時や、上記の手順で「設定」ウィンド
ウが表示されない場合は、「しゃべっていいメール」の
初期画面で「設定」ボタンをクリックします。

基本設定

基本設定では、メールの送受信に必要な設定を行います。

①「設定」ウィンドウで「基本設定」をクリック。
「基本設定－メールサーバ名－」ウィンドウが表示され
ます。

②「送信サーバ（SMTPサーバ）」、「受信サーバ（POP
サーバ）」の名称を入力する。

・「送信サーバ（SMTPサーバ）」、「受信サーバ（POP
サーバ）」の各名称はプロバイダに加入したときにプ
ロバイダから通知されます（BIGLOBEでは「イン
ターネットメールサーバ」のことです）。

・画面に入っているサーバ名は架空のものです。

・BIGLOBEの「インターネットメールサーバ」→『イ
ンターネット入門』PART3「BIGLOBEの入会手続
きを行う」

③「次へ」をクリック。
「基本設定－メールアドレス－」ウィンドウが表示され
ます。

④ 自分のメールアドレスを入力する。

・「メールアドレス」はプロバイダに加入したときの申
請により、プロバイダより与えられます（BIGLOBE
では「電子メールアドレス」のことです）。

・画面に入っているアドレスは架空のものです。
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・BIGLOBE の「電子メールアドレス」→『インター
ネット入門』PART3「BIGLOBEの入会手続きを行
う」

⑤「次へ」をクリック。
「基本設定－メールアカウント－」ウィンドウが表示さ
れます。

⑥「メールアカウント」と「メールパスワード」を入力す
る。

・「メールアカウント」と「メールパスワード」はプロ
バイダに加入したときの申請により、プロバイダよ
り与えられます。

・画面に入っているメールアカウントは架空のもので
す。

・BIGLOBE の「メールアカウント」と「メールパス
ワード」→『インターネット入門』P A R T 3
「BIGLOBEの入会手続きを行う」

⑦「次へ」をクリック。
「基本設定－名前－」ウィンドウが表示されます。

⑧ 自分の名前を入力する。

⑨「次へ」をクリック。
「基本設定－自動受信－」ウィンドウが表示されます。

「メールの自動受信」の設定を行います。「自動受信」に
設定すると、「しゃべっていいメール」を起動している
ときに、一定の時間の間隔で自動的に新しいメールが
届いていないかを調べ、届いていれば受信します。

「自動受信」にした場合は「受信する間隔」を数字で入
力します。単位は「分」です。最大120分まで設定で
きます。通常、15分以上に設定してください。

「自動受信しない」にした場合、新しいメールを受信す
るためには、「しゃべっていいメール」の「メールを受
け取る」をクリックします。

⑩「次へ」をクリック。
「基本設定－サーバのメール－」ウィンドウが表示され
ます。

サーバからメールを受信したときに、サーバのメール
を削除するかどうかを設定します。
「削除する」に設定すると、メールの受信と同時にプロ
バイダのサーバにあるメールを削除します。
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「削除しない」にすると、メールを受信してもサーバの
メールは削除されません。複数のパソコンで同じメー
ルを受信する必要がある場合は、「削除しない」を選ん
でください。通常は「削除する」を選んでください。

⑪「次へ」をクリック。
「基本設定－自動登録－」ウィンドウが表示されます。

サーバからメールを受信したときに、受信したメール
にあるアドレスをアドレス帳に自動登録するかどうか
を設定します。

購入時では「差出人（From）」にチェックがついてい
ます。この設定では、受信したメールの「差出人
（From）」のメールアドレスが自動的に「しゃべってい
いメール」の「アドレス帳」に登録されます。

「宛先（To）と写し（CC）」にチェックをつけると、受
信したメールの「宛先（To）」と「写し（CC）」のメール
アドレスが自動的に「しゃべっていいメール」の「アド
レス帳」に登録されます。

⑫「次へ」をクリック。
「基本設定－自動切断－」ウィンドウが表示されます。

メールを送信したり、受信したりした後で、ダイヤル
アップ接続を切断するかどうかを設定します。「自動切
断する」に設定すると、メールの送受信の後で、自動的
にサーバとの接続を切断します。

「自動切断しない」に設定すると、メールの送受信の後
でも、ダイヤルアップ接続は切れません（インター
ネットに接続したままの状態）。

インターネットの接続料金を節約するためには、「自動
切断する」に設定してください。

⑬「OK」をクリック。
「設定」ウィンドウに戻ります。

これで基本設定は完了です。
引き続き、オプション設定を行います。

オプション設定

①「設定」ウィンドウで「オプション設定」をクリック。
「オプション設定－返信メール－」ウィンドウが表示さ
れます。

返信メールの引用文字を設定します。メールの返事を
書くときに、相手からきた元のメールの各行の先頭に、
ここで設定した記号が入ります。元のメールを引用し
て返事を書く場合、元のメールの部分（各行の先頭に、
ここで設定した記号が入っている）と返事の部分の区
別がすぐにつくようになります。引用記号のところに
任意の記号を入れることができます。

②「次へ」をクリック。
「オプション設定－署名－」ウィンドウが表示されます。

「付ける」に設定すると、メールを書くときに、メール
の文章にいつも署名が入るようになります。「付ける」
に設定する場合は、「次へ」をクリックする前に、「編
集」をクリックして、「署名の作成」ウィンドウで署名
を作成してください。



172

ここでは、「付けない」のままにしておきます。この後
の「メールを書いて送る」で実際にメールを書く練習
をしてから、ここの設定を「付けない」から「付ける」
に変更して、署名を作成することをおすすめします。
したがって、署名の作り方の説明はここでは省きます。

③「次へ」をクリック。
「オプション設定－送信控えメールボックス－」ウィン
ドウが表示されます。

送信したメールを送信控えメールボックスに保管する
かどうかを設定します。

「保管する」に設定すると、送信したメールはすべて
「送信控え」というメールボックスに保管されます
（メールボックスとは、メールを入れておく箱と考えて
ください）。つまり、メールを送信する前にメールのコ
ピーをとって「送信控え」という名前のついたメール
用の箱に入れておくということになります。

「保管しない」にすると、メールはどこにも保管されま
せん。送信したメールの内容を後で確認したくなるこ
ともありますので、ここでは「保管する」に設定するこ
とをおすすめします。

④「次へ」をクリック。
「オプション設定－ごみ箱メールボックス－」ウィンド
ウが表示されます。

削除したメールをごみ箱メールボックスに保管するか
どうかを設定します。

「保管する」に設定すると各メールボックスからメール
を削除したときに、削除したメールは、いったん、ごみ
箱メールボックスに入ります。誤ってメールを削除し
た場合でも、すぐにごみ箱メールボックスから持って
くることができます。誤ってメールを削除したときの
ことを考えて、ここでは「保管する」に設定することを
おすすめします、ごみ箱に入ったメールは「ごみ箱を
空にする」を指定すると完全に削除されます。

⑤「次へ」をクリック。
「オプション設定－送信モード－」ウィンドウが表示さ
れます。

送信するメールの形式を設定します。
「HTML」に設定すると、HTML形式（ホームページの
ように背景に色を付けたり、文字の大きさを変えられ
る形式）とテキスト形式（絵などが含まれない、文字だ
けの形式）で送信します。
また、「HTML」では、次のどちらかの形式かを設定し
ます。

・「しゃべっていいメール(Ver 2.0)形式」
しゃべっていいメール(Ver 2.0)のHTML形式で送
信します。送信する相手が「しゃべっていいメール
(Ver 2.0)」か「Outlook Express」など、HTML形
式のメールを受け取ることができる電子メールソフ
トを使用している場合は、こちらに設定します。

・「しゃべっていいメール(Ver 1.0)形式」
しゃべっていいメールVer 1.0互換のHTML形式
で送信します。送信する相手が「しゃべっていいメー
ル(Ver 1.0)」を使用している場合は、こちらに設定
します。

「TEXT」に設定すると、MIME準拠の text/plain形
式でテキストファイルのみを送信します。送信する相
手がHTML形式のメールを受け取ることができない
場合に設定します。なお、画像が貼り付けられていた
り、文字に文字飾りや色の設定がある場合は、無視さ
れます。



173

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＆
パ
ソ
コ
ン
通
信

3

音声入力でのメールの送信

⑥「OK」をクリック。
「設定」ウィンドウに戻ります。

これでオプション設定は完了です。
引き続き、音声設定を行います。

音声設定

①「設定」ウィンドウで「音声設定」をクリック。
「音声設定－音声コマンド－」ウィンドウが表示されま
す。

「メールの作成」ウィンドウに音声コマンドの一覧を表
示するかどうかを設定します。

②「次へ」をクリック。
「音声設定－話者学習－」ウィンドウが表示されます。

「話者学習」を設定していない場合は、ここで「話者学
習」をクリックして、設定を行ってください。手順につ
いては、前述の「準備」をご覧ください。
ここでは、既に「話者学習」を行っていることにして、
次の手順に進みます。

③「OK」をクリック。
「設定」ウィンドウに戻ります。

これで音声設定は完了です。

設定の終了

①「設定」ウィンドウで「OK」をクリック。
これで「設定」は終了です。
なお、各設定は、「しゃべっていいメール」の「設定」を
クリックすることで、いつでも変更できます。

各設定の最後に「OK」をクリックしないと、それまで
に設定した内容がすべて破棄されます。最後には必ず
「OK」をクリックしてください。

メールを読む

「しゃべっていいメール」の「受信箱」メールボックス
には、あらかじめ2件のメールが入っています。これ
を読んでみましょう。

①「しゃべっていいメール」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット&パソコン通信」→
「しゃべっていいメール」または「スタート」→「プロ
グラム」→｢しゃべっていいメール｣→｢しゃべってい
いメール｣）
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②「メール一覧を見る」をクリック。
「メール一覧」ウィンドウが表示されます。

③ 読みたいメールの「メール番号」をクリック。
（例 「0002」の「はじめてのメール」を選ぶ）
選ばれたメールの「メール番号」の部分が反転表示に
なります。

④「メールを読む」をクリック。
メールが表示されます。

⑤「メール読み上げ」をクリック。
メールの文章が読み上げられます。

⑥「戻る」をクリック。
「メール一覧」ウィンドウへ戻ります。

メールを書いて送る

「メールを読む」で見た「はじめてのメール」と同じよ
うな内容のメールを実際に書いて送信してみましょ
う。これは練習ですので、ここで書いたメールは自分
のメールアドレスに送信してみます。ここでの操作を
行なう前に、アドレス帳に自分のメールアドレスを登
録しておきます。

実際のメールのやり取りには、プロバイダと接続され
ていることが前提となります。

アドレス帳にメールアドレスを登録する

「しゃべっていいメール」では、送信先のメールやアド
レスをアドレス帳から選んでメール送信を行います。
メールのやりとりを行う相手のメールアドレスはアド
レス帳に登録しておきましょう。ここでは、アドレス
帳へのメールアドレスの登録方法を説明します。

①「しゃべっていいメール」の初期画面で、「アドレス帳
を開く」をクリック。
「アドレス帳」ウィンドウが表示されます。

②「新規登録」をクリック。
「新規登録」ウィンドウが表示されます。
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③「名前」と「メールアドレス」を入力する。

「しゃべっていいメール」では、ポケットベルにメッ
セージを送ることができます。ポケットベルにメッ
セージを送る場合は、ここで「ポケベル番号」、「パス
ワード」、「機種」を入力しておいてください。

④「OK」をクリック。
「アドレス帳」にメールアドレスが登録されます。

⑤「OK」をクリック。

メールを書いて送る

では、実際に「練習のメール」を書いてみます。

① ｢しゃべっていいメール｣の初期画面で、「メールを書
く」をクリック。
「メールの作成」ウィンドウが表示されます。

②「題目」に入力してから本文を入力する。

③ 入力が終了したら （作成終了）をクリック。
「宛先指定」ウィンドウが表示されます。

④「メールアドレスリスト」から送信先の名前をクリック
して、「宛先に追加」をクリック。
「宛先リスト」に相手の名前と、メールアドレスが表示
されます。

⑤「送る」をクリック。
接続が始まります。表示される指示に従って、接続操
作をしてください。

送信が完了すると次のウィンドウが表示されます。

⑥「OK」をクリック。
「しゃべっていいメール」の初期画面に戻ります。
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メールを受け取る

自分宛に送信したメールを受け取ってみましょう。

①「しゃべっていいメール」の初期画面で、「メールを受
け取る」をクリック。
接続が始まり、しばらくして次のウィンドウが表示さ
れます。

②「OK」をクリック。
次のウィンドウが表示されます。

③「はい」をクリック。
「メールの選択」ウィンドウが表示されます。
自分宛に送信した「練習のメール」が表示されています。

この後の、メールの読み方については、前述の「メール
を読む」をご覧ください。

ボイスノート機能を使ってメールを書く

「練習のメール」をボイスノート機能を利用して作成し
てみます。

①「しゃべっていいメール」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット&パソコン通信」→
「しゃべっていいメール」または「スタート」→「プロ
グラム」→｢しゃべっていいメール｣→｢しゃべってい
いメール｣）

②「メールを書く」とマイクロホンに向かって区切らずに
発声する。
「メールの作成」ウィンドウが表示されます。

ボタンの絵の下に「音符」が書いてあるボタンは音声
コマンドで操作することができます。「音符」に続く語
句を発声すれば、そのボタンをクリックしたのと同じ
動作をします。音声コマンドは複数音節の語句でも区
切らずに発声してください。うまく行かないときは、
「スタート」→「プログラム」→「しゃべっていいメー
ル」→「音声入力の例」を参考にして練習してください。
文章はボイスノート機能を使って書いていきます。

③「入力開始」とマイクロホンに向かって区切らずに発声
する。

（入力開始）が （入力終了）に変わります。

④「練習のメール」と発声する。
「れんしゅう」「の」「メール」と単語に区切って発声し
ます。発声した文章が入力されますが、そのまま正確
に入力されない場合が多いでしょう。

例えば次のように入力されたとします。
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◎修正方法

誤っている単語の前にカーソルを移動し、「ここを変
更」と発声、または、マウスをダブルクリックします。
候補の画面に該当する単語があれば、その単語の番号
をマイクロホンに向かって発声します。または、その
単語にカーソルを当てて、クリックします。

⑤「本文へ切り替え」と発声する。
本文の入力ができるようになります。

⑥ 同様に本文を発声しながら、入力する。

・単語は一つずつ区切るようにマイクロホンに向かっ
て発声してください。

・「、」は「てん」、「。」は「まる」と発声してください。1
文字分の空白を入れるには｢ここにスペース｣、改行
するには「ここで改行」と区切らずに発声してください。

⑦ 文章を入力できたら、「入力終了」とマイクロホンに向
かって区切らずに発声する。

（入力開始）が （入力終了）になり、ボイス
ノート機能を終了します。

メールを書くときに使用できる
音声コマンド一覧　　　　

作成終了 さくせいしゅうりょう
音声入力開始 にゅうりょくかいし
音声入力終了 にゅうりょくしゅうりょう
フォント変更 ふぉんとへんこう
元に戻す もとにもどす
切り取り ここをきりとり
コピー ここをこぴー
貼り付け ここにはりつけ
すべて選択 すべてせんたく
挿絵挿入 さしえそうにゅう
ビデオ入力 びでおにゅうりょく
リンク設定 りんくせってい
ヘルプ へるぷひょうじ

カーソル位置を題目へ切り替え だいもくえ
きりかえ

カーソル位置を本文へ切り替え ほんぶんえ
きりかえ

改行 ここでかいぎょう
スペース入力 ここにすぺーす
候補選択ウィンドウ表示 ここをへんこう

カーソルの後ろの文字を削除 ここをさくじょ
カーソルの前の文字を削除 まえをさくじょ
カーソル位置を上へ移動 うええいどう
カーソル位置を下へ移動 したえいどう
カーソル位置を右へ移動 みぎえいどう
カーソル位置を左へ移動 ひだりえいどう

選択されている候補を削除 ここをさくじょ
候補選択ウィンドウを閉じる こうほをとじる

次のページの候補 つぎのぺーじ
前のページの候補 まえのぺーじ

1番 いちばん
2番 にばん
3番 さんばん
4番 よんばん
5番 ごばん
6番 ろくばん
7番 ななばん
8番 はちばん
9番 きゅうばん
0番 ぜろばん

候補リスト内を上へ移動 うえ
候補リスト内を下へ移動 した

削除 さくじょ
最初 さいしょ
最後 さいご
確定 かくてい
再生 さいせい
再発声 さいはっせい
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画像のメールを送る

「しゃべっていいメール」では、写真や絵などの画像を
メールで送ることができます。

画像をメールに貼り付ける

画像をメールに貼り付けて、送ってみましょう。

①「しゃべっていいメール」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「しゃべっていいメール」または「スタート」→「プロ
グラム」→「しゃべっていいメール」→「しゃべってい
いメール」）

②「メールを書く」をクリック。
「メールの作成」ウィンドウが表示されます。

③「題目」にメールのタイトル（例：画像を送ります）を
入力する。

④ 本文を入力する。

⑤ （挿絵挿入）をクリック。
「挿絵挿入」ウィンドウが表示されます。

⑥ 画像の入っているフォルダを選ぶ。
（例：「動物」を選ぶ）
フォルダの中の画像の一覧が表示されます。

⑦ メールに貼り付ける画像を選ぶ。
選んだ画像が太い枠で囲まれます。



179

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＆
パ
ソ
コ
ン
通
信

3

音声入力でのメールの送信

⑧「OK」をクリック。
選んだ画像が「メールの作成」ウィンドウに表示され
ます。

この後の、メールの送り方については、前述の「メール
を書いて送る」をご覧ください。

ビデオカメラから写真を撮る

ビデオカメラで写真（静止画像）を撮ることができま
す。

・写真（静止画像）を撮るには、別売のUSB対応デジ
タルビデオカメラ（PK-MC202）または、Video
for Windows準拠のビデオキャプチャーボードとビ
デオカメラが必要です。

・あらかじめビデオ機器とパソコンを接続してくださ
い。

①「しゃべっていいメール」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「しゃべっていいメール」または「スタート」→「プロ
グラム」→「しゃべっていいメール」→「しゃべってい
いメール」）

②「メールを書く」をクリック。
「メールの作成」ウィンドウが表示されます。

③「題目」にメールのタイトル（例：画像を送ります）を
入力する。

④ 本文を入力する。

⑤ （ビデオ入力）をクリック。
「ビデオ入力」ウィンドウが表示されます。
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⑥ フレーム（イラストなどがついた枠）を変更するには、
「選択」をクリック。

「選択（フレーム選択）」ウィンドウが表示されます。

4種類のフォルダがあります。ここでは「スペシャル」
を選びます。

⑦「スペシャル」をクリック。
「スペシャル」にあるフレームの一覧が表示されます。

⑧ 使いたいフレームをクリック。
選ばれたフレームの周りが黒く囲まれます。

⑨「OK」をクリック。
選んだフレームの中に、カメラでの映像が表示されて
います。

フレームをつけたくない場合は、 「フレーム」をク
リックします。
フレームなしの画像になります。

⑩ 取り込みたい画像が決まったら、「静止画」をクリッ
ク。
次のウィンドウが表示されます。

⑪「OK」をクリック。
画像が「メールの作成」ウィンドウに表示されます。

この後の、メールの送り方については、前述の「メール
を書いて送る」をご覧ください。
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ビデオ画像を取り込む

メールにビデオ画像を入れてみましょう。

・ビデオ画像の取り込みには、別売のUSB対応デジタ
ルビデオカメラ（PK-MC202）または、Video for
Windows準拠のビデオキャプチャーボードとビデ
オカメラが必要です。

・ビデオ画像のデータ量は大きくなるので、動画の時
間は短くすることをおすすめします。

・あらかじめビデオ機器とパソコンを接続してくださ
い。

①「しゃべっていいメール」の初期画面で「メールを書
く」をクリックして、「メールの作成」ウィンドウで
「題目」「本文」を入力する。

② 文章中のビデオを挿入したい所にカーソルを持ってく
る。

③ （ビデオ入力）をクリック。

ビデオ入力の準備に時間がかかる場合があります。

しばらくすると次の画面になります。

④ 接続したカメラを映像が出力される状態にする。

⑤「動画」をクリック。
取り込みを開始します。

取り込みは自動的に終了し、「MPEG圧縮中」の表示
が出ます。
パラメータが100％になるまでお待ちください。

マウスをクリックするか、【Esc】を押すと、途中で取
り込みを終了することができます。

⑥「動画の確認」が表示されたら、「OK」をクリック。
ビデオ画像がメールに添付されます。

ポケットベルへ送信する

ポケットベル（以降、ポケベル）にメッセージを送信し
てみましょう。

・メッセージ送信が可能なポケベルは、N T T
DoCoMoインフォネクスト漢字表示に対応した下
記の4機種です（1998年5月現在）。

機種名：インフォネクストA55、B55、D11、D15

・送信にはポケベルが契約しているNTT DoCoMo営
業所の情報が必要です。
1998年5月現在対応しているのは、以下の9営業
所です。

NTT DoCoMo(関東，甲信越)、NTT DoCoMo東
海、NTT DoCoMo北陸、NTT DoCoMo関西、NTT
DoCoMo 中国、NTT  DoCoMo 四国、NTT
DoCoMo 九州、NTT  DoCoMo 東北、NTT
DoCoMo北海道

・送信できるメッセージの最大文字数は 50 文字
（100バイト）です。
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① しゃべっていいメールの初期画面で「ポケベルにメッ
セージを送る」をクリック。
しばらくすると、次のウィンドウが表示されます。

② メッセージを入力し、「作成終了」をクリック。
次のウィンドウが表示されます。

③ 宛先を指定し、「送る」をクリック。
作成したメッセージが送信されます。

ボイスペンを使う

「ボイスペン」は、ボイスノート機能を使って短い文章
を作成してアプリケーションに貼り付けるソフトウェ
アです。「ボイスペン」を使えば、メモ帳、ワープロな
どのアプリケーションにボイスノート機能を使って文
章を入力することができます（一部、入力できないア
プリケーションもあります）。�

「しゃべっていいメール」でボイスノート機能を使って
文章を入力する場合は、「ボイスペン」をタスクバーか
らはずしておいてください。はずしかたについては後
述の「ボイスペンをタスクバーからはずす」をご覧く
ださい。

ボイスペンを使えるようにする

①「スタート」→「プログラム」→「しゃべっていいメー
ル」→「ボイスペン」をクリック。
「ようこそ!」ウィンドウが表示されます。

�

②「次を表示」をクリックして、次の説明を表示する。
「次を表示」を何度かクリックすると、はじめの説明に
戻ります。ここには「ボイスペン」の使い方を簡単に説
明していますので、よく読んでおいてください。�

③ 説明をひと通り読み終わったら「閉じる」をクリック。
タスクバーの右隅にボイスペンが登録され、「ボイスペ
ン」のアイコンが表示されます。

これで「ボイスペン」が使える状態になりました。

ボイスペンを使って文章を入力する

ここでは例として「メモ帳」に文章を入力してみま
しょう。

①「メモ帳」を起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「メ
モ帳」）

②「入力開始」とマイクロホンに向かって区切らずに発声
する。
「メモ帳」の画面の下に横長の文字入力域が出てきま
す。これが「ボイスペン」の画面です。
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音声入力でのメールの送信

③「メモ帳」に入力する文章をマイクロホンに向かって発声
する。
「ボイスペン」で一度に入力できる文章は、「ボイスペ
ン」の文字入力域のサイズです。「ボイスペン」の文字
入力域のサイズ以内の文章を入力してアプリケーショ
ンに貼り付け、という操作を繰り返して長い文章を作
成することになります。

「ボイスペン」の左端または右端をマウスで左右にド
ラッグすると、文字入力域のサイズを変更できます。�

④ 誤って入った単語を直す。
誤っている単語の前にカーソルを移動し、「候補の表
示」と発声、または、マウスをダブルクリックします。
候補の画面に該当する単語があれば、その単語の番号
をマイクロホンに向かって発声します。または、その
単語にカーソルを当ててクリックします。

⑤ 単語を修正して正しい文章になったら、「これで確定」
とマイクロホンに向かって区切らずに発声する。
「ボイスペン」で入力した文章が「メモ帳」に貼り付け
られます。

�

「ボイスペン」で入力した文章が「メモ帳」に貼り付け
られると、「ボイスペン」の文章入力域が空になります。

⑥ 手順③～⑤を繰り返して、次々と文章を入力する。

⑦ 文章の入力が終わったら、「入力終了」とマイクロホン
に向かって区切らずに発声する。
これで「ボイスペン」での文章入力は終了です。

�ボイスペンをタスクバーからはずす

ボイスペンをタスクバーからはずすとボイスペンが使
えなくなります。
ボイスペンをタスクバーからはずす方法は次の通りで
す。

① タスクバーの右隅にある「ボイスペン」のアイコンを
クリックしてメニューを表示させる。

②「終了」をクリック。

ボイスペンを使うときの注意

ボイスペンの音声入力バー（横長の文字入力域）に音
声で文章を入力して「これで確定」または「これではり
つけ」と発声しても、目的のアプリケーションに文章
が入力できない場合があります。
このような場合は、次の操作を行ってください。

① いったん、ボイスペンをタスクバーからはずす。
目的のアプリケーションは起動したままでOKです。

② もう一度ボイスペンをタスクバーに格納し直す。�

③ 目的のアプリケーションの、文章を入力したい箇所を
クリックする。

④「ニュウリョクカイシ」または「ニュウリョクスター
ト」と発声する。
目的のアプリケーションの下の方に音声入力バー（横
長の文字入力域）が表示されますので、文章の入力を
始めてください。
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ホームページを
作成する　　　
〈FrontPage Express〉
自分のホームページを作成して、イン

ターネットに公開することが簡単にでき

ます。世界に向けて、情報を発信してみ

ましょう。

概要

インターネットを見ていると、楽しそうなホームペー
ジがたくさんあります。自分のホームページを作って
みたいと思っている人も多いでしょう。FrontPage
Expressを使えばホームページが簡単に作成できま
す。また、インターネットに接続するときに利用して
いるプロバイダが、個人のホームページ用にサーバー
の一部を無料で貸してくれることもあります。このよ
うなサービスを利用すれば、気軽にホームページを持
つことができます。

ホームページの作成の流れは大まかにいえば、次のよ
うになります。

　ホームページで使用する画像を準備する。

　　↓

　「FrontPage Express」を起動する。

　　↓

　文章を入力し、画像を「FrontPage Express」に取り込む。

　　↓

　レイアウトを決める。

　　↓

　リンクを張る（→「リンクを張る」参照）。

　　↓

　ホームページを公開する（→「ホームページを公開する」）

ホームページの作成

ここでは、例として「クリオ」という名前の愛犬のホー
ムページを作ってみましょう。

準備

まず、必要なものを準備します。クリオの写真はデジ
タルカメラで撮影して、画像データにしておきます。
また、ホームページを飾る背景も画像データとして用
意します。背景のような画像データは、もちろん自分
で作成できますが、雑誌や本の付録などにある「素材
集」を利用することもできます。

画像データの形式にはいろいろありますが、ホーム
ページでは容量が小さい「JPEG」あるいは「GIF」形
式のデータが適しています。

クリオのファイル

　

背景のファイル

　

この2つのファイルを、材料をまとめておくフォルダ
を作成して、そこにまとめておきましょう（例：デスク
トップ上に「ホームページ」というフォルダを作成）。
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ホームページを作成する

作成手順

「FrontPage Express」を使って、ホームページを作
成してみます。画像データなどの材料はデスクトップ
の「ホームページ」というフォルダにまとめてあると
します。また、最後は作成したホームページを、同じ
フォルダに保存しておきましょう。ここでの作成例は、
非常に簡単なものですが、基本的には同じ方法で、い
くらでも凝ったホームページを作成できます。

①「FrontPage Express」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「Frontpage Express ホームページ作成」または「ス
タート」→「プログラム」→「Internet Explorer」→
「FrontPage Express」）
「Frontpage Express」の初期画面が表示されます。

② 見出しの文を入力する。
（例：「クリオのホームページ」と入力）

③ 文字のサイズを大きくする。
「標準」の欄の右にある「▼」をクリックしてプルダウ
ンメニューを表示して選びます。
（例：「見出し1」をクリック）

④ 文字を中央に揃える。
ウィンドウ右上の「中央に配置」アイコン をクリッ
クして「Enter」キーを押します。

⑤「挿入」→「画像」をクリック。
「画像」ウィンドウが表示されます。

⑥「参照」をクリックして「ホームページ」のフォルダを
開く。
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⑦「クリオ」のファイルを開く。
「クリオ」の画像が取り込まれます。

⑧「書式」→「背景」をクリック。
「ページのプロパティ」ウィンドウが表示されます。

⑨「背景」タブの左上の「背景の画像」にチェックマーク
を付ける。

⑩「背景」タブの「参照」をクリック。
「背景画像の選択」ウィンドウが表示されます。

⑪「参照」をクリックして「ホームページ」フォルダを表
示する。

⑫「背景」ファイルを開く。
「ページのプロパティ」ウィンドウに戻ります。

⑬「OK」をクリック。
「背景」が取り込まれ、「クリオのホームページ」が完成
しました。

⑭「ファイル」→「名前を付けて保存」をクリック。
「名前を付けて保存」ウィンドウが表示されます。

⑮「ファイルとして保存」をクリックして、「ホームペー
ジ」のフォルダを表示する。
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⑯ ファイルの名前を入力する。
（例：「クリオ」という名前を付ける）

⑰「保存」をクリック。
これで「ホームページ」フォルダに保存できました。
「画像をファイルに保存」のメッセージが表示されたら
「はい」を選択してください。

リンクを張る

ホームページで、ディスプレイに一度に表示できるス
ペースは限られています。そこで、ホームページには
タイトルだけを表示して、その内容は別の場所に作っ
ておいて、タイトルをクリックすればすぐにそのペー
ジが表示できるような仕組みを利用します。これをリ
ンクと呼び、リンクの仕組みを使うことを「リンクを
張る」などと表現します。インターネット上のホーム
ページであれば、どこでもリンクを張ることができま
すが、ここでは「クリオのプロフィール」というリンク
を作って、「クリオのホームページ」からリンクさせて
みましょう。

準備

「クリオのプロフィール」というリンクを張るホーム
ページで使う画像ファイル（「写真 .gif」）を「ホーム
ページ」フォルダ（材料などをまとめておくために、便
宜的にデスクトップ上に作成したフォルダ）に入れて
おきます。

作成手順

先ほど、作成した「クリオ」というホームページを開
き、そこから他のホームページにリンクを張ってみま
す。

①「FrontPage Express」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「Frontpage Express ホームページ作成」または「ス
タート」→「プログラム」→「Internet Explorer」→
「FrontPage Express」）
「Frontpage Express」の初期画面が表示されます。

②「ファイル」→「開く」をクリック。
「ファイルを開く」ウィンドウが表示されます。

③「参照」をクリックして、「ホームページ」フォルダを表
示する。

④「クリオ」を開く。
「クリオ」のホームページが表示されます。

ホームページを作成する
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⑤ カーソルを、リンク先のタイトルを入力する場所に移
動する。
（例：写真の下に作成する。）

⑥「編集」→「ハイパーリンク」をクリック。
「ハイパーリンクの作成」ウィンドウが表示されます。

⑦「新しいページ」タブをクリック。

⑧「ページタイトル」と「ページURL」を入力する。
（例：「ページタイトル」は「クリオのプロフィール」、
「ページURL」は「profile.htm」）

「ページタイトル」は実際にホームページの上部に表示
されるタイトルです。「ページURL」とは、ホームペー
ジの住所（アドレス）に相当するものです。

⑨「OK」をクリック。
「新しいページ」ウィンドウが表示されます。

⑩「標準ページ」を選んで、「OK」をクリック。
リンクページを作成する画面が表示されます。

⑪ リンク先のホームページを作成する。
（→「ホームページの作成」参照）

⑫「ファイル」→「名前を付けて保存」をクリック。
「名前を付けて保存」ウィンドウが表示されます。

⑬「ファイルとして保存」をクリック。
「ファイルとして保存」ウィンドウが表示されます。

⑭ ファイル名を入力する。
（手順⑧と同じ「Profile.htm」を入力）
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ここで入力するファイル名を、手順⑧と同じファイル
名（Profile.htm）にしないと、リンクされません。

⑮「保存」をクリックして「クリオのプロフィール」を閉
じます。

⑯ リンクを張ったファイルを保存する。
（→「ホームページの作成」参照）
（例：「クリオ（リンク付き）」として保存）
「クリオ（リンク付き）」という名前で保存されます。

リンクの確認

リンクを張ったホームページで、実際にリンク機能が
働くかどうかを確認しましょう。

①「ホームページ」フォルダを開く。

②「クリオ（リンク付き）」をダブルクリック。
「クリオ（リンク付き）」のホームページがブラウザソ
フトで表示されます。

③「クリオのプロフィール」をポイントする。
カーソルが指の形に変わることを確認します。

④「クリオのプロフィール」をクリック。
リンク先のページが表示されることを確認します。

ホームページを作成する
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 ホームページを公開する

ホームページが完成したら、今度はそれをインター
ネットに公開してみましょう。公開することによって、
世界中の人々に自分のホームページを見てもらえるこ
とができるのです。ホームページを公開するには、プ
ロバイダからそのスペースを借りる方法が一般的で
す。たとえば「容量が5Mバイトまでは無料」などとい
うサービスを行っているプロバイダもあります。この
ようなサービスを上手に利用すれば経済的です。

ダイヤルアップIP接続（インターネットに必要なとき
だけ、電話回線あるいはISDN回線を利用して接続す
ること）の場合は、インターネットにあらかじめ接続
した状態でこの作業を行ってください。

①「FrontPage Express」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「Frontpage Express ホームページ作成」または「ス
タート」→「プログラム」→「Internet Explorer」→
「FrontPage Express」）
「Frontpage Express」の初期画面が表示されます。

②「ファイル」→「開く」をクリック。
「ファイルを開く」ウィンドウが表示されます。

③「参照」をクリックして、「ホームページ」フォルダを表
示する。

④「クリオ（リンク付き）」を開く。
「クリオ（リンク付き）」のホームページが表示されま
す。

⑤「ファイル」→「名前を付けて保存」をクリック。
「名前を付けて保存」ウィンドウが表示されます。

⑥「ページの場所」に必要なURLを入力して「OK」をク
リック。
指定された場所（Webサイト）に転送されます。

Webサイトについての不明点は、プロバイダに確認し
てください。
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パソコン通信
本機で「PC-VAN」、「AOL」、「NIFTY

SERVE」に接続するための設定方法に

ついて説明します。

概要

パソコン通信とは、電話回線を通して、他のパソコン
と情報をやりとりすることです。「P C - V A N 」、
「AOL」、「NIFTY SERVE」は、いずれもパソコン通信
サービスで、電子メールやオンラインショッピング、
仕事や趣味の共通の話題について話し合える「フォー
ラム」などのサービスを提供しています。本機には、そ
れぞれのパソコン通信サービス専用の接続ソフトが添
付されていますので、簡単にサービスを利用すること
ができます。

パソコン通信を利用する前に

パソコン通信をする前に、本機のFAXモデムボード
と電話回線が正しく接続されていることを必ず確認し
てください。

・電話回線との接続→『STEP1接続と準備』PART2
「電話回線に接続する」

PC-VANを利用する

「BIGLOBE」のパソコン通信サービス「PC-VAN」の
サービスを利用する場合は、「PC-VANナビゲータ」
を使います。「PC-VANナビゲータ」は「BIGLOBE
Walker」から起動します。

BIGLOBE Walkerについて

「BIGLOBE Walker」は、インターネットに接続した
り、電子メールをやりとりするためのソフトウェアで
す。インターネットや電子メールに必要な情報も
BIGLOBE Walkerで管理するので、簡単に情報を整
理することができます。

入会手続き（サインアップ）

「BIGLOBE Walker」を利用するには、まず最初に入
会手続きをして、「BIGLOBE」の会員になる必要があ
ります。
「BIGLOBEサインアップナビ」というソフトを使っ
て、「BIGLOBE」に入会できます。

・「BIGLOBEサインアップナビ」を使った入会方法→
『インターネット入門』PART3「BIGLOBEに入会
する」

はじめてBIGLOBE Walkerを起動する

はじめてBIGLOBE Walkerを起動する場合は、次の
手順で操作してください。

① BIGLOBE Walkerを起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット&パソコン通信」→
「BIGLOBE Walker」または、「スタート」→「プログ
ラム」→「BIGLOBEツール」→「BIGLOBE Walker」
→「BIGLOBE Walker」）
「ユーザ ID」のウインドウが表示されます。

・「自動サインアップ」のウインドウが表示された場
合、「BIGLOBE」の会員の方（すでに「BIGLOBE」の
ユーザIDを持っている方）は、「いいえ」をクリック
してください。

まだ、「BIGLOBE」に入会していない方は、「はい」を
クリックして、BIGLOBEサインアップナビでサイ
ンアップを行ってください。詳しくは『インターネッ
ト入門』をご覧ください。サインアップ後、再び、手
順①から行ってください。

・「BIGLOBEサインアップナビ」を使ってサインアッ
プした場合は、既に「名前」と「ユーザID」が設定さ
れています。ここでは、サインアップしていない場合
を説明しています。

ホームページを作成する/パソコン通信
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②「ユーザ ID」のウインドウで「追加」をクリック。
「ユーザ IDの設定」ウインドウが表示されます。

③「名前」「ユーザID」と「パスワード」を入力して「OK」
をクリック。
「ユーザ ID」のウインドウに戻ります。

④ 設定した名前が表示されていることを確認して「OK」
をクリック。
「PcoMate環境設定」ウインドウが表示されます。

必要事項を設定してください。
（例はBIGLOBEのメールアドレスが
pstarou@mxx.biglobe.ne.jpの場合）

・POP3サーバ名
メール受信時のサーバ（例：mxx.biglobe.ne.jp）

・STMPサーバ名
メール送信時のサーバ（例：mxx.biglobe.ne.jp）

・メールアカウント
メールサーバに接続するときのアカウント
（例：pstarou）

・あなたのメールアドレス
送信時のメールアドレス
（例：pstarou@mxx.biglobe.ne.jp）

・あなたの名前
メールの送信者名（例：PS太郎）

⑤「OK」をクリック。
BIGLOBE Walkerが起動します。

通信の設定をする

「BIGLOBE Walker」が起動したら、通信の設定を行
います。

① メニューバーの「設定」→「通信設定」をクリック。

各項目の詳細については、BIGLOBE Walkerのヘル
プをご覧ください。BIGLOBE Walker のヘルプは
ツールメニューの をクリックすると起動すること
ができます。

PC-VANナビゲータを利用する

PC-VANナビゲータはBIGLOBE Walkerの画面か
ら起動します。

① BIGLOBE Walkerを起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット&パソコン通信」→
「BIGLOBE Walker」または、「スタート」→「プログ
ラム」→「BIGLOBEツール」→「BIGLOBE Walker」
→「BIGLOBE Walker」）
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②「ユーザID」ウインドウが表示されたら、「名前」で接
続先を選んで、「OK」をクリック。
BIGLOBE Walkerが起動します。

③ 画面右下の をクリック。

「ダイヤルアップ」ウインドウが表示されますので、は
じめてPC-VANに接続する場合は、「新規作成」ボタ
ンをクリックして、画面の指示に従って、接続の設定
をしてください。

すでに接続したことがある場合は、自動的に接続され
ます。
接続が完了すると、PC-VANの画面が表示されます。

AOLを利用する

パソコン通信サービス「AOL（アメリカ・オンライ
ン）」のサービスを利用する場合は、「AOL」を使いま
す。

AOLのセットアップ

本機には、「AOL」はセットアップされていません。本
機で「AOL」を利用するには、本機にセットアップさ
れている「AOL へのご招待」を使用して次の手順で
「AOL」をセットアップしてください。

① 本機添付の「アプリケーションCD-ROM」をCD-
ROMドライブにセットする。

②「AOLへのご招待」を起動する。
（「ランチ-NX」→「インターネット＆パソコン通信」→
「AOLへのご招待」または「スタート」→「プログラム」
→「AOL」→「AOLへのご招待」）
AOLの紹介画面が表示されます。

しばらくすると「次へ」ボタンが表示されますので、
次々と「次へ」をクリックしていき、画面の内容を読ん
で操作を進めてください。「次へ」を7回クリックする
と、次の画面が表示されます。�

パソコン通信
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③「インストール開始」をクリック。
次の画面が表示されます。�

④「開始」をクリック。
次の画面が表示されます。�

⑤「インストール」をクリック。
インストールが始まります。�

途中で「AOLのショートカットを作成します」ウィン
ドウが表示されます。

⑥「OK」をクリック。
「お疲れさまでした。」と表示されます。

⑦「OK」をクリック。
これでインストールは完了です。

入会手続き（サインアップ）

はじめてAOL（アメリカ・オンライン）を利用する場
合は、まず最初に入会手続きをして、AOL（アメリカ・
オンライン）の会員になる必要があります。

・入会方法→『AOLハンドブック』

AOLの起動

「AOL」を起動して、「AOL」を利用します。

① デスクトップの「AOL の世界へようこそ」をクリッ
ク。
「AOL」が起動します。

詳しい使い方は本機添付の『AOLハンドブック』をご
覧ください。

AOLの削除�

「AOL」が不要になったときは、次の手順で削除できます。

①「アプリケーションの追加と削除」を起動する。
（「ランチ -NX」→「ユーティリティ」→「アプリケー
ションの追加と削除」または「スタート」→「設定」→
「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加と
削除」）
「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィン
ドウが表示されます。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「AOL」をクリック。
「AOL」が反転表示になります。
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③「追加と削除」をクリック。
「AOL for Windows アンインストーラー」ウィンド
ウが表示されます。

④「標準モード」のチェックマークをはずす。

⑤「OK」をクリック。
「AOL for Windows アンインストーラー」ウィンド
ウが表示されます。�

⑥「C:¥AOL30I¥AOL.EXE」をクリック（反転表示）す
る。

⑦「削除」をクリック。
「最新のAOLが選択されました。削除してもよろしい
ですか？」のメッセージが表示されます。

⑧「はい」をクリック。
削除が始まります。

削除が終了すると、「AOLの削除は正常に終了しまし
た。」のメッセージが表示されます。�

⑨「OK」をクリック。
再起動を促すメッセージが表示されます。�

⑩「再起動」をクリック。
Windowsが再起動します。

「ランチ -NXからの問い合わせ」ウィンドウが表示さ
れた場合は、「はい」をクリックしてください。

これで削除完了です。

NIFTY SERVEを利用する

パソコン通信サービス「NIFTY SERVE」のサービス
を利用する場合は、「NIFTY MANAGER」を使いま
す。

NIFTY MANAGERのセットアップ

本機には、「NIFTY MANAGER」はセットアップされ
ていません。本機で「NIFTY MANAGER」を利用す
るには、次の手順でセットアップしてください。

① 本機添付の「アプリケーションCD-ROM」をCD-
ROMドライブにセットする。

②「ニフティサーブへようこそ」を起動する。
(「ランチ-NX」→「インターネット&パソコン通信」→
「ニフティサーブへようこそ」または「スタート」→
「プログラム」→「NIFTY SETUP」→「ニフティサー
ブへようこそ」)
ニフティサーブの紹介画面が表示されます。

「次へ」ボタンが表示されますので、次々と「次へ」を
クリックしていき、画面の内容を読んで操作を進めて
ください。

パソコン通信
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「次へ」を6回クリックすると、次の画面が表示されま
す。

③「OK」をクリック。
「ようこそ」ウィンドウが表示されます。�

④「次へ」をクリック。
「NIFTY MANAGER 利用規約」ウィンドウが表示さ
れます。�

重要なことが記載されています。よくお読みください。

⑤「はい」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

�

通常は、あらかじめ設定されたインストール先を変更
する必要はありません。インストール先を変更したい
ときは、「参照」をクリックします。

⑥「次へ」をクリック。
「情報を引き継ぎますか？」という内容のメッセージが
表示されたときは、「いいえ」をクリックしてください。

インストールが始まります。�

�

インストールが終了すると、次のメッセージが表示さ
れます。

⑦「いいえ」をクリック。
「質問」ウィンドウが表示されます。

�

読む場合は「はい」を、読まない場合は「いいえ」をク
リックします。ここで読まなくても後でゆっくり読む
こともできます。

⑧「セットアップが完了しました」と表示されたら「OK」
をクリック。
「セットアップを完了するには、システムを再起動する
必要があります。再起動しますか？」と表示されます。

⑨「はい」をクリック。
これでインストールは完了です。

NIFTY MANAGERをインストールすると、「コント
ロールパネル」の「アプリケーションの追加と削除」の
一覧に「Data Access Objects（DAO）3.5」が追
加されますが削除しないでください。DAOを削除す
ると「NIFTY MANAGER」や「しゃべっていいメー
ル」が使用できなくなります。
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パソコン通信

入会手続き（サインアップ）

はじめて「NIFTY SERVE」を利用する場合は、まず
最初に入会手続きをして、「NIFTY SERVE」の会員に
なる必要があります。「NIFTY SERVE サインアップ」
というソフトを使って、「NIFTY SERVE」に入会でき
ます。

・入会方法→『ニフティサーブ イントロパック』

NIFTY MANAGERの起動

「NIFTY MANAGER」を起動して、NIFTY SERVE
を利用します。

①「NIFTY MANAGER」を起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「NIFTY MANAGER
」→「NIFTY MANAGER」）
「NIFTY MANAGER」が起動します。

「NIFTY SERVE サインアップ」で通信環境を登録し
た場合は、「ワンポイント」ウィンドウが表示されます
ので、「閉じる」をクリックしてください。

この場合は、以降の「通信環境の設定」の手順は必要あ
りません。「NIFTY SERVEへの接続」に進んでくだ
さい。

「セットアップ」ウィンドウが表示された場合は、以降
の「通信環境の設定」の手順を行ってください。

通信環境の設定

「NIFTY SERVE サインアップ」で通信環境を登録し
なかった場合や、以前から「NIFTY SERVE」のIDを
持っていて、「NIFTY SERVEサインアップ」を利用
しなかった場合は、はじめて「NIFTY MANAGER」
を起動したときに「セットアップ」ウィンドウが表示
されます。次の手順で設定してください。

①「ユーザー ID」と「パスワード」を入力する。
ここに「NIFTY SERVE」のユーザーIDを入力してお
くと、接続のつど IDを入力する手間が省けます。

安全のため、パスワードはここには入力せず、接続の
つど入力することをお勧めします。

②「次へ」をクリック。
「セットアップ」が起動します。

③「アクセスポイントでの接続を利用する」のチェック
ボックスを （オン）にする。

④「次へ」をクリック。
アクセスポイントを設定するウィンドウが表示されま
す。

⑤ 一覧から最寄りのアクセスポイントをクリック。

⑥「次へ」をクリック。
モデムを選ぶウィンドウが表示されます。

⑦ 使用しているモデムが表示されていることを確認し
て、「次へ」をクリック。
電話の設定を行うウィンドウが表示されます。

⑧「標準」が選ばれていることを確認して、「ダイヤルの
プロパティ」をクリック。

⑨ 市外局番を入力する。

⑩「OK」をクリック。

⑪「次へ」をクリック。
「セットアップが完了しました」と表示されます。

⑫「完了」をクリック。
「ワンポイント」ウィンドウが表示されます。

⑬「閉じる」をクリック。
これで、設定は完了です。「NIFTY MANAGER」を
使って「NIFTY SERVE」にアクセスすることができ
るようになりました。

NIFTY SERVEへの接続

「NIFTY SERVE」に接続します。

①「NIFTY MANAGER」のツールバーの をクリック
ID やパスワードを設定していない場合は、入力する
ウィンドウが表示されますので、入力してください。
「NIFTY SERVE」に接続します。
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NIFTY MANAGERの削除

「NIFTY MANAGER」が不要になったときは、次の手
順で削除できます。

①「アプリケーションの追加と削除」を起動する。
（「ランチ -NX」→「ユーティリティ」→「アプリケー
ションの追加と削除」または「スタート」→「設定」→
「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加と
削除」）
「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィン
ドウが表示されます。

②「セットアップと削除」一覧から「NIFTY MANAGER
for Windows 95 Ver4.60」をクリック。
反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
削除確認のメッセージが表示されます。

④「はい」をクリック。
削除が始まります。�

�

「NIFTY MANAGERを再インストールした場合のた
めに登録情報を保存しておきますか」と表示された場
合は「はい」をクリックしてください。

削除が終了すると、次の画面になります。�

�

⑤「OK」をクリック。

「ランチ -NXからの問い合わせ」ウィンドウが表示さ
れた場合は、「はい」をクリックしてください。

これで削除完了です。
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ダイヤルアップ
ネットワーク
通常の電話回線とモデムを利用してイン

ターネットに接続することを、ダイヤル

アップ接続といいます。ダイヤルアップ

接続を行うときに必要なソフトが「ダイ

ヤルアップネットワーク」です。

既存のダイヤルアップネットワークの確認

ここでは、例として「BIGLOBE」という「ダイヤル
アップネットワーク」の内容を確認してみます。
B IGLOBE で入会申込を行った場合には、「B IG
LOBE」アイコンが作成されます。

①「ダイヤルアップネットワーク」ウィンドウを開く。
（「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「ダ
イヤルアップネットワーク」）

②「BIGLOBE」を右クリック。
ポップアップメニューが表示されます。

③「プロパティ」をクリック。
「BIGLOBE」ウィンドウが表示されます。

ここでは、プロバイダへ接続するときの電話番号と、
使用するモデムについて確認できます。

④「サーバーの種類」タブをクリック。
「サーバーの種類」タブのウィンドウが表示されます。

パソコン通信/ダイヤルアップネットワーク
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ここでは、次の確認ができます。

・「サーバーの種類」
「PPP:Windows 95、WindowsNT 3.5、インター
ネット」が選択されている。

・「使用できるネットワークプロトコル」
「TCP/IP」が選択されている。

⑤「TCP/IP 設定」をクリック。
「TCP/IP 設定」ウィンドウが表示されます。

ここでは、プロバイダによっては、IPアドレスやネー
ムサーバーアドレスが設定されていることもあります。

以上で、「BIGLOBE」の内容が確認できました。

新しいダイヤルアップネットワークの作成

プロバイダによっては、新しいダイヤルアップネット
ワークを作成する必要がある場合があります。新しく
ダイヤルアップネットワークを作成するには、次の手
順を行ってください。

①「ダイヤルアップネットワーク」ウィンドウを開く。
（「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「ダ
イヤルアップネットワーク」）

②「新しい接続」を右クリック。
ポップアップメニューが表示されます。

③「作成」をクリック。
「新しい接続」ウィンドウが表示されます。
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④「接続名」を入力する。
（例 NEC）

この名前は、ほかの「ダイヤルアップネットワーク」ア
イコンと区別するためですから、自分で覚えやすい名
前を自由につけてかまいません。

モデムを変更したい場合は、「設定」をクリックします。

⑤「次へ」をクリック。
次のウィンドウが表示されます。

プロバイダへ接続するための電話番号と国番号を入力
します。

⑥「次へ」をクリック。
次のウィンドウが表示されます。

⑦「完了」をクリック。
「NEC」という「ダイヤルアップネットワーク」が作成
されました。

⑧「NEC」を右クリック。
ポップアップメニューが表示されます。

⑨「プロパティ」をクリック。
「NEC」ウィンドウが表示されます。

ダイヤルアップネットワーク
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⑩「サーバーの種類」タブをクリック。
「サーバーの種類」タブのウィンドウが表示されます。

「サーバーの種類」「詳細オプション」「使用できるネッ
トワークプロトコル」の設定を、プロバイダからの指
示に従って行います。

⑪「TCP/IP 設定」をクリック。
「TCP/IP 設定」ウィンドウが表示されます。

ここでも、プロバイダの指示に従って設定を行います。

⑫ 設定が完了したら、「OK」をクリック。
「NEC」という「ダイヤルアップネットワーク」の作
成/設定が完了しました。
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アプリケーションの削除と追加

P A R T

●アプリケーションの削除

●削除したアプリケーションの再追加
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アプリケーション
の削除
本機に標準で添付されているアプリケー

ションの削除の方法について説明します。

概要

ここで説明するのは、本機に標準でインストールされ
ている、または添付されているアプリケーションの削
除方法です。購入後に、ご自分でインストールされた
アプリケーションの削除方法については説明していま
せんので、アプリケーションに添付のマニュアルをご
覧ください。

次のような場合にアプリケーションを削除してください。

・ハードディスクの空き容量を増やしたい場合

・通常使わないアプリケーションがある場合

アプリケーションを削除するときの注意

・ランチ-NXをそのまま使用する場合（ランチ-NXを
削除しない場合）に、ランチ -NXのグループに表示
されているアプリケーションを削除しても、ランチ-
NXのグループにはアイコンが残ります。この場合、
ランチ-NXに残ったそれぞれのアイコンを削除して
ください。削除方法は、PART2「ランチ-NXの設定」
の「アプリケーション起動ボタンを編集する」にある
「アプリケーション起動ボタンを削除する」をご覧く
ださい。

・アプリケーションによっては、削除したときに、一
部のフォルダおよびデスクトップやスタートメ
ニューのショートカットが残ることがあります。こ
の状態でも本機を操作する上では支障はありません
が、アイコンを削除するには、各アプリケーションの
削除方法に従って操作してください。

・「コントロールパネル」の「アプリケーションの追加
と削除」で、アプリケーションを選んで「追加と削
除」ボタンをクリックした後は、途中で中断した場合
でも、そのままではアプリケーションを使用できな
い場合があります。その際には本機を再起動した後、
アプリケーションを使用してください。

・アプリケーションによっては、削除中に「共有ファ
イルを削除しますか？」、「共有コンポーネント」など
のウィンドウが表示される場合があります。このよ
うなウィンドウは、インストールされているアプリ
ケーションが共通で使用していると思われるファイ
ルを削除しようとしたときに表示されます。このよ
うなウィンドウが表示された場合は、「すべていい
え」や「すべて残す」などを選んで、ファイルを削除
しないようにしてください。

削除の方法について

削除の方法は、アプリケーションによって異なります。

コントロールパネルを使って削除するアプリケーション

次のアプリケーションが削除できます。手順について
は「アプリケーションの追加と削除を使って削除する」
をご覧ください。

・その他アプリケーションセットアップ
［デジタルブックビューワ（一太郎モデル、Wordモ
デルのみ）, パソコン用語集 , HOVER］

・BIGLOBE入会申込（サインアップナビ）

・パソコン大学一年生（一太郎モデル、Wordモデルのみ）

・ジェットサーファー

・駅すぱあと for Windows95（一太郎モデル、Word
モデルのみ）

・VirusScan

・Classic 100選

・一太郎Office8（一太郎モデルのみ）

・アルバム工房Light（一太郎モデル、Wordモデルのみ）

・TELFAX-NX

・Microsoft Internet Explorer 4.01
［Microsoft FrontPage Express, Microsoft
Music Control, Microsoft NetMeeting 2.1,
Microsoft Outlook Express,  Microsoft Web
発行ウィザード 1.51,  VDOLive Player］

・Microsoft Wallet
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アプリケーションの削除

・Microsoft Chat 2.0

・Microsoft NetShow Player 2.0

・RealPlayer 4.0

・ランチ -NX

・CDランチ

・インターネット無料体験

・MapPlayer-NX

・てきぱき家計簿マム２Plus（一太郎モデル、Word
モデルのみ）

・プレーヤ -NX

・しゃべっていいメール、ボイスペン

・筆ぐるめ（一太郎モデル、Wordモデルのみ）

・翻訳アダプタⅡ CROSSROAD

・インターネット カラオケキング

・Timer-NX

・MAGIC FLIGHT

・AOLへのご招待

・AOL

・ニフティサーブへようこそ

・NIFTY MANAGER

・CyberTrio-NX

・CyberWarner-NX

・CyberCoach-NX

・Microsoft IME98（Wordモデルのみ）

・テキストリーダ

・バーチャファイター2

・ソリティアデラックス

・AI将棋Ver.1.5R

・Microsoft Encarta 98 エンサイクロペディア
（DVD-ROMモデルのみ）

CD-ROMを使って削除するアプリケーション

次のアプリケーションを削除できます。手順について
は「CD-ROMを使って削除する」をご覧ください。

・Microsoft Draw 98（Wordモデルのみ）

・Microsoft Word 98（Wordモデルのみ）

・Microsoft Excel 97（Wordモデルのみ）

・Microsoft Outlook 97（Wordモデルのみ）

・Angel Line for Windows

・BIGLOBE Walker、PC-VANナビゲータ

アプリケーションのアンインストール機能を使うもの

次のアプリケーションを削除できます。手順について
は「アンインストール機能を使って削除する」をご覧
ください。

・インターネットアクセスマネージャ

・グローカルヘキサイト

「アプリケーションの追加と削除」を使って
削除する

削除の準備①（ランチ-NXを使う場合）

「ランチ-NX」の「アプリケーションの追加と削除」を
使って削除するには、まず次の手順を行ってください。

①「ランチ-NX」の「ユーティリティ」グループにある「ア
プリケーションの追加と削除」をクリック。
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②「セットアップと削除」タブのウィンドウが表示されて
いることを確認する。

このウィンドウで、削除したいアプリケーションをク
リックして、「追加と削除」をクリックするとアプリ
ケーションの削除ができます。�

削除の準備②（コントロールパネルを使う場合）

「コントロールパネル」の「アプリケーションの追加と
削除」を使って削除するには、まず次の手順を行って
ください。

①「コントロールパネル」を開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）

②「アプリケーションの追加と削除」をダブルクリック。
「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィン
ドウが表示されます。

③「セットアップと削除」タブのウィンドウが表示されて
いることを確認する。
このウィンドウで、削除したいアプリケーションをク
リックして、「追加と削除」をクリックするとアプリ
ケーションの削除ができます。

デジタルブックビューワ（一太郎モデル、Wordモデ
ル）、パソコン用語集、HOVERの削除

次の手順で「その他アプリケーション」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「その他アプリケーション セットアップ」をクリック。
「その他アプリケーション セットアップ」が反転表示
になります。

③「追加と削除」をクリック。
「その他アプリケーション セットアップ」ウィンドウ
が表示されます。

④「次へ」をクリック。
「セットアップ方法の選択」のウィンドウが表示されます。

⑤「カスタム」を選んで、「次へ」をクリック。

⑥ 表示されたウィンドウで、削除したいアプリケーショ
ンのチェックボックスをクリックして、チェックをは
ずす。
次のアプリケーションを削除できます。

・デジタルブックビューワ（一太郎モデル、Wordモデ
ルのみ）

・パソコン用語集

・HOVER

「HOVER」の削除の手順については、PART2「ゲー
ムで遊ぶ」の「HOVER」をご覧ください。

⑦「次へ」をクリック。
削除が始まります。終了すると「セットアップが完了
しました」と表示されます。

⑧「完了」をクリック。

ショートカットアイコンが残った場合

次のアプリケーションを削除した場合は、ランチ-NX
に残ったそれぞれのアイコンを削除してください。削
除方法は、PART2「ランチ -NXの設定」の「アプリ
ケーション起動ボタンを編集する」にある「アプリ
ケーション起動ボタンを削除する」をご覧ください。

・デジタルブックビューワ（一太郎モデル、Wordモデ
ルのみ）
（「マルチメディア」グループ）

・パソコン用語集（「スタディ＆ヘルプ」グループ）

BIGLOBE 入会申込（サインアップナビ）の削除

次の手順で「BIGLOBE 入会申込（サインアップナ
ビ）」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「BIGLOBE 入会申込（サインアップナビ）」をクリッ
ク。
「BIGLOBE 入会申込（サインアップナビ）」が反転表示
になります。
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③「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。終了すると
「アンインストールが完了しました。」と表示されます。

⑤「OK」をクリック。

    ショートカットアイコンが残った場合

ランチ -NX の「インターネット＆パソコン通信」グ
ループに残った「BIGLOBE 入会申込」のアイコンを
削除してください。ランチ-NXに残ったアイコンの削
除方法は、PART2「ランチ -NXの設定」の「アプリ
ケーション起動ボタンを編集する」にある「アプリ
ケーション起動ボタンを削除する」をご覧ください。

パソコン大学一年生の削除
（一太郎モデル、Wordモデルのみ）

次の手順で「パソコン大学一年生」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から、
一太郎モデルの場合は「パソコン大学一年生 for 一太
郎8/三四郎8」を、Wordモデルの場合は「パソコン
大学一年生 for Word 98/Excel 97」をクリック。

③「追加と削除」をクリック。
一太郎モデルの場合は、「パソコン大学一年生 for 一
太郎8/三四郎8とそのすべてのコンポーネントを削
除しますか？」、Wordモデルの場合は「パソコン大学
一年生 for Word98/Excel97とそのすべてのコン
ポーネントを削除しますか？」のメッセージが表示さ
れます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。終了すると
「削除されました」と表示されます。

⑤「OK」をクリック。

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「スタディ＆ヘルプ」グループに残っ
たアイコンを削除するには、次のアイコンを削除して
ください。「ランチ-NX」に残ったアイコンの削除方法
は、PART2「ランチ-NXの設定」の「アプリケーショ
ン起動ボタンを編集する」にある「アプリケーション
起動ボタンを削除する」をご覧ください。

・お使いの機種が一太郎モデルの場合
「スタディ＆へルプ」グループの「一年生 一太郎8」
「スタディ＆へルプ」グループの「一年生 三四郎8」

・お使いのコンピュータがWordモデルの場合
「スタディ＆へルプ」グループの「一年生 Excel 97」
「スタディ＆へルプ」グループの「一年生 Word 98」

ジェットサーファーの削除

次の手順で「ジェットサーファー」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「ジェットサーファーVer1.5」をクリック。
「ジェットサーファーVer1.5」が反転表示になりま
す。

③「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
「共有ファイルを削除しますか？」と表示された場合は
「すべていいえ」をクリックしてください。
終了すると「アンインストールが完了しました」と表
示されます。

⑤「OK」をクリック。

ショートカットアイコンが残った場合

・「ランチ -NX」の「インターネット＆パソコン通信」
グループに残った「ジェットサーファー」のアイコン
を削除してください。「ランチ-NX」に残ったアイコ
ンの削除方法は、PART2「ランチ-NXの設定」の「ア
プリケーション起動ボタンを編集する」にある「アプ
リケーション起動ボタンを削除する」をご覧くださ
い。

・アンインストールはインストールしたファイルの削
除のみを行います。したがって、「ジェットサー
ファー」を使用して作成された「お気に入り」などの
情報・ファイルは削除されません。これらのファイル
を削除する場合は、Windows 95の「エクスプロー
ラ」で「ジェットサーファー」がインストールされて
いる「C:¥Program Files¥JetSurfer」のフォルダ
ごと削除してください。

アプリケーションの削除
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駅すぱあと for Windows 95の削除
（一太郎モデル、Wordモデルのみ）

次の手順で「駅すぱあと for Windows 95」を削除
します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「駅すぱあと」をクリック。
「駅すぱあと」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「駅すぱあととそのすべてのコンポーネントを完全に
削除しますか？」のメッセージが表示されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
終了すると「アンインストールが完了しました」と表
示されます。

⑤「OK」をクリック。

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「メインメニュー」グループに残った
「駅すぱあと」のアイコンを削除してください。「ラン
チ-NX」に残ったアイコンの削除方法は、PART2「ラ
ンチ-NXの設定」の「アプリケーション起動ボタンを
編集する」にある「アプリケーション起動ボタンを削
除する」をご覧ください。

VirusScanの削除

次の手順で「VirusScan」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「McAfee VirusScan v3.1.0（プレインストール
版）」をクリック。
「McAfee VirusScan v3.1.0（プレインストール
版）」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「VirusScan の削除が選択されました。本当にVirus
Scanを削除しますか？」のメッセージが表示されま
す。

④「はい」をクリック。
「削除後はシステムを再起動することをお勧めします。
続行しますか？」のメッセージが表示されます。

⑤「はい」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。

表示されたメッセージが他のウィンドウにかくれる場
合があります。このような場合は、かくれた「ファイル
削除の確認」ウィンドウをクリックしてください。

⑥「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
「共有ファイルを削除しますか？」と表示された場合
は、「すべていいえ」をクリックしてください。

削除が終了すると「アンインストールが完了しました」
と表示されます。

⑦「OK」をクリック。

⑧ 本機を再起動する。

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「ユーティリティ」グループに残った
「VirusScan（ウイルスチェッカー）」のアイコンを削
除してください。「ランチ-NX」に残ったアイコンの削
除方法は、PART2「ランチ -NXの設定」の「アプリ
ケーション起動ボタンを編集する」にある「アプリ
ケーション起動ボタンを削除する」をご覧ください。

Classic 100選の削除

次の手順で「Classic 100選」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「YAMAHA Classic 100選 V1.0」をクリック。
「YAMAHA Classic 100選 V1.0」が反転表示にな
ります。

③「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除がはじまります。
「共有ファイルを削除しますか？」と表示された場合は
「すべていいえ」をクリックしてください。
終了すると「アンインストールが完了しました」と表
示されます。

⑤「OK」をクリック。
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ショートカットアイコンが残った場合

ランチ -NX の「マルチメディア」グループに残った
「Classic100選」のアイコンを削除してください。
アイコンの削除方法は、PART2「ランチ-NXの設定」
の「アプリケーション起動ボタンを編集する」にある
「アプリケーション起動ボタンを削除する」をご覧くだ
さい。

一太郎Office8の削除（一太郎モデルのみ）

次の手順で「一太郎Office8」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「JUSTSYSTEMアプリケーションの追加と削除」を
クリック。
「JUSTSYSTEMアプリケーションの追加と削除」が
反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「一太郎Office8のセットアップ開始」ウィンドウが
表示されます。

④「次へ」をクリック。
「一太郎Office8の追加と削除」ウィンドウが表示さ
れます。�

⑤「次へ」をクリック。
「ファイルの追加・削除」ウィンドウが表示されます。

⑥「ファイルの削除」をチェックして「次へ」をクリック。
「削除するファイルの詳細選択」ウィンドウが表示され
ます。

⑦「全て選択」をクリックして「次へ」をクリック。
「ジャストシステム共通ファイル 削除の確認」ウィン
ドウが表示されます。

⑧「削除しない」をクリック。
「フォルダの確認」ウィンドウが表示されます。

「ATOK11をWindowsや他のアプリケーションが
使用しているため、コンピュータを再起動するときに
削除されます。」と表示されたら「OK」をクリックし
てください。�

⑨「次へ」をクリック。
「フォルダの確認」ウィンドウが表示されます。

⑩「次へ」をクリック。
「フォルダの確認」ウィンドウが表示されます。

⑪「次へ」をクリック。
「ファイルの削除開始」ウィンドウが表示されます。�

⑫「削除開始」をクリック。
ファイルの削除が始まります。

⑬「一太郎Office8のセットアップ終了」ウィンドウが
表示されたら「再起動」をクリック。
これで削除は完了です。

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「メインメニュー」グループに残った
「一太郎8」「三四郎8」「FullBand」のアイコンを削除
してください。アイコンの削除方法は、PART2「ラン
チ-NXの設定」の「アプリケーション起動ボタンを編
集する」にある「アプリケーション起動ボタンを削除
する」をご覧ください。

アルバム工房Lightの削除
（一太郎モデル、Wordモデルのみ）

次の手順で「アルバム工房Light」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「アルバム工房Light」をクリック。
「アルバム工房Light」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
終了すると「アンインストールが完了しました」と表
示されます。

⑤「OK」をクリック。

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「マルチメディア」グループに残った
「アルバム工房Light」のアイコンを削除してくださ
い。「ランチ -NX」に残ったアイコンの削除方法は、
PART2の「ランチ -NXの設定」の「アプリケーショ
ン起動ボタンの設定を編集する」にある「アプリケー
ション起動ボタンを削除する」をご覧ください。

アプリケーションの削除
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TELFAX-NXの削除

次の手順で「TELFAX-NX」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「TELFAX-NX」をクリック。
「TELFAX-NX」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
「共有ファイルを削除しますか？」と表示された場合
は、「すべていいえ」をクリックしてください。
終了すると「アンインストールが完了しました」と表
示されます。

⑤「OK」をクリック。

ショートカットアイコンが残った場合

ランチ -NX の「メインメニュー」グループに残った
「TELFAX-NX（FAX&電話）」のアイコンを削除して
ください。「ランチ-NX」に残ったアイコンの削除方法
は、PART2の「ランチ -NXの設定」の「アプリケー
ション起動ボタンの設定を編集する」にある「アプリ
ケーション起動ボタンを削除する」をご覧ください。

Microsoft Internet Explorer 4.01の削除

「Microsoft Internet Explorer 4.01」を削除する前
に、「ごみ箱」に入っている項目を削除してよいのか確
認します。デスクトップ上の「ごみ箱」を開いて、保存
したい項目を別の場所に移動してください。

次の手順で「Microsoft Internet Explorer 4.01」を
削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「Microsoft Internet Explorer 4.0」をクリック。
「Microsoft Internet Explorer 4.0」が反転表示に
なります。

③「追加と削除」をクリック。
「Internet Explorer 4.0アクティブセットアップ」が
表示されます。

④「Internet Explorer 4.0とそのすべてのコンポーネ
ントをアンインストールする」を選んで、「詳細」をク
リック。

⑤「Internet Explorer 4.0と次のコンポーネントをア
ンインストールする」を選んで、さらに次のすべての
コンポーネントにチェックをつけて、「OK」をクリック。

・Microsoft FrontPage Express

・Microsoft Music Control

・Microsoft NetMeeting 2.1

・Microsoft Outlook Express

・Microsoft Web 発行ウィザード 1.51

・VDOLive Player

「VDOLive Player」が見つからない場合は、スクロー
ルボタン をクリックしてください。

⑥「Internet Explorer 4.0と共有コンポーネントを削
除するには、[OK]をクリックしてください。」と表示さ
れたら「OK」をクリック。
「Microsoft Internet Explorer 4.0を削除します
か？」と表示されます。

⑦「はい」をクリック。
削除が始まります。
削除には十数分かかります。
削除が終了すると、「すべてのアプリケーションを閉じ
て、新しい設定でWindowsを再起動します。」と表示
されます。

「Internet Explorer 4.0により、ごみ箱の形式が変更
されました」と表示される場合があります。現在「ごみ
箱」に入っている項目を保存する場合は「キャンセル」
をクリックし、削除処理をいったん終了し、「ごみ箱」
の必要な項目を保存した後、手順①から始めてくださ
い。「ごみ箱」に入っている項目をすべて削除してもよ
い場合は、「OK」をクリックし、削除処理を続行して
ください。

⑧「OK」をクリック。
「自動的に閉じることのできなかったプログラムがい
くつかあります」と表示された場合は、実行中のプロ
グラムをすべて終了して、「OK」をクリックしてくだ
さい。

⑨「コンピュータを再起動する必要があります。」と表示
されたら「OK」をクリック。
自動的に再起動されます。
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再起動後に「ユーザ名とパスワードを入力してくださ
い」と表示された場合は、ユーザ名とパスワードを入
力してください。

「ファイルの種類をActiveMovieに関連付け、すべて
再生できるようにしますか?」と表示された場合は、必
要に応じて「はい」か「いいえ」をクリックします。

次のコンポーネントに対して、そのコンポーネント用
の個人設定を削除するよう表示されたら、必要に応じ
て「はい」「いいえ」をクリックしてください。

・Microsoft NetMeeting 2.1

・Microsoft Outlook Express

・Windows デスクトップのアップデート
コンポーネント

�・インターネット接続ウィザード

�・VDOLive Player

�・Microsoft FrontPage Express

�・Microsoft Internet Explorer 4.0

「Internet Explorer 4.01」を削除した後、再追加す
る場合は、「Internet Explorer 4.01」を再追加した
後に、同様に「CyberTrio-NX」もいったん削除し、再
追加してください。

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチｰNX」に次のアイコンが残りますので、それぞ
れのアイコンを削除してください。アイコンの削除方
法は、PART2「ランチ -NXの設定」の「アプリケー
ション起動ボタンを編集する」にある「アプリケー
ション起動ボタンを削除する」をご覧ください。

・「インターネット & パソコン通信」グループの
「Outlook Express」

・「インターネット＆パソコン通信」グループの
「FrontPage Expressホームページ作成」

Microsoft Chat 2.0の削除

次の手順で「Microsoft Chat 2.0」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「Microsoft Chat 2.0」をクリック。
「Microsoft Chat 2.0」が反転表示になります。�

③「追加と削除」をクリック。
「Microsoft Chat 2.0を削除します。Microsoft
Chat のアプリケーションが実行されていないことを
確認してください。」と表示されます。�

④「OK」をクリック。
「Microsoft Chat 2.0は正常に削除されました。」の
メッセージが表示されます。�

⑤「OK」をクリック。

Microsoft NetShow Player 2.0の削除

次の手順で「Microsoft NetShow Player 2.0」を
削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「Microsoft NetShow Player 2.0」をクリック。
「Microsoft NetShow Player 2.0」が反転表示にな
ります。

③「追加と削除」をクリック。
「Microsoft NetShow プレーヤーをアンインストー
ルしますか？」のメッセージが表示されます。�

④「はい」をクリック。�

RealPlayer 4.0の削除

次の手順で「RealPlayer 4.0」を削除します。�

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「RealPlayer 4.0」をクリック。
「RealPlayer 4.0」が反転表示になります。�

③「追加と削除」をクリック。
「Are you sure you want to completely remove
RealPlayer and all of its components?」と表示
されます。

④「OK」をクリック。
「Uninstallation of the RealPlayer has been
successfully completed.」と表示されます。�

⑤「OK」をクリック。

アプリケーションの削除
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ランチ -NXの削除

次の手順で「ランチ -NX」を削除します。

「ランチ -NX」を削除する前に、「ランチ -NX」を終了
してください。

①「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「ランチ -NX」をクリック。
「ランチ -NX」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
終了すると「アンインストールが完了しました」と表
示されます。

⑤「OK」をクリック。

CDランチの削除

次の手順で「CDランチ」を削除します。�

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「CDランチ」をクリック。
「CDランチ」が反転表示になります。�

③「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
終了すると「アンインストールが完了しました」と表
示されます。

⑤「OK」をクリック。

インターネット無料体験の削除

次の手順で「インターネット無料体験」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「インターネット無料体験」をクリック。
「インターネット無料体験」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
「共有ファイルを削除しますか？」ウィンドウが表示
された場合は「すべていいえ」をクリックしてください。
終了すると「アンインストールが完了しました」と表
示されます。

⑤「OK」をクリック。

MapPlayer-NXの削除

次の手順で「MapPlayer-NX」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「MapPlayer-NX」をクリック。
「MapPlayer-NX」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
「共有ファイルを削除しますか？」ウィンドウが表示
された場合は「すべていいえ」をクリックしてください。
終了すると「アンインストールが完了しました」と表
示されます。

⑤「OK」をクリック。�
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アプリケーションの削除

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「マルチメディア」グループに残った
「MapPlayer-NX(カーナビCD)」のアイコンを削除し
てください。「ランチ-NX」に残ったアイコンの削除方
法は、PART2「ランチ -NXの設定」の「アプリケー
ション起動ボタンを編集する」にある「アプリケー
ション起動ボタンを削除する」をご覧ください。

てきぱき家計簿マム2Plusの削除
（一太郎モデル、Wordモデルのみ）

次の手順で、「てきぱき家計簿マム2Plus」を削除し
ます。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「てきぱき家計簿マム2Plus」をクリック。
「てきぱき家計簿マム2Plus」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「てきぱき家計簿マム2Plusとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
「共有コンポーネント」ウィンドウが表示された場合は
「全て残す」をクリックしてください。
終了すると「削除されました。」と表示されます。

・「ディレクトリ C:¥Program Files¥Mom2 を削除
できません。」と表示されたら「OK」をクリックして
ください。

・「幾つかのコンポーネントを削除できませんでした。」
と表示されたら「OK」をクリックしてください。

⑤「OK」をクリック。

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「メインメニュー」グループに残った
「てきぱき家計簿マム2Plus」のアイコンを削除して
ください。アイコンの削除方法は、PART2「ランチ -
NXの設定」の「アプリケーション起動ボタンを編集
する」にある「アプリケーション起動ボタンを削除す
る」をご覧ください。

プレーヤ -NXの削除

次の手順で「プレーヤ -NX」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「プレーヤ -NX」をクリック。
「プレーヤ -NX」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
「共有ファイルを削除しますか？」ウィンドウが表示さ
れた場合は「すべていいえ」をクリック。
終了すると「アンインストールが完了しました」と表
示されます。

⑤「OK」をクリック。

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「マルチメディア」グループに残った
「プレーヤ -NX（CDプレーヤ）」のアイコンを削除し
てください。アイコンの削除方法は、PART2「ラン
チ-NXの設定」の「アプリケーション起動ボタンを編
集する」にある「アプリケーション起動ボタンを削除
する」をご覧ください。

しゃべっていいメール(Ver.2.0）ライト版、ボイス
ペンの削除

次の手順で「しゃべっていいメール(Ver.2.0）ライト
版」を削除します。
「しゃべっていいメール」を削除すると、「ボイスペン」
も削除されます。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」 タブのウィンドウの一覧から
「しゃべっていいメール(Ver.2.0）ライト版」をク
リック。
「しゃべっていいメール(Ver.2.0）ライト版」 が反転表
示になります。

③「追加と削除」 をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。
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④「はい」 をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
「共有ファイルを削除しますか？」と表示された場合は
「すべていいえ」をクリックしてください。
終了すると「アンインストールが完了しました」と表
示されます。

⑤「OK」をクリック。

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「インターネット＆パソコン通信」グ
ループに残った「しゃべっていいメール」のアイコン
を削除してください。アイコンの削除方法は、
PART2「ランチ-NXの設定」の「アプリケーション起
動ボタンを編集する」にある「アプリケーション起動
ボタンを削除する」をご覧ください。

筆ぐるめの削除
（一太郎モデル、Wordモデルのみ）

次の手順で「筆ぐるめ」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「筆ぐるめfor Windows 95 Version 4.0」をクリック。
「筆ぐるめ for Windows 95 Version 4.0」が反転
表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
終了すると「アンインストールが完了しました」と表
示されます。

⑤「OK」をクリック。

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「メインメニュー」グループに残った
「筆ぐるめ」のアイコンを削除してください。アイコン
の削除方法は、PART2「ランチ-NXの設定」の「アプ
リケーション起動ボタンを編集する」にある「アプリ
ケーション起動ボタンを削除する」をご覧ください。

翻訳アダプタⅡ CROSSROADの削除

次の手順で「翻訳アダプタⅡ CROSSROAD」を削除
します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「翻訳アダプタⅡ CROSSROAD」をクリック。
「翻訳アダプタⅡ CROSSROAD」が反転表示になり
ます。

③「追加と削除」をクリック。
「翻訳アダプタⅡ CROSSROADとそのすべてのコン
ポーネントを削除しますか？」のメッセージが表示さ
れます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
「共有コンポーネント」ウィンドウが表示された場合は
「全て残す」をクリックしてください。
終了すると「削除されました」と表示されます。

⑤「OK」をクリック。

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「インターネット＆パソコン通信」グ
ループに残った「翻訳アダプタⅡ CROSSROAD」の
アイコンを削除してください。アイコンの削除方法は、
PART2「ランチ-NXの設定」の「アプリケーション起
動ボタンを編集する」にある「アプリケーション起動
ボタンを削除する」をご覧ください。

インターネット カラオケキングの削除

次の手順で、「インターネット カラオケキング」を削
除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「カラオケキング」をクリック。
「カラオケキング」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。
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アプリケーションの削除

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
「共有ファイルを削除しますか？」ウィンドウが表示さ
れた場合は「すべていいえ」をクリックします。
終了すると「アンインストールが完了しました」と表
示されます。

⑤「OK」をクリック。

ショートカットアイコンが残った場合

ランチ-NXの「ホーム&ゲーム」グループに残った「カ
ラオケキング」のアイコンを削除してください。アイ
コンの削除方法は、PART2「ランチ -NXの設定」の
「アプリケーション起動ボタンを編集する」にある「ア
プリケーション起動ボタンを削除する」をご覧ください。

Timer-NXの削除

次の手順で「Timer-NX」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「Timer-NX」をクリック。
「Timer-NX」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「Timer-NXとそのすべてのコンポーネントを削除し
ますか？」のメッセージが表示されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
「共有コンポーネント」ウィンドウが表示された場合は
「すべて残す」をクリックしてください。
「アプリケーションの削除」ウィンドウが表示された
ら、すべて「OK」をクリックします。
終了すると「削除されました。」と表示されます。

⑤「OK」をクリック。

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「ユーティリティ」グループに残った
「Timer-NX(スケジューラ)」のショートカットアイコ
ンを削除してください。「ランチ-NX」に残ったアイコ
ンの削除方法は、PART2「ランチ-NXの設定」の「ア
プリケーション起動ボタンを編集する」にある「アプ
リケーション起動ボタンを削除する」をご覧ください。

MAGIC FLIGHTの削除

次の手順で「MAGIC FLIGHT」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「MAGIC FLIGHT」をクリック。
「MAGIC FLIGHT」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。

④「はい」をクリック。
「共有ファイルを削除しますか？」ウィンドウが表示さ
れた場合は「すべていいえ」をクリックします。
終了すると「アンインストールが完了しました」と表
示されます。

⑤「OK」をクリック。��

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「スタディ＆ヘルプ」グループに残っ
た「MAGIC FLIGHT（タイプレッスン）」のアイコン
を削除してください。アイコンの削除方法は、
PART2「ランチ-NXの設定」の「アプリケーション起
動ボタンを編集する」にある「アプリケーション起動
ボタンを削除する」をご覧ください。

AOLへのご招待の削除

次の手順で「AOLへのご招待」を削除します。�

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「AOLへのご招待」をクリック。
「AOLへのご招待」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
「共有ファイルを削除しますか？」ウィンドウが表示さ
れた場合は「すべていいえ」をクリックします。
終了すると「アンインストールが完了しました」と表
示されます。

⑤「OK」をクリック。
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ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「インターネット＆パソコン通信」グ
ループに残った「AOL へのご招待」アイコンを削除し
てください。アイコンの削除方法は、PART2「ラン
チ-NXの設定」の「アプリケーション起動ボタンを編
集する」にある「アプリケーション起動ボタンを削除
する」をご覧ください。

AOLの削除

「AOL」の削除の手順については、PART3「パソコン
通信」の「AOLを利用する」をご覧ください。

ニフティサーブへようこその削除

次の手順で「ニフティサーブへようこそ」を削除しま
す。�

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「ニフティサーブへようこそ」をクリック。
「ニフティサーブへようこそ」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
「共有ファイルを削除しますか？」ウィンドウが表示さ
れた場合は「すべていいえ」をクリックします。

終了すると「アンインストールが完了しました」と表
示されます。

⑤「OK」をクリック。

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「インターネット＆パソコン通信」グ
ループに残った「ニフティサーブへようこそ」アイコ
ンを削除してください。アイコンの削除方法は、
PART2「ランチ-NXの設定」の「アプリケーション起
動ボタンを編集する」にある「アプリケーション起動
ボタンを削除する」をご覧ください。

NIFTY MANAGERの削除

「NIFTY MANAGER」の削除の手順については、
PART3「パソコン通信」の「NIFTY SERVEを利用
する」をご覧ください。

CyberTrio-NXの削除

「CyberTrio-NX」は「ベーシックモード」、「キッズ
モード」からは削除できません。

削除する前に、「アドバンストモード」へ変更してくだ
さい。

「アドバンストモード」への変更のしかたについては、
本書「Windows 95の利用環境の変更〈CyberTrio-
NX〉」をご覧ください。
次の手順で「CyberTrio-NX」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「CyberTrio-NX」をクリック。
「CyberTrio-NX」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのコンポーネントを
完全に削除しますか？」のメッセージが表示されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
終了すると「アンインストールを有効にするために再
起動する必要があります。」と表示されます。

⑤「OK」をクリック。
Windowsが再起動します。

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「ユーティリティ」グループに残った
「CyberTrio-NX（利用者モード）」のアイコンを削除
してください。アイコンの削除方法は、PART2「ラン
チ-NXの設定」の「アプリケーション起動ボタンを編
集する」にある「アプリケーション起動ボタンを削除
する」をご覧ください。

CyberWarner-NXの削除

次の手順で「CyberWarner-NX」を削除します。

①「CyberWarner-NX」を使用中の場合は、終了させ
る。
タスクバーにある をクリックして、「終了」をク
リックします。

「CyberWarner-NXの終了」ウィンドウが表示される
ので、「はい」をクリックしてください。

②「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。
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アプリケーションの削除

③「セットアップと削除」タブのウィンドウのウィンドウ
の一覧から「CyberWarner-NX」をクリック。
「CyberWarner-NX」が反転表示になります。

④「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのコンポーネントを
完全に削除しますか？」のメッセージが表示されます。

⑤「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
終了すると「アンインストールを有効にするために再
起動する必要があります。」と表示されます。

⑥「OK」をクリック
Windowsが再起動します。

CyberCoach-NXの削除

次の手順で「CyberCoach-NX」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウのウィンドウ
の一覧から「CyberCoach-NX」をクリック。
「CyberCoach-NX」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのコンポーネントを
完全に削除しますか？」のメッセージが表示されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ -NX」の「メインメニュー」グループと「スタ
ディ＆ヘルプ」グループにある「CyberCoach-NX
（操作レッスン）」のアイコンを削除してください。削
除方法はPART2「ランチ-NXの設定」の「アプリケー
ション起動ボタンを編集する」にある「アプリケー
ション起動ボタンを削除する」をご覧ください。

Microsoft IME 98の削除（Wordモデルのみ）

次の手順で、「Microsoft IME 98」を削除します。

①「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「Microsoft IME 98 日本語入力システム（削除の
み）」をクリック。
「Microsoft IME 98 日本語入力システム（削除の
み）」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「Microsoft IME 98のすべてのコンポーネントは他
の製品に共有されています。そのすべてのコンポーネ
ントを削除しますか？」のメッセージが表示されます。

④「OK」をクリック。
「Microsoft IME 98の削除は成功しました。」と表示
されます。

⑤「OK」をクリック。
Windowsを再起動すると、「Microsoft IME 98」が
削除されます。

⑥「スタート」→「Windowsの終了」をクリックして、
「再起動する」を選んで、「OK」をクリック。
Windowsが再起動します。

テキストリーダの削除

「テキストリーダ」の削除の手順については、PART2
「テキストリーダの使用」の「テキストリーダの削除」
をご覧ください。

バーチャファイター2の削除

「バーチャファイター2」の削除の手順については、
PART2「ゲームで遊ぶ」の「バーチャファイター2
（Virtua Fighter 2）」をご覧ください。

ソリティア デラックスの削除

「ソリティア デラックス」の削除の手順については、
PART2「ゲームで遊ぶ」の「ソリティア デラックス」
をご覧ください。

AI将棋 Ver.1.5Rの削除

「AI 将棋 Ver .1 .5R」の削除の手順については、
PART2「ゲームで遊ぶ」の「AI将棋 Ver.1.5R」をご
覧ください。

Microsoft Encarta 98 エンサイクロペディアの
削除（DVD-ROMモデルのみ）

「Microsoft Encarta 98 エンサイクロペディア」の
削除の手順については、PART2「DVDタイトルを使
う」の「Encarta 98 Encyclopedia」をご覧くださ
い。
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CD-ROMを使って削除する

本機に添付のCD-ROMを使って、アプリケーション
を削除します。

あらかじめ、次のCD-ROMを準備してください。

・Microsoft Excel 97 & Word 98 & Outlook 97
for Windows CD-ROM（Wordモデルのみ）

・アプリケーションCD-ROM

CD-ROMを使ってアプリケーションを削除する場合、
削除が終了したら、CD-ROMドライブからCD-ROM
を取り出してください。

Microsoft Draw98の削除（Wordモデルのみ）

次の手順で「Draw 98」を削除します。

①「Microsoft Excel 97 & Word 98 & Outlook 97
for Windows」CD-ROMをCD-ROMドライブに
セットする。
「Microsoft Excel 97 ＆ Word 98 ＆ Outlook 97
for Windows」ウィンドウが表示されます。

②「Draw 98のセットアップ」をクリック。
「Microsoft Draw 98セットアップ」ウィンドウが
表示されます。

③「すべて削除」をクリック。
「Microsoft Draw 98を削除しますか？」と表示さ
れます。

④「はい」をクリック。
削除が始まります。
「共有コンポーネントの削除」ウィンドウが表示された
ら、「削除しない」をクリックしてください。
終了すると「Microsoft Draw 98 セットアップが完
了しました。」と表示されます。

⑤「OK」をクリック。
「Windows 95の再起動」のウィンドウが表示された
場合は、実行中の他のアプリケーションを終了した後、
「Windowsの再起動」をクリックして、Windowsを
再起動してください。

Microsoft Word 98の削除（Wordモデルのみ）

次の手順で「Word 98」を削除します。

①「Microsoft Excel 97 & Word 98 & Outlook 97
for Windows」CD-ROMをCD-ROMドライブに
セットする。
「Microsoft Excel 97 ＆ Word 98 ＆ Outlook 97
for Windows」ウィンドウが表示されます。

②「Word 98のセットアップ」をクリック。
「Microsoft Word 98 セットアップ」ウィンドウが
表示されます。

③「すべて削除」をクリック。
「Microsoft Word 98を削除しますか？」と表示さ
れます。

④「はい」をクリック。
削除が始まります。
「共有コンポーネントの削除」ウィンドウが表示された
ら、「削除しない」をクリックしてください。
終了すると「Microsoft Word 98 セットアップが完
了しました。」と表示されます。

⑤「OK」をクリック。
「Windows 95の再起動」のウィンドウが表示された
場合は、実行中の他のアプリケーションを終了した後、
「Windowsの再起動」をクリックして、Windowsを
再起動してください。

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「メインメニュー」グループに残った
「Microsoft Word」のアイコンを削除してください。
ランチ-NXに残ったアイコンの削除方法は、PART2
「ランチ-NXの設定」の「アプリケーション起動ボタン
の設定を編集する」にある「アプリケーション起動ボ
タンを削除する」をご覧ください。

Microsoft Excel 97の削除（Wordモデルのみ）

次の手順で「Excel 97」を削除します。

①「Microsoft Excel 97 & Word 98 & Outlook 97
for Windows」CD-ROMをCD-ROMドライブに
セットする。
「Microsoft Excel 97 ＆ Word 98 ＆ Outlook 97
for Windows」ウィンドウが表示されます。

②「Excel 97のセットアップ」をクリック。
「Microsoft Excel 97 セットアップ」ウィンドウが
表示されます。
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アプリケーションの削除

③「すべて削除」をクリック。
「Microsoft Excel 97を削除しますか？」と表示さ
れます。

④「はい」をクリック。
削除が始まります。
「共有コンポーネントの削除」ウィンドウが表示された
ら、「削除しない」をクリックしてください。
終了すると「Microsoft Excel 97 セットアップが
完了しました。」と表示されます。

⑤「OK」をクリック。
「Windows 95の再起動」のウィンドウが表示された
場合は、実行中の他のアプリケーションを終了した後、
「Windowsの再起動」をクリックして、Windowsを
再起動してください。

ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「メインメニュー」グループに残った
「Microsoft Excel」のアイコンを削除してください。
ランチ-NXに残ったアイコンの削除方法は、PART2
「ランチ-NXの設定」の「アプリケーション起動ボタン
の設定を編集する」にある「アプリケーション起動ボ
タンを削除する」をご覧ください。

Microsoft Outlook 97の削除（Wordモデルのみ）

次の手順で「Outlook 97」を削除します。

①「Microsoft Excel 97 & Word 98 & Outlook 97
for Windows」CD-ROMをCD-ROMドライブに
セットする。
「Microsoft Excel 97 ＆ Word 98 ＆ Outlook 97
for Windows」ウィンドウが表示されます。

②「Outlook 97のセットアップ」をクリック。
「Microsoft Outlook 97 セットアップ」ウィンドウ
が表示されます。

③「すべて削除」をクリック。
「Microsoft Outlook 97を削除しますか？」と表示
されます。

④「はい」をクリック。
削除が始まります。
「共有コンポーネントの削除」ウィンドウが表示された
ら、「削除しない」をクリックしてください。
終了すると「Microsoft Outlook 97 セットアップ
が完了しました。」と表示されます。

⑤「OK」をクリック。
「Windows 95の再起動」のウィンドウが表示された
場合は、実行中の他のアプリケーションを終了した後、
「Windowsの再起動」をクリックして、Windowsを
再起動してください。

Angel Line for Windowsの削除

次の手順で「Angel Line for Windows」を削除します。

① CD-ROMドライブに本機添付の「アプリケーション
CD-ROM」をセットする。

② コントロールパネルを開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）

③「アプリケーションの追加と削除」をクリック。
「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィン
ドウが表示されます。

④「セットアップ」をクリック。
「フロッピーディスクまたはCD-ROMからのセット
アップ」ウィンドウが表示されます。

⑤「次へ」をクリック。
「セットアップ プログラムの実行」ウィンドウが表示
されます。

⑥「セットアッププログラムのコマンドライン」を「＜
CD-ROMドライブ名＞：¥NSETUP.EXE」から「＜
CD-ROMドライブ名＞:¥UNINST.EXE」に変更す
る。
「セットアッププログラムのコマンドライン」が「＜
CD-ROMドライブ名＞:¥UNINST.EXE」になってい
ることを確認します。＜CD-ROMドライブ名＞は通
常は、＜Q＞です。

⑦「完了」をクリック。
「アンインストールは次の内容を消去します。」のメッ
セージが表示されます。

⑧「続行」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。

⑨「削除」ウィンドウで「確認」をクリック。
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ショートカットアイコンが残った場合

「ランチ-NX」の「ユーティリティ」グループに残った
アイコンを削除するには、次のアイコンを削除してく
ださい。

・「ユーティリティ」グループの
「Angel Line（電話案内）」

・「ユーティリティ」グループの
「Angel Line（アドレス帳）」

「ランチ - N X 」に残ったアイコンの削除方法は、
PART2「ランチ-NXの設定」の「アプリケーション起
動ボタンの設定を編集する」にある「アプリケーショ
ン起動ボタンを削除する」をご覧ください。

BIGLOBE Walker、PC-VANナビゲータの削除

次の手順で「BIGLOBE Walker」を削除します。
「BIGLOBE Walker」を削除するときは、「PC-VAN
ナビゲータ」も削除してください。「B I G L O B E
Walker」を削除すると「PC-VANナビゲータ」を使う
ことができなくなります。

①「アプリケーションの追加と削除を使って削除する」の
「削除の準備①」または「削除の準備②」の手順を行う。

②「セットアップと削除」タブのウィンドウの一覧から
「BIGLOBE Walker」をクリック。
「BIGLOBE Walker」が反転表示になります。

③「追加と削除」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」のメッセージが表示
されます。

④「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。終了すると
「アンインストールが完了しました。」と表示されます。

⑤「OK」をクリック。

続いて「PC-VANナビゲータ」を削除します。

⑥ CD-ROMドライブに本機添付の「アプリケーション
CD-ROM」をセットする。

⑦ コントロールパネルを開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）

⑧「アプリケーションの追加と削除」をクリック。
「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィン
ドウが表示されます。

⑨「セットアップ」をクリック。
「フロッピーディスクまたはCD-ROMからのセット
アップ」ウィンドウが表示されます。

⑩「次へ」をクリック。
「セットアップ プログラムの実行」ウィンドウが表示
されます。

⑪「セットアッププログラムのコマンドライン」を「＜
CD-ROMドライブ名＞：¥NSETUP.EXE」から「＜
CD-ROMドライブ名＞:¥UNINSNAV.EXE」に変更
する。
「セットアッププログラムのコマンドライン」が「＜
CD-ROMドライブ名＞:¥UNINSNAV.EXE」になっ
ていることを確認します。＜CD-ROMドライブ名＞
は通常は、＜Q＞です。

⑫「完了」をクリック。

⑬「プログラムだけ削除」を選んで、「OK」をクリック。
「すべて削除」を選ぶと、設定ファイルやアドレス帳な
ども削除されてしまいます。
「PC-VANナビゲータのプログラムファイルを削除し
ます。」と表示されます。

⑭「OK」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
終了すると「ファイルを削除しました。」と表示されま
す。

⑮「OK」をクリック。
以上で削除は完了です。

なお「すべて削除」を選んだ場合でも、メールフォルダ
やダウンロードしたファイルが一部残ります。これら
のファイルを削除する場合は「マイコンピュータ」や
「エクスプローラ」で「C:¥PCNAVI」にあるファイル
を削除してください。

    ショートカットアイコンが残った場合

ランチ -NX の「インターネット＆パソコン通信」グ
ループに残った「BIGLOBE Walker」のアイコンを削
除してください。ランチ-NXに残ったアイコンの削除
方法は、PART2「ランチ-NXの設定」の「アプリケー
ション起動ボタンを編集する」にある「アプリケー
ション起動ボタンを削除する」をご覧ください。
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アンインストール機能を使って削除する

アプリケーションが持っているアンインストール機能
を使用した削除方法を説明します。

インターネットアクセスマネージャの削除

次の手順で「インターネットアクセスマネージャ」を
削除します。

①「スタート」→「プログラム」→「インターネットアク
セスマネージャ」→「uninstallShield」をクリック。
「選択したアプリケーションとそのすべてのコンポー
ネントを完全に削除しますか？」と表示されます。

②「はい」をクリック。
アプリケーションの削除が始まります。
終了すると「アンインストールが完了しました。」と表
示されます。

③「OK」をクリックします。
以上で削除は完了です。

ショートカットアイコンが残った場合

・ランチ -NXの「インターネット＆パソコン通信」グ
ループに残った「インターネットアクセスマネー
ジャ」のアイコンを削除してください。「ランチ -
NX」に残ったアイコンの削除方法は、PART2「ラ
ンチ-NXの設定」の「アプリケーション起動ボタン
の設定を編集する」にある「アプリケーション起動ボ
タンを削除する」をご覧ください。

・アンインストールはセットアップしたファイルの削
除のみ行います。したがって、インターネットアクセ
スマネージャを使用して作成された「通信記録」
「オートパイロット結果」などの情報・ファイルは削
除されません。これらのファイルを削除する場合は、
Windows 95の「エクスプローラ」でインターネッ
トアクセスマネージャがセットアップされている
「C:¥Program File¥Iam」のフォルダごと削除して
ください。

アプリケーションの削除

グローカル ヘキサイトの削除

「グローカル ヘキサイト」の削除の手順については、
PART2「ゲームで遊ぶ」の「GLOCAL HEXCITE（グ
ローカル ヘキサイト）」をご覧ください。
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削除した　　　
アプリケーション
の再追加
削除したアプリケーションを再追加する

場合の手順について説明します。

概要

ここでは、使用するCD-ROMに分けて、再追加の方法
を説明します。

あらかじめ、次のCD-ROMを準備してください。

・アプリケーションCD-ROM

・パソコン大学一年生CD-ROM

・一太郎バックアップCD-ROM（一太郎モデルのみ）

・Microsoft Excel 97 & Word 98 & Outlook 97
for Windows CD-ROM（Wordモデルのみ）

追加が終了したら、CD-ROMをCD-ROMドライブか
ら取り出してください。

アプリケーションCD-ROMを使用する

本機添付の「アプリケーションCD-ROM」を使用し
て、次のアプリケーションを追加できます。

・その他アプリケーションセットアップ
［デジタルブックビューワ（一太郎モデル、Wordモ
デルのみ）, パソコン用語集 , HOVER］

・ジェットサーファー

・Angel Line for Windows

・インターネット無料体験

・インターネットアクセスマネージャ

・アルバム工房Light（一太郎モデル、Wordモデルのみ）

・駅すぱあと for Windows 95
（一太郎モデル、Wordモデルのみ）

・VirusScan

・Classic 100選

・TELFAX-NX

・ランチ -NX

・CDランチ

・BIGLOBE Walker、PC-VANナビゲータ

・BIGLOBE入会申込

・MapPlayer-NX

・てきぱき家計簿マム２Plus
（一太郎モデル、Wordモデルのみ）

・プレーヤ -NX

・しゃべっていいメール

・筆ぐるめ（一太郎モデル、Wordモデルのみ）

・翻訳アダプタⅡ CROSSROAD

・インターネット カラオケキング

・Timer-NX

・MAGIC FLIGHT

・AOLへのご招待

・AOL

・ニフティサーブへようこそ

・NIFTY MANAGER

・CyberWarner-NX

・CyberTrio-NX

・CyberCoach-N

・テキストリーダ

・グローカルヘキサイト

・ソリティアデラックス

・AI将棋Ver.1.5R

「アプリケーションCD-ROM」から、削除したアプリ
ケーションを再追加する場合は、アプリケーションの
アイコン登録先が、購入時と同じ状態に設定されない
ことがあります。
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追加の準備

追加するアプリケーションを選びます。

① CD-ROMドライブに本機添付の「アプリケーション
CD-ROM」をセットする。

②「アプリケーションの追加と削除」を起動する。
（「ランチ -NX」→「ユーティリティ」→「アプリケー
ションの追加と削除」または「スタート」→「設定」→
「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加と
削除」）
「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィン
ドウが表示されます。

③「セットアップ」をクリック。
「フロッピーディスクまたはCD-ROMからのセット
アップ」ウィンドウが表示されます。

④「次へ」をクリック。
「セットアップ プログラムの実行」ウィンドウが表示
されます。

⑤「セットアッププログラムのコマンドライン」が「＜
CD-ROMドライブ名＞：¥NSETUP.EXE」になって
いることを確認する。
＜CD-ROMドライブ名＞は通常は、＜Q＞です。

⑥「完了」をクリック。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

デジタルブックビューワ（一太郎モデル、Wordモデ
ルのみ）、パソコン用語集、HOVERの追加

「その他アプリケーションセットアップ」には、次のプ
ログラムが含まれています。

・Hover

・デジタルブックビューワ
（一太郎モデル、Wordモデルのみ）

・パソコン用語集

「Hover」については、PART2「ゲームで遊ぶ」をご覧
ください。

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「その他アプリケーション セットアップ」をクリック
（反転表示）して、「OK」をクリック。
「その他アプリケーション セットアップ」ウィンドウ
が表示されます。

③「次へ」をクリック。
「セットアップ方法の選択」ウィンドウが表示されます。

④「カスタム」を選ぶ。

⑤「次へ」をクリック。
表示されたウィンドウで、追加したいアプリケーショ
ンのチェックボックスをクリック（チェックボックス
にチェックをつける）して、「次へ」をクリック。
選択したアプリケーションの追加が始まります。

途中で「コピー先に新しい日付のファイルが存在しま
す。上書きしてよろしいですか」のメッセージが表示
された場合は「いいえ」を選んでください。

⑥「セットアップが完了しました」と表示されたら、「完
了」をクリック。

ジェットサーファーの追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「ジェットサーファーVer1.5」をクリック（反転表
示）して、「OK」をクリック。
「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

④「次へ」をクリック。
インストールが始まります。

しばらくすると「READMEファイルを読みますか？」
というメッセージが表示されます。

⑤「いいえ」をクリック。

「はい」を選択した場合、読み終えたら をクリック

します。

⑥「セットアップが完了しました。」と表示されたら
「OK」をクリック。
これで、インストールは完了です。

削除したアプリケーションの再追加
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Angel Line for Windowsの追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「Angel Line for Windows」をクリック（反転表示）
して、「OK」をクリック。
「Angel Line for Windowsインストール」ウィンド
ウが表示されます。

③「続行」をクリック。
「インストールディレクトリの設定」ウィンドウが表示
されます。

④「続行」をクリック。
インストールが始まります。

しばらくすると「インストール終了」ウィンドウが表
示されます。

⑤「確認」をクリック。
「システム設定」ウィンドウが表示されます。

⑥「デフォルト」をクリック。
「接続テスト」ウィンドウが表示されます。

⑦「しない」をクリック。
「お疲れさまでした…」と表示されます。

⑧「確認」をクリック

インターネット無料体験の追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「インターネット無料体験」をクリック（反転表示）し
て、「OK」をクリック。
「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

④「次へ」をクリック。
インストールが始まります。

しばらくすると「セットアップが完了しました。続け
てインターネット無料体験を開始します。よろしいで
すか。」のメッセージが表示されます。

⑤「いいえ」をクリック。
「プログラムのアイコンをダブルクリックすることで
実行できます。」のメッセージが表示されます。

⑥「OK」をクリック。

インターネットアクセスマネージャVer2.0の追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「インターネットアクセスマネージャVer2.0」をク
リック（反転表示）して、「OK」をクリック。
「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

④「次へ」をクリック。
インストールが始まります。

しばらくすると、「接続方法の設定」ウィンドウが表示
されます。

⑤「次へ」をクリック。
「接続先」、「プロバイダの料金」、「電話料金」を設定す
るウィンドウが表示されます。

⑥ 各項目を選択して「次へ」をクリック。
上記の項目はセットアップした後に変更することがで
きます。

以前に使用していたときの設定内容が残っている場合
は、上記のウィンドウは表示されず、「質問」メッセー
ジが表示されます。この場合は「はい」をクリックして
ください。

接続先が1つも作成されていない場合は、手順⑥，⑦
は省略されます。この場合は、いったんセットアップ
を最後まで完了し、その後、接続先を作成してくださ
い。また、接続先作成後は、各項目の変更も行ってくだ
さい。

⑦「設定の確認」ウィンドウで、各項目の選んだ内容を確
認して「完了」をクリック。
「インターネットアクセスマネージャをスタートアッ
プに登録しますか？」と表示されます。

⑧「いいえ」をクリックします。
「ReadMeを表示しますか？」と表示されますので、
読む場合は「はい」を、読まない場合は「いいえ」をク
リックします。
「セットアップが完了しました。」と表示されます。

⑨「OK」をクリックします。
これでインストールは完了です。
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アルバム工房Lightの追加
（一太郎モデル、Wordモデルのみ）

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「アルバム工房Light」をクリック（反転表示）して、
「OK」をクリック。
「インストールを行う前に」ウィンドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

④「次へ」をクリック。
「プログラム フォルダの選択」ウィンドウが表示され
ます。

⑤ アイコンを追加したいフォルダを選んで、「次へ」をク
リック。
「アルバム作成ディレクトリの選択」ウィンドウが表示
されます。
アルバムを作成する先のドライブを変更するには、ド
ライブのところのボタンをクリックすると一覧が表示
されますのでアルバムを作成したいドライブを選んで
ください。

⑥ アルバム作成先のドライブが決まったら「次へ」をク
リック。
「アルバム工房Light」のインストールが始まります。

インストールが完了すると「再起動しますか？」ウィ
ンドウが表示されます。

⑦「OK」をクリック。
これでインストールは完了です。

駅すぱあと for Windows 95の追加
（一太郎モデル、Wordモデルのみ）

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「駅すぱあと」をクリック（反転表示）して、「OK」をク
リック。
「駅すぱあと Setup」ウィンドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。
インストール先を変更する場合は、「参照」をクリック
して、表示されたウィンドウの「パス」にインストール
先を入力して「OK」をクリックしてください。

④「次へ」をクリック。
「プログラムフォルダの選択」ウィンドウが表示されま
す。プログラムフォルダを変更する場合は、「プログラ
ムフォルダ」欄に入力してください。

⑤「次へ」をクリック。
「駅すぱあとSETUP」ウィンドウが表示されます。

⑥ 個人名：NEC-PCuser、法人名：なし(空白)、登録番
号：C10410000057、インストール先：を確認したら、
「次へ」をクリック。
「セットアップが完了しました。」と表示されます。

⑦「OK」をクリックします。
これでインストールは完了です。

VirusScanの追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「McAfee VirusScan v3.1.0」をクリック（反転表
示）して、「OK」をクリック。
「McAfeeソフトウェアの使用許諾契約書」ウィンド
ウが表示されます。

③ 契約に同意の上、「はい」をクリック。
「セットアップへようこそ」ウィンドウが表示されます。

④「次へ」をクリック。
「セットアップ方法」ウィンドウが表示されます。
「カスタム」を選択します。
インストール先を変更する場合は、「参照」をクリック
して、表示されたウィンドウの「パス」にインストール
先を入力して、「OK」をクリックしてください。

⑤「次へ」をクリック。
「コンポーネントの選択」ウィンドウが表示されます。

⑥「次へ」をクリック。
「オプションの選択」ウィンドウが表示されます。

⑦「次へ」をクリック。
「DOSスキャナ インストール オプション選択」ウィ
ンドウが表示されます。

⑧「ブート時にシステムをスキャン」のチェックボックス
をクリックしてチェックをはずす。
「ブート時にシステムをスキャン」のチェックをはずさ
ないでインストールした場合は、MS-DOS用アプリ
ケーションが動作しない場合があります。

削除したアプリケーションの再追加
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⑨「エマージェンシーディスクを作成」のチェックボック
スをクリックしてチェックをはずす。
エマージェンシーディスクは「スタート」→「プログラ
ム」→「McAfee VirusScan」→「エマージェンシー
ディスク作成」をクリックして作成することができます。

⑩「次へ」をクリック。
「プログラム フォルダの選択」ウィンドウが表示され
ます。

⑪「次へ」をクリック。
「インストール設定の確認」ウィンドウが表示されます。

⑫「次へ」をクリック。
「システム領域のスキャンが完了しました」のメッセー
ジが表示されます。

⑬「OK」をクリック。
「この製品についての最新の情報を表示しますか？」の
メッセージが表示されます。
最新の情報を読む場合は「はい」、読まない場合は「い
いえ」をクリックします。
最新の情報は「スタート」→「プログラム」→「McAfee
VirusScan」→「ウイルスデータベースの内容」をク
リックして読むことができます。
インストールが終了すると「インストールが完了しま
した」ウィンドウが表示されます。

⑭「はい、直ちにコンピュータを再起動します。」を選ん
で、「終了」をクリック。
Windows 95が再起動します。

⑮「スタート」→「プログラム」→「McAfee VirusScan」
→「VirusScanコンソール」をクリック。

⑯「McAfee VShield」の上で右クリックして、表示さ
れたメニューから「プロパティ」をクリック。
「タスクプロパティ」のウィンドウが表示されます。

⑰「詳細設定」をクリック。
「VShield設定」ウィンドウが表示されます。

⑱「スタートアップ時に起動」のチェックボックスをク
リックしてチェックを外す。
スタートアップ時にVShieldを起動すると、ディスク
アクセス時にウイルス検査を実行するため、アプリ
ケーションなどの実行が遅くなります。

⑲「OK」をクリック。
「今すぐに読み込みを解除しますか？」のメッセージが
表示されます。

⑳「はい」→「OK」→ をクリック。
これでインストールは完了です。

Classic 100選の追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「Classic 100選Ver1.0」をクリック（反転表示）し
て、「OK」をクリック。
「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

④「次へ」をクリック。
インストールが始まります。
しばらくすると、「セットアップの完了」ウィンドウが
表示されます。

⑤「OK」をクリック。
これでインストールは完了です。

TELFAX-NXの追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「TELFAX-NX」をクリック（反転表示）して、「OK」を
クリック。
「インストールを行う前に」ウィンドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「ユーザ情報の設定」ウィンドウが表示されます。

④ 各種項目を入力して、「次へ」をクリック。
「情報の一覧」ウィンドウが表示されます。

⑤ 入力した情報を確認して「次へ」をクリック。
インストールが始まります。

インストールが終了すると、「再起動しますか？」ウィ
ンドウが表示されます。

⑥「はい、直ちにコンピュータを再起動します。」を選ん
で「OK」をクリック。
Windows 95が再起動します。
これでインストールは完了です。

ランチ -NXの追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。
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②「ランチ -NX」をクリック（反転表示）して、「OK」を
クリック。
「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

④「次へ」をクリック。
インストールが始まります。

⑤「セットアップが完了しました。」と表示されたら
「OK」をクリック。
これで、インストールは完了です。

CDランチの追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「CDランチ」をクリック（反転表示）して、「OK」をク
リック。
「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます�

④「次へ」をクリック。
インストールが始まります�

⑤「セットアップが完了しました。」と表示されたら
「OK」をクリック。
これで、インストールは完了です。

BIGLOBE Walker、PC-VANナビゲータの追加

「BIGLOBE Walker」を起動する場合は、「Internet
Explorer3.0」以上がセットアップされている必要が
あります。「Internet Explorer」が正しくセットアッ
プされていることを確認してください。

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「BIGLOBE Walker」をクリック（反転表示）して、
「OK」をクリック。
「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「警告」ウィンドウが表示されたら「OK」をクリック
します。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

④「次へ」をクリック。
「BIGLOBE Walkerのインストールを開始します。よ
ろしいですか？」と表示されます。

⑤「はい」をクリック。
あとは、自動的にインストールされます。
これで、インストールは完了です。

続いて、「PC-VANナビゲータ」を追加します。

⑥「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

⑦「PC-VANナビゲータ」をクリック（反転表示）して、
「OK」をクリック。
「他のアプリケーションを終了してからインストール
をして下さい」と表示されます。

⑧「OK」をクリックします。
「PC-VANナビゲータインストール」のウィンドウが
表示されます。

⑨「インストール」をクリック。

⑩ 表示されたウィンドウで「インストールディレクトリ」
のみを確認して「OK」をクリックします。
「ディレクトリを作成しますか？」と表示されます。

⑪「OK」をクリック。
「インストールが完了しました」と表示されます。

⑫「OK」をクリック。
これでインストールは完了です。

BIGLOBE 入会申込（サインアップナビ）の追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「BIGLOBE入会申込」（サインアップナビ）をクリッ
ク（反転表示）して、「OK」をクリック。
「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

④「次へ」をクリック。
「BIGLOBE入会申込」のインストールを開始します。
よろしいですか？」と表示されます。

⑤「次へ」をクリック。
インストールが始まります。
しばらくすると「質問」ウィンドウが表示されます。

削除したアプリケーションの再追加
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⑥「いいえ」をクリック。
「情報」ウィンドウが表示されます。

⑦「OK」をクリック。
これで、インストールは完了です。

MapPlayer-NXの追加�

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「MapPlayer-NX」をクリック(反転表示)して、「OK」
をクリック。
「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

④「次へ」をクリック。
「プログラム フォルダーの選択」ウィンドウが表示さ
れます。

⑤「次へ」をクリック。
インストールが始まります。

⑥ 再起動を促すメッセージが表示されたら「OK」をク
リック。
これで、インストールは完了です。

てきぱき家計簿マム2Plusの追加
（一太郎モデル、Wordモデルのみ）

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「てきぱき家計簿マム2Plus」をクリック（反転表示）
して、「OK」をクリック。
「てきぱき家計簿マム2Plusセットアップ」ウィンド
ウが表示されます。

③「インストール」をクリック。
インストールが始まります。

④「てきぱき家計簿マム2Plusのセットアップ処理を終
了しました。」と表示されたら「OK」をクリック。
これで、インストールは完了です。

プレーヤ -NXの追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「プレーヤ-NX」をクリック（反転表示）して、「OK」を
クリック。
「ようこそ！ プレーヤ-NXの世界へ」ウィンドウが表
示されます。

③「次へ」をクリック。
「Folder Selection」ウィンドウが表示されます。

④「次へ」をクリック。
インストールが始まります。

⑤「プレーヤ-NXは正しくインストールされました。」と
表示されたら「OK」をクリック。
これで、インストールは完了です。

しゃべっていいメール、ボイスペンの追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「しゃべっていいメール」をクリック（反転表示）して、
「OK」をクリック。
「インストールを行う前に」ウィンドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

④「次へ」をクリック。
「プログラムフォルダの選択」ウィンドウが表示されます。

⑤ アイコンを追加したいフォルダを選択して、「次へ」を
クリック。
「質問」 ウィンドウが表示されます。

⑥「はい」 をクリック。
「しゃべっていいメール」のインストールが始まります。
しばらくすると「セットアップの完了」ウィンドウが
表示されます。

「コントロールパネル」が前面に表示されている場合
は、【Alt】＋【Tab】を押して画面を切り替えて「よう
こそ」ウィンドウを前面に表示させてください。

⑦「終了」 をクリック。
この後、「入力レベル調整」、「話者学習」を行ってくだ
さい。
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筆ぐるめの追加（一太郎モデル、Wordモデルのみ）

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「筆ぐるめfor Windows 95 Version 4.0」をクリッ
ク（反転表示）して、「OK」をクリック。
「筆ぐるめ for Windows 95 Version 4.0」ウィン
ドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「ユーザ情報登録」ウィンドウが表示されます。

④「ユーザ名」と「会社名」を入力。

⑤「次へ」をクリック。
ユーザ名と会社名を確認する画面が表示されます。

⑥「はい」をクリック。
「インストール先の指定」ウィンドウが表示されます。

⑦「次へ」をクリック。
「インストールタイプの選択」ウィンドウが表示されます。

⑧「標準」を選んで「次へ」をクリック。
「指定通りにインストールします。」というメッセージ
が表示されます。

⑨「はい」をクリック。
インストールが始まります。
「読み取り専用ファイルの検出」ウィンドウが表示され
た場合は、すべて「いいえ」をクリック。

⑩「筆ぐるめのセットアップが終了しました。」と表示さ
れたら、「OK」をクリック。
これでインストールは完了です。

翻訳アダプタⅡ CROSSROADの追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「翻訳アダプタⅡ CROSSROAD」をクリック（反転
表示）して、「OK」をクリック。
「翻訳アダプタⅡ CROSSROAD セットアップ」ウィ
ンドウが表示されます。

③「OK」をクリック。
「はじめに」ウィンドウが表示されます。

④「OK」をクリック。
「ユーザ情報の入力」ウィンドウが表示されます。

削除したアプリケーションの再追加

⑤「シリアルNo:」に「C103B29100」（0は数字のゼロ）、
「パスワード:」に「LGPPRFOO」（Oはアルファベット
のオー）と入力する。

⑥「インストール」をクリック。
「セットアップを開始するには大きなボタンをクリッ
クしてください。」と表示されます。

⑦ をクリック。

インストールが始まります。

⑧「翻訳アダプタⅡ CROSSROADのセットアップが完
了しました。」と表示されたら、「OK」をクリック。
これでインストールは完了です。

インターネット カラオケキングの追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「カラオケキング」をクリック（反転表示）して、「OK」
をクリック。
「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「インストールする前に」ウィンドウが表示されますの
で、内容をよくお読みください。

④「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

⑤「次へ」をクリック。
インストールが始まります。
途中で「簡単に実行できるようにデスクトップ上にア
イコンを作りますか。」と表示されます。アイコンをデ
スクトップ上に作る場合は「はい」を、作らない場合は
「いいえ」をクリックしてください。

⑥「セットアップが完了しました。」と表示されたら、
「OK」をクリック。
これで、インストールは完了です。

Timer-NXの追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「Timer-NX」をクリック（反転表示）して、「OK」をク
リック。
「Timer-NXのセットアップを始めます。」のメッセー
ジが表示されます。
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③「OK」をクリック。
「セットアップを開始するには大きなボタンをクリッ
クしてください。」と表示されます。

④ をクリック。
インストールが始まります。

⑤「Timer-NXのセットアップが完了しました。」と表示
されたら、「OK」をクリック。

MAGIC FLIGHTの追加�

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「MAGIC FLIGHT」をクリック(反転表示)して、
「OK」をクリック。
「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

④「次へ」をクリック。
インストールが始まります。

⑤「セットアップが完了しました。」と表示されたら
「OK」をクリック。
これで、インストールは完了です。

AOLへのご招待の追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「AOLへのご招待」をクリック（反転表示）して、「OK」
をクリック。
「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

④「次へ」をクリック。
インストールが始まります。

しばらくすると「情報」ウィンドウが表示されます。

⑤「OK」をクリック。

AOLの追加

「AOL」の追加の手順については、PART3「パソコン
通信」の「AOLを利用する」をご覧ください。

ニフティサーブへようこその追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「ニフティサーブへようこそ」をクリック（反転表示）
して、「OK」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
インストールが始まります。
途中で「デスクトップにショートカットを置きます
か？」と表示されます。ショートカットを置く場合は
「はい」を、置かない場合は「いいえ」をクリックして
ください。

しばらくすると「情報」ウィンドウが表示されます。

④「OK」をクリック。

NIFTY MANAGERの追加

「NIFTY MANAGER」の追加の手順については、
PART3「パソコン通信」の「NIFTY SERVEを利用
する」をご覧ください。

CyberWarner-NXの追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「CyberWarner-NX」をクリック（反転表示）して
「OK」をクリック。
「CyberWarner-NXセットアップへようこそ」ウィン
ドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

④「次へ」をクリック。
「CyberWarner-NXをインストールする準備ができま
した。」と表示されます。

⑤「次へ」をクリック。
インストールが始まります。
インストールが終了すると、「インストールを有効にす
るために再起動する必要があります」と表示されます。

⑥「OK」をクリック。
Windowsが再起動します。
これでインストールは完了です。
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「CyberWarner-NX」を再追加すると、本機起動時に
「CyberWarner-NX」が常駐されます。

CyberTrio-NXの追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「CyberTrio-NX」をクリック（反転表示）して「OK」
をクリック。
「CyberTrio-NXセットアップへようこそ」ウィンド
ウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

④「次へ」をクリック。
インストールが始まります。
インストールが終了すると、「インストールを有効にす
るために再起動する必要があります」と表示されます。

⑤「OK」をクリック。
Windowsが再起動します。
これでインストールは完了です。

「CyberTrio-NX」を再追加すると、本機起動時に
「ベーシックモードへようこそ」ウィンドウが表示され
ます。

CyberCoach-NXの追加

①「追加の準備」の手順①～⑥を行う。
「プロダクトの選択」ウィンドウが表示されます。

②「CyberCoach-NX」をクリック（反転表示）して、
「OK」をクリック。
「CyberCoach-NXセットアップへようこそ」ウィン
ドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

④「次へ」をクリック。
インストールが始まります。
インストールが終了すると、「インストールは終了しま
した」と表示されます。

⑤「終了」をクリック。
これで、インストールは完了です。

テキストリーダの追加

「テキストリーダ」の追加の手順については、PART2
「テキストリーダの使用」の「テキストリーダのセット
アップ」をご覧ください。

グローカル ヘキサイトの追加

「グローカル ヘキサイト」の追加の手順については、
PART2「ゲームで遊ぶ」の「GLOCAL HEXCITE（グ
ローカル ヘキサイト）」をご覧ください。

ソリティア デラックスの追加

「ソリティア デラックス」の追加の手順については、
PART2「ゲームで遊ぶ」の「ソリティア デラックス」
をご覧ください。

AI将棋 Ver.1.5Rの追加

「AI 将棋 Ver .1 .5R」の追加の手順については、
PART2「ゲームで遊ぶ」の「AI将棋 Ver.1.5R」をご
覧ください。

バーチャファイター2の追加

「バーチャファイター2」の追加の手順については、
PART2「ゲームで遊ぶ」の「バーチャファイター2
（Virtua Fighter2）」をご覧ください。

削除したアプリケーションの再追加
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パソコン大学一年生CD-ROMを使って
追加する（一太郎モデル、Wordモデルのみ）

パソコン大学一年生CD-ROMを使って、次のアプリ
ケーションを追加することができます。

・パソコン大学一年生 for 一太郎8
（一太郎モデルのみ）

・パソコン大学一年生 for 三四郎8
（一太郎モデルのみ）

・パソコン大学一年生 for Word 98
（Wordモデルのみ）

・パソコン大学一年生 for Excel 97
（Wordモデルのみ）

パソコン大学一年生の追加

① CD-ROMドライブに本機添付の「パソコン大学一年
生CD-ROM」をセットする。
自動的にセットアップを開始するウィンドウが表示さ
れます。
自動表示されない場合は、デスクトップの「マイコン
ピュータ」をダブルクリックし、表示されたウィンド
ウでCD-ROMドライブのアイコンをダブルクリック
してください。

②「OK」をクリック。
「セットアップを開始するには大きなボタンをクリッ
クしてください」と表示されます。

③ をクリック。
アプリケーションの追加が始まります。
しばらくすると、セットアップが完了した旨のメッ
セージが表示されます。

④「OK」をクリック。
これでインストールは完了です。�

一太郎バックアップCD-ROMを使って
追加する（一太郎モデルのみ）

一太郎Office8の追加

「アプリケーションを削除する」の「一太郎Office8の
削除（一太郎モデルのみ）」の手順で、一太郎Office8
を削除した場合は、本機に添付されている「一太郎
バックアップCD-ROM」を使用することにより、「一
太郎Office8」をハードディスクに追加することがで
きます。

ここでは、「一太郎Office8」の追加手順について説明
します。

① CD-ROM ドライブに「一太郎バックアップ CD-
ROM」をセットする。
自動的にセットアップを開始するウィンドウが表示さ
れます。

自動表示されない場合は、デスクトップの「マイコン
ピュータ」を起動し、CD-ROMアイコンをダブルク
リックしてください。

②「SETUP」をクリック。
セットアップ開始を確認するウィンドウが表示されます。

③「セットアップ開始」をクリック。
「Office8のセットアップを行います」と表示されま
す。

「使用許諾契約の確認」ウィンドウが表示された場合
は、「確認」をクリックしてください。

④「次へ」をクリック。
「使用者名・法人名の登録」ウィンドウが表示されます。

⑤「次へ」をクリック。
「シリアルナンバー・User IDの登録」ウィンドウが表
示されます。

⑥ J-Sheet をご覧の上、すべて入力して「次へ」をク
リック。
「使用者名・シリアルナンバーの確認」ウィンドウが表
示されます。

⑦ 正しく入力されていたら「登録する」をクリック。
「セットアップ方法の選択」ウィンドウが表示されます。

⑧「標準」を選ぶ。
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⑨「次へ」をクリック。
「標準モードでセットアップすると」と表示されます。

⑩「次へ」をクリック。
「セットアップするフォルダを設定します」と表示され
ます。

⑪「次へ」をクリック。
「ファイルのコピーを開始します」と表示されます。

⑫「コピー開始」をクリック。
ファイルのコピーが始まります。しばらくお待ちくだ
さい。

しばらくすると「インターネット接続方法の選択」
ウィンドウが表示されます。

⑬「はい」を選択して「OK」をクリック。
「JustNetに入会するには」ウィンドウが表示されます。

⑭「確認」をクリック。
「一太郎Office8のセットアップ終了」ウィンドウが
表示されます。

⑮「再起動」をクリック。
Windows 95が再起動します。
これで「一太郎Office8」のセットアップが終了です。

「一太郎Off ice8」を再追加すると、画面の右隅に
「Office 8 スタートバー」が表示されます。

Excel 97 & Word 98 & Outlook 97
CD-ROMを使って追加する（Wordモデルのみ）

「アプリケーションを削除する」の「Microsoft IME
98 の削除（Word モデルのみ）」、「Mic r oso f t
Draw98の削除（Wordモデルのみ）」、「Microsoft
Word 98の削除（Wordモデルのみ）」、「Microsoft
Excel 97の削除（Wordモデルのみ）」、「Microsoft
Outlook 97の削除（Wordモデルのみ）」でIME98、
Draw98、Word、Excel、Outlookをそれぞれ削除し
た場合、本機に添付されている「Microsoft Excel
97 & Word 98 & Outlook 97 for Windows」CD-
ROM（以降、Excel 97 & Word 98 & Outlook 97
CD-ROM）を使用することにより、次のアプリケー
ションをハードディスクにセットアップすることがで
きます。

・Microsoft Outlook 97

・Microsoft Excel 97

・Microsoft IME98

・Microsoft Word 98

・Microsoft Draw 98

Outlook 97のセットアップ

①「Excel 97 & Word 98 & Outlook 97 CD-ROM」
をCD-ROMドライブにセットする。
自動的にセットアップを開始するウィンドウが表示さ
れます。

自動表示されない場合は、デスクトップにある「マイ
コンピュータ」を起動し、CD-ROMアイコンをダブル
クリックします。

②「Outlook 97のセットアップ」をクリック。
Outlook 97のセットアッププログラムが起動します。

③「継続」をクリック。
「ユーザー情報の登録」のウィンドウが表示されます。

④「OK」をクリック。
「ユーザー情報の確認」のウィンドウが表示されます。

⑤「OK」をクリック。
プロダクトIDを知らせるウィンドウが表示されます。

⑥「OK」をクリック。
フォルダを選ぶウィンドウが表示されます。

削除したアプリケーションの再追加



234

⑦ そのまま「OK」をクリック。
セットアップ方法を選ぶウィンドウが表示されます。

⑧「標準セットアップ」をクリック。
Outlook 97のセットアップが始まります。

セットアップが終了すると「Microsoft Outlook 97
セットアップが完了しました」と表示されます。

⑨「OK」をクリック。
「Windows 95の再起動」のウィンドウが表示された
場合は、実行中の他のアプリケーションをすべて終了
した後、「Windowsの再起動」をクリックし、Win-
dowsを再起動してください。

これでセットアップは完了です。

Excel 97のセットアップ

①「Excel 97 & Word 98 & Outlook 97 CD-ROM」
をCD-ROMドライブにセットする。
自動的にセットアップを開始するウィンドウが表示さ
れます。

自動表示されない場合は、デスクトップにある「マイ
コンピュータ」を起動し、CD-ROMアイコンをダブル
クリックします。

②「Microsoft Excel 97のセットアップ」をクリック。
Excelのセットアッププログラムが起動します。

③「継続」ボタンをクリック。
「ユーザー情報の登録」ウィンドウが表示されます。

④「OK」をクリック。
「ユーザー情報の確認」ウィンドウが表示されます。

⑤「OK」をクリック。
プロダクト ID番号を知らせるウィンドウが表示され
ます。

⑥「OK」をクリック。
フォルダを選ぶウィンドウが表示されます。

⑦ そのまま、「OK」をクリック。
セットアップ方法を選ぶウィンドウが表示されます。

⑧「標準セットアップ」を選んで、「継続」をクリック。
Excelのセットアップが始まります。

セットアップが終了すると「Microsoft Excel 97
セットアップが完了しました」と表示されます。

⑨「OK」をクリック。
「Windows 95の再起動」のウィンドウが表示された
場合は、実行中の他のアプリケーションを終了した後、
「Windowsの再起動」をクリックし、Windowsを再
起動してください。

これで、セットアップは完了です。

MS-IME 98のセットアップ

①  CD-ROMドライブに「Excel 97 & Word 98 &
Outlook 97 CD-ROM」をセットする。
自動的にセットアップを開始するウィンドウが表示さ
れます。
自動表示されない場合は、デスクトップにある「マイ
コンピュータ」を起動し、CD-ROMアイコンをダブル
クリックします。

②「MS-IME 98のセットアップ」をクリック。
MS-IME 98のセットアッププログラムが起動しま
す。

③「継続」をクリック。
「ユーザー情報の登録」のウィンドウが表示されます。

④「OK」をクリック。
「ユーザー情報の確認」のウィンドウが表示されます。

⑤「OK」をクリック。
「セットアップを開始するには、左下のボタンをクリッ
クしてください」と表示されます。

⑥「標準」をクリック。
MS-IME 98のセットアップが始まります。
「MS-IME98のユーザ辞書が既に存在するので…」と
表示されたら「OK」をクリックしてください。
セットアップが終了すると「Microsoft IME 98 セッ
トアップが完了しました」と表示されます。

⑦「OK」をクリック。
「Windows 95の再起動」のウィンドウが表示された
場合は、実行中の他のアプリケーションをすべて終了
した後、「Windows の再起動」をクリックし、Win-
dowsを再起動してください。

これで、セットアップは完了です。
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Word 98のセットアップ

① CD-ROMドライブに「Excel 97 & Word 98 &
Outlook 97 CD-ROM」をセットする。
自動的にセットアップを開始するウィンドウが表示さ
れます。
自動表示されない場合は、デスクトップにある「マイ
コンピュータ」を起動し、CD-ROMアイコンをダブル
クリックします。

②「Word 98のセットアップ」をクリック。
Wordのセットアッププログラムが起動します。

③「継続」をクリック。
「ユーザー情報の登録」のウィンドウが表示されます。

④「OK」をクリック。
「ユーザー情報の確認」のウィンドウが表示されます。

⑤「OK」をクリック。
プロダクト ID番号を知らせるウィンドウが表示され
ます。

⑥「OK」をクリック。
フォルダを選ぶウィンドウが表示されます。

⑦ そのまま、「OK」をクリック。
セットアップ方法を選ぶウィンドウが表示されます。

⑧「標準セットアップ」を選んで、「継続」をクリック。
Wordのセットアップが始まります。

セットアップが終了すると「Microsoft Word 98
セットアップが完了しました」と表示されます。

⑨「OK」をクリック。
「Windows 95の再起動」のウィンドウが表示された
場合は、実行中の他のアプリケーションをすべて終了
した後、「Windows の再起動」をクリックし、Win-
dowsを再起動してください。

これで、セットアップは完了です。

Draw 98のセットアップ

① CD-ROMドライブに「Excel 97 & Word 98 &
Outlook 97 CD-ROM」をセットする。
自動的にセットアップを開始するウィンドウが表示さ
れます。
自動表示されない場合は、デスクトップにある「マイ
コンピュータ」を起動し、CD-ROMアイコンをダブル
クリックします。

②「Draw 98のセットアップ」をクリック。
Microsoft Draw 98のセットアッププログラムが起
動します。

③「継続」をクリック。
「セットアップを開始するには、左下のボタンをクリッ
クしてください。」と表示されます。

④「継続」をクリック。
Draw 98のセットアップが始まります。

セットアップが終了すると「Microsoft Draw 98
セットアップが完了しました」と表示されます。

⑤「OK」をクリック。
「Windows 95の再起動」のウィンドウが表示された
場合は、実行中の他のアプリケーションをすべて終了
した後、「Windows の再起動」をクリックし、Win-
dowsを再起動してください。

これで、セットアップは完了です。

Internet Explorer 4.01の追加

Internet Explorer 4.01の追加手順について説明し
ます。

Microsoft Chat 2.0、Microsoft NetShow
Player 2.0、RealPlayer 4.0 の追加

Microsoft Chat 2.0、Microsoft NetShow Player
2.0、RealPlayer 4.0 は、「Microsoft Internet Ex-
plorer 4.01の追加」の手順(「インストールオプショ
ン」は「完全インストール」を選択)を行うことにより
再追加することができます。

Microsoft Internet Explorer 4.01の追加

「Microsoft Internet Explorer 4.01」は、ハード
ディスクから追加します。

①「アプリケーションの追加と削除」を起動する。
（「ランチｰNX」→「ユーティリティ」→「アプリケー
ションの追加と削除」または「スタート」→「設定」→
「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加と
削除」）
「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィン
ドウが表示されます。

削除したアプリケーションの再追加
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②「セットアップ」をクリック。
「フロッピーディスクまたはCD-ROMからのセット
アップ」ウィンドウが表示されます。

③「次へ」をクリック。
「セットアップ プログラムの実行」ウィンドウが表示
されます。

④「セットアッププログラムのコマンドライン」に次のよ
うに入力する。
C:¥OPTIONS¥OTHER¥IE401¥IESTART.BAT

⑤「完了」をクリック。
「Internet Explorer 4.0アクティブセットアップ」
ウィンドウが表示されます。

⑥「次へ」をクリック。
使用許諾契約書が表示されます。

⑦「同意する」を選んで、「次へ」をクリック。
「インストールオプション」が表示されます。

⑧「完全インストール」が選ばれていることを確認して
「次へ」をクリック。
「デスクトップのアップデート」が表示されます。

⑨「インストールしますか？」の「はい」を選んで、「次
へ」をクリック。
「インストール先フォルダ」が表示されます。

⑩ インストール先を指定する。

・購入時と同じフォルダにインストールする場合
次のフォルダが選ばれていることを確認します。

「C:¥Program Files¥Internet Explorer」

・購入時と別のフォルダにインストールする場合
すでに存在するフォルダの場合は、「参照」をクリッ
クして「フォルダの参照」ウィンドウでインストール
したいフォルダを選んで、「OK」をクリックします。
新規にフォルダを作成する場合は、「インストール
フォルダ」に直接フォルダ名を入力します。

インストール先を指定したら「次へ」をクリックしま
す。

・新規にフォルダを作成した場合は、「入力したフォル
ダが存在しないため、作成しますか？」と表示されま
すので、「はい」をクリックしてください。

・「新しいコンポーネントをアップグレードします
か？」と表示された場合は、「すべてのコンポーネン
トを再インストール」にチェックを付けて、「OK」を
クリックしてください。

インストールが始まります。
インストールには十数分かかります
終了すると、「コンポーネントのインストールは完了し
ました」と表示されます。

⑪「OK」をクリック。
「自動的に閉じることのできなかったプログラムがい
くつかあります」と表示された場合は、実行中のプロ
グラムをすべて終了して、「OK」をクリックしてくだ
さい。

・「コンピュータを再起動する必要があります」と表示
された場合は「OK」をクリックしてください。自動
的に再起動されます。

・「ユーザ名とパスワードを入力してください」と表示
された場合は、ユーザ名とパスワードを入力してく
ださい。

「Internet Explorer 4.01」関連プログラムの設定、
プログラムの個人用設定が行われます。この間数分か
かります。

⑫「CyberTrio-NX」のモードを「アドバンストモード」
に変更する。
（「スタート」→「プログラム」→「CyberTrio-NX」→
「Go To アドバンストモード」）

⑬「スタート」→「Windows の終了」をクリックし、
「MS-DOSモードで再起動する」にチェックをつけ
て、「OK」をクリック。
MS-DOSモードで再起動します。

⑭ キーボードから次のように入力する。
cd  ¥options¥other¥ie401 【Enter】

⑮ キーボードから次のように入力する。
niesetup 【Enter】

⑯「終了しました。」と表示されたら、キーボードから次
のように入力する。
exit 【Enter】

Windows 95が再起動されます。

Microsoft Internet Explorer 4.01を再追加すると
スタートページの設定は購入時の状態には戻りませ
ん。スタートページを元に戻す方法については『イン
ターネット入門』のPART4「インターネットをもっ
と楽しむために」にある「最初に出るページを変える」
をご覧ください。
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最新のコンポーネントを追加する

「インターネットエクスプローラ4.01」に最新のコン
ポーネントを追加するには、次の手順があります。
いずれの手順も同じWebサイトに接続して、最新の
アプリケーション（コンポーネント）をダウンロード
します。

・「インターネットエクスプローラ4.01」の「ヘルプ」
メニュー→「製品の更新」をクリックする。

・「コントロールパネル」の「アプリケーションの追加
と削除」で、「Microsoft Internet Explorer 4.0」
を選んで、「追加と削除」をクリックして、「コンポー
ネントを Internet Explorerに追加する」を選んで
「OK」をクリックする。

上記手順でダウンロード可能なアプリケーション（コ
ンポーネント）は次のようになります。
（1998年4月現在）

◎Add-on pageにあるコンテンツ一覧

[Microsoft Internet Explorer 4.0]
・Internet Explorer 4.0 Webブラウザ

・Windows デスクトップのアップデート

・Microsoft VM for Java

・インターネット接続ウィザード

[通信コンポーネント]
・Microsoft NetMeeting

・Microsoft Outlook Express

・Microsoft Chat 2.0

[マルチメディア コンポーネント]
・Microsoft NetShow

・Microsoft インタラクティブ ミュージック コント
ロールとMSシンセサイザ

・Microsoft VRML 2.0ビューア

・DirectShow

・VDOLive プレーヤー

・Microsoft Agent

・Macromedia Shockwave Director

・Macromedia Shockwave Flash

・RealPlayer by Progressive Networks

削除したアプリケーションの再追加

[オーサリング コンポーネント]
・Microsoft FrontPage Express

・Microsoft Web発行ウィザード

[エクスプローラ用追加コンポーネント]
・Microsoft Wallet

・追加 Web フォント

・Internet Explorerサウンド パック

・タスク スケジューラ

[複数の言語サポート]
・日本語サポート

・韓国語サポート

・ヨーロッパ各国語サポート

・繁体字中国語サポート

・簡体字中国語サポート
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ハードウェア

●マウスの設定

●キーボードの設定

●ハードディスク

●フロッピーディスク

●ディスプレイ

●サスペンド/レジューム機能

●サウンド機能

●マイクロホン

●FAXモデムボード

●シリアルコネクタ

●デバイスマネージャ

●CD-ROMなどの取り扱い
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マウスの設定
「マウスのプロパティ」ウィンドウでは、

左ききの方のためのマウスの設定、ダブ

ルクリックのタイミングの調整、マウス

ポインタの形の選択や動きの調整などの

設定ができます。

・マウスの使い方について→『STEP2 入門』
「PART 2マウスに慣れよう」

「マウスのプロパティ」ウィンドウでの設定

①「コントロールパネル」を開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）

※この画面は機種によって異なる場合があります。

②「マウス」をダブルクリック。
「マウスのプロパティ」ウィンドウが表示されます。

「マウスのプロパティ」ウィンドウには、ここで表示さ
れている「ボタン」タブのウィンドウの他に「ポイン
タ」「動作」「情報」タブのウィンドウがあります。タブ
をクリックすると、そのタブに対応するウィンドウを
表示できます。各ウィンドウで行える設定は次の通り
です。

「ボタン」タブのウィンドウ

ボタンの選択
マウスのボタンの左右の機能を交換して、右きき用/
左きき用に設定できます。

コンテキストメニュー

現在の本機の状況や、ポインタの位置で可能な操作の一
覧が表示されているメニュー。

補助ドラッグ

ファイルやフォルダのコピー、ショートカットアイコン
の作成などができるドラッグ。

ダブルクリックの速度

マウスのボタンを2回続けてクリックするときの、間
隔（タイミング）を調整します。「遅く」にすると間隔
が長く、「速く」にすると間隔が短くなります。調整し
たタイミングを「テスト」にあるアイコン（びっくり
箱）で確認できます。調整したタイミングでダブルク
リックをすると、箱が開いて中から人形が飛び出して
きます。

※購入時状態では、遅めに設定されています。

「ポインタ」タブのウィンドウ

このウィンドウでは、マウスポインタの形を選択でき
ます。例として、マウスポインタの形を矢印から
に変更してみます。
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マウスの設定

①「標準の選択」が反転表示している状態で「参照」をク
リック。
「参照」ウィンドウ（「Cursors」フォルダ）が表示され
ます。

②「Cross_1」をダブルクリック。
「Cross_1」のアイコンが「ポインタ」タブのウィンド
ウに表示されます。

③「OK」をクリック。
マウスポインタの形が十字の形になります。

マウスポインタを元に戻すには、「標準設定」をクリッ
クします。

「動作」タブのウィンドウ

マウスポインタの動作について設定できます。

本機では、「ポインタの軌跡」を「表示する」に設定し
ても、ポインタの軌跡は表示されません。

「情報」タブのウィンドウ

現在使用しているマウスの名前が表示されています。
本機に添付されている以外のマウスを使用する場合の
設定ができます。



242

キーボードの設定
「キーボードのプロパティ」ウィンドウで

は、文字のリピート入力のタイミングの

調整、カーソルの点滅速度の調整、日本

語入力システムの選択、キーボードレイ

アウトの設定など、いろいろな設定がで

きます。

・キーボードの使い方について→『STEP2 入門』
・日本語の入力のしかたについて→『STEP2 入門』

「キーボードのプロパティ」ウィンドウでの
設定

①「コントロールパネル」を開く
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）

※この画面は機種によって異なる場合があります。

②「キーボード」をダブルクリック。
「キーボードのプロパティ」ウィンドウが表示されます。

「キーボードのプロパティ」ウィンドウには、ここで表
示されている「速度」タブのウィンドウの他に「言語」
「情報」タブのウィンドウがあります。タブをクリック
すると、そのタブに対応するウィンドウを表示できま
す。各ウィンドウで行える設定は次の通りです。

「速度」タブのウィンドウ

文字の入力
「表示までの待ち時間」では、キーを押し続けたとき
に、入力の繰り返しが始まるまでの時間を調整します。
「表示の間隔」では、キーを押し続けたときに、文字の
入力が繰り返される間隔を調整します。
調整後に、ボックスでテストすることができます。例
えば「A」のキーを押し続けて感じをつかむことがで
きます。

※購入時の状態では、「表示の間隔」は遅めに設定されています。

カーソルの点滅速度

カーソルの点滅する間隔を調整します。

「言語」タブのウィンドウ

画面は一太郎モデルの場合です。Wordモデルの場合
は、「Microsoft IME 98」と「MS-IME97」が表示さ
れます。ワープロ / 表計算なしモデルでは、「MS-
IME97」のみ表示されます。
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キーボードの設定

インストールされている言語とレイアウト

◎言語（日本語入力システム）の選択

よく使う日本語入力システムを一覧から選んで（反転
表示になる）、「標準に設定」をクリックすると、その日
本語入力システムが「標準の言語」の欄に表示されます。

◎言語の追加

「追加」をクリックすると、「言語の追加」ウィンドウが
表示されます。

をクリックして、追加したい言語を選びます。

◎キーボードレイアウトの設定

日本語入力システムを一覧から選んで（反転表示にな
る）、「プロパティ」をクリックすると、「環境設定」
ウィンドウが表示されます。

「ATOK11」の場合

「Microsoft IME 98」の場合

「MS-IME97」の場合

ローマ字/かな入力、入力モード/方式、句読点の種類
などを設定できます。

◎言語の削除

削除したい言語を一覧から選んで（反転表示になる）、
「削除」をクリックすると、その言語が一覧から削除さ
れます。

言語の切り替え

言語の切り替えを行うキーの組み合わせを選びます。

タスクバー上に状態を表示

多国語インジケータをタスクバーに表示します。この
インジケータをクリックすると、言語や日本語入力シ
ステムを簡単に切り替えることができるメニューが表
示されます。

「情報」タブのウィンドウ

キーボードの種類

現在使用しているキーボードの名前が表示されていま
す。本機に添付されている以外のキーボードを使用す
る場合の設定ができます。
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ハードディスク
ハードディスクの代表的なツールであ

る、スキャンディスク、デフラグ、ドライ

ブスペースについて説明します。

・ハードディスクを増設する→『拡張の手引き』
PART7「ハードディスクを増設する」

概要

ハードディスクは、外部記憶装置のひとつです。正確
に表現すれば、実際に磁気を利用してデータを記録す
る円盤（ディスク）と、ディスクを高速に回転させて、
データの読み書きをするヘッドやアーム、モーターな
どからなる装置全体を指し、ハードディスク装置とい
います。ディスクと磁気ヘッドなどの装置は、密封さ
れた容器に収められているために、他の外部記憶装置
のメディアのように、記憶媒体（ディスク）自体を単独
で取り出すことはできません。しかし、ディスクを高
速で回転できるために、フロッピーディスクや光磁気
ディスクなどに比べて、読み書きするスピードは格段
に速くなります。

ハードディスクは外部記憶装置のひとつには違いあり
ませんが、CPUやメモリとともに、パソコンの中心的
な存在です。オペレーティングシステム（OS）やアプ
リケーションソフトなどは、すべてハードディスクに
格納されます。ハードディスクのドライブ名は通常は
「C」です。

取り扱うときの注意

ハードディスクは、たいへん精密な機械です。取り扱
うときには、次のことに十分注意してください。

・電源が入っているときは、本体に振動や衝撃を加え
たり、持ち運んだりしないでください。

・電源を切って本体を運ぶときでも、できるだけ慎重
に扱ってください。

・電源を切るときは、『STEP1 接続と準備』で説明さ
れている手順に従ってください。Windows 95以
外のOSを使用している場合、キーボードの【Esc】
を押してから電源スイッチを押してください。

なお、このマニュアルではハードディスクの記憶容量を、
1Mバイト＝1,000,000バイト及び1Gバイト＝
1,000,000,000バイトで計算したときの値で示し
てあります。Windows 95 では、1M バイト＝
1,048,576バイト、1Gバイト＝1,073,741,124
バイトで値を計算していますので、この値よりも小さ
な値で表示されます。

スキャンディスク

スキャンディスクとは、ハードディスク自体やハード
ディスクに保存されているデータに、障害がないかど
うかを調べるためのツールです。実際には、ハード
ディスクドライブ上のFAT（ファイルアロケーション
テーブル）やクラスタ、ディレクトリツリー構造、ドラ
イブの物理表面の不良セクタなどをチェックします。
定期的にスキャンディスクを行って、ハードディスク
に障害がないかチェックしてください。エラーが発見
されたら、修復するようにしてください。

スキャンディスクは次のように実行します。

①「スキャンディスク」を起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→
「システムツール」→「スキャンディスク」）

②「エラーチェックをするドライブ」の中から、チェック
するドライブをクリック。

③「開始」をクリック。
チェックが始まります。
チェックが終了すると、チェックの経過を表示してい
た場所に「完了」が表示されます。
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何か問題が検出されたときは、次のような画面が表示
されます。この場合は、画面の指示に従ってください。

④「閉じる」をクリックし、もう一度「閉じる」をクリック。
スキャンディスクの作業が終了します。

「完全チェックのオプション」ウィンドウ

徹底的なチェックをしたいときは、チェック方法の
「完全」をクリックしてから「オプション」をクリック
して、次のウィンドウを表示して使いたいオプション
を選びます。

完全チェックはかなり時間がかかります。

「スキャンディスクの詳細オプション」ウィンドウ

「詳細」ボタンをクリックして次のウィンドウを表示す
ると、さらに細やかな設定ができます。

ハードディスク

不良セクタ、スキップセクタ

ハードディスクは、きわめて精密に製造されますが、
データが高密度で記録されるため、読み出しエラーの
起こりやすい場所ができることがあります。これを
「不良セクタ」または「スキップセクタ」と呼びます。
パソコンではこのような場所にはデータを記録しない
ようにしています。
Windows 95の「スキャンディスク」などを実行する
と「不良セクタ」または「スキップセクタ」と表示され
ることがありますが、これは、不良セクタ、スキップセ
クタを使わないように処理されていることを表してお
り、異常ではありません。
なお、「不良セクタ」または「スキップセクタ」が表示
された場合でも、「全ディスク領域」または「全ディス
ク容量」のバイト数*が次の表の値であれば不良では
ありませんので、正常にお使いいただけます。

内　蔵
4.3Gバイト

ハードディスク

正　常　値 4,300,000,000バイト以上

*内蔵ハードディスクは、2つの領域に分けられています。表
の正常値は、2つの領域のバイト数を合計した値です。なお、
領域が分けられている場合には、バイト数の合計が、表の正
常値より減る場合があります。
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デフラグ

ハードディスク（またはフロッピーディスク）を長い
間使っていると、データがハードディスクの空いてい
る場所に、バラバラに保存されるようになります。こ
の状態をフラグメンテーションまたは断片化と呼びま
す。この状態になると、データが連続していないので、
データを読み書きする時間が長くなります。「デフラ
グ」というツールを使うと、このようなバラバラに
なったデータを、最適な場所に整理できます。

デフラグ前 デフラグ後�

デフラグは次のように実行します。

「デフラグ」の実行中は、絶対にサスペンドしたり、本
機の電源を切ったりしないでください。サスペンドし
たり、電源を切ると、ハードディスクの内容が壊れる
場合があります。自動的にサスペンドする設定になっ
ている場合は、「BIOSセットアップユーティリティ」
で解除してください。

・「BIOS セットアップユーティリティ」→PART6
「BIOSセットアップユーティリティ」

①「デフラグ」を起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→
「システムツール」→「デフラグ」）

②  をクリックし、一覧の中から、デフラグするハード
ディスク（またはフロッピーディスク）のドライブを
選ぶ。

③「OK」をクリック。
「ディスクの最適化」ウィンドウが表示されます。

「現在最適化する必要はありません。」と表示された場
合は、「終了」をクリックしてデフラグを中止してかま
いません。

④「開始」をクリック。
デフラグの作業が始まります。

デフラグの作業が終了すると、次のウィンドウが表示
されます。

⑤「はい」をクリック。
これで、デフラグの作業が終了します。

ドライブスペース

ドライブスペースを使うと、ドライブを圧縮し、空き
ディスク領域を大きくすることができます。

購入時の設定ではドライブDは「FAT32」に設定され
ています。
「FAT32」の領域には、ドライブスペースは使えませ
ん。

・FAT32ファイルシステムについて→『困ったとき
のQ&A』PART3「FAT32ファイルシステムにつ
いて」
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ハードディスク

ドライブの圧縮

ここでは、ドライブ（D）を圧縮してみます。

①「ドライブスペース」を起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「シ
ステムツール」→「ドライブスペース」）
「Drivespace 3」ウィンドウが表示されます。

② 圧縮するドライブをクリック。
（例 ドライブ（D）を選ぶ）
選ばれたドライブが反転表示になります。

③「ドライブ」をクリックして、「圧縮」をクリック。
「ドライブの圧縮」ウィンドウが表示されます。

ここで、圧縮前と圧縮後の空き容量がわかります。

④「開始」をクリック。
圧縮を確認するメッセージが表示されます。

ドライブ（D）のファイルのバックアップをとる場合
は、「ファイルをバックアップ」をクリックして、続い
て表示されるメッセージに従って操作してください。

「起動ディスク」を作成していない場合は、次のメッ
セージが表示されます。

作成またはアップデートする場合は、「はい」をクリッ
クして、続いて表示されるメッセージに従って操作し
てください。

⑤「圧縮する」をクリック。
圧縮が始まります。

圧縮が終了すると、圧縮された結果が表示されます。

⑥「閉じる」をクリック。
「コンピュータの再起動」ウィンドウが表示されます。

⑦「はい」をクリック。
Windowsが再起動します。
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④「開始」をクリック。
確認のメッセージが表示されます。

ドライブ（D）のファイルのバックアップをとる場合
は、「ファイルをバックアップ」をクリックして、続い
て表示されるメッセージに従って操作してください。

⑤「展開する」をクリック。
展開が始まります。

途中で次のメッセージが表示される場合があります。

「はい」をクリックしてください。

展開が終了すると、展開された結果が表示されます。

⑥「閉じる」をクリック。
「コンピュータの再起動」ウィンドウが表示されます。

⑦「はい」をクリック。
Windowsが再起動します。

ドライブの圧縮を解除する

圧縮したドライブを元に戻すことができます。

①「ドライブスペース」を起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「シ
ステムツール」→「ドライブスペース」）
「Drivespace 3」ウィンドウが表示されます。

② 圧縮を解除するドライブをクリック。
選ばれたドライブが反転表示になります。

③「ドライブ」をクリックして、「展開」をクリック。
「ドライブの展開」ウィンドウが表示されます。

ここで、展開前と展開後の空き容量がわかります。
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・コピー先のフロッピーディスクは、コピー元のフ
ロッピーディスクと同じ容量でフォーマットされた
フロッピーディスクを使用してください（これは、
「MS-DOSプロンプト」のDISKCOPYコマンドで
も同じです）。

・ライトプロテクトについて→『S T E P 3 活用』
PART4「フロッピーディスクにファイルをコピーす
る」

②「マイコンピュータ」をダブルクリック。
「マイコンピュータ」ウィンドウが表示されます。

③「3.5インチFD」をクリック。
「3.5インチFD」アイコンが反転表示になります。

④「ファイル」をクリック。
「ファイル」のメニューが表示されます。

フロッピーディスク
使用できるフロッピーディスクの種類、

バックアップのとりかた、Windows起

動ディスクの作成方法などについて説明し

ます。

・フロッピーディスクのフォーマット→『STEP3活
用』「PART4 フロッピーディスクを使う」

使用できるフロッピーディスクの種類

本機では、以下のようなフロッピーディスクを使用で
きます。

タイプ�

2HD�
�

2DD

1.44MB�

○�

×�

1.2MB�

△�

×�

720KB�

×�

○�

640KB�

×�

×�

フォーマット（容量）�※1

※2

※1：MS-DOSまたはWindowsでフォーマットされたもの
　 が使えます。

※2：読み書きはできますが、1.2Mバイトでのフォーマット
はできません。また、ディスクのコピーもできません。

フロッピーディスクのバックアップ

フロッピーディスクは非常にデリケートです。ホコリ
が入ってしまったり、折れてしまったりなど、何らか
の事故によって、保存しているデータが壊れてしまう
ことがあります。万一に備えて、大切なデータは、定期
的にバックアップをとることをおすすめします。

① バックアップをとりたいフロッピーディスク（コピー
元）をフロッピーディスクドライブにセットする。

・誤って、データを消さないように、コピー元のフ
ロッピーディスクには、あらかじめライトプロテク
トしておくことをおすすめします。

ハードディスク/フロッピーディスク
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⑤「ディスクのコピー」をクリック。
「ディスクのコピー」ウィンドウが表示されます。

⑥「開始」をクリック。
ディスクのコピーが始まります。

しばらくして次の画面が表示されます。

⑦ コピー元のフロッピーディスクをフロッピーディスク
ドライブから取り出して、コピー先のフロッピーディ
スクをセットする。

⑧「OK」をクリック。
ディスクのコピーが再開します。

コピーが終了すると次の画面が表示されます。

⑨「閉じる」をクリック。
ディスクのコピーが終了し、バックアップが作成され
ました。

Windows起動ディスク

ハードディスクやWindows 95のシステムに大きな
障害を受けると、本機の電源を入れてもWindows
95が起動しなくなってしまうことがあります。この
ような場合には、「Windows 起動ディスク」を使う
と、フロッピーディスクからWindows 95のシステ
ムを起動させることができます。万一、システムが起
動しなくなったときのために、Windows起動ディス
クを作成することをおすすめします。

Windows起動ディスクの作成

フロッピーディスクを 1 枚用意してください。未
フォーマットのものでもかまいません。

① コントロールパネルを開く。
「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」でウィ
ンドウが表示されます。
（「ランチ -NX」→「ユーティリティ」→「アプリケー
ションの追加と削除」で手順③へ進むこともできま
す。）

②「アプリケーションの追加と削除」をダブルクリック。
「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィン
ドウが表示されます。
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Windows起動ディスクから本機を起動する

① 本機の電源を入れます。

② すぐにフロッピーディスクドライブにWindows起動
ディスクをセットします。
「キーボードのタイプを判定します」と表示されます。

③【半角/全角】を押す。
「106キーボードが選択されました」と表示されたあ
と、「A:¥>_」と表示されます。

これで、Windows起動ディスクからの起動が完了し
ました。
再びハードディスクから起動したい場合は、フロッ
ピーディスクドライブからWindows起動ディスクを
取り出して、本機を再起動してください。

Windows起動ディスクのコマンドツール

Windows起動ディスクには次のようなコマンドツー
ルがあります。Windows起動ディスクが起動した場
合にこれらのコマンドを使用できます。

Edit テキストファイルを編集します。

Fdisk ハードディスクの領域を確保します。

Format ディスクを初期化します。

Scandisk ディスクのエラーを検査し、修復します。

Sys 起動用のシステムをドライブへ転送します。

③「起動ディスク」をクリック。
「起動ディスク」タブのウィンドウが表示されます。

④「ディスクの作成」をクリック。
起動ディスク作成の準備が始まり、すぐに次のメッ
セージが表示されます。

⑤ 指示に従い、「OK」をクリック。
起動ディスクの作成が始まります。

終了すると、「アプリケーションの追加と削除のプロパ
ティ」ウィンドウに戻ります。

⑥「OK」をクリック。
Windows起動ディスクの作成が完了しました。

フロッピーディスク
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ディスプレイ
本機には、ウィンドウアクセラレータ機

能が標準で搭載されています。お使いの

用途に応じた解像度や、発色数に切り替

えて使用できます。

概要

解像度

ディスプレイでは文字やグラフィックを、小さな点
（ドット）の集まりで画面に表示しています。ディスプ
レイの解像度とは、ディスプレイの画面上での文字や
グラフィックを表現するときの、緻密さの度合いのこ
とです。例えば、640×480ドットというのは、ディ
スプレイの横（水平）方向に640個のドット（点）、縦
（垂直）方向に480個のドットで表示できることを示
しています。ドット数が増えるほど、精細な表示がで
きるようになります。

一度に表示できるドット数を増やすことを「高解像度
にする」と表現します。高解像度にすると、緻密な画像
を表現できます。また、同じアプリケーションでも、高
解像度時には、より広い範囲を表示することができま
す。ただし、解像度が高くなるにつれて、画面に表示さ
れる文字は小さくなっていきます。画面の文字が読み
にくくなるときには、解像度を下げるようにしてくだ
さい。

表示色

ディスプレイの個々のドットを、何種類の色で表現で
きるかを示す尺度を表示色といいます。本機では通常、
次の表示色が表示できます。

・16,777,216色（1677万色）
・ 32,768色（3万2千色）
・ 256色
・ 16色

また3万2千色で表示することを、「High Color（ハ
イカラー）表示」、1677万色で表示することを「True
Color（トゥルーカラー）表示」あるいは、「Full Color
（フルカラー）表示」と呼ぶこともあります。

走査周波数

CRTディスプレイでは、電子ビームを管面の蛍光体に
当てて発光させ、文字やグラフィックを表示していま
す。このとき、電子ビームが画面の左端から右端へ移
動することを水平走査、画面の上端から下端へ移動す
ることを垂直走査と呼びます。電子ビームが蛍光体に
当たると、発光するのは一瞬ですが、短時間（例えば1
秒間）に何度も同じ点が発光すると、残像効果により
文字、あるいはグラフィックとして認識できるのです。
1秒間に水平方向に走査する回数を水平走査周波数と
呼び、同様に1秒間に垂直方向に走査する回数を垂直
走査周波数と呼びます。
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本機にセットのディスプレイを使う場合

本機とセットのディスプレイは、標準で次の解像度と
表示色、走査周波数を表示できます。

 
640

 16色 
37.5 75.0 ◯ ◯  

 × 
256色      

 
480

 32,768色 
31.5 59.9 ◯ ◯  

 
 1,677万色 �

 800 256色 46.9 75.0 ◯ ◯  
 × 32,768色 

37.9 60.3 ◯ ◯  

 
600 1,677万色    �

 1,024 256色 60.0 75.0 ◯ ◯  

 × 32,768色 
56.5 70.1 ◯ ◯   768 1,677万色    �

 1,280 256色 

64.0 60.0 × ◯
  

 × 
32,768色      

 
1,024

 解像度 表示色 水平走査 垂直走査 15インチ 17インチ�
 （ドット）  周 波 数 周 波 数 ディスプレイ ディスプレイ�
   （KHz） （Hz） （DV15A1） （DV17C1）�

◯：表示可　×：表示不可�

※�

※�

�

※VS30/3ではオプションでVRAM（2Mバイト）を増設
することで表示できます。

リフレッシュレートの切り替えについての注意

リフレッシュレートの既定値は、本体とディスプレイ
の組み合わせで最も適した値に設定されています。
この設定は「画面のプロパティ」で変更できる場合が
ありますが、ディスプレイがサポートしていないリフ
レッシュレートを選択すると表示が乱れます。変更す
るときは注意してください。

別売のディスプレイを使う場合

本機には、別売のディスプレイを接続することもでき
ます。本機の表示機能は次の通りです。

◎解像度

640× 480 ドット
800× 600 ドット（購入時の設定）

1,024× 768 ドット
1,280×1,024 ドット

◎表示色数

16色
256色

32,768色（購入時の設定）
1,677万色

※表示できる色数は、各解像度によって異なります。

◎ ﾈ&査周波数

水平走査周波数（31.5～80.0KHz）

※使用できる周波数は、各解像度、表示色数によって異な
ります。別売のディスプレイを使用する場合は、上の表
を参考に本機に対応した周波数を選んでください。

別売のディスプレイを使用する場合は、上記の条件を
満たしていることを確認してください。
ディスプレイによっては、特定の表示ができなかった
り、ディスプレイ側の微調整が必要な場合もあります。
また、次の別売ディスプレイは使用できません。

・PC-KM212
・PC-KM174

ディスプレイ
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解像度と表示色の変更

必要に応じて解像度や表示色を変更できます。

解像度と表示色を変更する

① コントロールパネルを開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」また
は「ランチ-NX」→「ユーティリティ」→「画面の設定」
の後、手順③へ進む）

※画面は機種によって異なる場合があります。

②「画面」をダブルクリック。
「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。

※画面は機種によって異なる場合があります。

③「ディスプレイの詳細」タブをクリック。
「ディスプレイの詳細」タブのウィンドウが表示されます。

④ 解像度を変更する。
「デスクトップ領域」のつまみを「大」の方向にドラッ
グしてずらすと、高解像度になります。低解像度に設
定する場合は、つまみを「小」の方向へドラッグしてず
らします。設定できる解像度は、本体ディスプレイの
表示機能によって変わります。

⑤「カラーパレット」の  をクリック。
表示色一覧のメニューが表示されます。

⑥ 表示色を選ぶ。
（例 「True Color（32ビット）」を選ぶ）
「True Color（32ビット）」が反転表示されます。

⑦「OK」をクリック。
次のメッセージが表示されます。

⑧「新しい設定でコンピュータを再起動する」を選んで
「OK」をクリック。
本機が再起動されて、設定が変更されます。
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解像度と表示色を変更する　　　　　　　　　　　
（簡易解像度切り替え機能）

解像度と表示色は、タスクバーから簡単に切り替える
ことができます。

① タスクバー右隅の をクリック。
解像度と表示色の一覧メニューが表示されます。

※画面は機種によって異なる場合があります。

にマウスポインタを当てると、現在の設定を表示
できます。

② 変更したい解像度と表示色の組み合わせを選ぶ。
次のメッセージが表示されます。

③「再起動せずに設定を変更する」を選んで「OK」をク
リック。
設定が変更されます。

④「スタート」→「Windowsの終了」→「コンピュータ
を再起動する」を選んで、「はい」をクリック。
本機が再起動されて、設定が変更されます。

解像度と表示色を変更するときの注意

・表示色数を変更した後に、本機を再起動しなかった
場合、画面が正しく表示されないことがあります。ま
た、アプリケーションソフトによっては、色が正常に
表示されないことがあります。
その場合は、Windowsを再起動してください。

・解像度や表示色数を変更した場合には、画面位置が
ずれることがあります。そのときは、ディスプレイの
画面位置を調整してください。画面位置の調整方法
は、ディスプレイのマニュアルをご覧ください。

パワーマネージメント機能について

本機に、パワーマネージメント機能を持つディスプレ
イを接続している場合、パワーマネージメント機能を
使うことができます。ディスプレイセットモデルの
CRTディスプレイは、パワーマネージメント機能に対
応しています。パワーマネージメント機能は、
Windows上で設定し、コントロールパネルで設定し
た時間内に、まったく操作をしなかった場合、ディス
プレイの消費電力を節約する機能です。

パワーマネージメント機能を使う

① 「コントロールパネル」を開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」また
は「ランチ-NX」→「ユーティリティ」→「画面の設定」
の後、手順③に進む）

②「画面」をダブルクリック。
「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。

ディスプレイ



256

③「スクリーンセーバー」をクリック。
「スクリーンセーバー」タブのウィンドウが表示されます。

④「ディスプレイの省電力機能」欄で設定する。
・低電力スタンバイ
「低電力スタンバイ」を選んで、時間を設定すると、
設定時間経過後にディスプレイがスタンバイ状態に
なり、消費電力を節約することができます。

・電源断
「電源断」を選択して、時間を設定すると、設定時間
経過後にディスプレイの電源が切れて（セットの
CRTディスプレイの場合、ディスプレイの電源ラン
プがオレンジ色に点灯します）、「低電力スタンバイ」
に設定したときよりも、より消費電力を節約できま
す。この設定で電源が切れたディスプレイの電源の
入れ方については、ディスプレイのマニュアルをご
覧ください。

⑤ 設定が終了したら、「OK」をクリック。
パワーマネージメント機能が設定されました。

パワーマネージメント機能が働いて、CRTディスプレ
イの電源が切れているときは、本体の電源スイッチを
押さないでください。

「MS-DOSプロンプト」でディスプレイの省電力機
能を使用する場合の注意

「MS-DOSプロンプト」でディスプレイの省電力機能
を使用する場合は、「スクリーンセーバー」もあわせて
使用してください。「スクリーンセーバー」を使用しな
いと、「MS-DOSプロンプト」を使っているときに、
ディスプレイの省電力機能は使用できません。

ディスプレイに合わせて設定する

別売のディスプレイを使用する場合は、ディスプレイ
に合わせて、本体の設定を変更する必要があります。
本体が、ディスプレイに合わせて正しく設定されてい
ないと、ディスプレイに何も表示されないことがあり
ます。また、設定できるはずの解像度が設定できない
こともあります。

別売のディスプレイを使用するときの注意

プラグ＆プレイに対応していないディスプレイの場合
は、必ず、次の手順を行ってください。
プラグ＆プレイに対応しているディスプレイの場合
は、起動時にモニタを検出したことを示すメッセージ
が表示されます。このメッセージで、ディスプレイが
検出されたことが確認できた場合は、この手順は必要
ありません。

詳しくは、ディスプレイに添付されているマニュアル
をご覧ください。

ただし、プラグ＆プレイに対応しているディスプレイ
であっても、そのディスプレイで表示できるはずの高
解像度が、この項の「解像度と表示色の変更」の手順で
設定できない場合があります。その場合は、『困ったと
きのQ＆A』をご覧の上、ディスプレイの設定をやり
直してください。

① ディスプレイが本体に正しく接続されていることを確
認する。

② Windows 95起動後に、「コントロールパネル」を開
く。
（または「ランチ-NX」→「ユーティリティ」→「画面の
設定」の後、手順③に進む）
「コントロールパネル」が表示されます。
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③「画面」をダブルクリック。
「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。

④「ディスプレイの詳細」をクリック。
「ディスプレイの詳細」タブのウィンドウが表示されます。

⑤「詳細プロパティ」をクリック。
「ディスプレイの詳細プロパティ」ウィンドウが表示さ
れます。

⑥「モニター」をクリック。
「モニター」タブのウィンドウが表示されます。

⑦「変更」をクリック。
「デバイスの選択」ウィンドウが表示されます。

⑧ 「すべてのデバイスを表示」を選ぶ。
次のような画面が表示されます。

⑨「製造元」と「モデル」を選ぶ。
ディスプレイ一覧に、接続したディスプレイの種類が
表示されない場合は、「製造元」の欄で、「（スタンダー
ドモニター）」を選び、「モデル」の欄で接続したディス
プレイがサポートしている解像度を設定してください。

⑩「OK」をクリック。

⑪「閉じる」をクリック。

⑫「OK」をクリック。
Windowsを再起動するようにというメッセージが表
示された場合は、ほかのアプリケーションが終了して
いることを確認して、「はい」をクリックしてください。

ディスプレイ
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サスペンド / 　
レジューム機能
本機を使っていないときに、電源を切ら

なくても電力の消費を節約できるサスペ

ンド/レジューム機能について説明します。

概要

本機を使っていないときには、本機の電源を切ってお
くと、電力の節約になります。しかし、電源を切るに
は、作業中の状態を終了（アプリケーションを終了し
たり）して、Windowsを終了する必要がありますの
で、少しの間だけ、本機を使わない場合には、つい電源
を入れっぱなしにしがちです。

しかし、電源が入ったままでも電力消費を抑える機能
（省電力機能）が本機には備わっています。これをサス
ペンド機能といいます。サスペンド機能を使うと、本
体は電源が入ったままでも、ファンやハードディスク
のモータを止めたり、画面を消したりして､電力消費
を抑えることができます｡ただし､プリンタやスピーカ
などの周辺機器や､通信回線などは自動的に切れない
ので､注意が必要です｡また、ファンは使用環境、温度
によっては、サスペンド中でも回転することがありま
す。サスペンド中は､作業をしていた内容は保持され､
元の状態に戻る（この機能をレジューム機能といいま
す）と、すぐに作業が再開できます。

電源の状態

本機の電源の状態について説明します。

・電源が入っている状態
通常、本機を使っている状態です。

・電源が切れている状態
Windowsを終了したり、電源スイッチを切ったり
して、本機の使用を終了している状態です。

・サスペンド（省電力）状態
消費電力を一部抑えている状態です。電源は入って
いますが、本機のさまざまな機能を制御して、通常よ
りも電力を節約します。

サスペンド状態での本機

サスペンド状態になると、本機は次のようになります。

 電源ランプ スリープランプ ディスプレイ ディスプレイの電源ランプ�

電源ON 点灯する 点灯しない 表示される 緑色に点灯�

サスペンド 点灯する 点灯する 表示されない オレンジ色に点灯 ※�

※ 使用するディスプレイによっては、黄色に見える場合があ
ります。

サスペンド状態にする

サスペンド状態にする方法について説明します。

スリープボタンを使ってサスペンド状態にする。

①本体のスリープボタンを押す。
サスペンド状態になります。

スリープボタンを使用できないようにする

スリープボタンを誤って押してもサスペンド状態にな
らないように、スリープボタンを使ってサスペンド状
態になる機能を使用できなくすることができます。
次の手順で行います。

① 本機の電源を入れ、Windows 95を起動する。

②「BIOSセットアップユーティリティ」を起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→
「BIOSセットアップユーティリティ」）
「BIOSセットアップユーティリティ」が起動します。
「警告」ウィンドウが表示された場合は、「OK」をク
リックします。

③「セットアップ」→「省電力」をクリック。

④「スリープ」タブをクリック。

⑤「スリープボタン」のチェックボックスをクリックして
オフの状態（「使用しない」）にする。

スリープボタン

スリープボタン

（ミニタワータイプ）

（デスクトップタイプ）
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⑥「OK」をクリック。

自動的にサスペンド状態にする

「BIOSセットアップユーティリティ」でサスペンド機
能を使うように設定しておくと、マウスやキーボード
からの入力およびハードディスクへのアクセスがな
く、一定の時間が経つと、自動的にサスペンド状態に
なります。購入時には、約20分間で自動的にサスペン
ド状態になるように設定されています。
設定についてはこの項の「BIOSセットアップユーティリ
ティで省電力の設定をする」をご覧ください。

スリープボタンを使用しない場合は、必ず、自動ス
リープ制御も使用しない設定にしてください。自動的
にサスペンド状態になったときに、スリープボタンに
よる復帰ができなくなります。スリープボタンによる
復帰ができないときは、電源スイッチを押してレ
ジュームしてください。

Windowsでサスペンド状態にする

「コントロールパネル」の「パワーマネージメント」で
「詳細」をクリックして、表示される「詳細のプロパ
ティ」で「〔スタート〕メニューの〔サスペンド〕コマン
ドの表示」をチェックすると、「スタート」メニューに
「サスペンド」が表示されるようになります。この「サ
スペンド」をクリックすると、すぐにサスペンド状態
になります。設定についてはこの項の｢Windowsのス
タートメニューでサスペンド状態にする｣をご覧くだ
さい。

タイマー機能でサスペンド状態にする

｢Timer-NX｣を使うと、指定した時間にサスペンド状
態にすることができます。

・「Timer-NX」→PART2「タイマー機能〈Timer-
NX〉」

サスペンド状態から電源が入っている状態
にする

サスペンド状態から、電源が入っている状態に復帰す
る（これをレジュームといいます）方法について説明
します。

スリープボタンを使う

① サスペンド状態のときに、本機のスリープボタンを押
す。

指定した時間に自動的にレジュームする

タイマー機能を使って、指定した時刻に、自動的に電
源が入っている状態に復帰します。

・タイマー機能→PART2「タイマー機能〈Timer-
NX〉」

電話やFAXを受信したときに自動的にレジュームす
る

電話やFAXを受信すると、自動的に電源が入ってい
る状態に復帰します。

コントロールパネルで設定

①「コントロールパネル」を開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）
「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。

②「パワーマネージメント」アイコンをダブルクリック。
「電源のプロパティ」ウィンドウが表示されます。

③「詳細」ボタンをクリック。
「詳細のプロパティ」ウィンドウが表示されます。

④「電話が鳴ったら、コンピュータを元の状態に戻す」の
チェックボックスに、チェックがついていることを確
認する。
購入時では、チェックがついた状態になっています。

⑤「OK」をクリック。
「詳細のプロパティ」ウィンドウが閉じます。

⑥「OK」をクリック。
「電源のプロパティ」ウィンドウが閉じます。

Timer-NXで設定

「Timer-NX」のリング機能を使用して、電話やFAXを
受信したときに、自動的に電源が入っている状態に復
帰します。

・「Timer-NX」→PART2「タイマー機能〈Timer-
NX〉」

サスペンド/レジューム機能
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BIOS セットアップユーティリティで
省電力の設定をする

「BIOS セットアップユーティリティ」で省電力の設定
をします。

・「BIOS セットアップユーティリティ」→PART6
「BIOS セットアップユーティリティ」

自動的にサスペンド状態になるように設定する

①「BIOS セットアップユーティリティ」を起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→
「BIOSセットアップユーティリティ」）
「BIOS セットアップユーティリティ」が起動します。

②「セットアップ」→「省電力」をクリック。

③「自動スリープ制御」のチェックボックスをクリックし
てオン（  ）にする。
「使用しない」から「使用する」に変わります。
購入時には「使用する」になっています。

④「自動スリープ開始時間」の時間を設定する。
購入時には「20分」に設定されています。

⑤「OK」をクリック。

自動的にサスペンド状態にならないように設定する

①「BIOS セットアップユーティリティ」を起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→
「BIOSセットアップユーティリティ」）
「BIOS セットアップユーティリティ」が起動します。

②「セットアップ」→「省電力」をクリック。

③「自動スリープ制御」のチェックボックスをクリックし
てオフ（  ）にする。
「使用する」から「使用しない」に変わります。

④「OK」をクリック。

Windowsのスタートメニューで
サスペンド状態にする

「サスペンド」を「スタート」メニューに追加すると、
「スタート」メニューからサスペンドすることができる
ようになります。

① コントロールパネルを開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）

②「パワーマネージメント」をダブルクリック。
「電源のプロパティ」ウィンドウが表示されます。

③「詳細」をクリック。
「詳細のプロパティ」ウィンドウが表示されます。
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サスペンド/レジューム機能

④「[スタート]メニューの[サスペンド]コマンドの表示」
のチェックボックスをクリック。
チェックボックスに  印がつきます。

⑤「OK」をクリック。
これで、「サスペンド」が「スタート」メニューに表示
されるようになります。

⑥「スタート」をクリック。
「スタート」メニューに「サスペンド」が表示されます。

⑦「サスペンド」をクリック。
サスペンド状態になります。

「電源のプロパティ」ウィンドウでの設定

「電源のプロパティ」ウィンドウでは、サスペンド/レ
ジューム機能の設定や、レジューム起動時刻の設定な
どのほかに、電源管理の設定や内蔵ハードディスクの
省電力の設定ができます。

「電源のプロパティ」ウィンドウの表示方法

①「コントロールパネル」を開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）

②「パワーマネージメント」をダブルクリック。
「電源のプロパティ」ウィンドウが表示されます。

「パワーマネージメント」タブのウィンドウで行う設定

サスペンド / レジューム機能を使用する場合は、
「Windows でコンピュータの電源管理をする」の
チェックボックスがオン（  印がついている状態）に
なっていることが必要です。
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このチェックボックスをオフに変更しないでくださ
い。変更するとサスペンド/レジューム後、USBキー
ボードやマウスが動作しなくなります。

「ディスクドライブ」タブのウィンドウで行う設定

「電源がAC電源の場合」のチェックボックスをオンに
すると、ハードディスクのモータを停止させるまでの
時間を設定できます。ここで設定した時間が経過する
まで、マウスやキーボードからの入力がない場合、
ハードディスクドライブのモータが、節電のために停
止します。

サスペンド状態にするときの注意

サスペンド/レジューム機能を使用するときには、次
のような注意が必要です。これを怠ると、サスペンド
の内容が失われたり、サスペンド内容が復元できない
こともあります。

サスペンド/レジューム機能が使用できないとき

使用するアプリケーションソフトによっては、レ
ジュームができなかったり、アプリケーションソフト
が正常に動作しないことがあります。このようなアプ
リケーションの使用時には、サスペンド/レジューム
機能を使用しないでください。また、使用する周辺機
器によっては、レジュームできないことがあります。

サスペンド内容が失われるとき

サスペンド中に次のことが起きると、電源が切れた状
態になるため、サスペンド内容は失われます。

・電源ケーブルが本体やACコンセントからはずれたとき

・停電が起きたとき

・電源スイッチを約4秒以上押し続けて、強制的に電
源を切ったとき

このような場合は、次に電源を入れたときに、
「Windowsが正しく終了されませんでした...」と表示
されますので、画面の指示に従ってください。

サスペンド内容の復元が保証されない場合

次のような場合は、サスペンド内容は保証されません。

・サスペンド内容の記憶中、または復元中にフロッ
ピーディスクを入れ替えたとき

・サスペンド内容の記憶中、または復元中にCD-ROM
を入れ替えたとき

・サスペンド内容の記憶中、または復元中に本機の環境
を変更したとき

・サスペンド状態のときに本機の機器構成を変更した
とき

また、次のような状態でサスペンド機能を起動しても、
サスペンド内容は保証されません。

・Windowsの起動中または終了処理中のとき

・プリンタへ出力中のとき

・モデムなどを使って通信中のとき

・サウンド機能により音声を再生しているとき

・フロッピーディスク、ハードディスクを読み書き中
のとき

・CD-ROMを読み取り中のとき

・DVD-ROMを読み取り中のとき

・本機に標準添付のキーボード以外のキーボードを接
続しているとき

・サスペンド/レジューム機能に対応していない拡張
ボードを取り付けたとき

レジューム機能が正しく実行されない場合

次のような場合には、レジューム機能が正しく実行さ
れなかったことを表しています。

・アプリケーションソフトが動作しない

・サスペンド内容を復元できない

・スリープボタンまたは、電源スイッチを押してもレ
ジュームされない

このような状態になるアプリケーションソフトを使用
中には、サスペンド/レジューム機能は使わないでく
ださい。万一、スリープボタンや電源スイッチを押し
てもレジュームできなかったときには、電源スイッチ
を約4秒以上、押し続けてください。電源ランプが消
え、電源が強制的に切れます。この場合、BIOSセット
アップユーティリティの内容が、ご購入時の状態に
戻っていることがあります。必要な場合は、再設定し
てください。
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その他の注意

・通信ソフトを使用中の場合は、通信ソフトを終了さ
せてからサスペンド状態にしてください。通信状態
のままサスペンドすることはできません。

・CD-ROMドライブにフォトCDが入っているとき
にサスペンド状態にした場合は、レジュームに多少
の時間がかかることがあります。

・CDの再生中にサスペンドした場合、CDは再生され
続ける場合があります。サスペンドする前にCDの
再生を止めてください。

・「デバイスマネージャ」でドライバなどの設定をして
いるときや、「プリンタウィザード」や「ハードウェ
アウィザード」、「モデムウィザード」実行中は、サス
ペンド/ レジューム機能を使用しないでください。
「デバイスマネージャ」を表示しているときに、サス
ペンド状態になると、レジュームした後、キーボード
とマウスを使用することができなくなります。

・「CDプレーヤー」または「メディアプレーヤー」で音
楽CDを再生しているときにサスペンドを実行して
レジュームすると、サスペンド時に再生を行ってい
たトラックの次のトラックから再生が行われます。

・「メディアプレーヤー」でビデオCDやMPEGデー
タを再生しているとき、サスペンド/レジューム機
能を使用することはできません。

サスペンド/レジューム機能
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サウンド機能
本機は、FM音源機能、PCM録音/再生

機能を備えています。

概要

ＦＭ音源

FM音源は、音色･音程･音の強弱という、音の三要素
をすべて表現でき、楽器の音色に近い音声や効果音を
合成できます。FM音源を使うと、ゲームなどの音楽
の演奏や、エレクトリック楽器、アコースティック楽
器などいろいろな音色や音声を楽しめます。

PCM録音/再生機能

PCM録音/再生機能は、マイクロホンから入力した音
声などのアナログ信号をデジタル信号に変換していろ
いろな処理を加える機能です。人の音声などを、原音
に近い音で再現できます。
インストールされているWindowsのサウンド機能を
使えば、ソフトに含まれる音声データを再生したり、
入力した音声を編集したり、文書などに貼り付けたり
できます。

MIDI

MIDIは、Musical Instruments Digital Interface
の頭文字をとったもので、楽器同士を接続して、演奏
情報や音色情報をやりとりするための規格です。
MIDI では、音程や音色などの演奏に関する情報のほ
か、設定を切り替えるための情報、テンポをコント
ロールするための情報などのさまざまな情報をやりと
りでき、表現力豊かな演奏ができます。

MIDI音源

実際の楽器で音が鳴るときの空気の流れや、素材の振
動を計算して楽器の音を再現する音源です。

スピーカ

ミニタワータイプ

ミニタワータイプには、2個のフラットパネルスピー
カと1台のサブウーファで構成されるフラットパネル
スピーカシステムが添付されています。
フラットパネルスピーカは、スタンドを使って設置し
たり、アタッチメントなどを使ってCRTディスプレ
イの側面や壁などに設置することもできます。
スピーカの音量調節は、サブウーファの音量ボリュー
ムを使います。右に回すと大きく、左に回すと小さく
なります。

・フラットパネルスピーカの設置方法、接続方法→
『STEP1 接続と準備』PART2「スピーカシステム
を接続する」

各部の名称と働き

◎フラットパネルスピーカ

前面

背面

③

②

①



265

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

5

① 振動板
音が出てくるところです。

② ケーブル
サブウーファのスピーカ接続端子につなぎます。

③ ジョイント
スタンドやアタッチメントを取り付けるところです。

◎サブウーファ

前面

背面

① 電源スイッチ（  ）
スピーカの電源を入れたり切ったりするスイッチで
す。1回押すと電源が入り、もう1回押すと電源が切
れます。

② 音量ボリューム（  ）
スピーカの音量を調整します。右に回すと大きく、左
に回すと小さくなります。

③ 電源ランプ
電源を入れると点灯します。

④ ウーファボリューム（  ）

低音（サブウーファの出力）を調整します。右に回すと
低音が強く、左に回すと低音が弱くなります。

⑤ ヘッドホン端子（  ）
ヘッドホンを接続します。

⑥ スピーカ接続端子（  ）
フラットパネルスピーカを接続するところです。

⑦ オーディオ入力端子（  ）
パソコン本体と接続するところです。

⑧ ACアダプタ接続端子（  ）
�ACアダプタを接続するところです。

デスクトップタイプ

デスクトップタイプにはフラットパネルスピーカが内
蔵されています。
音量調節は、本体前面のボリュームつまみを使います。
右に回すと大きく、左に回すと小さくなります。

⑥
⑦
⑧

①②

③
④
⑤

ボリュームつまみ

サウンド機能
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ボリュームコントロール

「ボリュームコントロール」ウィンドウは、内蔵音源を
通じて再生される音量や､内蔵音源を通じて録音する
ときの入力レベルを調節することができます。
各音源の音量が小さい場合や、音量が大き過ぎて音割
れ（音が途切れる現象）があるときに調整してください。

「ボリュームコントロール」ウィンドウの表示方法

「ボリュームコントロール」ウィンドウの表示方法は次
の通りです。

①「ランチ -NX」→「マルチメディア」→「ボリュームコ
ントロール」または「スタート」→「プログラム」→「ア
クセサリ」→「マルチメディア」→「ボリュームコント
ロール」をクリック。
「ボリュームコントロール」ウィンドウが表示されます。

「プロパティ」ウィンドウ

「ボリュームコントロール」ウィンドウのメニューバー
から「オプション」を選んで、「プロパティ」をクリック
すると、「プロパティ」ウィンドウが表示されます。

「プロパティ」ウィンドウでは、「音量の調整」欄で、
「再生」「録音」「その他」のどれが選ばれているかによ
り、表示される項目を切り替えることができます。
表示できる項目と、各項目の説明を一覧で示すと次の
ようになります。

ボリューム ◯�
コントロール�
�
レコーディング ◯�
モニター�
�
�
�
�
PC ビープ ◯�
�
テレフォン ◯ ◯ ◯�
�
�
�
�
マイクロフォン ◯ ◯ ◯�
�
�
�
�
�
ライン ◯ ◯ ◯�
�
�
�
�
�
CD オーディオ ◯ ◯ ◯�
�
�
�
ビデオ ◯ ◯ ◯�
�
�
�
�
AUX ◯ ◯ ◯�
�
�
ステレオアウト  ◯ ◯�
�
�
�
Wave アウト ◯�
�
�
�
Midi アウト ◯�
�
�
�
Mono アウト ◯�
�
�
ワイド ◯�

スピーカから出力されているす
べての音量を調整します。�
�
録音時の音声をスピーカーから
出力する際の音声を調整します。
（録音の音声は、音量の調整の「録
音」で選択しているもので調整
します。�
�
本体のBeep音を調整します。�
�
FAXボードから入力される音を
スピーカから出力するとき、また
は録音するときの音量を調整し
ます。�
�
マイクロホン端子に接続されて
いるマイクロホンから入力され
る音をスピーカから出力すると
き、または録音するときの音量と
して調整します。�
�
LINE IN入力端子に接続されて
いる機器から入力される音をス
ピーカから出力するとき、または
録音するときの音量として調整
します。�
�
CDから出力される音をスピーカ
から出力するとき、または録音す
するときの音量を調整します。�
�
TVまたは音声入力端子に接続
されている機器から入力される
音をスピーカから出力するとき
の音量を調整します。�
�
DVD再生の音をスピーカから出
力するときの音量を調整します。�
�
スピーカから出力されるすべて
の音声を録音するときの音量を
調整します。�
�
WAVEデータなどのPCM音源
を使用して出力される音量を調
節します。�
�
MIDIデータなどのMIDI音源を
使用して出力される音量を調整
します。�
�
FAXモデムボードへ出力する音
の音量を調整します。�
�
3Dワイドステレオの効果の広が
りを設定します。�

項目名 音量調節の種類 機　　能�

再生� 録音� その他�

*機種によっては使用できないコントロールがあります。
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ヤマハDS-XG設定

シンセサイザーや3Dサウンドの設定ができます。

① コントロールパネルを起動する。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）

②「ヤマハDS-XG設定」をダブルクリック。
「ヤマハDS-XG設定」ウィンドウが表示されます。
詳しい使い方は、ヘルプをご覧ください。

サウンド全般についての注意

スピーカを使用するときの注意　　　　　　　　　
（ミニタワータイプの場合）

添付のスピーカ専用ACアダプタを使
用してください。

添付以外のACアダプタを使用すると、感
電､発煙､発火の原因となります。

ACアダプタのケーブルのつけ根部分
を無理に折り曲げないでください。

壁に押しつけて曲がった状態など、ケーブ
ルのつけ根部分を圧迫するような状態で使
用すると､発煙､火災の原因となります。

フラットパネルスピーカをCRTディスプレイ側面に
取り付けて大音量を出すと画面の一部がゆれる（波う
つ）ことがあります。この場合は、音量を小さくする
か、スタンドを使用して机の上などに設置してください。

ボリュームコントロールを使用するときの注意

・ディスプレイの解像度が640x480ドットなどの
低解像度の場合、「ボリュームコントロール」ですべ
ての音源コントロールが表示されない、または右端
の音源コントロールの表示が一部欠ける場合があり
ます。

この場合には、ディスプレイの解像度を変更するか、
「プロパティ」ウィンドウの「表示するコントロール」
欄で、使用しない音源の選択を解除し、必要なコント
ロールが表示されるよう変更してください。

なお、「ボリュームコントロール」の表示が一部欠け
た状態で解像度の切り替えを行っても、「ボリューム
コントロール」の表示は変更されません。一度、「ボ
リュームコントロール」を終了し、もう一度「ボ
リュームコントロール」を起動してください。

・CDまたはTVの音を録音し、そのデータを再生した
とき、音が小さく感じられる場合があります。これは
CD/TVの録音の音量は、CD/TVの出力ボリューム
の大きさに依存するためです。したがって、CDまた
はTVの録音を行うときにはあらかじめ「ボリュー
ムコントロール」を使用し、CD/TVの音量を大きく
しておいてください。

CD音量を設定するときの注意

「CDプレーヤ」などでオーディオCDを再生中に、「コ
ントロールパネル」の「マルチメディア」をクリック
し、「音楽CD」タブで音量調節を変更した場合、その
変更が有効になるのは、次回に「CDプレーヤ」などを
起動したときからです。

「コントロールパネル」の「マルチメディア」は
「CyberTrio-NX」のモードが「アドバンストモード」
のときに使用できます。

・モード変更→PART1「Windows 95の利用環境の
変更〈CyberTrio-NX〉」

サウンド機能

感電注意�

発火注意�

注意�

発火注意�
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マイクロホン
本機のマイクロホン端子にマイクロホン

を接続すると、本機に音声を取り込むこ

とができます。取り込んだサウンドは、

ファイルとして保存できます。

・マイクロホンの接続について→『STEP1 接続と準備』

ボリューム調節

Windows 95を使用しているときは、マイクロホン
のボリューム調節はWindows 95上で行います。

①「ランチ -NX」→「マルチメディア」→「ボリュームコ
ントロール」または「スタート」→「プログラム」→「ア
クセサリ」→「マルチメディア」→「ボリュームコント
ロール」をクリック。
「ボリュームコントロール」ウィンドウが表示されま
す。

② メニューバーの「オプション」をクリックし、プルダウ
ンメニューの「プロパティ」をクリック。
「プロパティ」ウィンドウが表示されます。

③「音量の調整」欄の「録音」を選ぶ。
「録音」の前にチェックマークがつき、「表示するコン
トロール」欄の項目も変わります。

④「OK」をクリック。
「レコーディングコントロール」ウィンドウが表示され
ます。

⑤「マイクロフォン」の音量つまみの部分をドラッグして
ボリュームを調節する。

⑥ 調節が終わったら、  をクリックして、このウィン
ドウを閉じる。

ハウリング

マイクロホンを本体のスピーカに近づけると、スピー
カからキーンという大きな音が出ることがあります。
これをハウリング現象といいます。故障ではありませ
ん。この場合は、次の対策を行ってください。

・音量調整ボタンで、音量を小さくする

・マイクロホンをスピーカから遠ざける

・Windows 95の「ボリュームコントロール」の画面
で表示される音量つまみでボリュームを小さくする
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サウンドレコーダー

「サウンドレコーダー」を使って、マイクロホンから音
声を録音することができます。録音したサウンドは、
ファイルとして保存することができるので、加工した
り、ほかのアプリケーションに取り込んだりすること
ができます。
ここでは、自分の声を録音してファイルに保存してみ
ます。

録音とファイル保存

①「ランチ-NX」→「マルチメディア」→「サウンドレコー
ダー」または「スタート」→「プログラム」→「アクセ
サリ」→「マルチメディア」→「サウンドレコーダー」
をクリック。
「サウンド － サウンドレコーダー」ウィンドウが表示
されます。

② をクリックしてマイクロホンに向かって録音する。

録音中は、つまみが右に移動し、波形が表示されます。

③ 終了したら、 をクリック。

録音が終了します。

④「ファイル」→「名前を付けて保存」をクリック。
「ファイル名を付けて保存」ウィンドウが表示されます。

⑤ 保存場所を選んで、ファイル名をつけて「保存」をク
リック。
（例 デスクトップに「Sound1」というファイル名で
保存）

次のようなアイコンがデスクトップに現れます。

再生

録音したサウンドのファイルを開いて、再生してみます。

①「サウンドレコーダー」を起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「マ
ルチメディア」→「サウンドレコーダー」）

②「ファイル」→「開く」をクリックして「Sound1」アイ
コンを表示する。
（例 「Sound1」ファイルはデスクトップにある）

マイクロホン
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③「Sound1」をダブルクリック。
「サウンドレコーダー」ウィンドウに戻ります。

 ボタンが濃く表示され、有効になった
ことを示しています。

④ をクリック。
「Sound1」ファイルが再生されます。

ヘルプ

「サウンドレコーダー」のさらに詳しい使い方はヘルプ
をご覧ください。
（「ヘルプ」→「トピックの検索」）
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FAXモデムボード
本機に標準で内蔵されているFAXモデ

ムボードには、ファクシミリ通信機能、

データ通信機能、インターネット通信機

能、留守番電話機能、スピーカホン機能

などがあります。また市販の電話機を接

続するためのコネクタがついています。

�･ATコマンドについて→付録「ATコマンド」

概要

ここでは、FAXモデムボードの機能を説明します。

データ通信機能

本機にセットアップされている次のデータ通信ソフト
ウェアを使用することにより、パソコン通信などの
データ通信を行うことができます。

・Microsoft Windows 95のハイパーターミナル

・BIGLOBE 入会申込

・BIGLOBE Walker

・インターネット無料体験

・PC-VANナビゲータ

・AOL

・NIFTY MANAGER

・カラオケキング

・しゃべっていいメール

・Angel Line for Windows

その他のデータ通信ソフトウェアでは正常に動作しな
い可能性があります。

FAX通信機能

本機のデータをダイレクトにFAXに送信できます。
また、本機でFAXを受信でき、効率的にFAX送受信
をサポートします。
FAXモデムボードのFAX通信機能は、本機にインス
トールされている次のFAXソフトウェアでの動作を
保証しています。

・TELFAX-NX

・Microsoft Windows 95 の Microsoft Fax

その他のFAXソフトウェアでは正常に動作しない可
能性があります。

FAXテスト交信サービス

「TELFAX-NX」を使用して、FAXの送受信のテスト
ができます。

・TELFAX-NXの使用方法→PART1「電話やFAXを
使う〈TELFAX-NX〉」

インターネット通信機能

次のインターネットソフトウェアを使用することによ
り、インターネットによる通信ができます。
インターネットに接続する方法については、「インター
ネット入門」をご覧ください。

・Microsoft Windows 95 のインターネットエクス
プローラ

・JustView 3.0（一太郎モデルのみ）

そのほかのインターネットソフトウェアでは動作しな
い可能性があります。

マイクロホン/FAXモデムボード
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最高56000bpsまでの各種通信

電話回線を利用して最高56000bpsの全二重データ
通信と最高14400bpsの半二重FAX通信ができます。

送受信： 300/1200/2400/4800
7200/9600/12000
14400/16800/19200
21600/24000/26400
28800/31200/33600bps

受信のみ： 32000/34000/36000
38000/40000/42000
44000/46000/48000
50000/52000/54000
56000bps

FAX： 300/2400/4800/7200
9600/12000/14400bps

留守番電話機能・スピーカホン機能

「TELFAX-NX」を使用することで、留守番電話機能や
スピーカホン機能が使えます。

FAXモデムボードを使用するときの注意

FAXモデムボードはPCIスロット#1で使用してく
ださい。

適用電話回線について

FAXモデムボードは、加入電話回線に適合するように
設計されています。加入電話回線以外と接続すると、
FAXモデムボードやパソコン本体等を破損する場合
があります。

留守番機能/スピーカホン機能についての注意

・スピーカホン機能とは、本機に接続されているマイ
クロホンとスピーカを使用して電話のように通話す
る機能で、ハンズフリー機能と呼ばれることもあり
ます。

・スピーカホン機能をお使いになるときは添付のマイ
クロホンとスピーカを使用してください。イヤホン、
ヘッドホンなどの直接耳に当てる機器はご使用にな
れません。

・回線の状態によっては、通話時に雑音が入ることが
あります。

・スピーカホン通話中に相手からの声以外の音（保留
音など）が入ると、スピーカからの音が大きくなった
り、小さくなったりすることがあります。その場合
は、送話の音量レベルを下げてください。

・マイクロホンからの音声がスピーカから出ることが
あります。その場合は、通話の音量レベルを下げる
か、マイクロホンを口元から離してください。

・外付け電話機に留守番電話機能がある場合、電話機
の機能の一部が使えないことがあります。

・通常の電話回線を使用する場合、送信レベルは工場
出荷時の設定から変更する必要はありません。ただ
し、回線状態が悪く、うまく接続できない場合は送信
レベルの調整が必要な場合があります。送信レベル
の調整は、認定された工事担任者以外が行うことは
法律で禁じられていますので、送信レベルの調整に
ついては、当社指定のサービス窓口にお問い合わせ
ください。

当社指定のサービス窓口の電話番号、受付時間につ
いては、『NEC PC あんしんサポートガイド』をご覧
ください。

通信するときの注意

・キャッチホンサービスを受けている場合、モデムで
通信中に電話がかかってくると、モデムによる通信
が切れる場合があります。

・FAXモデムボードのダイヤル信号は、ご使用になる
加入電話回線のダイヤル信号に合わせた調整が必要
です（→付録「ATコマンド」）。加入電話回線がトー
ン式かダイヤル式かわからないときはNTTに確認
してください。

・コードレスホンや親子電話、構内回線など、公衆回
線以外の回線をご使用の場合は、正常なデータの送
受信ができない場合があります。

・FAXモデムボードはFAX通信網には対応していま
せん。

・FAXモデムボードに接続できる回線は2線式のみ
です。

・本体にアース線を接続していない場合や、回線の状
態によっては、希望の通信速度で通信できないこと
や、接続しにくい場合があります。
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・FAXモデムボードに接続できる電話機は2線式の
回線用のみです。電話機の種類によっては動作しな
い機種がありますので注意してください。また、電話
機用モジュラーコネクタに接続されている外付け電
話機をパソコン本体から離れたところに設置してい
る場合は、送信/受信の際に外付け電話機が使用さ
れていないことを確認してください。

・データ通信を行う場合、フロー制御はハードウェア
（RTS/CTS）（購入時の設定）に設定してください。
それ以外に設定するとデータ抜けが生じる可能性が
あります。

・留守番電話またはスピーカホン通話から切り替えて
FAX送受信をする場合、スピーカからモニタ音が聞
こえなくなりますが、FAX送受信は正常にできます。

・FAXを送信する相手が音声応答機能付きのFAXの
場合、相手からの音声の内容によってはFAXの送信
ができなくなることがあります。この場合は、外付け
電話機またはスピーカホン機能で相手からの音声が
終わったのを確認してから送信を始めてください。

・回線の状態によっては希望の通信速度で通信できな
い場合があります。

・電話局の交換機の種類によっては、14400bpsで
FAXの通信ができないことがあります。この場合は
通信速度を9600bps以下にしてください。

・海外と直接接続した場合、伝送路の特性のため正常
に通信できない可能性があります。

ポート番号を設定する

購入時の状態では、内蔵FAXモデムボードのポート
番号はCOM2になっています。
内蔵FAXモデムボードのポート番号を変更するには、
次のようにしてください。

CyberTrio-NXのモードが「ベーシックモード」の場
合は、次の手順を行うことができません。次の手順を
行う場合は、「アドバンストモードに変更してくださ
い。

変更方法はこのマニュアルのPART1「Windows 95
の利用環境の変更」〈CyberTrio-NX〉をご覧くださ
い。

ポート番号を変更すると、通信アプリケーションに
よっては、動作しなくなる場合があります。通信アプ
リケーション側でポートの設定を変更できる場合は変
更したポート番号にあわせてください。

FAXモデムボード

①「コントロールパネル」を開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）

②「システム」をダブルクリック。

③「デバイスマネージャ」タブをクリック。

④「モデム」の「NEC Fax Modem 56K Data＋ Fax
＋Voice（AYA）」を選んで、「プロパティ」をクリッ
ク。

⑤「リソース」タブをクリックして、「自動設定」のチェッ
クをはずす。

⑥「リソースの種類」の「I/Oポートアドレス」をダブル
クリック。

⑦ 値を変更する。

COM3の場合：03E8-03EF

COM4の場合：02E8-02EF

リソースが競合していないことを確認してください。
競合している場合、ポートの変更はできません。

⑧「OK」をクリック。
プロパティの画面に戻ります。

⑨「OK」をクリック。
「変更不可の環境設定の作成」ウィンドウが表示されま
す。

⑩「はい」をクリック。
しばらく時間がかかります。

⑪ 画面が元に戻ったら、「システムのプロパティ」で
「OK」をクリック。

⑫ Windowsを再起動する。
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シリアルコネクタ
本機に標準で内蔵されているシリアルコ

ネクタには、外付けモデムや ISDNター

ミナルアダプタなどを接続することがで

きます。

シリアルコネクタ（チャネル2）を使用する

シリアルコネクタは、周辺機器を接続するためのコネ
クタです。通信を行うときに必要な機器（モデムや
ISDNターミナルアダプタ）やデジタルカメラなどを
接続します。

本機には、シリアルコネクタは2つあり、それぞれシ
リアルコネクタ（チャネル1）、シリアルコネクタ
（チャネル2）といいます。

シリアルコネクタ（チャネル1）は、購入時の状態です
ぐ使えるようになっています。

しかし、シリアルコネクタ（チャネル2）は、購入時の
状態では、使えないように設定されています。シリア
ルコネクタ（チャネル2）を使う場合には、まず使える
ように設定します。

シリアルコネクタ（チャネル2）を使用するための設
定

シリアルコネクタ（チャネル2）を使えるようにする
には、「BIOSセットアップユーティリティ」で次の設
定をします。

設定の前に、実行中の他のアプリケーションを終了し
てください。

①「BIOSセットアップユーティリティ」を起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→
「BIOSセットアップユーティリティ」）
「BIOSセットアップユーティリティ」が起動します。
「警告」ウィンドウが表示された場合は、「OK」をク
リックします。

② メニューバーの「セットアップ」→「デバイス」→「通
信」をクリック。

③「シリアルポート（B）」タブをクリック。
「シリアルポート（B）」タブウィンドウが表示されま
す。

④ をクリックして、「自動設定」をクリック。

⑤ メニューバーの「ファイル」→「アプリケーションの終
了」をクリック。
「BIOS設定は更新されています。保存しますか？」と
表示されます。

⑥「はい」をクリック。
「BIOS設定はシステムを再起動した後、有効になりま
す。システムを再起動しますか？」のメッセージが表
示されます。

⑦「はい」をクリック。
Windowsが再起動します。
これで、シリアルコネクタ（チャネル2）が使えるよう
になりました。

正常に動作しない場合

上記の設定をしても、シリアルコネクタ（チャネル2）
が使えない場合は、「割り込み要求（IRQ）」が競合して
いる可能性があります。
次の手順で確認してください。

①「CyberTrio-NX」のモードを「アドバンストモード」
に変更する。
（「スタート」→「プログラム」→「CyberTrio-NX」→
「Go to アドバンストモード」）

②「コントロールパネル」を起動する。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）

③「システム」をダブルクリック。
「システムのプロパティ」ウィンドウが表示されます。

④「デバイスマネージャ」タブをクリック。
「デバイスマネージャ」ウィンドウが表示されます。

⑤「コンピュータ」をダブルクリック。
「コンピュータのプロパティ」ウィンドウが表示されま
す。

このウィンドウで「設定」の「03」に「通信ポート」以
外のデバイスが設定されていないか確認してくださ
い。
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シリアルコネクタ

「通信ポート」以外のデバイスが設定されている場合
は、そのデバイスの割り込みを他の割り込みに変更し
てください。

・割り込みを変更する手順→PART5「デバイスマ
ネージャ」の「PCIが使用する割り込みを変更する」

シリアルコネクタの名称の違い

シリアルコネクタは、「BIOSセットアップユーティリ
ティ」やWindows 95の「デバイスマネージャ」では
別の名称になっていますが、すべて同じものを指しま
す。

このマニュアル シリアルコネクタ（チャネル1,2）

「BIOSセットアップユーティリティ」 シリアルポート（A）、（B）

「デバイスマネージャ」 通信ポート
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デバイスマネージャ
デバイスマネージャとは、プラグ＆プレ

イ準拠のデバイス管理ソフトです。本機

に接続されるデバイスの状態確認のほ

か、ドライバやリソースの設定/変更な

どができます。

「CyberTrio-NX」のモードが「ベーシックモード」の
場合は、デバイスマネージャでの設定はできません。
「アドバンストモード」に変更して、設定をしてくださ
い。

・モードの変更→PART1「Windows 95の利用環境
の変更〈CyberTrio-NX〉」

起動

① コントロールパネルを開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）

※画面は機種によって異なる場合があります。

②「システム」をダブルクリック。
「システムのプロパティ」ウィンドウが表示されます。

③「デバイスマネージャ」タブをクリック。
「デバイスマネージャ」タブのウィンドウが表示されます。

※機種によって画面の内容は異なる場合があります。

「スタンダードPS/2ポートマウス」に黄色い「！」が
ついていますが、異常ではありません。

デバイスドライバの変更

ここでは、例としてプリンタドライバを変更してみます。

①「デバイスマネージャ」タブのウィンドウを開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」→「シ
ステム」→「デバイスマネージャ」）
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②「ポート（COM＆LPT）」をダブルクリック。
「ポート（COM＆LPT）」フォルダの内容が表示され
ます。

③「プリンタポート（LPT1）」をダブルクリック。
「プリンタポートのプロパティ」ウィンドウが表示され
ます。

④「ドライバ」タブをクリック。
「ドライバ」タブのウィンドウが表示されます。

⑤「ドライバの更新」をクリック。
「デバイスドライバウィザード」ウィンドウが表示され
ます。

⑥「一覧からドライバを選ぶ」を選んで、「次へ」をクリック。
次のウィンドウが表示されます。

⑦「すべてのハードウェアを表示」を選ぶ。
「モデル」の欄に、デバイスドライバの一覧が表示され
ます。

⑧ 必要なデバイスドライバを選んで、「完了」をクリック。
「システム設定の変更」ウィンドウが表示されます。

⑨「はい」をクリック。
コンピュータの再起動が始まります。
以上で、デバイスドライバの変更操作は終了です。

デバイスマネージャ



278

デバイスのリソース設定の変更

通常、プラグ＆プレイ準拠のデバイスは、デバイスマ
ネージャによって調停されています。つまり、別々の
デバイスが、同じリソースを要求する場合、設定変更
は自動的に行われます。したがって、どうしても必要
な場合を除いては、リソース設定は基本的に変更する
必要はありません。しかし、リソース設定固定のデバ
イスを使用して、他のデバイスと競合する場合は、次
のようにしてリソース設定を変更します。

ここでは、プリンタポートのリソースを変更してみます。

①「デバイスマネージャ」タブのウィンドウを開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」→「シ
ステム」→「デバイスマネージャ」）

②「ポート（COM＆LPT）」をダブルクリック。
「ポート（COM＆LPT）」フォルダの内容が表示され
ます。

③「プリンタポート（LPT1）」をダブルクリック。
「プリンタポート（LPT1）のプロパティ」ウィンドウ
が表示されます。

④「リソース」タブをクリック。
「リソース」タブのウィンドウが表示されます。

⑤「自動設定」のチェックをはずす。
「設定の変更」ボタンが濃い表示になり、有効になります。
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ここで、「リソースの種類」から変更したい「I/Oポー
トアドレス」または「IRQ」をクリックして、「設定の変
更」をクリックすると、リソースの変更ができます。た
だし、次のようなメッセージが表示されたデバイスは、
リソースの変更はできません。

デバイスによっては、readmeファイル（「はじめにお
読みください」）に、変更方法が記載されていることが
あります。

PCIが使用する割り込みを変更する

PCIデバイスが使用する割り込みを変更する場合、以
下の手順で行ってください。

例として、FAXモデムボードが使用する割り込みを変
更する手順について説明します。

①「デバイスマネージャ」タブのウィンドウを開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」→「シ
ステム」→「デバイスマネージャ」）

②「モデム」をダブルクリック。
「モデム」フォルダの内容が表示されます。

③「NEC Fax Modem 56K Data+Fax+Voice
（AYA）」をダブルクリック。
「NEC Fax Modem 56K Data+Fax+Voice（AYA）
のプロパティ」ウィンドウが表示されます。

④「リソース」タブをクリック。
「リソース」タブウィンドウが表示されますので、「リ
ソースの設定」で、内蔵FAXモデムボードが使用して
いる割り込み（IRQ）を確認してください。

⑤「OK」をクリック。
「デバイスマネージャ」タブのウィンドウに戻ります。

⑥「システムデバイス」をダブルクリック。
「システムデバイス」フォルダの内容が表示されます。

⑦「PCI IRQステアリングホルダー」をダブルクリック。
「PCI IRQステアリングホルダーのプロパティ」ウィ
ンドウが表示されます。

デバイスマネージャ

⑧「リソース」タブをクリック。
「リソース」タブウィンドウが表示されますので、「リ
ソースの設定」で、割り込み（IRQ）が手順④で確認し
た割り込み（IRQ）と同じかどうか確認してください。
違う割り込み（IRQ）の場合は、同じ割り込み（IRQ）が
見つかるまで、手順⑦、⑧を繰り返します。

⑨ 同じ割り込み（IRQ）が見つかったら、「自動設定」の
チェックをはずす。
「設定の変更」ボタンがクリックできるようになります。
ここで、「リソースの種類」から「IRQ」をクリックして
「設定の変更」をクリックすると IRQの変更ができる
ようになりますので、IRQの値を内蔵FAXモデムボー
ドに設定したい割り込み（IRQ）に変更してください。

⑩「IRQの編集」で「OK」をクリック。
「リソース」タブウィンドウに戻ります。

⑪「OK」をクリック。
「変更不可の環境設定の作成」ウィンドウが表示されま
す。

⑫「はい」をクリック。
「デバイスマネージャ」タブのウィンドウに戻りますの
で、「閉じる」をクリックして「デバイスマネージャ」
を終了してください。

これで内蔵FAXモデムボードが新しい割り込みを使
用して動作するようになります。
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・文字の書かれている面を上にして（省スペースタイ
プの場合は左）、ディスクトレイにていねいに置いて
ください。

・ディスクの上にものをのせたり曲げたりしないでく
ださい。

・ラベルなどを貼らないでください。

・キズをつけたり字などを書いたりしないでくださ
い。

・落として強い衝撃を与えたり、キズをつけたりしな
いでください。

・指紋やホコリが付いたときは、乾いた柔らかい布で、
内側から外側に向けて拭いてください。

・清掃の際は、CD専用のクリーナーを使用してくだ
さい。

・レコード用のスプレー、クリーナー、ベンジン、シン
ナーなどは、使用しないでください。

・ゴミやホコリの多い場所での使用、保管は避けてく
ださい。

・直射日光のあたる場所や、暖房器具の近くなど温度
が高くなる場所に置かないでください。

・使用後は収納ケースへ入れるようにしてください。

CD-ROM など
の取り扱い
DVD-ROMモデルではDVD-ROMドラ

イブが、CD-ROMモデルではCD-ROM

ドライブが標準で装備されています。各

種ドライブで使用できるメディアの取り

扱いについて説明します。

概要

・CD-ROMドライブ（CD-ROMモデルの場合）
本機には、CD-ROMドライブが標準で搭載されていま
す。

本機のCD-ROMドライブでは、CD-ROMやCD-R
メディア、音楽CD、ビデオCDなどを読み取ること
ができます。CD-ROMは、1枚で大きな記憶容量を
持ち、電子辞典などのような大量のデータを扱うこ
とができます。

・DVD-ROMドライブ
（DVD-ROMモデルの場合）
本機には、DVD-ROMドライブが標準で搭載されて
います。

本機のDVD-ROM ドライブでは、CD-ROM や
DVD-ROM（DVD VIDEOディスク）、CD-Rメディ
ア、音楽CD、ビデオCDなどを読み取ることができ
ます。 CD-ROMは、1枚で大きな記憶容量を持ち、
電子辞典などのような大量のデータを扱うことがで
きます。 DVD-ROMは、CD-ROMよりさらに多く
の記憶容量があります。

各種メディアの取り扱いの注意

ディスクの取り扱いの注意

ディスクを壊さないよう、次の点に注意して大切に取
り扱ってください。

・信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触
れないでください。

・ケースの中央を押しながら取り出してください。
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非常時のメディアの出し方

停電やソフトウェアの暴走などにより、CD-ROMド
ライブ、DVD-ROMドライブからCD-ROMなどのメ
ディアが取り出せなくなったときに、強制的にメディ
アを取り出す方法です。

取り出す準備

太さが1.3mm程度、まっすぐな部分の長さが45mm
以上（指でつまむ部分を除く）の針金を用意してくだ
さい。
大きめのペーパークリップを伸ばして作ることができ
ます。

取り出す方法

CD-ROMモデル

① 本機の電源を切る。

② ディスクトレイの下の直径2mm程度の穴に、上記の
「取り出す準備」で用意した針金を差し込み、強く押し込
む。

ディスクトレイが15mmほど飛び出します。

③ ディスクトレイを手前に引き出し、ディスクを取り出
す。

④ ディスクトレイの前面を、ディスクトレイが元通りに
収納されるまで押し込む。

DVD-ROMモデル

① 本機の電源を切る。

② ディスクトレイの下の直径2mm程度の穴に、上記の
「取り出す準備」で用意した針金を差し込み、強く押し
込む。

ディスクトレイが15mmほど飛び出します。

③ ディスクトレイを手前に引き出し、ディスクを取り出
す。

④ ディスクトレイの前面を、ディスクトレイが元通りに
収納されるまで押し込む。

CD-ROMなどの取り扱い
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エラーメッセージについて

CD-ROMから起動しているプログラムを実行中に、
CD-ROMを取り出すと、次のようなメッセージが表
示されます。

　

この場合は、取り出したCD-ROMをCD-ROMドラ
イブにセットし直して、【Enter】を押してください。
なお、このメッセージで表示されるシリアル番号は無
視してください。



6
本機の設定を変更する

P A R T

●BIOSセットアップユーティリティ

●割り込みレベルとDMAチャネル
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BIOSセットアップユーティリティを使う

BIOSセットアップユーティリティの起動

①「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「BIOS
セットアップユーティリティ」をクリック。
「警告－BIOS設定を変更した場合は、システムを再
起動する必要があります。」と表示されます。

「次回起動時も表示する」のチェックをはずすと次回か
ら表示されません。

②「OK」をクリック。
「BIOSセットアップユーティリティ」が起動します。

各部の説明

BIOSセットアップ
ユーティリティ
「BIOS セットアップユーティリティ」

は、セキュリティ、省電力、周辺機器など

本機の使用環境を設定することができます。

BIOSセットアップユーティリティで
できること

次の設定ができます。

・パスワードによるセキュリティの設定

・通信、キーボードなどのデバイス設定

・自動スリープ制御、ハードディスクドライブモータ
制御など省電力機能の設定

・起動デバイスの起動優先順位の設定

・「BIOSセットアップユーティリティ」の設定を初期
化する場合は、本機の電源を入れ、「NEC」のロゴが
表示されたらすぐに【F2】を押します。キーの説明
が表示されたら【F9】を押して「F9:全ての設定値を
出荷時の状態にして元に戻る」を選択します。

キーの説明が表示されずに、Windowsが起動した
場合は、いったん電源を切り、電源スイッチを押した
後、何度か【F2】を押してください。

・「BIOSセットアップユーティリティ」で変更した設
定は、システム再起動後に有効となります。

・「BIOS セットアップユーティリティ」の動作中に
「BIOS設定情報が不正です」などのエラーメッセー
ジが表示された場合は、「BIOS セットアップユー
ティリティ」の設定を上記の手順で購入時の設定に
戻してから、もう一度「BIOSセットアップユーティ
リティ」で設定を変更してください。

・「スーパーバイザーパスワード」、「ユーザーパスワー
ド」が設定されている場合、「BIOS セットアップ
ユーティリティ」起動時にパスワード入力が必要に
なります。

メニューバー

説明ウィンドウ

ツールバー
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メニューバー

次のメニューがあります。

  ファイル 設定保存 設定した内容を保存します。�

  省電力設定ファイル 省電力の各項目の設定値を格納している�

  
の読み込み 省電力設定ファイルを読み込みます。

�

  省電力設定ファイル 省電力の各項目の設定値を�

  
の作成 省電力設定ファイルに格納します。

�

  アプリケーションの終了 BIOSセットアップユーティリティを終了します。�

  表示 ツールバー ツールバーの表示/非表示を切り替えます。�

   説明ウィンドウ 各項目の説明を表示するウィンドウの�
   表示/非表示を切り替えます。

�

  セットアップ セキュリティ パスワードを設定します。�

  デバイス 通信、キーボードなどのデバイスを設定します。�

  省電力 自動スリープ制御、HDDモータ制御など
�

   省電力機能を設定します。
�

  起動 起動デバイスの起動優先順位を設定します。�

 ヘルプ トピックの検索 オンラインヘルプを表示します。�

  バージョン情報 BIOSセットアップユーティリティのバージョン�

   
情報、BIOSのレビジョンを表示します。�

ツールバー
メニューバーの「セットアップ」で設定できる項目の
アイコンが登録されています。

説明ウィンドウ

各項目についての説明を表示します。

各設定項目に関する詳しい説明は、オンラインヘルプ
をご覧ください。

BIOSセットアップユーティリティの操作

① メニューバーの「セットアップ」をクリックし、設定し
たい項目をクリック。
設定項目の画面が表示されます。
ツールバーから、設定したい項目のアイコンをクリッ
クして設定項目の画面を表示することもできます。

② 各項目の設定を変更する。
設定の変更を行うと、項目名のうしろ、タブの名称の
うしろ、アイコンの右側の各々に、項目変更を示す
「＊」のマークが表示されます。また、設定の変更によ
り、関連する他の項目の設定が自動的に変更された場
合は、関連する項目名、タブ、アイコンにも「＊」の
マークが表示されます。
各項目の設定については、後述の「各種の設定」をご覧
ください。

③ 設定したい項目をすべて設定したら、メニューバーの
「ファイル」→「設定保存」またはメニューバーの
「ファイル」→「アプリケーションの終了」をクリック。

・「BIOSセットアップユーティリティ」で設定した内
容は、青色で表示している項目（省電力やシステムデ
バイスにあります）を除き、本機を再起動したあとで
有効になります。

・各設定項目についての詳しい説明が、説明ウィンド
ウに表示されます。

BIOSのレビジョンの表示方法

BIOSのレビジョンは、次の手順で表示できます。

① メニューバーの「ヘルプ」→「バージョン情報」をク
リック。
「BIOSレビジョン＊＊＊＊＊＊＊」と、現在お使いの
パソコンのBIOSレビジョンが表示されます。

省電力設定ファイル

省電力設定ファイルを使って、使用する環境ごとに省
電力の設定を変更することができます。

省電力設定ファイルの作成

省電力設定ファイルを作成します。

① メニューバーの「ファイル」→「省電力設定ファイルの
作成」をクリック。
現在の省電力の情報を省電力設定ファイルを作成しま
す。

② 省電力設定ファイルの名称をつけて登録する。
現在の省電力設定の情報を省電力設定ファイルに保存
します。

保存した省電力設定ファイル

保存した省電力設定ファイルを使用する場合は、次の
手順で行います。

① メニューバーの「ファイル」→「省電力設定ファイルの
読み込み」をクリック。
省電力設定ファイルを読み込みます。

② 読み込んだ設定で問題ない場合は、メニューバーの
「ファイル」→「設定保存」をクリック。
読み込んだ省電力設定の情報が反映されます。なお、
設定変更は、本機を再起動したあと有効になります。
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各種の設定

以下の各種の設定の　　　は、購入時の設定値です。

セキュリティの設定

メニューバーの「セットアップ」→「セキュリティ」を
クリックするか、ツールバーの （セキュリティ）ア
イコンをクリックします。

「パスワード」

・「ユーザーパスワード」
「設定」ボタンをクリックしてパスワードを設定します。

・「スーパーバイザーパスワード」
「設定」ボタンをクリックしてパスワードを設定します。

・起動時パスワード確認
システムの起動時に、パスワードを確認するかどう
か設定します。

確認しない/確認する

通信の設定

メニューバーの「セットアップ」→「デバイス」→「通
信」をクリックするか、ツールバーの （通信）アイコ
ンをクリックします。

「シリアルポート（A）」

・設定方法
シリアルポート（A）の設定方法を選びます。

をクリックして次の中から選んでください。

使用しない/手動設定/自動設定/OSが設定

「手動設定」を選んだ場合は、詳細設定が必要です。

・I/Oアドレス
I/Oアドレスを設定します。

をクリックして次の中から選んでください。

3F8h/2F8h/3E8h/2E8h

・割り込みレベル
割り込みレベルを設定します。

をクリックして次の中から選んでください。

IRQ3/IRQ4

「シリアルポート（B）」

・設定方法
シリアルポート（B）の設定方法を選びます。

をクリックして次の中から選んでください。

使用しない/手動設定/自動設定/OSが設定

「手動設定」を選んだ場合は、詳細設定が必要です。
「自動設定」「OSが設定」を選んだ場合、「モード」の
み設定ができます。

・I/Oアドレス
I/Oアドレスを設定します。

をクリックして次の中から選んでください。

2E8h/3F8h/2F8h/3E8h

・割り込みレベル
割り込みレベルを設定します。

をクリックして次の中から選んでください。

IRQ3/IRQ4

・モード
シリアルポート（B）を赤外線通信で使用する場合、
赤外線通信の規格に応じてモードを変更します。

をクリックして次の中から選んでください。

ノーマル/IrDA/ASK-IR

パラレルポートの設定

メニューバーの「セットアップ」→「デバイス」→「パ
ラレルポート」をクリックするか、ツールバーの
（パラレルポート）アイコンをクリックします。

「パラレルポート」

・設定方法
パラレルポートの設定方法を選びます。

をクリックして次の中から選んでください。

使用しない/手動設定/自動設定/OSが設定

「手動設定」を選んだ場合は、詳細設定が必要です。
「自動設定」「OSが設定」を選んだ場合、「モード」の
み設定ができます。

・I/Oアドレス
I/Oアドレスを設定します。

をクリックして次の中から選んでください。

378h/278h/3BCh
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・割り込みレベル
割り込みレベルを設定します。

をクリックして次の中から選んでください。

IRQ5/IRQ7

・モード
出力モードを指定します。

をクリックして次の中から選んでください。

出力のみ/双方向/ECP

・ECPモードDMAチャンネル
「モード」で「ECP」を選んだ場合に設定します。

をクリックして次の中から選んでください。

DMA#1/DMA#2/DMA#3

キーボードの設定

メニューバーの「セットアップ」→「デバイス」→
「キーボード」をクリックするか、ツールバーの
（キーボード）アイコンをクリックします。

「キーボード」

・起動時のNum Lock
システム起動時にNum Lockを使用するかどうか
を設定します。

をクリックして次の中から選んでください。

使用する/使用しない/自動設定

「自動設定」にするとOSにより自動設定されます。

システムデバイスの設定

メニューバーの「セットアップ」→「デバイス」→「シ
ステムデバイス」をクリックするか、ツールバーの
（システムデバイス）アイコンをクリックします。

「日付と時刻」

・日付設定
「年」「月」「日」をそれぞれ設定します。

・時刻設定
「時」「分」「秒」をそれぞれ設定します。

メモリ

本機に搭載されているメモリの総容量を表示します。

PCI割り込み

・設定方法
PCIデバイスの割り込みを設定します。

・IRQ14はIDEインターフェイス（プライマリ）が固
定で使用する割り込みです。PCI割り込みx（x=1～
4）にIRQ14を設定すると、ハードディスクドライ
ブからシステムが起動できなくなります。この場合、
システムを起動するには、起動可能なデバイスや媒
体を準備する必要があります。
PCI割り込みにIRQ14を設定した後で、ハードディ
スクドライブからシステムを起動するためには、
「BIOSセットアップユーティリティ」の設定を初期
化してください。初期化するには、本機の電源を入
れ、「NEC」のロゴが表示されたら、すぐに【F2】を
押します。キーの説明が表示されたら、【F9】を押し
ます。なお、この手順を行うと、パスワードを除く他
の設定もすべて初期化されます。

・IRQ15はIDEインターフェイス（セカンダリ）が固
定で使用する割り込みです。PCI割り込みx（x=1～
4）にIRQ15を設定すると、IDEインターフェイス
（セカンダリ）に接続されたCD-ROMドライブなど
のデバイスが使用できなくなります。

省電力の設定

メニューバーの「セットアップ」→「省電力」をクリッ
クするか、ツールバーの （省電力）アイコンをク
リックします。

    「パワーマネージメント」

・パワーマネージメント
チェックをつけると「使用する」に、チェックをはず
すと「使用しない」になります。

使用する/使用しない

「使用する」を選んだときに、次の設定ができます。

・設定方法
パワーマネージメントのタイプを選びます。

をクリックして次の中から選んでください。

ユーザー設定/動作時間優先/動作性能優先

「ユーザー設定」：各項目を自分で設定できるように
なります。

「動作時間優先」：消費電力を抑えた設定になります。

「動作性能優先」：電力消費より性能を優先した設定
になります。
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「ユーザー設定」を選んだ場合のみ、次の項目を設定し
てください。

・自動スリープ制御
チェックをつけると「使用する」に、チェックをはず
すと「使用しない」になります。

使用する/使用しない

「使用する」を選んだときに、次の「自動スリープ開
始時間」を設定できます。

・自動スリープ開始時間
「自動スリープ制御」で「使用する」を選んだ場合に
サスペンド状態になるまでの時間を設定します。

次の中から選んでください。

5分/10分/15分/20分/30分/40分/60分

本機に何も入力がない状態になってから、設定した
時間が経過すると、本機がサスペンド状態になります。

・HDDモータ制御
チェックをつけると「使用する」に、チェックをはず
すと「使用しない」になります。

使用する/使用しない

「使用する」を選んだときに、次の「HDDモータ制御
開始時間」を設定できます。

・HDDモータ制御開始時間
「HDDモータ制御」で「使用する」を選んだ場合に、
ハードディスクのモータが停止するまでの時間を設
定します。

次の中から選んでください。

10秒/15秒/30秒/45秒/1分/2分/4分/6
分 /8分 /10分/15分

ハードディスクのアクセスがなくなってから、設定
した時間が経過すると、ハードディスクのモータが
停止します。

「スリープ」

・スリープボタン
スリープボタンを使用するかどうかを設定します。

購入時の状態では「使用する」になっています。
チェックをつけると「使用する」に、チェックをはず
すと「使用しない」になります。

スリープ機能を使用しない場合、「自動スリープ制御/
開始時間」ならびに「スリープボタン」を「使用しな
い」に設定してください。

「レジューム」

・入力デバイスでレジューム
レジュームする入力デバイスは、USBを除くハード
ウエア割り込み（IRQ）を使用しているデバイス全て
を指します。USB キーボード / マウスからのレ
ジュームはできません（詳しくは、ヘルプをご覧くだ
さい）。
チェックをつけると「使用する」に、チェックをはず
すと「使用しない」になります。

使用する/使用しない

システムディスクの起動順位の設定

メニューバーの「セットアップ」→「起動」をクリック
するか、ツールバーの「起動」アイコンをクリックします。
次に表示される画面で、システムを起動するディスク
装置の順番を指定します。
ディスク装置を選んで 、 ボタンでディスク装置
の「起動順位」を変更してください。
次のディスク装置が選べます。

ハードディスク / リムーバブルメディアデバイス /
CDｰROM/ネットワーク

・すべての起動するディスク装置に起動順番を設定し
てください。

・購入時の設定ではリムーバブルメディアデバイス→
ハードディスク→CD-ROM→ネットワークの順に
設定されています。
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パスワードの設定

本機の電源を入れたときに、パスワードを設定するこ
とができます。これによりパスワードを知らない部外
者からデータを守ることができます。
BIOSセットアップユーティリティでは、ユーザーパ
スワードとスーパーバイザーパスワードの2種類のパ
スワードを設定することができます。
スーパーバイザーパスワードはコンピュータ管理者の
ためのもので、コンピュータ管理者以外の人が不用意
にシステムを使用しないようにすることができます。

・パスワードを忘れた場合は、本機を起動できなくな
ります。パスワードは忘れないようにしてください。

・「スーパーバイザーパスワード」「ユーザーパスワー
ド」が設定されている場合、BIOSセットアップユー
ティリティを起動したときにも、パスワードの入力
が必要となります。また「ユーザーパスワード」で起
動した場合は「システムデバイス」の「PCI割り込み」
および「キーボード」の「キーボード」および「セキュ
リティ」の「パスワード」の「スーパーバイザーパス
ワード」の設定項目の変更はできません。

パスワードに使用できる文字と記号

半角英数字のみがパスワードとして使用できます。パ
スワードは7文字以内でなければなりません。大文
字/小文字による区別はありません。また、テンキー
は使用できません。

使用できる文字や記号

半角英字:A～Z　 a～ z
半角数字:0～9

ユーザーパスワードの設定

ユーザーパスワードの登録

次の手順で「ユーザーパスワード」を登録します。

① メニューバーの「セットアップ」→「セキュリティ」を
クリック。
「パスワード」のウィンドウが表示されます。

②「ユーザーパスワード」の横の「設定」をクリック。
「パスワード設定」ウィンドウが表示されます。

③「新しいパスワード」の欄に7文字以内のユーザーパ
スワードを入力する。
入力したパスワードは「＊」で表示されます。

④「新しいパスワードの確認入力」にもう一度同じパス
ワードを入力する。

⑤ 入力したら「OK」をクリック。

スーパーバイザーパスワードが設定されていないと
ユーザーパスワードは設定できません。

スーパーバイザーパスワードの設定

スーパーバイザーパスワードの登録

次の手順で「スーパーバイザーパスワード」を登録し
ます。

① メニューバーの「セットアップ」→「セキュリティ」を
クリック。
「パスワード」のウィンドウが表示されます。

②「スーパーバイザーパスワード」の横の「設定」をク
リック。
「パスワード設定」ウィンドウが表示されます。

③「新しいパスワード」の欄に7文字以内のスーパーバ
イザーパスワードを入力する。
入力したパスワードは「＊」で表示されます。

④「新しいパスワードの確認入力」にもう一度同じパス
ワードを入力する。

⑤ 入力したら「OK」をクリック。

ユーザーパスワードの変更

次の手順で「ユーザーパスワード」を変更します。

① メニューバーの「セットアップ」→「セキュリティ」を
クリック。
「パスワード」のウィンドウが表示されます。

②「ユーザーパスワード」の横の「設定」をクリック。
「パスワード設定」ウィンドウが表示されます。

③「古いパスワード」に今まで使っていたユーザーパス
ワードを入力する。
このとき入力をまちがえると、エラーメッセージが出
て、パスワード入力画面がもう一度表示されます。
パスワードの入力をやり直してください。
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④「新しいパスワード」に変更したユーザーパスワードを
入力する。

⑤「新しいパスワードの確認入力」にもう一度「新しいパ
スワード」に入力したものと同じパスワードを入力す
る。

⑥ 入力したら「OK」をクリック。

スーパーバイザーパスワードの変更

次の手順で「スーパーバイザーパスワード」を変更し
ます。

① メニューバーの「セットアップ」→「セキュリティ」を
クリック。
「パスワード」のウィンドウが表示されます。

②「スーパーバイザーパスワード」の横の「設定」をク
リック。
「パスワード設定」ウィンドウが表示されます。

③「古いパスワード」に今まで使っていたスーパーバイ
ザーパスワードを入力する。
このとき入力を間違えると、エラーメッセージが出て、
パスワード入力画面がもう一度表示されます。パス
ワードの入力をやり直してください。

④「新しいパスワード」に変更したスーパーバイザーパス
ワードを入力する。

⑤「新しいパスワードの確認入力」にもう一度「新しいパ
スワード」に入力したものと同じパスワードを入力す
る。

⑥ 入力したら「OK」をクリック。

パスワード入力時の注意

パスワードを設定し、「システム起動時にパスワードを
確認する」を設定すると、本機の電源を入れるたびに
「パスワードを入力してください」と表示されます。こ
のとき、次のようにパスワードを入力してください。

① 登録したパスワードを入力し、【Enter】を押す。
このときテンキーは使用できません。

パスワードを忘れた場合

ユーザーパスワードやスーパーバイザーパスワードを
忘れた場合は、本機を起動することができなくなりま
す。このような場合は、本体内部にあるストラップス
イッチを使います。

    ストラップスイッチ

本体内部には、次の図のようなストラップスイッチが
あります。このスイッチを取りはずすことでパスワー
ドの解除ができます。

・ミニタワータイプ

�

・デスクトップタイプ（VS35/3）

・デスクトップタイプ（VS30/3）
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パスワードの解除のしかた　　　　　　　　　　　　

本体内部に手を入れるときは、指をは
さんだり、ぶつけたり、切ったりしな
いように注意してください。

このパソコンの使用直後は、CPUや
CPUの周辺に触れないでください。

CPUが高温になっていますので、手を触れ
るとやけどをするおそれがあります。電源
を切ったあと、30分以上たってから行うこ
とをおすすめします。

① 本機の電源を切り、電源ケーブルを抜く。

② 正しい手順でルーフカバーをはずす。

ミニタワータイプは、本体の左面（正面から見て左側）
が上になるように、静かに横に倒してください。

・ルーフカバーの開け方→『拡張の手引き』PART5
「本体の開け方と閉めかた」

③ ストラップスイッチを取りはずす。

取りはずしたストラップスイッチはなくさないように
してください。

④ 正しい順序でルーフカバーを取り付ける。

・ルーフカバーの閉め方→『拡張の手引き』PART5
「本体の開け方と閉めかた」

⑤ 電源ケーブルを接続して、本機の電源を入れる。
Windowsが起動します。

⑥ 本機の電源を切る。

⑦ 電源ケーブルを抜く。

⑧ 正しい手順でルーフカバーをはずす。

⑨ ストラップスイッチを元通りに取り付ける。

⑩ 正しい順序でルーフカバーを取り付ける。

けが注意�

高音注意�

注意�

BIOSセットアップユーティリティ
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「CyberTrio-NX」のモードが「ベーシックモード」の
場合は、次の手順での設定はできません。「アドバンス
トモード」に変更して設定してください。

・モードの変更方法→PART1「Windows 95の利用
環境の変更〈CyberTrio-NX〉」

リソースの設定状況の確認

割り込みレベル、DMAの設定状況は、次のようにし
て確認できます。

手順中での画面は、機種や周辺機器の接続状況によっ
て異なります。

①「コントロールパネル」を開く。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）

②「システム」をダブルクリック。
「システムのプロパティ」ウィンドウが表示されます。

割り込みレベル
とDMAチャネル
本機に内蔵されている各種のインター

フェイスで使用される「割り込みレベル」、

「DMAチャネル」について説明します。

概要

パソコンで使用できる周辺機器は、すべて「リソース」
というものを使用しています。リソースには、大きく
分けて「割り込みレベル（IRQ）」「DMA」などがあり
ます。

割り込みレベルのことをWindows 95では「IRQ」と
呼びます。これは、複数の機器から同時にCPUにアク
セスしたときに、どのような順序で処理していくかを
決めるものです。

DMAとはCPUを経由せずに周辺機器とメモリとの
データのやり取りを制御する機能のことです。ほとん
どの周辺機器は、メモリからデータを読み出したり、
書き込んだりするときに、CPUへ処理を依頼します。
しかし、一度に大量のデータを転送すると、CPUは作
業を中断して、データの転送にかかりきりになってし
まいます。そこで、CPUの作業を中断することなく
データの転送を行える機能が考えられました。これが
DMA（Direct Memory Access）です。

これらのリソースは、それぞれの機器ごとに違う設定
をしなければなりません。リソースが複数の機器に重
複して割り当てられている状態を「リソースの競合」
と表現します。リソースが競合していると、機器が正
常に使用できないばかりか、システム全体の動作も不
安定になってしまいます。

Windows 95などのOSでは、ひとつの割り込みレ
ベルを複数の機器で使用できることがあります。この
ようにリソースを共用することを「リソースをシェア
する」と表現します。この場合は、そのまま機器を利用
できます。
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③「デバイスマネージャ」タブをクリック。
「デバイスマネージャ」ウィンドウが表示されます。

「コンピュータ」が反転表示されていることを確認して
ください。

反転表示していないときは、クリックして選んでくだ
さい。

④「プロパティ」をクリック。
「コンピュータのプロパティ」ウィンドウが表示されます。

リソースは「割り込み要求（IRQ）」が選ばれています。

⑤ 確認したいリソースを選ぶ。

「コンピュータのプロパティ」でリソース一覧を参照す
ると「！」マークがついているアイコンがありますが、
動作上の問題はありません。

リソースの競合

リソースの競合が最も起きやすいときは、本機に新し
い機器を追加接続したときです。また、通常Windows
95は、新しい機器を検知した際にシステムの状態を
調べます。新しい機器がプラグ＆プレイに対応してい
る場合は、リソースが競合しないように自動的に設定
されます。新しい機器がプラグ＆プレイに対応してい
ない場合でも、リソースが競合する場合には、ドライ
バを組み込みません。本機が起動しなくなるような競
合に対しては、二重三重の保護機能が働いています。

リソースの競合の発生の確認

リソースの競合の発生は、「スタート」→「設定」→「コ
ントロールパネル」→「システム」→「デバイスマネー
ジャ」で開くことができる「デバイスマネージャ」ウィ
ンドウで確認できます。ドライバの異常、リソースの
競合など何らかの障害があると、アイコンに「！」マー
クか赤い「×」マークが表示されます。このような異常
が表示された場合は、まず、その機器を選んで「プロパ
ティ」ボタンをクリックします。「情報」タブのウィン
ドウの中の「デバイスの状態」の欄で、異常の原因を調
べます。異常の原因がリソースの競合である場合は、
次の手順で解決してください。
例として、通信ポートに異常があるとします。

①「リソース」タブをクリック。
「リソース」のウィンドウが表示されます。

割り込みレベルとDMAチャネル
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②「自動設定」のチェックボックスのチェックマークをは
ずす。

③「リソースの種類」から競合しているリソースを選び、
ダブルクリック。

④ 表示されたリソースの設定値を変更する。

選んだ機器やリソースの種類によっては、次のような
メッセージが表示されて、設定値を変更できない場合
があります。

その場合は、競合しているもう一方の機器の設定値を
変更してください。

本機を拡張するときの注意

PCIボードを複数枚取り付けたときに、本機の割り込
みレベルが不足することがあります。この場合はデバ
イスマネージャで、現在使用していないボードのプロ
パティを開き、「このハードウェア環境で使用不可にす
る」のチェックボックスをチェックして、割り込みレ
ベルを解放してください。

機器によって使用できるリソースが限定される場合が
あります。ボードなどに添付のマニュアルをご覧に
なってから機器の取り付けを行ってください。



付　録

●Windows 95でMS-DOSモードを利用する
●Windows NT 4.0 の利用
●本体の各部の名称（ミニタワータイプ）
●本体の各部の名称（デスクトップタイプ）
●キーの名称と役割
●機能仕様
●FAXモデムボード機能仕様
●ATコマンド
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Windows 95
で M S - D O S
モードを利用する
Windows 95のMS-DOSモードを利

用するときの注意事項を説明しています。

MS-DOSモードを利用する

MS-DOSモードを利用すると、MS-DOSで起動した
ときと同じような環境で本機を使うことができます。

本機をMS-DOSモードで再起動する

MS-DOSモードを利用するには、次のように操作し
ます。

①「スタート」→「Windowsの終了」をクリック。

②「MS-DOS モードで再起動する」をクリックして、
「OK」をクリック。
本機がMS-DOSモードで再起動します。

MS-DOSモードを終了する

① コマンドプロンプトの画面から、次のように入力。
EXIT【Enter】
Windows 95が再起動します。

MS-DOSモードとMS-DOSプロンプトの違い

MS-DOS を利用するには、「MS-DOS モード」と
「MS-DOSプロンプト」とがあります。

「MS-DOSモード」は、MS-DOSで起動したときと同
じような環境になるため、他のアプリケーションと一
緒に使うことはできません。

「MS-DOSプロンプト」は、MS-DOSをWindows
95上でマルチタスクのアプリケーションとして使用
できるようにしたものです。

「MS-DOSプロンプト」を利用するには、次のように
操作します。

① [スタート」→「プログラム」→「MS-DOSプロンプト」
をクリック。
「MS-DOSプロンプト」ウィンドウが表示されます。

なお、コマンドやアプリケーションによっては、「MS-
DOSモード」からは使用できないものや「MS-DOSプロ
ンプト」からは使用できないものがあります。

CD-ROMドライバ
（本機内蔵CD-ROMドライブ）

本機は、購入時の状態では、MS-DOSモードでCD-
ROMドライブを使用することはできません。 MS-
DOSモードで本機内蔵のCD-ROMドライブを使用
する場合は、次の手順が必要です。

現在のMS-DOS設定を使う場合

現在のMS-DOS設定を使う場合、MS-DOSモード上
でCD-ROM ドライブを使用するには、次の手順で
行ってください。

①「スタート」→「Windowsの終了」をクリック。

②「MS-DOSモードで再起動する」を選んで、「OK」を
クリック。
本機がMS-DOSモードで再起動します。

③ コマンドプロンプトの画面から次のように入力する。

SETCD  /A【Enter】

CD-ROMドライバがCONFIG.SYSとDOSSTART
.BATに追加されます。

SETCDコマンドを実行する前のCONFIG.SYSと
DOSSTART.BAT は、それぞれCONFIG.SCD、
DOSSTART.SCDとして保存されます。

④ コマンドプロンプトの画面から次のように入力する。

EXIT【Enter】�

Windows 95が再起動します。

⑤「スタート」→「Windows の終了」をクリック。

⑥「再起動する」を選んで、「OK」をクリック。
�本機を再起動します。

⑦「スタート」→「Windows の終了」をクリック。

⑧「MS-DOSモードで再起動する」を選んで、「OK」を
クリック。
MS-DOSモードが起動し,CD-ROMドライブがQド
ライブに設定されます。
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新しいMS-DOS設定を指定する場合

新しいMS-DOS設定を指定する場合、MS-DOSモー
ド上でCD-ROMドライブを使用するには、次の手順
で行ってください。

① ｢エクスプローラ｣を起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「エクスプローラ」）

「エクスプローラ」ウインドウが表示されます。

② 新しいMS-DOS設定を指定したいMS-DOSプログ
ラム（「COMMAND.COM」）をクリック。
プログラム名が反転表示されます。

③「エクスプローラ」の「ファイル」メニューから「プロ
パティ」をクリック。
「プロパティ」ウインドウが表示されます。

④「プログラム」タブをクリックして、「詳細設定」ボタン
をクリック。
「プログラムの詳細設定」ウインドウが表示されます。

⑤「MS-DOSモード」をクリックして、「新しいMS-DOS
設定を指定する」チェックボックスにチェックをつける。
CONFIG.SYSとAUTOEXEC.BATの内容が編集で
きるようになります。

⑥「OK」ボタンをクリック。
「プログラムの詳細設定」ウインドウが閉じます。

⑦「OK」ボタンをクリックします。
「プロパティ」ウインドウが閉じます。

⑧「エクスプローラ」で新しいMS-DOS設定を指定した
プログラムをダブルクリック。
MS-DOSモードが起動します。

⑨ コマンドプロンプトの画面から次のように入力する。

SETCD  /A【Enter】

CD-ROMドライバがCONFIG.SYSとAUTOEXEC
.BATに追加されます。
SETCDコマンドを実行する前のCONFIG.SYSと
AUTOEXEC.BAT は、それぞれCONFIG.SCD、
AUTOEXEC.SCDとして保存されます。

⑩ コマンドプロンプトの画面から次のように入力する。

EXIT【Enter】

Windows 95が再起動します。

⑪「エクスプローラ」を起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「エクスプローラ」）
「エクスプローラ」ウィンドウが表示されます。

⑫ 新しいMS-DOS設定を指定したプログラムをダブル
クリック。
MS-DOSモードが起動して、CD-ROMドライブがQ
ドライブに設定されます。

Windows 95でMS-DOSモードを利用する
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Windows NT
4.0の利用
本機で別売のWindows NT Worksta-

tion 4.0（以下、Windows NT 4.0）を

利用する場合のセットアップ手順および

アップグレード手順について説明します。

ここでの説明では次のようなドライブ構成を想定して
います。これと異なるドライブ構成で利用する場合は
読み替えてください。

Windows 95がインストールされているドライブ
およびWindows NTをインストールするドライブ
：Cドライブ

フロッピーディスクドライブ
：Aドライブ

Windows NT 4.0をセットアップする前に

次の手順で、本機にWindows NT 4.0をセットアッ
プし、アップグレードを行います。

Windows NT Server 4.0は使用できません。

WindowsNT4.0を利用するための手順

必ず、ここに書いてある手順通りにセットアップ、
アップグレードを行ってください。

・「Windows NT 4.0アップデートディスク」の作成

・システム設定の変更

・Windows NT 4.0のセットアップ

・ドライバのアップデート

・内蔵アクセラレータ対応ドライバのセットアップ

・サウンドドライバとモデムドライバのコピー

・内蔵サウンド対応ドライバのセットアップ

・内蔵FAXモデムボードのセットアップ

・BIOSセットアップユーティリティのセットアップ

セットアップする前の準備

セットアップを開始する前に、次のことを確認してく
ださい。

フロッピーディスクの用意

あらかじめ、フロッピーディスクを6枚用意してく
ださい。なお、次のことに注意してください。

・1.44Mバイトでフォーマットしておくこと

・フォーマット時にシステムの転送は行わないこと

・それぞれ「システム修復ディスク」「Windows NT
4.0アップデートディスク1～4」「Windows NT
4.0用BIOSセットアップユーティリティ」と書い
たラベルを貼っておくこと

README.TXTを読む

最初の手順で作成する「Windows NT 4.0アップ
デートディスク1」のルートディレクトリにある
「README.TXT」には、マニュアルに記載されてい
ない補足事項が書かれています。セットアップを行
う前に必ずお読みください。

ドライバのインストール

ドライバのインストールを行う場合は、アドミニス
トレータの権限を持ったユーザーが行ってください。

Windows NT 4.0のセットアップとアッ
プグレード

「Windows NT 4.0 アップデートディスク」、
「Windows NT 4.0用BIOSセットアップユーテ
ィリティ」の作成

次の手順で、「Windows NT 4.0アップデートディス
ク」、「Windows NT 4.0用BIOSセットアップユー
ティリティ」を作成します。

① 内蔵ハードディスクからWindows 95を起動する。

② MS-DOSプロンプトを起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「MS-DOSプロンプ
ト」）

③「Windows NT 4.0アップデートディスク」をフロッ
ピーディスクドライブにセットする。
あらかじめ用意しておいたフロッピーディスクのう
ち、「Windows NT 4.0アップデートディスク1」と
いうラベルを貼ったものです。
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④ フロッピーディスクにファイルをコピーする。
コマンドプロンプトから次のように入力します。
（CDNTUPのあとのフロッピーディスクドライブ名
にコロン「：」をつけないこと）

C:【Enter】

CD  ¥NT40【Enter】

CDNTUP  A【Enter】

あとは画面の指示に従って操作してください。

システム設定の変更

BIOSセットアップメニューで、次のようにシステム
設定を変更してください。

この操作は、Windows NT 4.0を利用する場合のみ
行ってください。

① 本機の電源を入れる。

②「NEC」のロゴの表示画面で、【F2】を押す。

③【→】を押して、BIOSセットアップメニューを起動する。

④ 詳細メニューで、次のように設定する。

・プラグ＆プレイ OS：いいえ

・周辺機器の設定
シリアルポートA ：使用する

シリアルポートB ：使用する
パラレルポート ：使用する

⑤ 省電力管理メニューで次のように設定する。
入力装置によるレジューム ：オフ

⑥「変更を保存して終了する」でBIOSセットアップ　
メニューを終了させて、本機の電源を切る。

Windows NT 4.0のセットアップ

Windows NT 4.0添付のマニュアルをご覧になり、
次の手順でセットアップを行ってください。
ただし、次のことに注意してください。

・内蔵FAXモデムボードを使用するリモートアクセ
スサービスの設定は、Windows NT 4.0のセット
アップの途中ではなく、セットアップ終了後に「内蔵
FAXモデムボードのセットアップ」の手順で行うこと。

・Windows NT 4.0のセットアップが正常に終了し
たら、次の「ドライバのアップデート」の手順に進む
こと。

・Windows NT 4.0のセットアップ中にディスプレ
イの設定画面が表示され、「”Vga互換ディスプレイ
アダプタ”が検出されました。」と表示されたら、そ
のまま「OK」をクリックして、処理を続行すること。

①「Windows NT 4.0 Setup Disk 1」を、フロッピー
ディスクドライブにセットして本機の電源を入れる。

② 画面の指示にしたがってセットアップを行う。
セットアップの途中で、「キーボードの種類の選択」
ウィンドウが表示されます。

③ 106日本語キーボードを選択する（【半角/全角】を
押す）。
「コンピュータには次のハードウェアとソフトウェア
があります。」と表示されます。

④【↑】で「キーボード：」の「106 日本語キーボード」
を選んで、【Enter】を押す。
「インストールするキーボードの種類を変更します。」
と表示されます。

⑤【↓】で「その他（ハードウェア メーカー提供のディス
クが必要）」を選んで、【Enter】を押す。
「次のラベルの付いたディスクをドライブ A: に挿入
してください。」と表示されます。

⑥ フロッピーディスクドライブに「Windows NT 4.0
アップデートディスク1」をセットし【Enter】を押
す。
「ハードウェア メーカーから提供されたキーボードを
インストールします。」と表示されます。

⑦「USB Keyboard with Mouse （USB 109 日本語
キーボード（JIS配列））」が選ばれていることを確認
して、【Enter】を押す。
「コンピュータには次のハードウェアとソフトウェア
があります。」のウィンドウに戻ります。

⑧「キーボード」が「USB Keyboard with Mouse
（USB 109 日本語キーボード（JIS配列））」になって
いることを確認し、【Enter】を押す。

⑨ 後は画面の指示に従って、Windows NT 4.0のセッ
トアップを続行する。

Windows NT 4.0の利用
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ドライバのアップデート

本機の機能を有効に使うために、次の手順でWin -
dows NT 4.0のドライバをアップデートします。

① コマンドプロンプトを起動する。
（「スタート」→「プログラム」→「コマンドプロンプト」）

②「Windows NT 4.0アップデートディスク1」をフ
ロッピーディスクドライブにセットする。

③ アップデートを実行する。
コマンドプロンプトから次のように入力します。

A:【Enter】

CD ¥【Enter】

UPDATE【Enter】

④ 次のウィンドウが表示されたら、内容をよく読んで
「OK」をクリック。
ファイルのコピーが開始されます。

⑤ 次のウィンドウが表示されたら、「Windows NTに戻
る」ボタンをクリック。

⑥ フロッピーディスクドライブから「Windows NT
4.0アップデートディスク1」を取り出し、Windows
NT 4.0を再起動する。
以上でドライバのアップデートは完了です。

内蔵アクセラレータ対応ドライバのセットアップ

本機内蔵アクセラレータを利用するため、次の手順で
ドライバをセットアップします。

ドライバをセットアップする前にMicrosoft Win-
dows NT 4.0アップデートサービス「Service Pack
3」をインストールしておいてください。

① Windows NT 4.0を起動する。

②「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」をク
リックする。

③「画面」をダブルクリック。

④「ディスプレイの設定」タブをクリック。

⑤「ディスプレイの種類」をクリック。

⑥「変更」をクリック。

⑦「ディスク使用」をクリック。
ドライバの入ったフロッピーディスクをセットするよ
う指示されます。

⑧「Windows NT 4.0アップデートディスク1」をフ
ロッピーディスクドライブにセットする。

⑨「フロッピーディスクからインストール」ウィンドウで
次のように入力して、「OK」をクリック。

A:¥RIVA128

⑩「ディスプレイ」のリストから次のものを選び、「OK」
をクリック。

「NVidia RIVA 128」

⑪ ドライバ組み込み確認のメッセージが表示されるので
「はい」をクリック。

⑫ ドライバ組み込み結果が表示されるので「OK」をク
リック。

⑬「閉じる」をクリック。

⑭「閉じる」をクリック。

⑮ 再起動を促すメッセージが表示されたら、フロッピー
ディスクドライブからフロッピーディスクを取り出
し、「はい」をクリック。
自動的にWindows NT 4.0が再起動されます。
以上で内蔵アクセラレータ対応ドライバのセットアッ
プは完了です。
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サウンドドライバとモデムドライバのコピー

本体内蔵サウンドと本体内蔵FAXモデムドライバを
利用するために、サウンドドライバとモデムドライバ
を「Windows NT 4.0アップデートディスク」から
ハードディスクにコピーします。
以下のフロッピーディスクを用意しておいてくださ
い。

「Windows NT 4.0アップデートディスク2～4」

① コマンドプロンプトを起動する。
�(「スタート」→「プログラム」→「コマンドプロンプ
ト」)

② ドライバをハードディスクにコピーする。
コマンドプロンプトから次のように入力します。

C:【Enter】

CD ¥NT40【Enter】

DRVCOPY【Enter】

画面の指示にしたがってディスクを交換してくださ
い。

③ コピーが終了したらコマンドプロンプトを終了する。
コマンドプロンプトから次のように入力します。

EXIT【Enter】

以上で、ドライバがハードディスクにコピーされまし
た。

内蔵サウンド対応ドライバのセットアップ

本体内蔵サウンドボードを利用するため、次の手順で
ドライバをセットアップします。

①「コントロールパネル」を起動する。
（「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」）

②「マルチメディア」をダブルクリック。

③「デバイス」タブをクリック。

④「追加」をクリック。

⑤ ドライバの一覧から「一覧にない、または更新された
ドライバ」をクリックして、「OK」をクリック。
ドライバのインストール画面になります。

⑥ 次のようにドライブ名とディレクトリ名を指定して、
「OK」をクリック。

C:¥NT40¥YMF724 (Windows NTをCドライブ
にインストールした場合)

⑦ ドライバの一覧から次のものを選んで、「OK」をク
リック。

「YAMAHA DS-XG Audio Driver (Japanese)」

⑧ パラメータの設定画面が表示されるので、「OK」をク
リック。

⑨ 再起動を促すメッセージが表示されたら、フロッピー
ディスクドライブに「Windows NT 4.0 アップデー
トディスク」が入っている場合は取り出して、「再起動
する」をクリック。
自動的に Windows NT が再起動されます。
以上でサウンドドライバのセットアップは完了です。

内蔵FAXモデムボードのセットアップ

本体内蔵FAXモデムボードを利用するため、次の手
順でドライバをセットアップします。

①「スタート」→「ファイル名を指定して実行」をクリッ
ク。

②「ファイル名を指定して実行」ウィンドウで次のように
入力して「OK」をクリック。

C:¥NT40¥MODEM¥SETUP

「ロックウェルモデムインストールウィザード」が起動
します。

③「次へ」をクリック。

④「HCM Modem」をチェックして、「次へ」をクリッ
ク。

⑤「インストールしたモデムのセットアップを行う」を
チェックして、「完了」をクリック。
「新しいモデムのインストール」が起動します。

⑥「モデムを一覧から選択するので検出しない」をチェッ
クして、「次へ」をクリック。

⑦「ディスク使用」をクリック。

⑧「配布ファイルのコピー元」に次のように入力して
「OK」をクリック。

C:¥NT40¥MODEM

Windows NT 4.0の利用
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⑨「NEC Fax Modem 56K Data+Fax+Voice
(AYA)」を選択して「次へ」をクリック。

⑩「選択したポート」をチェックし、次のものを選んで
「次へ」をクリック。

「COM3」

⑪「所在地情報」が表示されたら、所在地情報を入力して
「次へ」をクリック。

「所在地情報」ウィンドウは、１回目のモデムセット
アップ時のみ表示されます。すでに他のモデムをセッ
トアップしているときなどは、「所在地情報」ウィンド
ウが表示されないことがあります。

⑫「モデムは正常にセットアップされました」というメッ
セージが表示されるので、 「完了」をクリック。

⑬「モデムのプロパティ」が表示されるので「閉じる」を
クリック。
以上で内蔵FAXモデムボードのセットアップは完了
しました。

BIOSセットアップユーティリティのセットアップ

BIOSセットアップユーティリティを利用するため、
次の手順でセットアップします。

①「Windows NT 4.0用BIOSセットアップユーティ
リティ」をフロッピーディスクドライブにセットする。

②「スタート」→「ファイル名を指定して実行」をクリッ
ク。

③「ファイル名を指定して実行」ウィンドウで次のように
入力して、「OK」をクリック。

A:¥SETUP

インストール画面が表示されます。

④「ようこそ」ウィンドウで「次へ」をクリック。
「インストール先の選択」ウィンドウが表示されます。

⑤「次へ」をクリック。
「ファイルコピーの開始」ウィンドウが表示されます。

⑥「次へ」をクリック。
「セットアップの完了」ウィンドウが表示されます。

⑦ フロッピーディスクを取り出して「終了」をクリック。

以上でBIOSセットアップユーティリティのセット
アップは完了です。�

Windows NT 4.0用のBIOSセットアップユーティ
リティを起動するには、「スタート」→「プログラム」
→「BIOSセットアップユーティリティ」をクリック
します。

Windows NT 4.0アップデートサービス
Service Pack 3の利用

本機でMicrosoft Windows NT 4.0アップデート
サービス「Service Pack 3」（以下Service Pack 3）
を利用する場合は、必ず次の手順で行ってください。

① Service Pack 3の「README.TXT」を読む。

② Service Pack 3のインストールを行う。

③ 本機の再起動後、ドライバの再アップデートを行う。
この項目の「Windows NT 4.0 のセットアップと
アップグレード」にある「ドライバのアップデート」の
手順を行ってください。

ファイルのコピーの途中で、「コピー先には、コピー元
より新しいファイルが存在します。上書きしますか？」
のメッセージが表示された場合は、「すべて上書きしな
い」を選んでください。
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Windows NT 4.0の利用

本機でWindows NT 4.0を利用する
ときの注意

・本機に添付されているWindows NT 4.0のドライ
バは、本機専用です。他機種では使用しないでください。

・リモートアクセスサービスを設定する場合は、「内蔵
FAXモデムボードのセットアップ」の手順でFAX
モデムボードをセットアップした後、「コントロール
パネル」の「ネットワーク」を起動して行ってくださ
い。リモートアクセスサービスの設定については、
Windows NT 4.0のマニュアルやオンラインヘル
プをご覧ください。

・Windows NT 4.0は、NEC製のキーボード以外の
USB機器をサポートしていません。

�・Windows NT 4.0実行中にキーボードの抜き差し
はしないでください。

・サスペンド /レジュームで問題が発生する場合は、
サスペンド/レジューム機能を無効にしてください。
BIOSセットアップユーティリティの「省電力」で次
のように設定します。

パワーマネージメント
　設定方法：ユーザ設定
　自動スリープ制御：使用しない
　HDDモータ制御：使用しない

スリープ
　スリープボタン：使用しない

「パワーマネージメント」を「使用しない」に設定しな
いでください。
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① 電源スイッチ（  ）
電源を入れるスイッチ。電源を切るときは、Windows
95の「スタート」メニューで「Windowsの終了」を
クリックして「電源を切れる状態にする」を選んで
「OK」をクリックします。電源スイッチの切る/入れ
るの操作はコンピュータに負担をかけるので、少なく
とも5秒以上の間隔をあけてください。

�

・ソフトウェアが明らかに停止している状態になった
場合は、電源スイッチを約4秒以上押し続けること
で、強制的に電源を切ることができます。 なお、この
場合、作成中のデータなどは消えてしまいます。

・停電や、電源ケーブルを抜いているために本体に電
源が供給されていないときは、電源スイッチを押し
ても電源は入りません。

② 電源ランプ
電源の入/切状態を表示するランプ。  電源を入れると
点灯します。

③ スリープボタン（  ）
本機をサスペンド状態にするボタン。
電源が入っている時に1回押すとサスペンド状態（省
電力状態）になり（スリープランプが点灯）、もう1回
押すと通常の状態に戻ります。

本体の各部の名称（ミニタワータイプ）
本体の各部の名称とその役割について説明しています。

本体前面

※下の図は、スライドパネルを
　下におろした状態です。

① 電源スイッチ

③ スリープボタン

④ スリープランプ

⑤ ハードディスク
　 アクセスランプ

⑦ イジェクトボタン

⑧ フロッピーディスクドライブ
　 アクセスランプ⑫ スライドパネル

⑭ CD-ROMドライブ

⑩ 5インチベイ

⑪ 5インチベイカバー

② 電源ランプ

⑥ 3.5インチフロッピー
　 ディスクドライブ

⑨ USBコネクタ

⑬ スタビライザ
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⑭ CD-ROMドライブ
CD-ROMや音楽CDを入れるところ。
CD-ROMドライブ各部の位置や形状は、図と多少異
なることがあります。

 　

⑭ -a ヘッドホン端子
市販のオーディオ用ヘッドホンなどを接続するた
めのミニジャック端子。 ヘッドホンプラグの形状に
よっては、使用できないものがありますので、注意
してください。

⑭ -b ヘッドホンボリューム
ヘッドホンの音量を調節するツマミ。右に回すと大
きくなり、左に回すと小さくなります。

⑭ -c BUSYインジケータ
データを読み出しているときに点灯します。

点灯中は電源を切ったり、CD-ROMを取り出したり
しないでください。CD-ROMドライブの故障の原因
となります。

⑭ -d ディスクトレイイジェクトボタン
ディスクをのせるディスクトレイを出し入れする
ためのボタン。

本体の各部の名称（ミニタワータイプ）

⑭-a ヘッドホン端子

⑭ -b ヘッドホンボリューム

⑭ -c BUSYインジケータ

⑭ -d ディスクトレイ
　　 イジェクトボタン

④ スリープランプ
サスペンド状態を表示するランプ。サスペンド状態で
点灯します。

⑤ ハードディスクアクセスランプ（  ）
ハードディスクの動作中に点灯するランプ。

点灯中は電源スイッチを押さないでください。 ハード
ディスクの内容が壊れることがあります。

⑥ 3.5インチフロッピーディスクドライブ
3.5インチサイズのフロッピーディスクを出し入れす
るところ。

⑦ イジェクトボタン
フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブか
ら取り出すときに使うボタン。

⑧ フロッピーディスクドライブアクセスランプ
フロッピーディスクドライブの動作中に点灯するランプ。

点灯中は電源を切ったり、フロッピーディスクを取り
出したりしないでください。フロッピーディスクの内
容が壊れることがあります。

⑨ USBコネクタ（  ）
USB対応機器を接続するためのコネクタ。Windows
95でのみ使用可能。 USBコネクタに接続する周辺機
器が本機で使用できるかどうかは、周辺機器の製造元
または発売元にご確認ください。

⑩ 5インチベイ
5インチベイ用オプション機器を取り付けるスロット。

⑪ 5インチベイカバー
5インチベイを使用するときは、このカバーを取り外
します。

⑫ スライドパネル
本体前面のカバー。

⑬ スタビライザ
本体を安定して設置するための脚。
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本体背面

各アイコンの向きは、下の説明と異なることがあります。

① AC電源コネクタ（入力）（AC100V）
ACコンセントから本体に電源を供給するためのコネ
クタ。添付の電源ケーブルを接続する。
本体添付の電源ケーブルは、ACコンセント側が普通
の2ピン、本体側が特殊な3ピンになっています。

② 空冷用ファン
本体内部の熱を逃がすためのファン。壁などでふさが
ないように注意してください。

③ アース端子（  ）
アース線を接続するための端子。

④ PCIスロット
本機の機能を強化したり拡張したりするための各種
ボードを、挿入するためのスロット。
高速なデータ転送ができるPCIバスに対応。
左から順にスロット#1、#2、#3、#4になります。
#1、#2にはハーフサイズのPCIボードが取り付けら
れます。#1には、標準でFAXモデムボードが取り付
けられています。
#3、#4にはフルサイズのPCIボードが取り付けられ
ます。

#4の右に、スロットカバーがありますが、ここはPCI
スロットではありません。

⑤ LINE IN端子（ステレオ）（  ）
市販のオーディオ機器などから、音声信号（ステレオ）
を本体に入力するためのミニジャック端子。

⑥ LINE OUT端子（ステレオ）（  ）
市販のオーディオ機器などに、音声信号（ステレオ）を
出力するためのミニジャック端子。

⑦ マイクロホン端子（モノラル）（  ）
添付のマイクロホンを接続するためのミニジャック端子。

⑧ USBコネクタ（  ）
USB対応機器を接続するためのコネクタ。Windows
95でのみ使用可能。
USBコネクタに接続する周辺機器が本機で使用でき
るかどうかは、周辺機器の製造元または発売元にご確
認ください。

⑨ 電話機用モジュラーコネクタ（  ）
電話機を接続するためのコネクタ。

⑭ 盗難防止用ロック

④ PCIスロット

① AC電源コネクタ
　 （入力）（AC100V）

② 空冷用ファン

③ アース端子⑤ LINE IN端子（ステレオ）

⑥ LINE OUT端子（ステレオ）

⑦ マイクロホン端子（モノラル）

⑧ USBコネクタ

⑨ 電話機用モジュラーコネクタ

⑩ 電話回線用モジュラーコネクタ

⑫ パラレルコネクタ

⑬ アナログRGBコネクタ

⑪ シリアルコネクタ
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本体右側面

① 通風孔
本体内部の熱を逃がすための孔です。
壁やスピーカなどでふさがないように注意してください。

① 通風孔

⑩ 電話回線用モジュラーコネクタ（  ）
電話回線を接続するためのコネクタ。

⑪ シリアルコネクタ

（チャネル1、 2 /  ）
周辺機器を接続するためのコネクタ。通信を行うとき
に必要な通信機器や、イメージスキャナなどの周辺機
器を接続します。

・PC-9800シリーズ用の機器を接続する場合は、別
売のRS-232C変換アダプタ（PK-CA102）が必要
です。

・RS-232C変換アダプタ（PK-CA102）は、チャネ
ル1のみで使用できます。

・周辺機器によっては、変換アダプタを使用すると動
作しないことがあります。

⑫ パラレルコネクタ（  ）
プリンタなどを接続するためのコネクタ。

・PC-9800シリーズ用のプリンタケーブルを接続す
る場合は、別売のプリンタインタフェース変換アダ
プタ（PK-CA101）が必要です。

・このコネクタには、D-Sub25ピンのシリアル機器
を接続しないでください。

⑬ アナログRGBコネクタ（  ）
アナログRGB対応ディスプレイを接続するためのコ
ネクタ。

⑭ 盗難防止用ロック（  ）
市販の盗難防止用ケーブル（Kensington社製）など
を接続できます。
盗難防止用ロックを使用することで、ルーフカバーが
ロックされるため、本体内部のハードディスクや
RAMサブボードなどの盗難を予防できます。

盗難防止用ロックは、Kensington 社製のマイクロ
セーバーセキュリティシステムに対応しています。日
本国内総販売代理店の連絡先は、次の通りです。
（1998年1月現在）

日本ポラロイド株式会社
電子映像営業グループ

〒105-0001 東京都港区虎ノ門3丁目2番2号
第30森ビル

Tel ：03-3438-8879
Fax ：03-5473-1630

本体の各部の名称（ミニタワータイプ）
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本体の各部の名称（デスクトップタイプ）
本体の各部の名称とその役割について説明しています。

本体前面

※図は内蔵スピーカを開いた状態です

③ スリープボタン

⑭ 内蔵スピーカ（左）

⑫ フロッピーディスク
 　ドライブ
　 アクセスランプ

⑧ USBコネクタ

① 電源スイッチ④ スリープランプ

② 電源ランプ

⑤ ハードディスク
　 アクセスランプ

⑥ ボリュームつまみ ⑬ 内蔵スピーカ（右）

⑨ CD-ROMドライブ

⑩ 3.5インチフロッピー
　 ディスクドライブ

⑪ イジェクトボタン

⑦ ヘッドホン端子（ステレオ）

CD-ROMモデル（VS30/3）

DVD-ROMモデル（VS35/3）

⑮ DVD-ROMドライブ
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① 電源スイッチ（  ）
電源を入れるスイッチ。電源を切るときは、Windows
95の「スタート」メニューで「Windowsの終了」を
クリックして「電源を切れる状態にする」を選んで
「OK」をクリックします。電源スイッチを切る/入れ
る操作はコンピュータに負担をかけるので、少なくと
も5秒以上の間隔をあけてください。

ソフトウェアが明らかに停止している状態になった場
合は、電源スイッチを約4秒以上押し続けることで、
強制的に電源を切ることができます。 なお、この場合、
作成中のデータなどは消えてしまいます。

停電や、電源ケーブルを抜いているために本体に電源
が供給されていないときは、電源スイッチを押しても
電源を入れることはできません。

② 電源ランプ
電源の入/切状態を表示するランプ。  電源を入れると
点灯します。

③ スリープボタン（  ）
本機をサスペンド状態にするボタン。
電源が入っている時に1回押すとサスペンド状態（省
電力状態）になり（スリープランプが点灯）、もう1回
押すと通常の状態に戻ります。

④ スリープランプ
サスペンド状態を表示するランプ。サスペンド状態で
点灯します。

⑤ ハードディスクアクセスランプ（  ）
ハードディスクの動作中に点灯するランプ。

点灯中は電源スイッチを押さないでください。 ハード
ディスクの内容が壊れることがあります。

⑥ ボリュームつまみ
内蔵スピーカやヘッドホンの音量を調節するつまみ。

⑦ ヘッドホン端子（ステレオ）（  ）
市販のオーディオ用ヘッドホンなどを接続するための
ミニジャック端子。 ヘッドホンプラグの形状によって
は、使用できないものがありますので、注意してくだ
さい。

⑧ USBコネクタ（  ）
USB対応機器を接続するためのコネクタ。
Windows 95でのみ使用可能。 USBコネクタに接続
する周辺機器が本機で使用できるかどうかは、周辺機
器の製造元または発売元にご確認ください。

⑨ CD-ROMドライブ（CD-ROMモデル）
CD-ROMや音楽CDを入れるところ。
なお、CD-ROMドライブ各部の位置や形状は、図と多
少異なることがあります。

　

⑨ -a ヘッドホン端子（  ）
市販のオーディオ用ヘッドホンなどを接続するた
めのミニジャック端子。 ヘッドホンプラグの形状に
よっては、使用できないものがありますので、注意
してください。

⑨ -b ヘッドホンボリューム
ヘッドホンの音量を調節するつまみ。右に回すと大
きくなり、左に回すと小さくなります。

⑨ -c BUSYインジケータ
データを読み出しているときに点灯します。

点灯中は電源を切ったり、CD-ROMを取り出したり
しないでください。CD-ROMドライブの故障の原因
となります。

⑨ -d ディスクトレイイジェクトボタン
ディスクをのせるディスクトレイを出し入れする
ためのボタン。

⑩ 3.5インチフロッピーディスクドライブ
3.5インチサイズのフロッピーディスクを入れるところ。

⑪ イジェクトボタン
フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブか
ら取り出すときに使うボタン。

⑫ フロッピーディスクドライブアクセスランプ
フロッピーディスクドライブの動作中に点灯するランプ。

点灯中は電源を切ったり、フロッピーディスクを取り
出したりしないでください。フロッピーディスクの内
容が壊れることがあります。

⑬ 内蔵スピーカ（右）

⑭ 内蔵スピーカ（左）
内蔵音源からの音声を出力する。

本体の各部の名称（デスクトップタイプ）

⑨-d ディスクトレイイジェクトボタン

⑨ -a ヘッドホン端子
⑨ -b ヘッドホンボリューム

⑨ -c BUSY インジケータ
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内蔵スピーカ（右）は、フロッピーディスクや CD-
ROMを使用する場合に、開けることができます。内
蔵スピーカ（左）は開きません。無理にこじ開けないよ
うにしてください。

本体のヘッドホン端子にヘッドホンを接続した場合
は、内蔵スピーカからは音声は出力されません。CD
－ROMドライブのヘッドホン端子にヘッドホンを接
続した場合は、内蔵スピーカからも音声は出力されます。

⑮ DVD-ROMドライブ（DVD-ROMモデル）
DVD-ROMや、CD-ROMを入れるところ。

DVD-ROMドライブ各部の位置や形状は、図と多少異
なることがあります。

　　

⑮ -a ヘッドホン端子
市販のオーディオ用ヘッドホンなどを接続するた
めのミニジャック端子。
ヘッドホンプラグの形状によっては、使用できない
ものがありますので、注意してください。

⑮ -b ヘッドホンボリューム
ヘッドホンの音量を調節するつまみ。右に回すと大
きくなり、左に回すと小さくなります。

⑮ -c DVD-ROMドライブアクセスランプ
データを読み出しているときに点灯するランプ。

点灯中は電源を切ったり、ディスクを取り出したりし
ないでください。DVD-ROMドライブの故障の原因と
なります。

⑮ -d ディスクトレイイジェクトボタン
ディスクをのせるディスクトレイを出し入れするた
めのボタン。

⑮ -a ヘッドホン端子

⑮ -b ヘッドホンボリューム

⑮ -d ディスクトレイ
　　 イジェクトボタン

⑮ -c DVD-ROM
　　 ドライブアクセスランプ
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本体背面

各アイコンの向きは、下の説明と異なることがあります。

② 空冷用ファン

⑭ 盗難防止用ロック

⑫ 電話機用モジュラーコネクタ

⑧ マイクロホン端子

⑪ アナログRGB
　 コネクタ

⑨ USBコネクタ⑥ LINE OUT端子（ステレオ）

⑦ LINE IN端子（ステレオ）

④ PCIスロット

③ アース端子

① AC電源コネクタ
　 （入力）（AC100V）

⑤ パラレル
　 コネクタ

⑩ シリアルコネクタ

⑬ 電話回線用モジュラーコネクタ

① AC電源コネクタ（入力）（AC100V）
ACコンセントから本体に電源を供給するためのコネ
クタ。添付の電源ケーブルを接続します。
本体添付の電源ケーブルは、ACコンセント側が普通
の2ピン、本体側が特殊な3ピンになっています。

② 空冷用ファン
本体内部の熱を逃がすためのファン。壁などでふさが
ないように注意してください。

③ アース端子（  ）
アース線を接続するための端子。

④ PCIスロット
本機の機能を強化したり拡張したりするための各種
ボードを、挿入するためのスロット。
高速なデータ転送ができるPCI バスに対応。PCI ス
ロットは、下から順にPCIスロット#1、#2、#3と呼
びます。

#1、#2にはハーフサイズのPCIボードが取り付けら
れます。#1には標準でFAXモデムボードが取り付け
られています。
#3にはフルサイズのPCIボードが取り付けられます。

スロット#3の上にスロットカバーがありますが、ここ
はPCIスロットではありません。

⑤ パラレルコネクタ（  ）
プリンタなどを接続するためのコネクタ。

PC-9800シリーズ用のプリンタケーブルを接続する
場合は、別売のプリンタインタフェース変換アダプタ
（PK-CA101）が必要です。

⑥ LINE OUT端子（ステレオ）（  ）
市販のオーディオ機器などに、音声信号（ステレオ）を
出力するためのミニジャック端子。

本体の各部の名称（デスクトップタイプ）

⑪ アナログRGB
　 コネクタ

CD-ROMモデル（VS30/3）

DVD-ROMモデル（VS35/3）
⑮ AGPスロット
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盗難防止用ロックは、Kensington 社製のマイクロ
セーバーセキュリティシステムに対応しています。日
本国内総販売代理店の連絡先は、次の通りです。
（1998年1月現在）

日本ポラロイド株式会社
電子映像営業グループ
〒105-0001 東京都港区虎ノ門3丁目2番2号

第30森ビル
Tel ：03-3438-8879
Fax ：03-5473-1630

⑮ AGPスロット
AGPに対応したボードを取り付けるためのスロット
です。標準でウィンドウアクセラレータボードが取り
付けられています。

本体左側面

　

① 通風孔
本体内部の熱を逃がすための孔です。
壁やスピーカなどでふさがないように注意してください。

⑦ LINE IN端子（ステレオ）（  ）
市販のオーディオ機器などから、音声信号（ステレオ）
を本体に入力するためのミニジャック端子。

⑧ マイクロホン端子（モノラル）（  ）
添付のマイクロホンを接続するためのミニジャック端子。

⑨ USBコネクタ（  ）
USB対応機器を接続するためのコネクタ。
Windows 95でのみ使用可能。 USBコネクタに接続
する周辺機器が本機で使用できるかどうかは、周辺機
器の製造元または発売元にご確認ください。

⑩ シリアルコネクタ

（チャネル1、 2 /  ）
周辺機器を接続するためのコネクタ。
通信を行うときに必要な通信機器や、イメージスキャ
ナなどの周辺機器を接続します。

・PC-9800シリーズ用の機器を接続する場合は、別
売のRS-232C変換アダプタ（PK-CA102）が必要
です。

・RS-232C変換アダプタ（PK-CA102）は、チャネ
ル1のみで使用できます。

・周辺機器によっては、変換アダプタを使用すると動
作しないことがあります。

⑪ アナログRGBコネクタ（  ）
アナログRGB対応ディスプレイを接続するためのコ
ネクタ。

⑫ 電話機用モジュラーコネクタ（  ）
電話機を接続するためのコネクタ。

⑬ 電話回線用モジュラーコネクタ（  ）
電話回線を接続するためのコネクタ。

⑭ 盗難防止用ロック（  ）
市販の盗難防止用ケーブル（Kensington社製）など
を接続できます。
盗難防止用ロックを使用することで、ルーフカバーが
ロックされるため、本体内部のハードディスクや
RAMサブボードなどの盗難を予防できます。�

① 通風孔
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キーの名称と役割
ここでは、各キーの名称と一般的な機能

を説明します。

キーの役割

一般的なキーの役割です。

・薄いグレーのキー
英数字やカタカナ、記号などの文字を入力するキー
です。

・濃いグレーのキー
コンピュータに直接指示を与えるためのキーです。
このキーの働きは、お使いになるアプリケーション
によって違います。詳しくは、各アプリケーションの
マニュアルをご覧ください。

キーの名称

1【Esc】：エスケープキー

2【F1】～【F12】：ファンクションキー

3【半角/全角/漢字】：半角/全角/漢字キー

4【Tab】：タブキー

 5 【CapsLock】：キャップスロックキー

 6 【Shift】：シフトキー

 7 【Ctrl】：コントロールキー

 8 【  】：Windowsキー

 9 【Alt】：オルトキー

10【無変換】：無変換キー

11【変換】：変換キー

12【カタカナ / ひらがな / ローマ字】：　　
カタカナ/ひらがな/ローマ字キー

13【  】：アプリケーションキー

14【Back Space】：バックスペースキー

15【Enter】：エンターキー

16【Print Screen/Sys Rq】：　　　　　　　　　
プリントスクリーンキー/システムリクエストキー

17【Scroll Lock】：スクロールロックキー

18【Pause/Break】：ポーズ/ブレークキー

19【Insert】：インサートキー

20【Home】：ホームキー

21【Page Up】：ページアップキー

22【Delete】：デリートキー

23【End】：エンドキー

24【Page Down】：ページダウンキー

25【↑】【↓】【←】【→】：カーソルキー

26【Num Lock】：ニューメリックロックキー

27 ニューメリックロックキーランプ

28 キャップスロックキーランプ

29 スクロールロックキーランプ

キーボード正面
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本体の各部の名称（デスクトップタイプ）/キーの名称と役割
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キーボード裏面

① マウス専用コネクタ
添付のマウスを接続するコネクタ。

このコネクタには、添付のマウスまたは別売のマウス
(PK-KB003)のみ接続できます。

キーのロック

【NumLock】と【CapsLock】がロックされているか
いないかでキーの機能は異なります。
ロック状態はそれぞれのキーを押すたびに切り替わり
ます。

それぞれのキーがロックされているときにはキーボー
ド上部のランプが点灯します。

【NumLock】�

�

【CapsLock】�

テンキーから数字が入力�

できます。
 

　
�

英語が表示されているキー

を大文字が入力されます。�

テンキーの数字の下に表示�

されている機能が使えます。 

英語が表示されているキーを�

押すと小文字が入力されます。�

ロックされているとき � ロックされていないとき�

�

①マウス専用コネクタ

アプリケーションとWindowsキーについて

アプリケーションとWindowsキーはWindows95
で使用できるキーです。アプリケーションによってど
のように利用するかは異なりますが、標準で次のよう
な機能が割り当てられています。

アプリケーションキー（ ）

アプリケーションキーを押すと、マウスで右クリック
したときと同じ状態になります。
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PC-9800シリーズのキーボードとの
キーの違い

PC-9800シリーズに添付されているキーボードと本
機のキーボードの違いは以下の通りです。

日本語入力�

大文字�

PC9800シリーズ�
のキーボード �

本機のキーボード�

�

備考�

�【リターン】�

【GRPH】 　�

【BS】�

【STOP】�

【CAPS】�

【ROLL UP】�

【ROLL DOWN】�

【CTRL】�

【DEL】�

【HELP】�

【ESC】�

【f・1】ー【f・10】�

【vf・1】ー【vf・2】�

【HOME CLR】�

【INS】�

【SHIFT】�

【COPY】�

【TAB】�

【XFER】�

【NFER】�

【CTRL】＋【XFER】�

【かな】�

【Enter】�

【Alt】 　�

【BackSpace】�

【Ctrl】＋【Pause】�

【Shift】＋【CapsLock】�

【Page Down】�

【Page Up】�

【Ctrl】�

【Delete】�

【End】�

【Esc】�

【F1】ー【F10】�

【F11】ー【F12】�

【Home】�

【Insert】�

【Shift】�

【PrintScreen】�

【Tab】�

【変換】�

【無変換】�

【Alt】＋【半角/全角】�

【Ctrl】＋【英数】�

Windowsキー（ ）

Windowsキーを押すと、「スタート」メニューを表示
します。

Windowsキーを押しながら次のキーを押すと、次の
ような機能を利用することができます。

「ファイル名を指定して実行」
ウィンドウを表示する

現在起動しているウィンドウ
をすべてアイコン化する

【 】＋【M】でアイコン化し
ているウィンドウを元に戻す

Windows のヘルプを起動す
る

ファイルやフォルダを検索す
るウィンドウを表示する

コンピュータを検索するウィ
ンドウを表示する

タスクバーに表示されている
ボタンを順番に切り替える

「システムプロパティ」ウィン
ドウを表示する

【 】＋【R】

【 】＋【M】

【Shift】＋【 】＋【M】

【 】＋【F1】

【 】＋【F】

【Shift】＋【 】＋【F】

【 】＋【Tab】

【 】＋【Pause】

キーの名称と役割
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機能仕様
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機  
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助  

記  

憶  

装  

置�

4

 Pentium®Ⅱプロセッサ  クロック350MHz Pentium®Ⅱプロセッサ  クロック300MHz�

キャッシュメモリ32Kバイト  セカンドキャッシュメモリ512Kバイト（CPUに内蔵） �

256K バイト  プラグ＆プレイ対応 �

64Mバイト（最大384Mバイトまで増設可能）  ユーザーズメモリ63.6Mバイト（最大383.6Mバイト） �

DIMMスロット×3（うち1スロットに64Mバイトメモリを取り付け済）�

 4Mバイト 2Mバイト（2Mバイト増設可能）�

SGS-THOMSON Microelectronics社製 RIVA128搭載�

640×480ドット   16色/256色/32,768色/1,677万色�

800×600ドット   256色/32,768色/1,677万色�

1,024×768ドット   256色/32,768色/1,677万色※2 �

1,280×1,024ドット※3 256色/32,768色※2�

JIS標準配列（英数、カナ）、テンキー、12ファンクションキー､Windowsキー�

アプリケーションキー付セパレートタイプ、USBコネクタに接続�

マウス専用コネクタ装備�

2ボタンマウス標準装備(添付のキーボードに接続)�

3.5インチフロッピーディスクドライブ1台内蔵 �

720Kバイト、1.2Mバイト、1.44Mバイトフロッピーディスク使用可能  �

4.3Gバイト �

Microsoft Windows 95をインストール済 �

1台内蔵可能 �

�

�

�

3スロット（うち1スロットはFAXモデムボードで占有済）�

�

�

YAMAHA製　YMF724�

FM音源20和音�

PCM録音/再生機能  PCM 8/16ビット  5～48KHz�

ウェーブテーブルシンセサイザー機能搭載（XG、GM演奏モード対応）　Downloadable Sound（DLS）Level-1対応 �

エンハンスドステレオ対応 �

ポジショナル・サウンド�

モノラルマイクロホン添付　 �

フラットパネルスピーカ内蔵 �

データ転送速度 最大送信33.6Kbps/最大受信56Kbps  K56flex、V.34、V32bis、V.32、V.22bis、V.22A/B、V.21�

エラー訂正V.42/MNP4、データ圧縮V.42bis/MNP5、ボイス機能、ハンズフリー機能対応�

データ転送速度 最大14,400bps（V.17）、FAX制御CLASS 1

モデム�

�

FAX

VS35/37A

DVD-ROMドライブ標準搭載�

DVD-ROM読み取り2倍速相当�

CD-ROM読み取り20倍速相当�

最大24倍速（平均17倍速）CD-ROM�

ドライブ標準搭載�

1スロット�

（ウィンドアクセラレータボードで占有済）�

モデル�

�

CPU�

�

BIOS ROM�

メインRAM�

RAM※1�

ビデオRAM�

ウィンドウアクセラレータ�

グラフィック表示�

�

�

�

キーボード�

�

�

マウス�

フロッピーディスク�
ドライブ�

ハードディスク�

�

内蔵3.5インチベイ�

5インチベイ�

�

�

PCIスロット�

AGPスロット�

�

サウンドチップ 

音　源�

�

�

サラウンド�

3D機能 �

マイク�

スピーカ�

通信機能�

VS30/35C  VS30/35D�

VS30/37C  VS30/37D

VS35/3、VS30/3
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※1 利用OSにより、使用可能なメモリ容量は異なります。
※2 ビデオRAMが4Mバイトのときに表示可。
※3 セットの15インチＣＲＴディスプレイ（DV15A1）では表示できません。
※4 サウンド機能を利用したアプリケーションソフトのうちハードウェアを直接制御しているものは、一部使用できないものがあります。

アプリケーションソフト購入に際しては、発売元に確認してください。
※5 Windows 95でのみサポート。接続する周辺機器の使用可否については、周辺機器の製造元または発売元にご確認ください。
※6 18～28℃、45～75%での使用を推奨します。

機能仕様

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス�

モデル�

�

ディスプレイ�

オーディオ 入力�

�

  出力�

�

マウス�

プリンタ�

シリアル チャネル1�

  チャネル2�

  USB※5�

カレンダー時計�

電源�

温湿度条件�

外形寸法 本体�

  キーボード�

重量 本体�

  キーボード�

消費電力�

アナログRGBセパレート信号出力（75Ωアナログインターフェイス、カラー、ミニーD-Sub 15ピン） �

マイク入力（モノラル）  入力インピーダンス  10KΩ  入力レベル最大100mVrms　ゲイン20dB �

ライン入力（ステレオ）  入力インピーダンス  10KΩ  入力レベル最大2Vrms　ゲイン－6dB �

ヘッドホン出力（ステレオ）  出力レベル最大500mVrms（負荷インピーダンス33Ω）、�

ライン出力（ステレオ）、出力レベル最大1Vrms（負荷インピーダンス47kΩ） �

マウス専用コネクタ（ミニDIN6ピン、添付のキーボードに装備） �

パラレルインターフェイス（D-Sub25ピン） �

最大115,200bps（D-Sub 9 ピン）�

最大115,200bps（D-Sub 9 ピン）�

2ポート内蔵（キーボードにより1ポート使用）�

電池によるバックアップ �

AC 100V±10%、50/60Hz �

10～35℃、20～80％※6（ただし結露しないこと） �

430（W）×436（D）×135（H）㎜ �

471（W）×178（D）×39（H）㎜ �

約12.0㎏ �

約1.1㎏ �

 標準構成時  約52W 標準構成時  約66W�

 内蔵オプション最大接続時  約180W 内蔵オプション最大接続時  約200W  �

 サスペンドモード時  約28W以下 サスペンドモード時  約28W以下�

 スタンバイモード時  約3W スタンバイモード時  約3W

VS35/37A
VS30/35C  VS30/35D�

VS30/37C  VS30/37D

VS35/3、VS30/3
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モデル�

�

CPU�

�

BIOS  ROM�

  メインRAM�

RAM※1�

ビデオRAM�

ウィンドウアクセラレータ�

グラフィック表示�

�

�

�

キーボード�

�

�

マウス�

フロッピーディスク�

ドライブ�

ハードディスク�

�

内蔵3.5インチベイ�

5インチベイ�

CD-ROMドライブ�

PCIスロット�

サウンドチップ 

音源 �

 �

�

サラウンド�

3D機能 �

マイク�

スピーカ�

通信機能 �

Pentium®Ⅱプロセッサ  クロック300MHz�

キャッシュメモリ32Kバイト  セカンドキャッシュメモリ512Kバイト（CPUに内蔵） �

256Kバイト、プラグ＆プレイ対応 �

64Mバイト（最大384Mバイトまで増設可能）ユーザーズメモリ63.6Mバイト（最大383.6Mバイト）�

DIMMスロット×3（うち1スロットに64Mバイトメモリを取り付け済）�

4Mバイト �

SGS THOMSON Microelectronics社製 RIVA128搭載�

640×480ドット   16色/256色/32,768色/1,677万色�

800×600ドット   256色/32,768色/1,677万色�

1,024×768ドット   256色/32,768色/1,677万色�

1,280×1,024ドット  256色/32,768色�

JIS標準配列（英数、カナ）、テンキー、12ファンクションキー､Windowsキー�

アプリケーションキー付セパレートタイプ、USBコネクタに接続�

マウス専用コネクタ装備�

2ボタンマウス標準装備(添付のキーボードに接続)�

3.5インチフロッピーディスクドライブ1台内蔵 �

720Kバイト、1.2Mバイト、1.44Mバイトフロッピーディスク使用可能  �

4.3G バイト �

Microsoft Windows 95をインストール済 �

1台内蔵可能 �

3スロット（うち1スロットはCD-ROMドライブで占有済） �

最大24倍速（平均17倍速）CD-ROMドライブ標準搭載�

4スロット（うち1スロットはFAXモデムボードで占有済）�

YAMAHA製　YMF724 �

FM音源20和音�

PCM録音/再生機能  PCM 8/16ビット  5～48KHz�

ウェーブテーブルシンセサイザー機能搭載（XG、GM演奏モード対応）　Downloadable Sound（DLS）Level-1対応 �

エンハンスドステレオ対応 �

ポジショナル・サウンド�

モノラルマイクロホン添付 �

フラットパネルスピーカシステム �

データ転送速度 最大送信33.6Kbps/最大受信56Kbps、K56flex、V.34、V.32bis、V.32、V.22bis、V22A/B、V.21�

エラー訂正V.42/MNP4、データ圧縮V.42bis/MNP5、ボイス機能、ハンズフリー機能対応�

データ転送速度 最大14,400bps（V.17）、FAX制御CLASS 1

モデム�

�

FAX

2

VM30/37C�

VM30/37D

VM30/3
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※1 利用OSにより、使用可能なメモリ容量は異なります。
※2 サウンド機能を利用したアプリケーションソフトのうちハードウェアを直接制御しているものは、一部使用できないものがあります。

アプリケーションソフト購入に際しては、発売元に確認してください。
※3 Windows 95でのみサポート。接続する周辺機器の使用可否については、周辺機器の製造元または発売元にご確認ください。
※4 18～28℃、45～75%での使用を推奨します。

フラットパネルスピーカ・システム機能仕様（ミニタワータイプ）

最大定格出力�

使用スピーカ�

外形寸法�

重量�

インターフェイス�

3W+3W (rms)�

140×123mm （防磁型）�

約130×22×175mm（アタッチメント含まず）�

約270g （ケーブル含む）�

6W (rms)�

80mm （防磁型）�

約120×126×170mm （突起部分含まず）�

約1,000g�

オーディオ入力端子�

スピーカ接続端子、ヘッドホン出力端子�

�

�

�

�

入力�

出力�

フラットパネルスピーカ部� サブウーファ部�

機能仕様

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス�

モデル�

�

ディスプレイ�

オーディオ  入力�

�

   出力�

�

マウス�

プリンタ�

シリアル  チャネル1�

  チャネル2�

  USB※3�

カレンダー時計�

電源�

温湿度条件�

外形寸法  本体�

   キーボード�

重量    本体�

   キーボード�

消費電力�

アナログRGBセパレート信号出力（75Ωアナログインターフェイス、カラー、ミニD-Sub15ピン）  �

マイク入力（モノラル）  入力インピーダンス  10KΩ  入力レベル最大100mVrms　ゲイン20dB �

ライン入力（ステレオ）  入力インピーダンス  10KΩ  入力レベル最大2Vrms　ゲイン－6dB  �

ヘッドホン出力（ステレオ） 出力レベル最大500mVrms（負荷インピーダンス33Ω）、�

ライン出力（ステレオ）、出力レベル最大1Vrms（負荷インピーダンス47kΩ）  �

マウス専用コネクタ（ミニDIN6ピン、添付のキーボードに装備） �

パラレルインターフェイス（D-Sub25ピン）  �

最大115,200bps（D-Sub9ピン）�

最大115,200bps（D-Sub9ピン）�

2ポート内蔵（キーボードで1ポート使用）�

電池によるバックアップ  �

AC 100V±10%、50/60Hz  �

10～35℃、20～80％※4（ただし結露しないこと）  �

210（W）×456（D）×450（H）㎜  �

471（W）×178（D）×39（H）㎜  �

約16.5㎏  �

約1.1㎏  �

標準構成時  約68W�

内蔵オプション最大接続時  約240W�

サスペンドモード時  約27W以下�

スタンバイモード時  約3W

VM30/37C�

VM30/37D

VM30/3
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 CPU I/F  ・PCIローカルバスインターフェイス（Ver2.1）�

 NCU部 ・回線接続切り替え機能�

�  ・ ダイヤルパルス送出機能�

�  ・ リンガ検出機能�

�   ・外付け電話フックオフ検出機能�

 モデムチップセット部 ・115.2Kbpsまでのデータ・モデム・スループット�

   K56flex�

   V.34�

   V32bis�

   V.32、V.22bis、V.22、V.21�

   V.42LAPMおよびNMP4エラー訂正�

   V.42bisおよびMNP5データ圧縮�

  ・最高14.4Kbpsのファックス・モデム送受信速度�

   V.17、V.29、V.27ter、V.21チャンネル2�

  ・HayesATコマンドセット�

�    AT�

   Sレジスタ�

�   ・回線品質モニタリングおよびオートリトレイン�

�  ・受信ライン信号品質に基づく自動ライン・スピード選択�

�  ・フロー制御およびスピード・バッファリング�

�   ・最高115.2Kbpsの自動フォーマット／スピード検出�

�  ・パラレル非同期データ�

�  ・自動ダイヤルおよび自動アンサー�

�  ・トーンおよびパルスダイヤリング（DTMFトーン、ダイヤルパルス制御）�

■ 機 能 概 要�

 項目 規格�

 交信可能ファクシミリ装置 ITU-T G3ファクシミリ装置�

 適用回線 加入電話回線�

 同期方式 半二重調歩同期方式�

 通信速度 14400/12000/9600/7200/4800/2400/300bps ※�

 通信方式 ITU-T V.17/V.29/V.27ter/V.21ch2�

 変調方式 QAM : 14400/12000/9600/7200bps�

  DPSK : 4800/2400bps�

  FSK : 300bps�

 送信レベル -6～-15dBm（出荷時 -15dBm）�

 受信レベル -10～-40dBm�

 制御コマンド EIA-578拡張ATコマンド（CLASS 1）�

■ FAX 機 能�

※　回線状態によって通信速度が変わる場合があります。

FAXモデムボード機能仕様
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項　目 規　格�

適用回線 加入電話回線�

同期方式 全二重調歩同期方式�

通信速度 送 受 信： 33600/31200/28800/26400/24000/21600/19200/16800/14400/12000/9600�

  7200/4800/2400/1200/300bps ※�

 受信のみ：56000/54000/52000/50000/48000/46000/44000/42000/40000/38000/36000�

  34000/32000bps ※�

通信規格 K56flex  ITU-T V.34/V.32/V.32bis/V.22/V.22bis/V.21�

変調方式 TCM : 56000/54000/52000/50000/48000/46000/44000/42000/40000/38000/�

36000/34000/32000/33600/31200/28800/26400/24000/21600/19200/�

16800/14400/12000/9600/7200bps�

 QAM : 9600/7200bps�

 DPSK : 4800/2400/1200bps�

 FSK : 1200/300bps�

エラー訂正 ITU-T V.42（LAPM）  MNP class4�

データ圧縮 ITU-T V.42bis  MNP class5�

送信レベル -6～-15dBm（出荷時 -15dBm）�

受信レベル -10～-40dBm�

制御コマンド HayseATコマンド�

■ データモデム 機 能�

項　目 規　格�

適用回線 加入電話回線�

ダイヤル方式 パルスダイヤル（10/20PPS）�

 トーンダイヤル（DTMF）�

NCU形式 AA（自動発信／自動着信型）�

 MA（手動発信／自動着信型）�

 MM（手動発信／手動着信型）�

 AM（自動発信／手動着信型）�

制御コマンド HayesATコマンド準拠�

 EIA-578拡張ATコマンドAT（CLASS 1）�

■ NCU 機 能�

※　回線状態によって通信速度が変わる場合があります。

FAXモデムボード機能仕様
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ATコマンド
ATコマンドとは、電話回線に対してDTE（パソコンなどの端末機器）からのコマンドにより自動
発着信を行うために米国Hayes社が開発したコマンド体系で“AT”で始まることからこのよう

に呼ばれています。

ATコマンドセット（A/コマンドを除く）では、DTEが送る各コマンドラインはキャラクターシーケンスATで始ま
り、キャリッジリターンで終了しなければなりません。ATシーケンスは、いくつものコマンドをその次に続けること
ができます。ただし、Z、D、Aのようなコマンドは除きます。コマンドラインの最大キャラクタ数は48です。もしコ
マンドラインのどこかで構文エラーが見つかった場合には、ラインの残りは無視されます。

A T コマンド列 CR

コマンドの構成

コマンド一覧

■基本ATコマンド

�

　　　　種　　類�

アンサーモードで回線接続�

コマンドの再実行�

�

ダイヤルの実行�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

コマンドエコー�

有無の設定�

�

回線の接続／切断�

 ATコマンド�

Ａ�

Ａ/�

�

Ｄ�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

Ｅ�

�

�

Ｈ�

機　　能�

アンサーモードで回線に接続し、通信状態になる。自動応答していない状態で応答する場合に使用する。�

直前に実行したコマンドを再実行する。このコマンドの前には 「AT」 はつけない。また、最後の　　�

もつけない。�

指定された電話番号にダイヤルし接続する。�

Ｐ･･････ パルスダイヤル(ダイヤル回線)。�

Ｔ･･････ トーンダイヤル(プッシュ回線)。�

Ｗ･･････ Ｓ６レジスタで指定された時間、ダイヤルトーンを待つ。�

＠･･････ ５秒間の無音時間を検出する。検出できない場合は｢NO ANSWER｣を返す。�

，･･････ Ｓ８レジスタで指定された時間、ポーズを置く。構内交換機、ゼロ発信等でダイヤルを待つ場合�

 に使用する。�

０～９、＊、＃･･････ 相手の電話番号をダイヤルする。ダイヤル番号を見やすくするために、スペース、�

  「－」、「( )」、「[]」等が使用できる。なお、「＊」、「＃」はトーンダイヤルのみ�

  利用できる。�

：･･････ ダイヤル後コマンドモードにもどる�

！･･････ Ｓ２９レジスタで指定された時間、回線をオンフックする。(フラッシュダイヤルモディファイ)�

Ｌ･･････ 最後にかけたダイヤルにリダイヤルする。�

ＤＴＥ(パソコン側)から送られたコマンドのエコー(文字をそのまま送り返す)の有無を指定する。�

Ｅ０　コマンドモード時ＤＴＥから入力したコマンド文字をＤＴＥに返さない。�

Ｅ１　コマンドモード時ＤＴＥから入力したコマンド文字をＤＴＥに返す(初期値)。�

Ｈ０　回線を切断(オンフック)する。�

Ｈ１　回線を接続(オフフック)する。�

☆ＡＴ＆Ｗでバックアップ可能�

☆�
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ATコマンド

�

　　　　種　　類�

識別コード表示�

�

�

�

モニタスピーカの ☆�

最大音量設定�

�

�

�

モニタスピーカの ☆�

動作設定�

�

�

�

オンラインモードに戻る�

�

�

�

パルス回線(ダイヤル回線)�

モードの設定 ☆�

リザルトコードの設定 ☆�

�

�

Ｓレジスタの読み出し�

Ｓレジスタの設定�

�

�

トーン回線(プッシュ回線) ☆�

の設定�

 ATコマンド�

Ｉ�

�

�

�

Ｌ�

�

�

�

�

Ｍ�

�

�

�

�

Ｏ�

�

�

�

Ｐ�

�

Ｑ�

�

�

Ｓｒ？�

Ｓｒ＝ｎ�

�

�

Ｔ�

機　　能�

モデムの識別コードを表示する。�

Ｉ０　製品コードを表示する。�

Ｉ３　Ｆ/Ｗのバージョンを表示する。�

Ｉ４　モデムの名称を表示する。�

ＦＡＸモデムボードの内蔵スピーカの音量を設定する。�

Ｌ０　音量小。�

Ｌ１　音量小(初期値)。�

Ｌ２　音量中。�

Ｌ３　音量大。�

内部モニタスピーカのＯＮ、ＯＦＦのタイミングを設定する。�

Ｍ０　スピーカを常にＯＦＦにする。�

Ｍ１　キャリアを検出するまでＯＮにする(初期値)。�

Ｍ２　スピーカを常にＯＮにする。�

Ｍ３　ダイヤル終了からキャリア検出までＯＮにする。�

オンラインモード中にエスケープコマンド(＋＋＋)によってコマンドモードになったときに、�

再びオンラインモードに戻るのに使用する。�

Ｏ０　オンラインモードに戻る。�

Ｏ１　トレーニングを再度実行して、オンラインモードに戻る。�

ダイヤルをパルスで行うモードに設定する。�

�

リザルトコードをＤＴＥ(パソコン側)に返すか返さないかのモードを設定する。�

Ｑ０　リザルトコードをパソコンに返す(初期値)。�

Ｑ１　リザルトコードをパソコンに返さない。�

Ｓレジスタｒの内容を読み出す。ＡＴＳ０？ 　 でＳ０レジスタの内容を読み出す。�

Ｓレジスタｒを設定する。�

ＡＴＳｒ＝ｎ 　 でｒに設定したいレジスタの番号ｒ、ｎにレジスタの値を１０進数で設定する。�

ＡＴＳ２＝４３ 　 でＳ２レジスタに４３(１０進数)を設定する。�

ダイヤルをトーンで行うモードに設定する(初期値)。�

☆ＡＴ＆Ｗでバックアップ可能�



324

�

　　　　種　　類�

リザルトコード�

タイプの設定 ☆�

�

接続時のリザルト�

コードの設定 ☆�

�

�

�

�

�

モデムの初期化�

キャリア検出信号�

（ＣＤ）の動作 ☆�

�

データ端末レディ�

（ＤＲ）信号の動作 ☆�

�

�

パラメータの初期化�

ダイヤルパルス ☆�

スピードの設定�

�

�

�

モデムの状態表示�

 ATコマンド�

Ｖ�

�

�

Ｘ�

�

�

�

�

�

�

Ｚ�

＆Ｃ�

�

�

＆Ｄ�

�

�

�

＆Ｆ�

＆Ｐ�

�

�

�

�

＆Ｖ�

機　　能�

ＡＴコマンドのリザルトコードの形式を指定する。�

Ｖ０　リザルトコードを数字表示に設定する。�

Ｖ１　リザルトコードを文字表示に設定する(初期値)。�

モデム接続時のリザルトコードの拡張方法を指定する。�

Ｘ０　リザルトコードの拡張は行わない。�

Ｘ１　リザルトコードに接続時のスピードを付加する。�

Ｘ２　Ｘ１に加えてダイヤル時にダイヤルトーンの検出を行う。ダイヤル時に５秒以内に�

  ダイヤルトーンを検出できなかったら「NO DIALTONE」を表示する。�

Ｘ３　Ｘ１に加えて、ビジートーン(話中音)の検出を行う。ビジートーンを検出したら「BUSY」と表示する。�

Ｘ４　Ｘ２，Ｘ３をあわせて表示、または検出する(初期値)。�

モデムを＆Ｗコマンドで保存した内容で初期化する。�

ＣＤ信号(ＤＣＤ)の動作を指定する。�

＆Ｃ０　ＣＤ信号を常にＯＮにする。�

＆Ｃ１　ＣＤ信号はキャリアが検出されるとＯＮになる(初期値)。�

ＤＴＲ信号がＯＮからＯＦＦに変化した場合の動作を指定する。�

＆Ｄ０　ＤＴＲ信号は無視し、常にＯＮとして扱う。�

＆Ｄ１  ＤＴＲ信号がＯＦＦになると、コマンドモードになる。�

＆Ｄ２  ＤＴＲ信号がＯＦＦになると、回線を切断し、コマンドモードになる(初期値)。�

各種パラメータを工場出荷時の設定に戻す。�

ダイヤルパルスのスピードを指定する。�

＆Ｐ０  ダイヤルパルスを１０ＰＰＳにする。�

＆Ｐ１  ダイヤルパルスを１０ＰＰＳにする(初期値)。�

＆Ｐ２  ダイヤルパルスを２０ＰＰＳにする。�

＆Ｐ３  ダイヤルパルスを２０ＰＰＳにする。�

現在設定されているコマンドの一覧と、＆Ｗコマンドで保存されている内容を表示する。�

☆ＡＴ＆Ｗでバックアップ可能�
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ATコマンド

�

　　　　種　　類�

パラメータの保存�

リトレーニング時の�

自動再実行�

�

�

リザルトコードのデータ圧縮�

プロトコル表示�

�

データ圧縮�

プロトコルの設定�

�

リザルトコードの�

のエラー訂正�

プロトコル表示�

通信モードの設定�

 ATコマンド�

＆Ｗ�

％Ｅ�

�

�

�

＋ＤＲ�

�

�

＋ＤＳ�

�

�

＋ＥＲ�

�

�

+ES=x,y,z

機　　能�

現在設定されている状態を保存する。�

回線の状態を監視して、状態が変化した場合や悪い場合に、トレーニングシーケンスの再実行�

（リトレーニング）の指定をする。�

％Ｅ０　リトレーニングを自動で再実行しない。�

％Ｅ１　リトレーニングを自動で再実行する(初期値)。�

リザルトコードのデータ圧縮プロトコル表示を選択する。�

＋ＤＲ＝０ データ圧縮プロトコルを表示しない(初期値)。�

＋ＤＲ＝１ データ圧縮プロトコルを表示する。�

データ圧縮の有無を設定する。�

＋ＤＳ＝０　データ圧縮を行わない。�

＋ＤＳ＝３　データ圧縮を行う(初期値)。�

リザルトコードのエラー訂正プロトコル表示を選択する。�

＋ＥＲ＝０ エラー訂正プロトコルを表示しない(初期値)。�

＋ＥＲ＝１ エラー訂正プロトコルを表示する。�

エラー訂正プロトコルの動作を設定する。�

  x=1： ノーマルモードで接続する。�

   =2： 自動モードを使わずにＶ．４２モードで接続する。�

   =3： 自動モードを使用してＶ．４２モードで接続する(初期値)。�

   =4： ＭＮＰモードで接続する。�

発呼時の接続動作を設定する。�

  y=0： 相手がＶ．４２、ＭＮＰ、ノーマルモードのどれでも相手のモードに合わせて接続する(初期値)。�

   =2： 相手がＶ．４２、ＭＮＰの場合、相手のモードに合わせて接続する。�

   =3： 相手がＶ．４２の場合、接続する。�

   =4： 相手がＭＮＰの場合、接続する。�

着信時の接続動作を設定する。�

  z=0： 相手ノーマルモードの場合、接続する。�

   =2： 相手がＶ．４２、ＭＮＰ、ノーマルモードのどれでも相手のモードに合わせて接続する(初期値)。�

   =3： 相手がＶ．４２、ＭＮＰの場合、相手のモードに合わせて接続する。�

   =4： 相手がＶ．４２の場合、接続する。�

   =6： 相手がＭＮＰの場合、接続する。�

☆ＡＴ＆Ｗでバックアップ可能�
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相手FAXが音声応答FAXの場合、接続できない可能性があります。その場合は以下のコマンドによりBUSYトーン
検出をOFFにしてください。
コマンド構文：ATXO

外付け電話機使用中に以下に示すATコマンドを実行すると回線が切り替わります。
コマンド構文：ATD、ATH1、ATA

�

　　　　種　　類�

フロー制御�

�

�

リザルトコード�

のスピード表示�

�

変調方式の指定�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

エスケープ�

 ATコマンド�

＋ＩＦＣ�

�

�

＋ＭＲ�

�

�

＋ＭＳ�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

＋＋＋�

機　　能�

フロー制御（ＲＴＳ／ＣＴＳ，ＸＯＮ／ＸＯＦＦ)を指定する。�

＋ＩＦＣ＝１，１　ＸＯＮ／ＸＯＦＦフロー制御をする。�

＋ＩＦＣ＝２，２  ＲＴＳ／ＣＴＳフロー制御をする(初期値)。�

リザルトコードのスピード表示を選択する。�

＋ＭＲ＝０ ＤＴＥスピードを表示する(初期値)。�

＋ＭＲ＝１ 変調方式と回線速度(Tx：送信,Rx：受信)を表示する。�

+MS=(変調方式),(自動ﾓｰﾄﾞ),(送信最低ｽﾋﾟｰﾄﾞ),(送信最高ｽﾋﾟｰﾄﾞ),(受信最低ｽﾋﾟｰﾄﾞ),(受信最高ｽﾋﾟｰﾄﾞ)�

相手モデムとの通信方式、手順、スピード等を指定する。�

変調方式�

 V21： Ｖ．２１ ３００ｂｐｓで接続される。�

 V22： Ｖ．２２ １２００ｂｐｓで接続される。�

 V22B： Ｖ．２２ｂｉｓ ２４００／１２００ｂｐｓで接続される。�

 V32： Ｖ３２ ９６００／４８００ｂｐｓで接続される。�

 V32B： Ｖ．３２ｂｉｓ １４４００～４８００ｂｐｓで接続される。�

 V34： Ｖ．３４ ３３６００～２４００ｂｐｓで接続される。�

 K56： Ｋ５６ｆｌｅｘ ５６０００～３２０００(受信)、３３６００～２４００(送信)で接続される。�

自動モード、接続時の自動ネゴシエーションの指定を行う。�

0：自動モード(V.8)を使用しない。�

1：自動モード(V.8)を使用する。�

送信最低スピード 接続時、送信側の最低の変調速度を指定する。�

　 300,600,1200,2400,4800,7200,9600,12000,14400,16800,19200,21600,�

　 24000,26400,28800,31200,33600�

送信最高スピード 接続時、送信側の最高の変調速度を指定する。�

　 300,600,1200,2400,4800,7200,9600,12000,14400,16800,19200,21600,�

　 24000,26400,28800,31200,33600�

受信最低スピード 接続時、受信側の最低の変調速度を指定する。�

 　300,600,1200,2400,4800,7200,9600,12000,14400,16800,19200,21600,�

　 24000,26400,28800,31200,33600,32000,34000,36000,38000,40000,�

　 42000,44000,46000,48000,50000,52000,54000,56000�

受信最高スピード 接続時、受信側の最高の変調速度を指定する。�

 　300,600,1200,2400,4800,7200,9600,12000,14400,16800,19200,21600,�

 　24000,26400,28800,31200,33600,32000,34000,36000,38000,40000,�

　 42000,44000,46000,48000,50000,52000,54000,56000�

オンラインモードの時、パソコンから前後１秒間(Ｓ12レジスタで設定可能)の時間をあけて、「＋＋＋」�

のコマンドが入力されると、回線を切断することなく、コマンドモードに移る。「＋＋＋」の前後に他の�

文字が入力されるとエスケープコマンドと判断されないので　　等は入力しないこと。�

☆ＡＴ＆Ｗでバックアップ可能�
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■リザルトコード

ATコマンド

数　字   文　字  内　　容�

 ０ OK  コマンドラインの実行確認�

 1 CONNECT 接続�

 １ CONNECT <DTEスピード>  DTE速度を表示して接続　<DTE速度>は600～115200�

 ２ RING   リンギング検出�

 ３ NO CARRIER キャリア及びリングバック検出せず�

 ４ ERROR コマンド構文違い及び存在しないコマンド�

 ６ NO DIALTONE ダイヤルトーン検出せず�

 ７ BUSY ビジートーン検出�

 ８ NO ANSWER S7タイマーが切れるまで連続的にリングバックを検出�

 +MCR: <変調モード>  接続時の変調モード表示�

    <変調モード>�

   V21 Ｖ．２１で接続�

   V22 Ｖ．２２で接続�

   V22B Ｖ．２２ｂｉｓで接続�

    V32 Ｖ３２で接続�

    V32B Ｖ．３２ｂｉｓで接続�

   V34 Ｖ．３４で接続�

    K56 Ｋ５６ｆｌｅｘで接続�

 +MRR: <送信スピード>,  接続スピードの表示�

   <受信スピード> <送信スピード>は300～33600�

   <受信スピード>は300～56000�

 +ER: NONE エラー訂正プロトコル無し�

 +ER: ALT ＭＮＰエラー訂正プロトコルで接続�

 +ER:  LAPM Ｖ．４２訂正プロトコルで接続�

 +DR: NONE データ圧縮無し�

 +DR: ALT ＭＮＰ５データ圧縮で接続�

 +DR: V42B Ｖ．４２ｂｉｓデータ圧縮で接続�
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� Sレジスタ  機　能  説　明�

S0  自動着信する呼び出し回数設定　　　☆ 呼び出し音（リング）の何回目で自動着信するかを設定。�

   S0=０　自動着信しない（初期値）。�

   S0=１～255　n回目の呼び出しを受けると自動着信。�

S1  呼び出し回数のカウント  呼び出し音の回数をカウント。呼び出し音が検出されると，S1レジスタの値が＋１�

   される。�

   なお，呼び出し音が止まってから8秒たつとS1は０になる。�

   S0が０の場合は，S1は＋１されない。初期値はS1=０。�

S2  エスケープコードの文字設定　　　　☆ エスケープコードに使うキャラクタコードを０～127の値の間で設定。�

   初期値はS2=43（キャラクタ「＋」）。�

S3  復帰（キャリッジリターン）コードの  復帰コードのキャラクタコードを０～127の値で設定。  �

 文字設定  初期値はS3=13（16進数で0D）。�

S4 改行（ラインフィード）コードの文字設定 改行コードのキャラクタコードを０～255の値で設定。�

   初期値はS4=10（16進数で0A）。�

S5  バックスペースコードの文字設定  バックスペースコードのキャラクタコードを設定。�

   コマンドの１文字訂正に使用。０～32および127が設定可能。�

   このレジスタには表示可能なコード（33～126）は設定できない。�

   初期値はS5=８（16進数で08）。�

S6  ダイヤル開始までの待ち時間　　　　☆ オンフックしてからダイヤルするまでの待ち時間を設定。�

   Xコマンドがダイヤルトーンを検出しない場合（X0,1,3）に有効。�

   ダイヤルトーンを検出する場合（X2,4）はS6レジスタの値は無効。�

   ４～12の値を秒単位で指定。初期値はS6=４（４秒）。�

S7  接続待ち時間の設定　　　　　　　 ☆ ダイヤルしてから接続されるまでの接続待ち時間を０～58の間で秒単位で設定。�

   設定した時間内に接続されないと「NO CARRIER」がパソコンに返される。�

   初期値はS7=50（50秒）。�

S8  ポーズコマンドの時間設定　　　　　☆ ダイヤル時のポーズコマンド「，」の待ち時間を２～７の値で秒単位で設定。�

   初期値はS8=２（２秒）。�

S10  キャリア断検出の時間設定　　　　　☆ 回線の接続中に，設定した時間以上連続してキャリアが検出できない場合に�

   キャリア断として回線を切断。０～255の値を0.1秒単位で設定。�

   S10=255の場合はキャリア断を無視（キャリアが切れても回線を切断しない）。�

   初期値はS10=14（1.4秒）。�

S12  エスケープコードのガードタイムの設定　エスケープコマンド（＋＋＋）の前後のガード時間を設定。�

 　　　　　　　　　　　　　　　　   ☆ エスケープコマンドの前後には，設定されたガード時間以上データのない時間が必 

   要であり+と+の間はこの時間より短くなければならない。�

   0～255の値を1/50秒単位で設定。初期値はS12=50（１秒）。�

S29  フラッシュダイヤルモディファイ時間 ダイヤル時に、フラッシュダイヤルモディファイを受け取ったときにオンフック�

   になる時間を設定。�

   0～255の値を0.01秒単位で設定。初期値はS29=０。�

☆AT＆Wでバックアップ可能�

■Sレジスタ

相手端末の応答を自動的に確認する場合で応答の確認ができない場合，選択信号送出終了後直流回線を解放するまで
の時間は，ATコマンドのS7レジスタにて0 ～58秒に設定可能ですが，小さい値を設定すると回路が接続される
前に切れてしまう可能性があります。また，交換機へも悪影響を与えますので，30秒以上に設定してください。

S0レジスタを０以外の値でバックアップすると，通信用アプリケーションの起動状態によらずに設定された呼び出
し回数で着信します。
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